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ABSTRACT 
The NISTEP expert survey on Japanese S&T and innovation system (NISTEP TEITEN survey) aims 
to track the status of S&T and innovation system in Japan through the survey to about 2,800 Japanese 
experts and researchers in universities, public research institutions, and private firms. It asks for 
respondents’ views on the status of the S&T and innovation system, including things that are usually 
difficult to measure through the R&D statistics, using a questionnaire made by referring issues that are 
mentioned in the fifth S&T basic plan in Japan.  
This report discusses the results of the NISTEP TEITEN survey 2017 which is the second round of 
annual survey which will be conducted in the duration of the fifth S&T basic plan (FY2016 – 2020).  
The survey was conducted from September, 2017 to December, 2017, and the response rate is 92.3%. 
The same questionnaire was sent to the same respondents who were selected in the first round.  
Individual responses to the previous NISTEP TEITEN survey were fed back to respondents and 
respondents were asked to provide comments about why he/she changed their view from the previous 
survey.  The following in-depth surveies were also conducted: (1) what is expected as incentives of 
performance evaluation; (2) the degree of activity and fluctuation factors of “activities that create 
research results and produce scientific publications;” (3) problems in the organization-level collaboration 
between industry, universities and private firms; (4) expectation for universities, public research 
 institutes, and the government to promote innovation in private firms. 
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大学は、先行研究の大学グループ分類に倣い1、第 1 グループに固定し、それ以外の大学を第 2 グルー
プ、0.5％以上～1％未満の大学を第 3グループ、0.05％以上～0.5％未満の大学を第 4グループとした。 
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図表 2 大学・公的研究機関グループの回答者属性 
実数 割合




公的 学長・機関長等 19 1%
研究 マネジメント実務担当 29 1%
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































2 5 3 若手向けの科研費等は充実しており,活躍の機会は十分と思います.(公的研究機関,部長・教授等クラス,男性)
3 5 2 競争的資金の獲得に係る研修・指導を徹底している(公的研究機関,部長・教授等クラス,男性)
2 4 2 国の資金制度が持続しているため(公的研究機関,部長・教授等クラス,男性)
2 4 2 スタートアップ資金の提供に関する事項が増えたため.(大学,第2Ｇ,保健,主任研究員・准教授クラス,女性)




4 5 1 お金そのものは増えてきてると思います.(大学,第2Ｇ,工学,部長・教授等クラス,男性)




1 2 1 そもそも若手研究者が少ない,ということを考慮したから.(大学,第3Ｇ,主任研究員・准教授クラス,男性)





2 3 1 学長裁量経費での若手人材の年限付きであるが雇用数が増えた.(大学,第3Ｇ,社長・学長等クラス,男性)

















4 5 1 科研費スタートアップなどの整備により若干改善したから(大学,第3Ｇ,保健,部長・教授等クラス,男性)














1 2 1 資金面の援助が改善している(大学,第4Ｇ,工学,研究員・助教クラス,男性)
2 3 1 科研費採択のための支援体制ができた(大学,第4Ｇ,保健,部長・教授等クラス,男性)
4 5 1 若手研究者としての資金は充実している(公的研究機関,部長・教授等クラス,男性)
3 4 1 スタートアップ資金的な制度が改善されはじめた(公的研究機関,主任研究員・准教授クラス,男性)
4 5 1 当研究所と他機関の関係制度について認識が深まり評価が変わった.(公的研究機関,部長・教授等クラス,男性)
2 3 1 若手研究者を支援する研究資金制度を組織内で設立した.(公的研究機関,部長・教授等クラス,男性)





































































4 3 -1 単年度の資金がほとんどなので研究を継続できるかどうかわからないため(大学,第1Ｇ,部長・教授等クラス,男性)




2 2 0 スタートアップ資金が少ないため(公的研究機関,主任研究員・准教授クラス,女性)
2 1 -1 大学の予算圧縮により状況は悪くなっている(大学,第1Ｇ,工学,部長・教授等クラス,男性)




5 4 -1 任期つきの雇用が多い(大学,第1Ｇ,理学,研究員・助教クラス,女性)
5 4 -1 ポストが減ってきている(大学,第2Ｇ,部長・教授等クラス,男性)
4 3 -1 任期付き採用が増えていて，基礎的な研究や長期に渡る研究が実施できない(大学,第2Ｇ,部長・教授等クラス,男性)













2 1 -1 スタートアップ資金は全ての新規採用研究者に提供してもよいのではないか？(大学,第2Ｇ,工学,研究員・助教クラス,男性)
2 1 -1 運営費交付金削減のため,新規採用が難しい状況である.(大学,第2Ｇ,工学,研究員・助教クラス,男性)









































































3 2 -1 スタートアップ資金がさらに取得困難になったと感じます(大学,第3Ｇ,保健,部長・教授等クラス,男性)




2 1 -1 各研究者への研究費配分額が減少しているため.(大学,第3Ｇ,農学,主任研究員・准教授クラス,男性)
5 4 -1 配分できる教育研究費が次第に減少しているため.(大学,第4Ｇ,社長・学長等クラス,男性)
2 1 -1 大学の部局として,新規採用者への補助が全くできなくなっている(大学,第4Ｇ,理学,部長・教授等クラス,男性)




5 4 -1 大学全体の財源が圧迫され,若手にも影響が出てきている.(大学,第4Ｇ,工学,部長・教授等クラス,男性)



























6 5 -1 運営費交付金の減少とともに研究に回される資金が減りつつある.(公的研究機関,部長・教授等クラス,男性)
2 1 -1 テニュアつき採用の減少(公的研究機関,研究員・助教クラス,女性)
3 1 -2 そもそもスタートアップ制度が存在していないため(大学,第1Ｇ,理学,主任研究員・准教授クラス,男性)










4 2 -2 将来の不安がある.任期付のポストは多いがパーマネントがすくない.(大学,第2Ｇ,部長・教授等クラス,男性)







6 4 -2 どうしてもボスの所有している装置に頼らざるを得ない事が多い.(大学,第2Ｇ,工学,研究員・助教クラス,男性)
3 1 -2 年々雑用が増えているため.(大学,第2Ｇ,農学,主任研究員・准教授クラス,男性)















































4 2 -2 制度はあるが,効果があるかどうか疑問に思うようになったから.(公的研究機関,主任研究員・准教授クラス,男性)
6 3 -3 人事凍結で業績に関わらずに任期途中で首になる研究者も出てきそう.(大学,第3Ｇ,工学,部長・教授等クラス,男性)







5 1 -4 所属する研究所での現状から.(大学,第2Ｇ,工学,研究員・助教クラス,男性)
6 2 -4 任期があるためチャレンジングな研究に取り組みにくい(大学,第4Ｇ,工学,研究員・助教クラス,男性)
5 2 -3 与えられた課題は非常に多く,それらを解決するには不十分(公的研究機関,社長・学長等クラス,男性)

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































3 4 1 若手研究者である母集団が増えたことから,そのように思う.(大学,第2Ｇ,保健,主任研究員・准教授クラス,女性)







3 4 1 同学科で大学院生の内から外部資金の取得ができている事例があるため(大学,第4Ｇ,理学,研究員・助教クラス,女性)
5 6 1 最近の公募で若手研究者が複数採用されました.(大学,第4Ｇ,工学,部長・教授等クラス,男性)

















1 1 0 引き続き,若手研究者数が著しく不足している.(大学,第1Ｇ,その他,男性)
2 3 1 自立できる資金制度ができた.(公的研究機関,部長・教授等クラス,男性)




2 2 0 研究を主体的にやれる時間が少ない.(大学,第3Ｇ,工学,主任研究員・准教授クラス,男性)










1 1 0 若手PIとして活躍する場（ポスト）が少なすぎる.(大学,第4Ｇ,理学,主任研究員・准教授クラス,男性)
1 1 0 教育への負担が大きく研究時間の確保が困難です.(大学,第4Ｇ,保健,主任研究員・准教授クラス,女性)
3 2 -1 成果が見えやすい（外部資金が獲得しやすい）研究分野が限られている(大学,第2Ｇ,部長・教授等クラス,男性)
3 2 -1 博士進学者が極端に減少したことによる輩出不足(大学,第1Ｇ,農学,部長・教授等クラス,男性)


























3 2 -1 若手研究者の雇用が減少している.(大学,第2Ｇ,理学,部長・教授等クラス,男性)




3 2 -1 若手の新規雇用が年々難しくなっている(大学,第2Ｇ,工学,部長・教授等クラス,男性)
































5 3 -2 研究が高度になり,時間がかかるようになったので,数が不足してきた.(大学,第4Ｇ,保健,部長・教授等クラス,男性)


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































2 5 3 現職はテニュアトラックであるため.(大学,第2Ｇ,理学,研究員・助教クラス,男性)















1 3 2 ある程度，採用した教員を再雇用するための働きがあると感じたため．(大学,第4Ｇ,工学,主任研究員・准教授クラス,女性)
3 4 1 実際に任期なし公募が増えている(大学,第1Ｇ,工学,主任研究員・准教授クラス,男性)








2 3 1 以前より組織として少しは意識されるようになってきたような気はします.(大学,第2Ｇ,農学,部長・教授等クラス,男性)
3 4 1 テニュア制度によるポストの数は増えているように感じているから.(大学,第1Ｇ,工学,研究員・助教クラス,男性)




1 2 1 テニュアトラック助教の資格審査が若干緩和された(大学,第3Ｇ,部長・教授等クラス,男性)
2 3 1 大型資金を獲得した若手研究者の任期を付さないポストへの異動があった(大学,第2Ｇ,農学,研究員・助教クラス,男性)
2 3 1 テニュアトラックで採用される若手研究者が増えつつある.(大学,第2Ｇ,農学,研究員・助教クラス,女性)




4 5 1 部局としては任期後の職を確保しようと努力している(大学,第3Ｇ,理学,部長・教授等クラス,男性)
2 3 1 最初から人事の枠がないとできない.(大学,第3Ｇ,工学,主任研究員・准教授クラス,男性)
1 2 1 理事長交代で方針が変わった(大学,第4Ｇ,保健,部長・教授等クラス,男性)
4 5 1 シニア研究者を含む年俸制の対象者は年を追って増えている(大学,大学共同利用機関,社長・学長等クラス,男性)
2 3 1 教員定員の削減が続く中で,若手ポスト拡大は非常に難しい.(大学,第4Ｇ,農学,社長・学長等クラス,男性)
2 3 1 任期付のポスト（特命特任助教等）が学内措置でやや拡充されたため．(大学,第4Ｇ,農学,部長・教授等クラス,男性)
2 3 1 テニュアトラック制の導入を前向きに検討(公的研究機関,社長・学長等クラス,男性)




3 4 1 シニアの承継ポストを若手向けに出す努力をしている(大学,大学共同利用機関,部長・教授等クラス,男性)
1 2 1 キャリヤ採用の取り組みをしている(公的研究機関,部長・教授等クラス,男性)















































1 1 0 日本の国民性の良さを生かすためには，安定したポストの拡充が必須．(大学,第2Ｇ,工学,研究員・助教クラス,男性)
1 1 0 日本国全体の環境がどんどん悪くなっている気がする.(大学,第2Ｇ,工学,研究員・助教クラス,男性)













2 2 0 運営費交付金の減額とともに,若手にしわ寄せが相変わらず来ている.(大学,第2Ｇ,保健,主任研究員・准教授クラス,女性)
1 1 0 実績を積んだ若手研究者のための任期を付さないポストは存在しない.(大学,第4Ｇ,保健,主任研究員・准教授クラス,女性)
1 1 0 制度がない.(大学,第4Ｇ,保健,主任研究員・准教授クラス,女性)
1 1 0 定年を過ぎても雇用される教職員がいるため.(大学,第3Ｇ,理学,研究員・助教クラス,男性)




3 2 -1 若手のための任期無しポストが少ない．(大学,第1Ｇ,主任研究員・准教授クラス,男性)








4 3 -1 大切さは十分認識しているが,資金不足でやれることに限りがあります.(大学,第1Ｇ,理学,部長・教授等クラス,男性)
2 1 -1 何れの世代においても任期を付さないポストは減少している.(大学,第1Ｇ,保健,部長・教授等クラス,男性)
2 1 -1 人件費削減により,若手のポスト拡充に取り組めない(大学,第2Ｇ,理学,部長・教授等クラス,男性)




2 1 -1 状況はさらに悪化している.(大学,第2Ｇ,理学,部長・教授等クラス,男性)
2 1 -1 年々厳しくなっていると感じる.(大学,第2Ｇ,工学,主任研究員・准教授クラス,男性)











2 1 -1 教員，職員削減傾向(大学,第2Ｇ,保健,主任研究員・准教授クラス,男性)
2 1 -1 地方では機会が減っているので総体的には減少傾向を感じる(大学,第2Ｇ,保健,主任研究員・准教授クラス,男性)
2 1 -1 任期を付さない助教ポストの後任人事が凍結されているので.(大学,第4Ｇ,理学,主任研究員・准教授クラス,男性)










2 1 -1 任期のある特任教員等のポストが増加している.(大学,第4Ｇ,工学,研究員・助教クラス,男性)

































2 1 -1 定年による研究者減が,若手の任期を付さないポストの増加を上回っている印象.(公的研究機関,部長・教授等クラス,男性)
4 3 -1 若手向けの公募の際,ますます任期付になって来た.(大学,大学共同利用機関,主任研究員・准教授クラス,男性)
6 5 -1 さらに改善の余地があると考える.(公的研究機関,社長・学長等クラス,男性)




2 1 -1 新規常勤職員は基本的に任期付きです.(公的研究機関,主任研究員・准教授クラス,男性)
3 2 -1 若手向けの研修内容が劣化.(公的研究機関,主任研究員・准教授クラス,男性)








4 2 -2 研究に費やす時間が制限されている(大学,第4Ｇ,工学,研究員・助教クラス,男性)




4 2 -2 シニア研究者に対する年俸制の導入が不十分(大学,第4Ｇ,工学,部長・教授等クラス,男性)







4 2 -2 任期制若手職員から定年制職員への登用は極めて難しい.(公的研究機関,部長・教授等クラス,男性)














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































2 4 2 最近そういう傾向(大学,第1Ｇ,保健,部長・教授等クラス,男性)




2 5 3 今年数名の日本人が受験し，合格した．(大学,第1Ｇ,工学,部長・教授等クラス,男性)
1 3 2 自分の周りでは博士課程を目指す人間自体が減っている(大学,第4Ｇ,農学,研究員・助教クラス,男性)
2 4 2 所属先の状況は適切な人材を入学させている.(大学,第4Ｇ,保健,主任研究員・准教授クラス,女性)
2 4 2 人数が少ないので,かなり,選別されている.(大学,第2Ｇ,農学,部長・教授等クラス,男性)
















3 4 1 昨年度,教育システムの改組再編を行い,博士人材像を明らかにした.(大学,第4Ｇ,社長・学長等クラス,男性)
1 2 1 やる気のある学生が進学している.(大学,第2Ｇ,農学,主任研究員・准教授クラス,男性)




1 1 0 博士後期課程修了後の人生が大変すぎることが広く知られ,頭の切れるひとは避けるため.(大学,第1Ｇ,その他,男性)
3 4 1 入学金,授業料の無償化の奨学金の制度を確立し,経済的な負担が軽減された.(大学,第4Ｇ,農学,社長・学長等クラス,男性)
















2 2 0 産業界・民間が博士課程卒を戦力として認めない限り人材は集まらない(公的研究機関,社長・学長等クラス,男性)




3 2 -1 大学での研究環境がさらに悪くなっているため.(大学,第1Ｇ,部長・教授等クラス,男性)













2 1 -1 所属機関の専攻内で博士後期課程進学者の少なさが問題になった.(大学,第1Ｇ,理学,主任研究員・准教授クラス,男性)












































3 2 -1 後期課程への進学希望者が減少(大学,第2Ｇ,理学,部長・教授等クラス,男性)
4 3 -1 優秀な人材が博士課程後期を敬遠した具体的な事例があったため.(大学,第2Ｇ,理学,部長・教授等クラス,男性)
















3 2 -1 研究機関の各部局における状況に大きな格差がある.(大学,第3Ｇ,社長・学長等クラス,男性)
3 2 -1 日本人の博士課程進学率が一層低下している(大学,第2Ｇ,農学,部長・教授等クラス,男性)
3 2 -1 任期なしの職を好み,より安定志向になっている.(大学,第2Ｇ,保健,主任研究員・准教授クラス,男性)
2 1 -1 企業の採用意欲が旺盛で,研究者以外の条件の良い職に人材が流れている.(大学,第3Ｇ,農学,部長・教授等クラス,男性)
3 2 -1 能力が不十分で退学した学生を経験したため(大学,第3Ｇ,保健,部長・教授等クラス,男性)
4 3 -1 就職状況が良いためか博士後期への進学者数自体が減っている(大学,第3Ｇ,社長・学長等クラス,男性)




3 2 -1 博士後期課程を目指す人材が減る傾向にあるため.(大学,第4Ｇ,社長・学長等クラス,男性)















4 3 -1 能力の低い院生が増えた(大学,第4Ｇ,保健,部長・教授等クラス,男性)
2 1 -1 景気の回復により大学院への進学者が減少傾向にある(大学,第4Ｇ,農学,社長・学長等クラス,女性)


















2 1 -1 博士課程後期に進む学生が減少している.(大学,大学共同利用機関,部長・教授等クラス,男性)
5 4 -1 年々,博士課程後期への進学者が減少していると実感する.(大学,大学共同利用機関,主任研究員・准教授クラス,男性)
3 2 -1 益々日本人の有望な人材が博士課程後期に進学していないように感じる.(公的研究機関,部長・教授等クラス,男性)
2 1 -1 博士課程後期の学生が激減している.海外の若手の受入ればかりである.(公的研究機関,主任研究員・准教授クラス,男性)
2 1 -1 そもそも若手が少ない.(公的研究機関,部長・教授等クラス,男性)




















4 2 -2 優秀な学生が博士課程に進学しない傾向にある(大学,第1Ｇ,保健,主任研究員・准教授クラス,男性)
4 2 -2 減少しつつある.(大学,第3Ｇ,理学,部長・教授等クラス,男性)







4 2 -2 博士の学位取得によるメリットが感じられない.(大学,第3Ｇ,工学,主任研究員・准教授クラス,男性)




4 2 -2 大学の助教等のポストが少なく,大学院希望者が減少している.(大学,第4Ｇ,社長・学長等クラス,男性)
6 4 -2 進学者が激減している.(大学,第4Ｇ,理学,部長・教授等クラス,男性)
6 3 -3 博士後期課程を進路から外し,民間企業に就職した学生が多かった.(大学,第2Ｇ,理学,主任研究員・准教授クラス,男性)

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































2 4 2 十分とは言えないが、給付型の奨学金の創設等により,徐々に環境整備が進んでいる(大学,第2Ｇ,社長・学長等クラス,男性)
2 4 2 外国人に対しては整備が進んでいる(大学,第2Ｇ,理学,主任研究員・准教授クラス,男性)
1 5 4 それなりに整っている様子(公的研究機関,部長・教授等クラス,男性)
2 4 2 学内・学外奨学金などが充実してきた(大学,第1Ｇ,理学,部長・教授等クラス,男性)
2 3 1 やれることはかなりやっている.(大学,第1Ｇ,農学,部長・教授等クラス,男性)




2 4 2 連携大学院制度の運用が改善された(公的研究機関,部長・教授等クラス,男性)
1 2 1 キャリアパス支援とか,少しずつは整備が始まっている.(大学,第2Ｇ,農学,部長・教授等クラス,男性)
1 2 1 授業料や,RAなどの制度は充実してきた.(大学,第2Ｇ,農学,部長・教授等クラス,男性)
2 3 1 留学生の受け入れ体制の改善(大学,第2Ｇ,社長・学長等クラス,男性)




5 6 1 標準年限内は学費や設備費等が免除される制度がある.(大学,第3Ｇ,理学,研究員・助教クラス,男性)















3 4 1 本年度から長期履修制度が導入されるため.(大学,第4Ｇ,保健,部長・教授等クラス,男性)



























































































2 2 0 企業側の受け入れ態勢に不備(大学,第4Ｇ,工学,部長・教授等クラス,男性)























3 2 -1 大学からのRA経費の支出が難しくなるなど,さらに悪くなっている.(大学,第2Ｇ,理学,部長・教授等クラス,男性)




2 1 -1 博士課程後期に在学する学生への経済的なサポートが減る見込みであるため.(大学,第2Ｇ,理学,部長・教授等クラス,男性)
4 3 -1 経済的支援の不足.(大学,第3Ｇ,社長・学長等クラス,男性)











2 1 -1 特に留学生受け入れ体制が不十分.国費留学生枠の拡充等が必要.(大学,第3Ｇ,農学,部長・教授等クラス,女性)
3 2 -1 経済的理由が大きいように思います.(大学,第3Ｇ,工学,部長・教授等クラス,男性)
2 1 -1 財政的な要因で，学内の経済的支援が打ち切られようとしている(大学,第3Ｇ,工学,部長・教授等クラス,男性)





























































3 1 -2 乏しい経済支援が問題.(大学,第1Ｇ,工学,主任研究員・准教授クラス,男性)




6 4 -2 経済的支援が十分出来ていない.(大学,第4Ｇ,社長・学長等クラス,男性)
5 3 -2 経済的支援が不足している(大学,第2Ｇ,工学,研究員・助教クラス,男性)
4 2 -2 経済的支援がほぼない(大学,第2Ｇ,農学,主任研究員・准教授クラス,男性)
5 3 -2 留学生への資金援助がたりない(大学,第4Ｇ,保健,部長・教授等クラス,男性)
5 3 -2 最新の機器は入らない.時間ない.(大学,第4Ｇ,保健,部長・教授等クラス,男性)
3 1 -2 校費の削減により,チャレンジ的な研究に取り組み難くなっている(大学,第4Ｇ,工学,部長・教授等クラス,男性)
4 2 -2 論文作成の指導プロセスが未完成(大学,第4Ｇ,工学,研究員・助教クラス,男性)
5 1 -4 環境は悪いと思う.(大学,第4Ｇ,保健,主任研究員・准教授クラス,男性)



































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































2 3 1 学生本人の意識改革は徐々に進んでいる．(大学,第1Ｇ,工学,主任研究員・准教授クラス,男性)
3 4 1 博士学位取得後の企業への就職が特別ではなくなっている.(大学,第1Ｇ,工学,主任研究員・准教授クラス,男性)
3 4 1 比較的企業などにも就職できる枠組みが整いつつあるように見える．(大学,第1Ｇ,主任研究員・准教授クラス,男性)
2 3 1 アカデミアと企業などの交流が,若干ではあるが進んできている.(大学,第1Ｇ,その他,男性)




4 5 1 企業が博士学位取得者をとりはじめた(大学,第2Ｇ,部長・教授等クラス,男性)




1 2 1 一般企業の博士号取得者の採用実績が増えつつある点から(大学,第4Ｇ,理学,主任研究員・准教授クラス,男性)
4 5 1 博士後期課程在学者の民間会社でのインターンシップ等を行っている.(大学,第3Ｇ,農学,部長・教授等クラス,男性)
3 4 1 現在,売り手市場であるため企業への就職の機会が増えているため(大学,第3Ｇ,保健,研究員・助教クラス,男性)




1 2 1 博士号取得者や企業等の意識改革が進んできている(大学,第4Ｇ,理学,研究員・助教クラス,女性)
3 4 1 民間への就職がしやすいように大学で取り組みが本格化してきた(大学,第4Ｇ,理学,研究員・助教クラス,女性)
2 3 1 結果的にはデータサイエンス的な仕事で企業への就職状況はよくなっている.(公的研究機関,部長・教授等クラス,男性)
1 2 1 任期付きのポストが増加しているため(公的研究機関,主任研究員・准教授クラス,男性)
4 5 1 IT分野ではパスの多様化が進んでいる(大学,大学共同利用機関,社長・学長等クラス,男性)
2 3 1 少しは取り組みが増えているが,魅力に乏しいように思える.(公的研究機関,部長・教授等クラス,男性)




1 2 1 任期付研究員が企業の前で発表を行う機会が設けられている(公的研究機関,主任研究員・准教授クラス,男性)









































































3 2 -1 産業界のさらなる意識改革が必要.(大学,第2Ｇ,理学,部長・教授等クラス,男性)
3 2 -1 博士号取得者に対する産業界の意識改革が全く進んでいない(大学,第2Ｇ,工学,部長・教授等クラス,男性)








2 1 -1 必ずしも大学執行部の考えと学生が求めている内容が一致していない.(大学,第2Ｇ,工学,主任研究員・准教授クラス,女性)
3 2 -1 問１－０３に述べたように,雇用者の枠が狭まっている.(大学,第2Ｇ,保健,部長・教授等クラス,男性)
5 4 -1 外国籍の博士号取得者が増加するにつれ，整備の必要性が薄れているため？(大学,第3Ｇ,保健,部長・教授等クラス,男性)
4 3 -1 周辺では悪くなっている印象(大学,第3Ｇ,保健,主任研究員・准教授クラス,男性)
2 1 -1 誰も関心が無い．(大学,第3Ｇ,工学,部長・教授等クラス,男性)
3 2 -1 博士号取得者のキャリアパスの情報が不足していると感じているため(大学,第3Ｇ,農学,研究員・助教クラス,男性)
























3 2 -1 任期制若手職員から定年制職員への登用は極めて難しい.(公的研究機関,部長・教授等クラス,男性)
3 2 -1 結局は,新規採用を重宝する流れは,変わらない.(公的研究機関,部長・教授等クラス,男性)
3 1 -2 産業界がもっと博士号取得者を受け入れるシステムが必要.(大学,第4Ｇ,農学,部長・教授等クラス,男性)




4 2 -2 博士課程後期教育修了者への支援プログラムが打ち切られた.(大学,第4Ｇ,工学,主任研究員・准教授クラス,男性)
医師以外は全ての面において冷ややかである.(大学,第4Ｇ,保健,主任研究員・准教授クラス,男性)






































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































3 4 1 工場見学や課題解決型学習は充実してきている．(大学,第1Ｇ,工学,部長・教授等クラス,男性)





























4 5 1 本学の教育改革でそういった視点を持つための教育が始まっている.(大学,第2Ｇ,工学,主任研究員・准教授クラス,男性)
5 6 1 アクティブラーニングは,「やりすぎでは」と思うくらい充分している.(大学,第2Ｇ,工学,主任研究員・准教授クラス,女性)




1 2 1 実習等で努力はしている(大学,第2Ｇ,保健,主任研究員・准教授クラス,男性)
5 6 1 学部を超えて,さまざまな専門領域の教員が多角的に刺激を与えている.(大学,第2Ｇ,保健,部長・教授等クラス,女性)
3 4 1 ALを中心に新たな教育方法の底上げが進みつつある(大学,第3Ｇ,工学,主任研究員・准教授クラス,男性)







2 3 1 少し改善がみられる(大学,第3Ｇ,保健,主任研究員・准教授クラス,男性)




2 3 1 アクティブラーニングをすべての科目で必修化したことに伴い,評価を上げた.(大学,第3Ｇ,保健,部長・教授等クラス,男性)
2 3 1 新入生の必修講義であるフレッシュマンコースの内容が改訂されたので.(大学,第4Ｇ,理学,主任研究員・准教授クラス,男性)



















































2 3 1 研究指向をもつ学生が増えつつある.(大学,第4Ｇ,保健,部長・教授等クラス,男性)





4 5 1 アクティブラーニングが増えてきたため.(大学,社長・学長等クラス,男性)
4 5 1 地方創生の観点で地域との協働が増えている.(大学,社長・学長等クラス,男性)
2 3 1 大分改善されてきていると感じている.(大学,第4Ｇ,保健,主任研究員・准教授クラス,男性)
2 3 1 アクティブラーニングを組み込んだカリキュラムへの変更があった.(大学,第4Ｇ,保健,研究員・助教クラス,男性)
2 3 1 アクティブラーニングがカリキュラムに少し導入されてきた(大学,部長・教授等クラス,男性)
2 3 1 アクティブラーニングなどを行ってきているが，効果がまだ十分に浸透してはいない(大学,部長・教授等クラス,男性)





3 4 1 1PBLなど実践的教育は増加傾向にある(大学,部長・教授等クラス,男性)
2 3 1 アクティブラーニングへの注目(大学,部長・教授等クラス,男性)




3 4 1 FDの一環として，アクティブラーニングに力を入れていると感じる.(大学,主任研究員・准教授クラス,男性)
3 4 1 各大学で，問題解決型学習や体験学習のプログラムが増えていると思う．(大学,主任研究員・准教授クラス,男性)
3 4 1 カリキュラム見直しが進んでいる(大学,部長・教授等クラス,男性)
1 2 1 シラバス等への記載を必須とするようになった.(大学,主任研究員・准教授クラス,男性)




2 3 1 個々の教員の教育方法に依存するところが大きい.(公的研究機関,社長・学長等クラス,男性)
1 2 1 学生が興味をいだいていない.抱かせる工夫ができないでいる.(公的研究機関,部長・教授等クラス,男性)
3 4 1 大学から企業へ学生のインターンシップ相談があったことから.(民間企業等,社長・学長等クラス,男性)








4 5 1 知識より問題解決に重点をシフトしつつある話を聞いている(民間企業等,部長・教授等クラス,男性)




2 3 1 採用面接で学生さんと話をして考えが変わりました.(民間企業等,主任研究員・准教授クラス,男性)
3 3 0 いろいろな試みはなされているが,まだ十分とは言い難い.(大学,第2Ｇ,部長・教授等クラス,男性)
4 5 1 各大学の取り組みが進んでいるため.(民間企業等,部長・教授等クラス,女性)
4 5 1 各大学で社会人を招聘した講義など,多くの工夫をされていることがわかったので.(民間企業等,部長・教授等クラス,女性)


















































6 6 0 学部課程への教育は今で十分，これ以上の変化は，不要と思います.(大学,第4Ｇ,工学,研究員・助教クラス,男性)

































1 1 0 実務に直結しすぎ,テクニックの横行が気になる.就職予備校ではいけない.(民間企業等,社長・学長等クラス,男性)
2 1 -1 主体的な問いをたてる訓練が欧米に比べて不十分(大学,第1Ｇ,工学,部長・教授等クラス,男性)
4 3 -1 結果論として，学術研究に意欲的な学生数が減ってきていると感じる．(大学,第1Ｇ,工学,研究員・助教クラス,男性)
2 2 0 特に研究倫理の教育がもっと必要と感じます.(民間企業等,社長・学長等クラス,男性)
2 2 0 大学院生については「リーディング大学院」など耳にするが,学部生については(民間企業等,部長・教授等クラス,男性)




















3 2 -1 組織的な教育は不備と思われる.(大学,第4Ｇ,社長・学長等クラス,男性)




3 2 -1 医学部の職業訓練校化がますます進んでいるように感じる.(大学,第4Ｇ,保健,主任研究員・准教授クラス,男性)







2 1 -1 前回から,あまり進展していないので,不十分とした.(大学,部長・教授等クラス,男性)
4 3 -1 機会は増えているが,学生が乗ってこなくなっている.(公的研究機関,部長・教授等クラス,男性)




















5 3 -2 キャリア教育の導入,展開が教養教育において遅々として進んでいない.(大学,第3Ｇ,社長・学長等クラス,男性)















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































1 2 1 研究室によって,差が大きい.(公的研究機関,部長・教授等クラス,男性)
3 4 1 周辺アカデミアの取り組み状況から推測(公的研究機関,部長・教授等クラス,男性)
3 4 1 新修士課程が稼働し始めた(大学,第3Ｇ,社長・学長等クラス,男性)




2 2 0 学生の質的低下のために，従来以上の指導と支援が不可欠である．(大学,第2Ｇ,理学,部長・教授等クラス,男性)




5 5 0 個々の教員は,指導の努力を行っておられる.(大学,第3Ｇ,工学,主任研究員・准教授クラス,男性)
2 2 0 与えられた時間の中でせざるを得ず,十分な時間が取れていない.(大学,第3Ｇ,農学,部長・教授等クラス,女性)
4 4 0 研究室によりばらつきが非常に大きい．(大学,第2Ｇ,工学,部長・教授等クラス,男性)
5 5 0 少なくとも我々の研究室は自由な環境を与えることを信念としている.(大学,第2Ｇ,工学,研究員・助教クラス,男性)
2 2 0 指導者の資質が十分でない.(公的研究機関,社長・学長等クラス,男性)







1 1 0 大学に落ち着いた研究環境が整っていない.(民間企業等,社長・学長等クラス,男性)
1 1 0 なんのための研究か？研究者自身のモチベーションがあいまい.(民間企業等,社長・学長等クラス,男性)







2 1 -1 大学院生への指導に問題がある(大学,第1Ｇ,保健,部長・教授等クラス,男性)
3 3 0 大学によるのではないか.(民間企業等,社長・学長等クラス,女性)
5 4 -1 本人の自覚の問題かも知れないので,指導の問題ではないかも知れないが.(大学,第1Ｇ,社長・学長等クラス,男性)










































































6 5 -1 研究戦略経費等の激減のため,大学院生への研究支援が十分でない.(大学,第4Ｇ,社長・学長等クラス,男性)




3 2 -1 どちらかと言うと,未だに指導教員の下働きになっている感じがある.(大学,部長・教授等クラス,男性)







5 4 -1 最近,積極性に欠ける方が増加しているように思われる(公的研究機関,部長・教授等クラス,男性)

















3 2 -1 最近受け身の学生が多い気がする(民間企業等,主任研究員・准教授クラス,男性)




5 3 -2 指導教員により,指導の仕方のばらつきが大きい(大学,第1Ｇ,理学,主任研究員・准教授クラス,女性)
5 3 -2 教育経費の削減(大学,第2Ｇ,農学,部長・教授等クラス,男性)



































5 3 -2 大学学部による差が大きい(公的研究機関,社長・学長等クラス,男性)
3 1 -2 博士課程学生の受入れがほとんどない現状で指導のしようがない.(公的研究機関,主任研究員・准教授クラス,男性)
4 2 -2 指導者が受けるプロジェクト研究に関係することが多くなりつつある.(大学,その他,男性)
自分の研究室では実施している（はずである）が,周りを見るとそうではなさそうである.(大学,第4Ｇ,農学,主任研究員・准教授
クラス,男性)






















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































1 3 2 研究分野の特性からみて,女性研究者の数が特に少ないとは感じていません.(公的研究機関,社長・学長等クラス,男性)








2 3 1 近くで二名の女性教授が誕生しました.(大学,第2Ｇ,部長・教授等クラス,男性)
3 4 1 絶対数は少ないがそもそも学生の時点で少ない．(大学,第1Ｇ,部長・教授等クラス,男性)




5 6 1 女性の雇用数を一定まであげる目標を設定するなど,行き過ぎている.(大学,第2Ｇ,工学,主任研究員・准教授クラス,男性)
3 4 1 未だ十分ではないが，増加の傾向にある．人数は政策的に増えている．(大学,第2Ｇ,理学,部長・教授等クラス,男性)




2 3 1 女性研究者は増えています.(大学,第3Ｇ,工学,部長・教授等クラス,男性)
2 3 1 増えつつある,少なくとも機会は増えている(大学,第2Ｇ,保健,部長・教授等クラス,男性)
3 4 1 「ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ（特色型）」中間評価結果を受けて(大学,第3Ｇ,社長・学長等クラス,男性)
3 4 1 女性スタッフの増員(大学,第3Ｇ,保健,研究員・助教クラス,男性)
2 3 1 少しずつではあるが,女性研究者が増えている.(大学,第4Ｇ,社長・学長等クラス,男性)
2 3 1 研究者に性別の区別をつける必要はない(大学,第3Ｇ,農学,主任研究員・准教授クラス,男性)
3 4 1 女性研究者の採用を増やしたため(大学,第3Ｇ,保健,主任研究員・准教授クラス,男性)




4 5 1 新規に採用されている(大学,第4Ｇ,理学,部長・教授等クラス,男性)
2 3 1 女性が増えてきています.(大学,第4Ｇ,工学,部長・教授等クラス,男性)
1 2 1 女性研究者は6％程度であるため十分であるとは言えない.(大学,第4Ｇ,工学,研究員・助教クラス,女性)
2 3 1 所属する学部では少しずつ女性教員が増えている.(大学,第4Ｇ,農学,部長・教授等クラス,男性)







1 2 1 努力しており,厚労省のえるぼし取得(公的研究機関,部長・教授等クラス,男性)
1 2 1 徐々に増加している傾向が感じられる.(大学,第4Ｇ,農学,部長・教授等クラス,男性)
1 2 1 女性教授数が増加してきたから(大学,第4Ｇ,保健,部長・教授等クラス,男性)
2 3 1 女性枠をよく見かけるようになった(公的研究機関,主任研究員・准教授クラス,男性)
2 3 1 新規採用が増えたため,女性が増えた.(公的研究機関,研究員・助教クラス,女性)
2 3 1 組織内の女性研究者・技術者の数が増加傾向にあるため.(公的研究機関,部長・教授等クラス,男性)
1 2 1 分野による.特定の生物学領域では,足りていると思います.(公的研究機関,部長・教授等クラス,男性)








































1 1 0 全く不十分.(公的研究機関,社長・学長等クラス,男性)
6 6 0 多様化と性別を結びつける発想に違和感を覚えます.(大学,第2Ｇ,工学,研究員・助教クラス,男性)




3 2 -1 特に女性への処遇は悪い(大学,第1Ｇ,保健,部長・教授等クラス,男性)
2 2 0 特にシニアなリーダークラスの研究者が少ない(公的研究機関,部長・教授等クラス,男性)
5 5 0 母数が増えないまま,同じ数の確保は不可能.(公的研究機関,部長・教授等クラス,男性)
2 1 -1 ここ数年で多くの女性研究者が異動または退職しました.(大学,第2Ｇ,農学,主任研究員・准教授クラス,男性)

















3 2 -1 教員の流動性が低下しており,女性が加わりにくい環境に改善が見られない.(大学,第3Ｇ,社長・学長等クラス,男性)




4 3 -1 男女比率に大きな変化はないと推測するが，絶対数は減少している(大学,第3Ｇ,保健,部長・教授等クラス,男性)
4 3 -1 総数はいるように見えるが,30代以下の若手が極端に少ない.(大学,第4Ｇ,保健,研究員・助教クラス,男性)




4 3 -1 単に数として考えれば,女性研究者が十分だとはいえない(公的研究機関,主任研究員・准教授クラス,男性)
5 3 -2 女性研究者が少ないというしてきがある.(大学,第1Ｇ,主任研究員・准教授クラス,男性)

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































2 5 3 女性研究者の待遇は大幅に改善されていると思います.(公的研究機関,部長・教授等クラス,男性)







2 4 2 女性研究者に対する配慮が多くなったと感じる(大学,第3Ｇ,工学,研究員・助教クラス,男性)
2 3 1 JSTの子育て支援制度を利用できるようになった(大学,第1Ｇ,理学,部長・教授等クラス,男性)
1 2 1 少しずつ支援についての取り組みは始まっている(大学,第1Ｇ,理学,主任研究員・准教授クラス,女性)
2 4 2 えるぼし指定を受けている.(公的研究機関,主任研究員・准教授クラス,男性)













4 5 1 女性研究者の支援を推進している.(大学,第3Ｇ,社長・学長等クラス,男性)
2 3 1 保育所の設置が進むなど，環境の整備が進みつつある.(大学,第3Ｇ,社長・学長等クラス,男性)
3 4 1 サポートは充実しつつある(大学,第2Ｇ,保健,部長・教授等クラス,男性)
1 2 1 保育施設の拡充が決定した(大学,第3Ｇ,社長・学長等クラス,男性)
1 2 1 大学全体として女性ポストを増やす努力をしている.女性の教授が増えている.(大学,第3Ｇ,保健,部長・教授等クラス,男性)
4 5 1 育休制度の活用者が増えたため(大学,第3Ｇ,保健,主任研究員・准教授クラス,男性)
3 4 1 女性研究者研究環境整備費制度が普及してきた(大学,第3Ｇ,部長・教授等クラス,男性)
2 3 1 授乳室を設置.合宿での育児支援実施.(大学,第3Ｇ,保健,部長・教授等クラス,男性)
2 3 1 少しずつ改善されてはいる.(大学,第4Ｇ,社長・学長等クラス,男性)




3 4 1 JST補助事業の採択もあって，環境改善の取組を始めつつあるため．(大学,第4Ｇ,社長・学長等クラス,男性)




3 4 1 取り組みを強化している(大学,第4Ｇ,社長・学長等クラス,男性)
1 2 1 すこし改善がみられるようになってきた.(大学,第4Ｇ,理学,部長・教授等クラス,男性)
3 4 1 保育支援等を整備(大学,大学共同利用機関,社長・学長等クラス,男性)
3 4 1 保育ルームの開設・運用に踏み切ったため.(大学,大学共同利用機関,部長・教授等クラス,男性)
3 4 1 研究者でも産休育休が遠慮なく取れるようになった.(大学,第4Ｇ,保健,部長・教授等クラス,男性)
3 4 1 産休制度が以前より整備された(大学,第4Ｇ,保健,主任研究員・准教授クラス,男性)
1 2 1 意識の向上は進んでいる(公的研究機関,社長・学長等クラス,男性)
3 4 1 できる支援は進めているが,社会全体が変わっていくことが重要(公的研究機関,部長・教授等クラス,男性)
2 3 1 保育士の配置等,多少改善されてきた(大学,大学共同利用機関,主任研究員・准教授クラス,男性)
2 3 1 十分ではないが,アファーマティブアクションを採用し改善につとめている.(公的研究機関,社長・学長等クラス,男性)
1 2 1 事業所内に保育所の設置などが検討されはじめた.(公的研究機関,主任研究員・准教授クラス,男性)
3 4 1 事業所内に保育施設を設ける予定(公的研究機関,部長・教授等クラス,男性)












































1 2 1 育休を取得した場合契約職員を雇用する資金がサポートされる制度がある(公的研究機関,主任研究員・准教授クラス,男性)




3 4 1 女性研究者を増やしたいとの意志を感じている.(公的研究機関,主任研究員・准教授クラス,男性)
1 2 1 徐々にだが取り組みがされつつある.(公的研究機関,主任研究員・准教授クラス,男性)








3 3 0 本学においては女性支援の部署が設置されて充実してきたように思う.(大学,第2Ｇ,部長・教授等クラス,男性)
3 3 0 特に保育所等の施設の拡充が求められる.(大学,第3Ｇ,農学,部長・教授等クラス,女性)
4 4 0 根本的には日本の社会全体が変わらないと無理だと思う.(大学,第4Ｇ,社長・学長等クラス,男性)
4 4 0 RPDなどはよい制度だと思います.(大学,第2Ｇ,保健,研究員・助教クラス,男性)







1 1 0 幼稚園,保育園に入りずらい(大学,第4Ｇ,主任研究員・准教授クラス,男性)




4 3 -1 少しずつ改善されているが,まだ不十分である.(大学,第2Ｇ,部長・教授等クラス,男性)
2 2 0 ライフイベントに対する時間的猶予が不足(公的研究機関,主任研究員・准教授クラス,女性)
2 2 0 子育て期間は長いため，長期的な支援も必要に感じる．(公的研究機関,主任研究員・准教授クラス,女性)




2 1 -1 子育て支援は不十分です.(大学,第2Ｇ,保健,社長・学長等クラス,男性)











2 1 -1 更衣室が少ない.(公的研究機関,部長・教授等クラス,男性)








5 3 -2 新たな視点での取り組みがなされていない.(大学,第3Ｇ,社長・学長等クラス,男性)
3 2 -1 改善が停滞している.(公的研究機関,主任研究員・准教授クラス,男性)
4 3 -1 産休を取ると不利になる状況はあまり変わっていない(公的研究機関,主任研究員・准教授クラス,男性)



















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































3 5 2 男性から見て,うらやましい状況に思える(大学,第2Ｇ,農学,研究員・助教クラス,男性)
2 4 2 女性教員を対象としてグラント,ポストが増えています.(大学,第1Ｇ,理学,部長・教授等クラス,男性)
2 4 2 教員選考への他学科からの参画(大学,第2Ｇ,工学,部長・教授等クラス,男性)




2 4 2 女性の管理職の割合が増加(公的研究機関,主任研究員・准教授クラス,男性)
3 4 1 十分ではなく,女性研究者に特化した採用・昇進等の促進策を始めたところである.(大学,第1Ｇ,社長・学長等クラス,男性)








2 3 1 採用・昇進での女性優遇は進んで来た．(大学,第1Ｇ,工学,主任研究員・准教授クラス,男性)
2 3 1 女性限定の公募が増えた(大学,第2Ｇ,理学,主任研究員・准教授クラス,男性)




3 4 1 その結果で近くで二名の女性教授が誕生しました.(大学,第2Ｇ,部長・教授等クラス,男性)
4 5 1 男性よりむしろチャンスは大きくなっている(大学,第2Ｇ,保健,部長・教授等クラス,男性)
1 2 1 教々分離による全学的採用システムを開始した(大学,第3Ｇ,社長・学長等クラス,男性)
3 4 1 女性限定公募がいくつか行われた.(大学,第2Ｇ,工学,主任研究員・准教授クラス,女性)











2 3 1 不十分ではあるが,大学全体として整備されつつある.(大学,第3Ｇ,工学,部長・教授等クラス,男性)
1 2 1 改善の傾向が見える．(大学,第4Ｇ,工学,部長・教授等クラス,男性)
1 2 1 機関自体がキャリアアップについて政策を採り始めたため(大学,第4Ｇ,農学,部長・教授等クラス,男性)
3 4 1 JST補助事業の採択もあって，採用・昇進等の人事システムの工夫を導入したため．(大学,第4Ｇ,社長・学長等クラス,男性)
1 2 1 医師に関して言えば多少改善傾向あり(大学,第4Ｇ,社長・学長等クラス,男性)




3 4 1 特に性別に関係なく,昇進する形は整いつつある.(大学,第4Ｇ,保健,部長・教授等クラス,男性)





































































3 3 0 女性に優遇はなく,男性と同条件である.(大学,第4Ｇ,保健,主任研究員・准教授クラス,女性)
1 1 0 同格なら女性を採用すべき(公的研究機関,社長・学長等クラス,男性)
6 6 0 女－男の差別があるように思われる.(大学,第4Ｇ,工学,研究員・助教クラス,男性)
4 4 0 業績次第.(大学,第4Ｇ,保健,部長・教授等クラス,男性)
2 2 0 外枠でポストを用意する等しない限り,男女応募比率を超えることはない(公的研究機関,部長・教授等クラス,男性)
6 6 0 少なくとも自分の周りでは,女性というだけで差別された経験はありません.(公的研究機関,主任研究員・准教授クラス,女性)














3 2 -1 さらなる工夫が必要(大学,第4Ｇ,保健,部長・教授等クラス,男性)




2 1 -1 本学で3年間の女性支援PJを獲得したが,PJ終了後の大学の支援はほとんどない.(大学,第4Ｇ,部長・教授等クラス,女性)
2 1 -1 昇進後のサポートも必要，ロールモデルも少ない．(公的研究機関,主任研究員・准教授クラス,女性)
4 2 -2 子育てをしていると昇進が難しい(大学,第1Ｇ,理学,研究員・助教クラス,女性)










5 3 -2 教授職への採用枠が遅々として増えていない.(大学,第3Ｇ,社長・学長等クラス,男性)
5 3 -2 期待されるほど,進んでいない.(大学,第2Ｇ,部長・教授等クラス,男性)





4 2 -2 実質的に内部昇格が不可能となっている.(大学,第3Ｇ,理学,部長・教授等クラス,男性)


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































2 5 3 内部の必要書類には英語が併記されるなど,事務のサポートが手厚い.(大学,第2Ｇ,工学,主任研究員・准教授クラス,女性)


















2 3 1 雇用はしやすい環境です.研究室を持つにはやはりハードルが高いと思います.(大学,第1Ｇ,理学,部長・教授等クラス,男性)
2 3 1 事務方が外国人教員に慣れてきたと感じる．(大学,第1Ｇ,工学,主任研究員・准教授クラス,男性)














1 2 1 取り組みが進んでいる(大学,第2Ｇ,保健,部長・教授等クラス,男性)
2 3 1 改善されつつあると感じます(大学,第2Ｇ,保健,部長・教授等クラス,男性)
















1 2 1 外国人研究者用の宿泊施設が用意された．(大学,第4Ｇ,工学,部長・教授等クラス,男性)
4 5 1 クロスアポイントメント制度など，制度が充実されつつある.(大学,第4Ｇ,社長・学長等クラス,男性)
3 4 1 やや改善が見られる.(大学,第4Ｇ,部長・教授等クラス,男性)
1 2 1 家族へのサポート,給与面でのサポートなどの取り組みを行った.(大学,大学共同利用機関,社長・学長等クラス,男性)
3 4 1 公募条件に外国人優先採用等の方針を入れるなど改善に努めている.(公的研究機関,社長・学長等クラス,男性)
2 3 1 当学の希少糖関連研究等を中心に改善された.(大学,第4Ｇ,農学,部長・教授等クラス,男性)
4 5 1 研究関係の会議や通知の英語化(大学,大学共同利用機関,社長・学長等クラス,男性)
1 2 1 取り組みだしました.(公的研究機関,主任研究員・准教授クラス,男性)
4 5 1 実際に増えた.(公的研究機関,研究員・助教クラス,男性)
4 5 1 支援組織が様々な問題に日々取り組んでいる.(公的研究機関,部長・教授等クラス,男性)
3 4 1 外国人研究者を受け入れる体制が,昨年度より強化されたため.(公的研究機関,部長・教授等クラス,男性)











































3 3 0 事務手続きの英語化は進んできている．(大学,第1Ｇ,工学,部長・教授等クラス,男性)
1 1 0 まだまだ給与と英語使用の面で,香港,中国に雇い負けしている.(大学,第1Ｇ,保健,主任研究員・准教授クラス,女性)




1 1 0 米国に比べれば皆無といっても過言ではありません.(大学,第3Ｇ,保健,部長・教授等クラス,男性)
1 1 0 外国人研究者を受け入れても，大学がその面倒を教員に丸投げしている．(大学,第2Ｇ,工学,研究員・助教クラス,男性)
2 2 0 大学の事務員と事務書類が英語にならない限り促進はどこかで行き詰まる.(大学,第2Ｇ,農学,研究員・助教クラス,男性)







2 2 0 能力に応じた給与を支給できない.(大学,第4Ｇ,部長・教授等クラス,男性)
1 1 0 そのような意思があるとは感じられない(大学,第4Ｇ,保健,主任研究員・准教授クラス,男性)
1 1 0 これは社会の仕組みにも問題あり(公的研究機関,社長・学長等クラス,男性)










3 3 0 外国人研究者が研究しやすい環境であると思う．(公的研究機関,主任研究員・准教授クラス,女性)



























2 1 -1 必要性は分かっていても中々組織的な取組までもっていけていない(大学,第3Ｇ,社長・学長等クラス,男性)
3 2 -1 掛け声だけで実質が伴っていない.(大学,第3Ｇ,農学,部長・教授等クラス,男性)




2 1 -1 外国人教員に伺うと,生活の立上補助および情報が必要(大学,第4Ｇ,工学,部長・教授等クラス,男性)
2 1 -1 ホームページなどの不備(大学,第4Ｇ,保健,主任研究員・准教授クラス,男性)



































4 2 -2 組織としての対応が不十分であり,組織には十分にする余力はない(大学,第4Ｇ,主任研究員・准教授クラス,男性)













































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































2 4 2 論文以外も視点も取り入れている(公的研究機関,部長・教授等クラス,男性)
2 4 2 やはり論文の方が重要ではないかと考えるようになった.(大学,第1Ｇ,理学,主任研究員・准教授クラス,男性)
2 4 2 今年度より評価の手法が変更されたため,より客観的な評価がされるようになった.(大学,第4Ｇ,工学,研究員・助教クラス,男性)




1 2 1 若干,視点が広がってきているとは感じる(大学,第1Ｇ,理学,主任研究員・准教授クラス,女性)
3 4 1 研究科長の評価基準に依存する.(大学,第1Ｇ,保健,主任研究員・准教授クラス,男性)




3 4 1 改善されていると思います(大学,第2Ｇ,保健,部長・教授等クラス,男性)
3 4 1 人事選考の方法が若干改善された(大学,第2Ｇ,保健,部長・教授等クラス,女性)











5 6 1 学内外からサポートがある(大学,第4Ｇ,工学,研究員・助教クラス,男性)














2 3 1 外部資金獲得額も評価査定に加わった.(大学,第4Ｇ,保健,研究員・助教クラス,男性)




4 5 1 所属機関における評価システムがそのように設計されている(公的研究機関,部長・教授等クラス,男性)































































1 1 0 教育の評価は不平等,客観性のないものである.(大学,第4Ｇ,保健,主任研究員・准教授クラス,女性)











































4 3 -1 研究力強化ということで,論文を重視した評価が強まっている.(大学,第2Ｇ,農学,部長・教授等クラス,男性)










2 1 -1 論文や業績は求められないため,モチベーションを維持することが難しい(大学,第4Ｇ,保健,主任研究員・准教授クラス,女性)
2 1 -1 研究業績における評価がなされているとは感じられない.(公的研究機関,主任研究員・准教授クラス,男性)




2 1 -1 職制で活動を縛り,評価基準が短絡的(公的研究機関,主任研究員・准教授クラス,女性)








4 2 -2 研究業績以外の項目は客観的な基準の導入が困難と思われる.(大学,第2Ｇ,農学,研究員・助教クラス,男性)
2 1 -1 業績は直接評価されない(公的研究機関,研究員・助教クラス,男性)
3 1 -2 研究者の業績評価は,採用人事の時しか行われていない.(大学,第1Ｇ,工学,部長・教授等クラス,男性)























4 2 -2 昇格に反映されていない(公的研究機関,主任研究員・准教授クラス,男性)
6 4 -2 任期の更新年限に研究実績が重視される事例が生じている.(大学,第4Ｇ,保健,部長・教授等クラス,男性)
4 2 -2 出口研究が評価され,基礎,特に技術への評価が足りない.(公的研究機関,部長・教授等クラス,男性)


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































3 6 3 業績評価を研究者への処遇に過度に反映することはよくないと思うので(大学,第1Ｇ,理学,主任研究員・准教授クラス,女性)
2 4 2 所属部局で,新たにサバティカル制度が発足した.(大学,第2Ｇ,理学,主任研究員・准教授クラス,男性)




2 4 2 外部資金申請内容に基づく柔軟な学内研究費配分(大学,第2Ｇ,工学,部長・教授等クラス,男性)
2 4 2 研究成果に見合った報酬がなされるようになった.(大学,第3Ｇ,保健,主任研究員・准教授クラス,男性)

























1 2 1 研究業績を評価する制度を検討している.(大学,第4Ｇ,農学,社長・学長等クラス,男性)

































































































3 2 -1 サバティカル等の制度が十分に活用されていない.(大学,第3Ｇ,農学,主任研究員・准教授クラス,男性)
3 2 -1 大学の財政基盤の劣化にともない，金銭的な支援は困難となっている(大学,第3Ｇ,保健,部長・教授等クラス,男性)







3 2 -1 サバティカルなど導入が望まれる(大学,第4Ｇ,保健,部長・教授等クラス,男性)
2 1 -1 学内業務が多忙で人材不足のため,若手にサバティカルを与えられない(大学,第4Ｇ,主任研究員・准教授クラス,男性)
3 2 -1 適材適所の人材配置が不十分と思われる(大学,第4Ｇ,工学,部長・教授等クラス,男性)
4 3 -1 業績評価が組織内で重要視されていないように感じるため.(公的研究機関,部長・教授等クラス,男性)
3 2 -1 適材適所の人材配置とは必ずしも言えない.(公的研究機関,主任研究員・准教授クラス,男性)
2 1 -1 まったく為されていない.(大学,第4Ｇ,保健,主任研究員・准教授クラス,女性)







2 1 -1 職制で活動を縛り,評価基準が短絡的(公的研究機関,主任研究員・准教授クラス,女性)
4 3 -1 頑張っている人が十分報われているか疑問に感じる時もあった.(公的研究機関,研究員・助教クラス,男性)
5 3 -2 海外と比べてサバティカル制度の活用が十分でないと感じたため．(大学,第2Ｇ,工学,主任研究員・准教授クラス,男性)
4 2 -2 部局長側に立つと,結果的に処遇されていないことを実感した.(大学,第3Ｇ,工学,部長・教授等クラス,男性)
4 2 -2 期待されるほど,あまり実施していない.業績評価の結果が殆ど処遇に反映されてない.(大学,第2Ｇ,部長・教授等クラス,男性)




6 3 -3 業績評価の結果として,実際に処遇を変えた例を最近はみていない.(大学,大学共同利用機関,部長・教授等クラス,男性)
5 3 -2 サバティカル制度はあるが,不在時の補助体制が不十分(大学,第4Ｇ,工学,部長・教授等クラス,男性)





































































































































































































資金が不足していると思う. それは研究・教育・学内運営に加えてサーベイや評価, 官僚的な事務操作の増大が原因である. 若手を























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































2 4 2 個人では無く,教室としての配分は多いと思われる.(大学,第2Ｇ,保健,研究員・助教クラス,男性)
1 3 2 定められた目的に沿った運営費交付金は一定程度認められる.(公的研究機関,部長・教授等クラス,男性)










1 2 1 十分ではないが他大学と比較すると恵まれている.(大学,第2Ｇ,保健,主任研究員・准教授クラス,男性)








3 4 1 外部資金は十分だから(大学,第2Ｇ,保健,部長・教授等クラス,女性)
1 2 1 人員削減で少し配分額が増えた.しかし,教員あたりの学生数が増えている.(大学,第3Ｇ,工学,部長・教授等クラス,男性)




2 3 1 若干ではあるが配分額が増加した(大学,第4Ｇ,農学,主任研究員・准教授クラス,男性)








2 2 0 毎年運営交付金が削減される一方.(大学,第1Ｇ,保健,主任研究員・准教授クラス,女性)
4 4 0 他大に比べると良いのだと思う.(大学,第2Ｇ,工学,主任研究員・准教授クラス,女性)







2 2 0 昨年よりも,削減が進んだ.(大学,第2Ｇ,保健,部長・教授等クラス,男性)
1 1 0 科研だけに頼っていると,長期的な視点に立った萌芽的な研究ができないです.(大学,第2Ｇ,保健,研究員・助教クラス,男性)
1 1 0 昨年よりも悪くなっているので本当は1より低い0があれば選びたいくらいである.(大学,第2Ｇ,農学,部長・教授等クラス,男性)
1 1 0 年々減っている(大学,第2Ｇ,農学,研究員・助教クラス,女性)
1 1 0 益々減少している(大学,第4Ｇ,社長・学長等クラス,男性)
1 1 0 全く不十分(大学,第4Ｇ,理学,部長・教授等クラス,男性)




1 1 0 内部研究費は年々減少傾向にあり，現状ではほとんどない．(公的研究機関,主任研究員・准教授クラス,女性)
2 1 -1 基盤的経費がますます減少している.(大学,第1Ｇ,その他,男性)
1 1 0 教育で必要なパソコンやプリンターのランニングコストでおわる.(大学,第4Ｇ,保健,主任研究員・准教授クラス,女性)











































3 2 -1 運営費交付金の削減の影響が出ている.(大学,第1Ｇ,工学,部長・教授等クラス,男性)
3 2 -1 自由な発想に基づく新しい研究を進められない.(大学,第1Ｇ,工学,主任研究員・准教授クラス,男性)
2 1 -1 さらに削減されており,実質国内旅費でなくなってしまいます.(大学,第1Ｇ,理学,主任研究員・准教授クラス,男性)
















3 2 -1 毎年基盤的経費の削減が続いており，今年度は大きな削減があった．(大学,第2Ｇ,工学,部長・教授等クラス,男性)
4 3 -1 大学自体の資金の減少による.(大学,第2Ｇ,理学,部長・教授等クラス,男性)




4 3 -1 間接経費負担の増大に伴う研究室配分額の減少(大学,第2Ｇ,工学,主任研究員・准教授クラス,男性)
2 1 -1 基盤的経費が大幅に削減され，極めて憂慮すべき状況である．(大学,第2Ｇ,工学,部長・教授等クラス,男性)




2 1 -1 機関の内部研究費は相変わらず低い.(大学,第2Ｇ,保健,研究員・助教クラス,女性)














3 2 -1 増大する事務作業に比べると,相対的にきびしくあります.(大学,第3Ｇ,保健,部長・教授等クラス,男性)
2 1 -1 大学の経営が傾き,研究部門に配分される経費が減っているため.(大学,第3Ｇ,保健,主任研究員・准教授クラス,男性)







5 4 -1 本学は件の理解があって今のところ,国立に比べ良いと感じている.(大学,第4Ｇ,社長・学長等クラス,男性)










2 1 -1 昨年度に比べてH29年度の基盤研究費は,半額になった.(大学,第4Ｇ,社長・学長等クラス,男性)
2 1 -1 内部研究費だけでは研究はできない.(大学,第4Ｇ,部長・教授等クラス,男性)
3 2 -1 今年度より基盤的経費が減額されたため.(大学,第4Ｇ,工学,研究員・助教クラス,男性)
2 1 -1 運営交付金は年々漸減している．(大学,第4Ｇ,農学,部長・教授等クラス,男性)
















































4 3 -1 毎年削減されている(大学,第4Ｇ,保健,部長・教授等クラス,男性)
2 1 -1 人員が少ない.(大学,第4Ｇ,保健,主任研究員・准教授クラス,男性)
2 1 -1 金額的に人件費を賄うことができない(大学,第4Ｇ,保健,部長・教授等クラス,男性)











5 4 -1 毎年削られている(大学,大学共同利用機関,主任研究員・准教授クラス,男性)
3 2 -1 基盤的経費が減少している.(大学,大学共同利用機関,部長・教授等クラス,男性)
2 1 -1 運営費交付金の削減の影響を受け,減少している.(大学,大学共同利用機関,部長・教授等クラス,男性)




2 1 -1 予算減に伴って年々減少しており,最早「少なすぎる」状況.(公的研究機関,部長・教授等クラス,男性)
2 1 -1 運営費交付金が減額され続けて,研究機関からの内部研究費は殆ど期待できない.(公的研究機関,部長・教授等クラス,男性)
2 1 -1 外部資金がなければ研究資金がほぼないという状況.(公的研究機関,主任研究員・准教授クラス,男性)
2 1 -1 ひも付きの予算が増えてきた.(公的研究機関,主任研究員・准教授クラス,男性)
3 2 -1 基盤的な研究資金は減っている.(公的研究機関,主任研究員・准教授クラス,男性)
2 1 -1 基盤的経費の一層の削減があったため.(公的研究機関,主任研究員・准教授クラス,男性)
4 2 -2 年々減少傾向にあり,外部資金がなくなると不十分と感じます(大学,第1Ｇ,保健,主任研究員・准教授クラス,男性)
4 2 -2 部局の予算縮小に伴い,内部研究費が大幅に縮小されたため.(大学,第2Ｇ,理学,部長・教授等クラス,男性)
3 2 -1 前年より減少した.(公的研究機関,研究員・助教クラス,男性)
4 2 -2 運営費削減で配分が減り個人の研究費としては使いづらい(大学,第1Ｇ,理学,研究員・助教クラス,女性)




4 2 -2 全学で減額された（４０万円→２５万円）(大学,第4Ｇ,理学,主任研究員・准教授クラス,男性)




6 3 -3 予算配分が流行の研究に集中しすぎている(大学,第1Ｇ,研究員・助教クラス,男性)








5 2 -3 できれば数回国内出張できる程度の校費（内部研究費）がほしい.(大学,第2Ｇ,理学,研究員・助教クラス,男性)
4 1 -3 機関からの配分はないに等しい.(大学,第2Ｇ,工学,研究員・助教クラス,男性)
5 2 -3 外部資金を除くと,研究活動に十分な資金ではない.(大学,第4Ｇ,工学,研究員・助教クラス,男性)
5 2 -3 年々国からの交付金がくが減少しているため(公的研究機関,部長・教授等クラス,男性)









































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































1 3 2 補佐員を雇用できるようになったから(大学,第2Ｇ,保健,部長・教授等クラス,女性)




1 3 2 URA採用や事務の処理委託が始まった(大学,第2Ｇ,工学,部長・教授等クラス,男性)




1 3 2 外部資金さえ取得していれば,研究支援者を確保することは可能.(公的研究機関,部長・教授等クラス,男性)
1 2 1 教育や研究のための予算獲得に優秀な研究者の貴重な時間がすり減らされている．(大学,第1Ｇ,部長・教授等クラス,男性)

























2 3 1 研究費確保に関してサポートが強化されてきている.(大学,第4Ｇ,保健,研究員・助教クラス,男性)
2 3 1 基本的には予算に比例(公的研究機関,社長・学長等クラス,男性)
1 1 0 専門の事務員確保などが急務と思います.(大学,第1Ｇ,工学,主任研究員・准教授クラス,男性)
1 1 0 煩雑な調査,報告,雑用が多い.ぼんやりと研究アイデアを温める暇もない.(大学,第1Ｇ,保健,主任研究員・准教授クラス,女性)
1 1 0 仕事の量は減らないのに職員が減っている（減らしている）のが問題(大学,第1Ｇ,研究員・助教クラス,男性)
1 1 0 研究支援者は,時間を確保するという目的には不十分である.(大学,第1Ｇ,その他,男性)
1 1 0 どんどん悪化しているように見えます.(大学,第2Ｇ,保健,研究員・助教クラス,男性)








1 1 0 人員不足は否めない.(大学,第4Ｇ,工学,研究員・助教クラス,男性)
1 1 0 意義の分からない雑用が特に最近多い.(大学,第4Ｇ,保健,主任研究員・准教授クラス,女性)
1 1 0 年々,個人の研究活動に割ける時間は減少している.改善の傾向は見られない.(大学,第3Ｇ,農学,研究員・助教クラス,男性)
1 1 0 組織として頑張っているようだが,結果につながっていない(大学,第4Ｇ,主任研究員・准教授クラス,男性)
1 1 0 コストカットが前面に出ており,その点については下降線をたどっている.(公的研究機関,主任研究員・准教授クラス,男性)
1 1 0 上司・同僚に邪魔をされる.(大学,第4Ｇ,保健,研究員・助教クラス,女性)
















































1 1 0 全くもって不十分と感じます.(公的研究機関,主任研究員・准教授クラス,女性)
1 1 0 管理業務に追われ自らの研究時間を確保することが困難です.(公的研究機関,主任研究員・准教授クラス,男性)
1 1 0 マネジメントのための書類書きが増えてきた.(公的研究機関,主任研究員・准教授クラス,男性)
3 2 -1 運営,報告書等の書類仕事は増える一方です.(大学,第1Ｇ,主任研究員・准教授クラス,男性)
2 1 -1 教授の先生方は，研究時間をほとんど確保できていないように見えます．(大学,第1Ｇ,主任研究員・准教授クラス,男性)
1 1 0 研究に要する時間より機器の修理,保守管理に割かれる時間のほうが多い.(公的研究機関,研究員・助教クラス,男性)




















5 4 -1 研究者個人の外部資金に依存している.(大学,第2Ｇ,理学,部長・教授等クラス,男性)
2 1 -1 事務作業・運営のための活動が増加している(大学,第2Ｇ,理学,主任研究員・准教授クラス,男性)
3 2 -1 忙しくなっており，研究時間の確保が難しくなっている．(大学,第2Ｇ,理学,部長・教授等クラス,男性)








2 1 -1 昨年度より,さらに学内委員会業務が増加したため(大学,第2Ｇ,工学,主任研究員・准教授クラス,女性)





4 3 -1 大学改革により教育デューティーが増えた.(大学,第2Ｇ,工学,研究員・助教クラス,男性)





2 1 -1 大学の会議等雑用が多すぎる.(大学,第3Ｇ,理学,部長・教授等クラス,男性)
3 2 -1 学生教育が重要視されている.(大学,第2Ｇ,保健,社長・学長等クラス,男性)
2 1 -1 人員が減っていくばかりで,雑務が増えるので不自由を感じる(大学,第2Ｇ,保健,主任研究員・准教授クラス,男性)




3 2 -1 人員削減によって，研究以外の作業量が格段に増えている.(大学,第3Ｇ,工学,社長・学長等クラス,男性)







2 1 -1 年々雑務が増えている．研究費だけでなく研究時間も削られている．(大学,第3Ｇ,工学,研究員・助教クラス,男性)
2 1 -1 ポイント制導入によって，悪化(大学,第3Ｇ,農学,主任研究員・准教授クラス,男性)











































3 2 -1 研究以外の業務が増えているのは間違いないので.(大学,第4Ｇ,社長・学長等クラス,男性)








3 2 -1 ますます状況が悪くなっているにも関わらず取り組みは変わらない(大学,第4Ｇ,部長・教授等クラス,女性)
2 1 -1 資金の獲得のために研究時間が大きく割かれている.(大学,第4Ｇ,理学,部長・教授等クラス,男性)











2 1 -1 組織のマネジメントが全く戦略的ではない.(大学,第4Ｇ,保健,部長・教授等クラス,男性)
3 2 -1 事務員の雇用時間が減ったため(大学,第4Ｇ,工学,研究員・助教クラス,男性)








2 1 -1 どうもできない.時間がなさすぎる.(大学,第4Ｇ,保健,部長・教授等クラス,男性)







3 2 -1 様々な取組が功を奏していない.(大学,大学共同利用機関,部長・教授等クラス,男性)
2 1 -1 事務支援者が削減されて研究職員への事務的負担が増える傾向にある(公的研究機関,部長・教授等クラス,男性)










3 2 -1 以前より仕事の量が増えたため.(公的研究機関,主任研究員・准教授クラス,男性)
4 3 -1 実効性の少ない細かすぎる業務があると思われる.(公的研究機関,部長・教授等クラス,男性)




5 3 -2 研究とマネジメントは両立しないと思う.(大学,第1Ｇ,部長・教授等クラス,男性)
2 1 -1 組織改編が頻繁にありすぎる.(公的研究機関,主任研究員・准教授クラス,男性)











3 1 -2 事務職員が不足していると感じます．(大学,第2Ｇ,工学,主任研究員・准教授クラス,男性)



















4 2 -2 この点では,非常に悪化しているのを感じる.(公的研究機関,主任研究員・准教授クラス,男性)























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































1 3 2 逆に新しい仕事が増えています.(大学,第3Ｇ,工学,部長・教授等クラス,男性)
2 4 2 数は増えたが,その人材を生かし切れていない状態.(公的研究機関,部長・教授等クラス,男性)
3 4 1 JSTの方々にご支援いただき大変助かっています.(大学,第1Ｇ,主任研究員・准教授クラス,男性)
1 3 2 本年度よりリサーチ・アドミニストレーション部門を新設し,URA2名を配置しました.(大学,第4Ｇ,社長・学長等クラス,男性)




4 5 1 URAの活動が研究を進めるのに役に立っていると思うから.(大学,第1Ｇ,保健,研究員・助教クラス,男性)
3 4 1 大学全体では拡充してきている.(大学,第1Ｇ,理学,部長・教授等クラス,男性)




2 3 1 現在大学として,その充実に取り組んではいるが,まだかなり不十分な状況.(大学,第2Ｇ,理学,部長・教授等クラス,男性)




2 3 1 強化されつつある(大学,第2Ｇ,保健,部長・教授等クラス,男性)
3 4 1 この分野は重要視されているので,人材が多く確保されているように思う(大学,第2Ｇ,保健,主任研究員・准教授クラス,男性)
1 2 1 研究費申請書にURAがアドバイスをくれたから.(大学,第2Ｇ,工学,研究員・助教クラス,男性)
1 2 1 URAが徐々に機能し始めたかも？(大学,第2Ｇ,農学,研究員・助教クラス,女性)
4 5 1 ３名の増員があった.(大学,第3Ｇ,社長・学長等クラス,男性)
1 2 1 専門人材の数が,増えましたが,まだ足りません.(大学,第3Ｇ,保健,部長・教授等クラス,男性)
3 4 1 研究支援体制は大学全体で整備されつつあると感じます(大学,第2Ｇ,保健,部長・教授等クラス,女性)
2 3 1 URAの処遇の改善等が進みつつあるため(大学,第3Ｇ,社長・学長等クラス,男性)
1 2 1 徐々に改善されつつあるが,一定レベルには未達である.(大学,第4Ｇ,社長・学長等クラス,男性)
1 2 1 予算立てを行い,試行的にリサーチ・アドミニストレーターの採用を行った.(大学,第4Ｇ,社長・学長等クラス,男性)
2 3 1 URAの役割が以前よりは明確化された(大学,第3Ｇ,保健,主任研究員・准教授クラス,男性)




2 3 1 知財関係は比較的充実している．(大学,第4Ｇ,工学,部長・教授等クラス,男性)
2 3 1 本学で初めてURAを一人採用し,加えて現在2名を公募中.(大学,第4Ｇ,社長・学長等クラス,男性)
3 4 1 JSTの研究支援人材の育成のコンソーシアムの構築事業が前進している.(大学,第4Ｇ,社長・学長等クラス,男性)











































1 2 1 1人採用した(大学,第4Ｇ,保健,部長・教授等クラス,男性)
1 2 1 本年度リサーチアドミニストレーターが設置されたので状況は改善した.(大学,第4Ｇ,保健,主任研究員・准教授クラス,男性)
4 5 1 本学にもリサーチアドミニストレーターが採用された．(大学,第4Ｇ,農学,部長・教授等クラス,男性)
1 2 1 今年度リサーチアドミニストレーター職を設置する予定.(公的研究機関,社長・学長等クラス,男性)
1 2 1 ポストは出来たが機能していない(公的研究機関,部長・教授等クラス,男性)




1 1 0 そんな人がいるのを聞いたことはない.(大学,第1Ｇ,部長・教授等クラス,男性)
1 1 0 どんな人材か想像できないほど周りにいない．(大学,第1Ｇ,部長・教授等クラス,男性)
2 3 1 研究コーディネータの数が少し増えてきた(公的研究機関,部長・教授等クラス,女性)













1 1 0 なぜか任期付教員はRAに担当してもらえない.(大学,第3Ｇ,理学,研究員・助教クラス,男性)
1 1 0 学生に対する研究活動への動機づけが弱すぎる．(大学,第3Ｇ,工学,主任研究員・准教授クラス,男性)














1 1 0 あるけど,外に出てこない.(大学,第3Ｇ,保健,部長・教授等クラス,男性)




1 1 0 人数が絶対的に足らない.人がいても経験・知識の面でも足らない.(大学,第4Ｇ,工学,研究員・助教クラス,男性)
2 2 0 そのような人材が不足(公的研究機関,社長・学長等クラス,男性)
1 1 0 その機能はほぼ無い.(公的研究機関,主任研究員・准教授クラス,男性)
1 1 0 育っていないため名前だけの役職のように感じる.(公的研究機関,主任研究員・准教授クラス,男性)







2 1 -1 業務量が増えてきているので,以前の人員では足らなくなってきている.(大学,第1Ｇ,理学,部長・教授等クラス,男性)
1 1 0 研究者自体の数すら不足している.(公的研究機関,主任研究員・准教授クラス,男性)
1 1 0 専門人材の確保がなされていない．(公的研究機関,主任研究員・准教授クラス,女性)





















































3 2 -1 若手研究者の負担軽減が必要(大学,第1Ｇ,保健,部長・教授等クラス,男性)




2 1 -1 研究事務課に研究をしたことのある人材が不在であることが判明したため(大学,第2Ｇ,工学,主任研究員・准教授クラス,女性)







4 3 -1 URAの数が減った(大学,第3Ｇ,社長・学長等クラス,男性)
3 2 -1 ポストはあるが,あまり機能していないように感じます.(大学,第2Ｇ,農学,主任研究員・准教授クラス,男性)
2 1 -1 大型予算申請時にサポートしていただける人材が足りていません.(大学,第2Ｇ,農学,研究員・助教クラス,男性)
3 2 -1 人材が十分に活用されていない.(大学,第3Ｇ,農学,主任研究員・准教授クラス,男性)







3 2 -1 URAは,現在2人で,財務削減のため今後の確保計画は出来ない.(大学,第4Ｇ,社長・学長等クラス,男性)
5 4 -1 ＵＲＡに求められる機能が高度化しており,更なる育成・確保が必要.(大学,第4Ｇ,部長・教授等クラス,男性)
2 1 -1 前任の○○大学の時と比較して,○○大学では不十分と感じる.(大学,第3Ｇ,保健,主任研究員・准教授クラス,男性)
2 1 -1 そのような人材を紹介してくれる制度などがあればいいが，学内にはない.(大学,第3Ｇ,保健,研究員・助教クラス,女性)
2 1 -1 人材はいるようだが,活動しているのかどうかわからない.(大学,第4Ｇ,工学,主任研究員・准教授クラス,男性)
2 1 -1 アシスタント職員の転職による流出が多い.(大学,第4Ｇ,工学,研究員・助教クラス,男性)








3 2 -1 RA制度が十分に機能していない.(大学,第4Ｇ,農学,社長・学長等クラス,男性)
3 2 -1 組織的整備が不十分(大学,第4Ｇ,保健,部長・教授等クラス,男性)
2 1 -1 人数というよりは,能力（或いは経験）を持った専門人材が少ないように感じる.(公的研究機関,部長・教授等クラス,男性)
2 1 -1 業務量が増え,人手不足感を強く感じる.(公的研究機関,研究員・助教クラス,男性)
3 2 -1 RAの確保はされていると思うが,それが十分に機能していない(大学,大学共同利用機関,主任研究員・准教授クラス,男性)
3 2 -1 適材はそう多くはない.(公的研究機関,部長・教授等クラス,男性)
5 3 -2 事務的な研究支援部門はあるが,内容的な支援は期待できない(大学,第4Ｇ,保健,主任研究員・准教授クラス,女性)











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































2 4 2 卓越研究員等の活用があり,優秀な若手が応募している.(大学,第3Ｇ,理学,部長・教授等クラス,男性)




4 5 1 ○○○新キャンパスなど,キャンパス整備が進んだため.(大学,第1Ｇ,社長・学長等クラス,男性)




1 2 1 改組により充実した(大学,第4Ｇ,理学,部長・教授等クラス,男性)








2 3 1 当学の希少糖関連研究等を中心に改善された.(大学,第4Ｇ,農学,部長・教授等クラス,男性)

















2 2 0 機器の老朽化が進んでいる.(大学,第2Ｇ,工学,主任研究員・准教授クラス,女性)
5 5 0 しかし昔の設備が残っているだけなので,徐々に悪化していくと思います.(大学,第2Ｇ,保健,研究員・助教クラス,男性)




1 1 0 整備が必要.(大学,第4Ｇ,工学,研究員・助教クラス,男性)


















4 3 -1 年々劣化あるいは老化していく設備に対する更新が十分ではない.(大学,第2Ｇ,理学,主任研究員・准教授クラス,男性)





























































3 2 -1 機器の更新が難しくなっているため(大学,第3Ｇ,農学,研究員・助教クラス,男性)
4 3 -1 共同実験室などの設備の充実がほしいところである.(大学,第3Ｇ,保健,部長・教授等クラス,男性)
5 4 -1 海外と比較して相対的に低下している.(大学,第3Ｇ,工学,主任研究員・准教授クラス,男性)
2 1 -1 留学生の受け入れ数に対してスペースが不足している（不足する年がある）.(大学,第3Ｇ,農学,研究員・助教クラス,男性)
3 2 -1 施設・設備の老朽化が著しく，財政を圧迫しつつあるため．(大学,第4Ｇ,社長・学長等クラス,男性)











3 2 -1 スペースの制約が研究・教育においても問題と思っています．(大学,第4Ｇ,主任研究員・准教授クラス,男性)
2 1 -1 施設・設備の維持管理の費用が非常に少ないのも問題となる(大学,第4Ｇ,理学,部長・教授等クラス,男性)
2 1 -1 データベースの契約がいくつか切られた.(大学,第4Ｇ,農学,部長・教授等クラス,男性)












5 4 -1 機器の老朽化や陳腐化(大学,第4Ｇ,保健,部長・教授等クラス,男性)
5 4 -1 機器の老朽化(大学,第4Ｇ,保健,研究員・助教クラス,男性)
4 3 -1 予算が減っているので,設備の老朽化が問題となりつつある.(公的研究機関,部長・教授等クラス,男性)
4 3 -1 施設の老朽化に対応する費用が不足している.(公的研究機関,部長・教授等クラス,男性)
3 2 -1 老朽化に手を打てていない.(大学,大学共同利用機関,主任研究員・准教授クラス,男性)
4 3 -1 研究開発に必須の人材（統計専門家,倫理専門家等）が流出している.(公的研究機関,部長・教授等クラス,男性)
6 5 -1 実験スペースが不足してきている(公的研究機関,部長・教授等クラス,男性)
2 1 -1 本年度,故障中の共通機器が修理されず,研究に支障が出ています.(公的研究機関,部長・教授等クラス,女性)
3 2 -1 予算が削減され,老朽化している.(公的研究機関,部長・教授等クラス,男性)
5 4 -1 設備の老朽化や陳腐化に対して予算獲得が困難.(公的研究機関,部長・教授等クラス,男性)
5 4 -1 予算が減るため，設備の程度も年々下がっている．(公的研究機関,主任研究員・准教授クラス,女性)







6 4 -2 老朽化して設備の更新が行き届いていない(大学,第1Ｇ,理学,研究員・助教クラス,男性)
5 3 -2 一部施設・設備が老朽化してきている.(大学,第1Ｇ,理学,部長・教授等クラス,男性)



















4 2 -2 管理業務に忙殺.(大学,第2Ｇ,工学,主任研究員・准教授クラス,男性)





















4 2 -2 維持管理が困難な大型研究設備が増加(公的研究機関,研究員・助教クラス,男性)
5 3 -2 基盤的設備の老朽化が進んだ(公的研究機関,部長・教授等クラス,男性)
6 4 -2 予算削減のため十分な設備投資ができているとは言い難い.(公的研究機関,部長・教授等クラス,男性)
5 2 -3 施設,機器の老朽化が進んでいるにもかかわらず購入の目処が立っていない.(公的研究機関,部長・教授等クラス,男性)
5 1 -4 学生が自由に使用できる機器が少なすぎる．(大学,第4Ｇ,工学,研究員・助教クラス,男性)
6 3 -3 使用したい機器（高額）が学内にない場合がある(大学,第2Ｇ,保健,研究員・助教クラス,女性)


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































2 4 2 昨年度まで検討していた共同機器利用の体制が整ったため(大学,第3Ｇ,社長・学長等クラス,男性)




1 4 3 研究機器を共有するための仕組みと施設を整備した(大学,第4Ｇ,社長・学長等クラス,男性)
3 5 2 JSTの予算により整備中のため(大学,第3Ｇ,農学,主任研究員・准教授クラス,女性)




1 3 2 iCOVERの設置(大学,第3Ｇ,農学,部長・教授等クラス,男性)








4 5 1 組織内で研究施設・設備・機器の共用化が進んだため.(大学,第1Ｇ,保健,主任研究員・准教授クラス,男性)
4 5 1 学内で機器類のリユースの取り組みがあるのは評価できる(大学,第1Ｇ,保健,主任研究員・准教授クラス,女性)
1 2 1 取り組み自体は始まった.(大学,第1Ｇ,工学,部長・教授等クラス,男性)




5 6 1 文科省の共用化予算により，重点的に推進した．(大学,第2Ｇ,工学,部長・教授等クラス,男性)
2 3 1 設備も共有化を進めている.(大学,第2Ｇ,社長・学長等クラス,男性)











2 3 1 異分野融合の取り組みが多くなってきたため(大学,第3Ｇ,工学,主任研究員・准教授クラス,男性)
2 3 1 整備されつつある.(大学,第3Ｇ,農学,社長・学長等クラス,男性)




5 6 1 新しい機器が導入され,設備が整いつつある.(大学,第3Ｇ,保健,主任研究員・准教授クラス,男性)
2 3 1 学内の研究系センターを統廃合し，研究設備の使用について整備を行った.(大学,第4Ｇ,社長・学長等クラス,男性)
1 2 1 機器の利用法が特殊な場合は必ずしも共有は難しい.(大学,第3Ｇ,農学,部長・教授等クラス,女性)
2 3 1 十分とは言えませんが,徐々に整備が進んできています.(大学,第3Ｇ,保健,部長・教授等クラス,男性)




4 5 1 研究費を大規模に投入して改善・整備をしたため(大学,第4Ｇ,工学,部長・教授等クラス,男性)
1 2 1 装置リストの回覧は実施されている.(大学,第4Ｇ,工学,研究員・助教クラス,男性)
1 2 1 設備の再配置により,少し改善.(公的研究機関,部長・教授等クラス,男性)
2 3 1 共有せざるを得ない状況が増している.(公的研究機関,主任研究員・准教授クラス,男性)
2 3 1 少しずつだが改善されている.(大学,第4Ｇ,保健,主任研究員・准教授クラス,女性)



















































6 6 0 共用化基盤センターが設立され,様々な取り組みが開始された.(大学,第3Ｇ,農学,部長・教授等クラス,男性)
6 6 0 効率的な共有システムが構築され,常時改善を図っている.(大学,第3Ｇ,保健,部長・教授等クラス,男性)




1 1 0 共同設備がキャンパス内にない.(大学,第4Ｇ,工学,研究員・助教クラス,男性)




2 2 0 共用化を始めようとしている.(大学,第4Ｇ,理学,部長・教授等クラス,男性)
2 1 -1 共用している機器・設備の修理の財源確保が厳しい状況になってきている.(大学,第2Ｇ,農学,部長・教授等クラス,男性)

























3 2 -1 共同機器の予算が減っています.(大学,第3Ｇ,保健,部長・教授等クラス,男性)







5 4 -1 共用設備の保守が滞っている.人員・経費を含めたシステムの改良が必要.(大学,第4Ｇ,部長・教授等クラス,男性)







2 1 -1 事務系のサポートが不十分.(大学,大学共同利用機関,社長・学長等クラス,男性)




4 3 -1 改善が必要と考えられる(大学,第4Ｇ,保健,部長・教授等クラス,男性)
5 4 -1 予算が少しずつ減少しているため(公的研究機関,主任研究員・准教授クラス,男性)
4 3 -1 一部の装置は共用化の体制が取れておらず,使用しにくい(公的研究機関,主任研究員・准教授クラス,女性)
4 3 -1 予算削減により,共用の機器等の管理が不十分になりつつある.(公的研究機関,部長・教授等クラス,男性)

































5 3 -2 特に学外からの利用希望者に十分対応しきれていない.(大学,第4Ｇ,社長・学長等クラス,男性)











5 3 -2 今年から転籍した新学科ではまだ仕組みが確立されていません.(大学,第4Ｇ,工学,部長・教授等クラス,男性)












































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































2 4 2 人工知能研究のためのデータベース等は増えている.(大学,第4Ｇ,工学,研究員・助教クラス,男性)
2 3 1 少しずつ整備が進んでいると感じるため.(大学,第2Ｇ,保健,主任研究員・准教授クラス,男性)
3 4 1 researchmapとの連携が整備されつつある(大学,部長・教授等クラス,男性)
2 3 1 大学では問題であるが,企業ではある程度対応できているのではないか(大学,部長・教授等クラス,男性)




1 2 1 まだまだ十分ではないが,少しづつ良くなっていると感じるため.(公的研究機関,部長・教授等クラス,男性)








2 3 1 AMED-PJ等で臨床データベース等の知的基盤の構築は進みつつある(民間企業等,社長・学長等クラス,男性)
5 6 1 論文の検索や図書館ネットワークはとても便利であり,活用しています.(公的研究機関,主任研究員・准教授クラス,女性)
2 3 1 購読雑誌が減り，論文等の研究情報へのアクセスがしづらくなっている．(公的研究機関,主任研究員・准教授クラス,女性)




2 3 1 技術インフレ（ネットワーク等）の整備と意識変化(民間企業等,社長・学長等クラス,男性)
3 4 1 特許庁のデータベースの充実やWeb情報の拡充が見られる.(民間企業等,社長・学長等クラス,男性)
1 1 0 最近国際水準から遅れていると感じる(大学,第1Ｇ,保健,部長・教授等クラス,男性)





















1 1 0 大学予算の減少が論文アクセスにも影響し始めた(大学,第3Ｇ,保健,研究員・助教クラス,男性)
2 2 0 国研の情報公開が遅い,低い.(大学,第4Ｇ,主任研究員・准教授クラス,男性)
2 2 0 学内の情報機器の更新が予算不足のために遅れている.(大学,社長・学長等クラス,男性)











2 2 0 遅れている(公的研究機関,社長・学長等クラス,男性)
























































3 3 0 AIの研究が各省ごとにばらばらというのはいかがなものか.(民間企業等,部長・教授等クラス,男性)































3 2 -1 図書館経由で購読できる科学雑誌が年々減少している(大学,第2Ｇ,農学,主任研究員・准教授クラス,男性)
3 2 -1 国として世界中の文献を内容まですべて見られるような基盤を作るべき.(大学,第2Ｇ,保健,研究員・助教クラス,男性)
















2 1 -1 大学予算逼迫のため，電子ジャーナルの利用が制限されている(大学,第4Ｇ,工学,部長・教授等クラス,男性)


























































4 3 -1 世界と比較して遅れていると感じるようになった.(大学,大学共同利用機関,主任研究員・准教授クラス,男性)
3 2 -1 予算削減によって,大学図書館の購読雑誌数の減少が起こり始めている(大学,第4Ｇ,保健,主任研究員・准教授クラス,男性)
3 2 -1 国際的な水準に追いつくためには一層の拡充が必要(大学,大学共同利用機関,社長・学長等クラス,男性)





3 2 -1 電子ジャーナルの高騰により,論文誌へのアクセスが限定される.(大学,社長・学長等クラス,男性)




3 2 -1 十分だと判断する資料が不十分である.(大学,部長・教授等クラス,男性)
5 4 -1 上位の研究施設では十分だが，幅広くいうとそうではない(大学,部長・教授等クラス,男性)

















3 2 -1 予算的な制約から電子ジャーナルの購読数が減ってきているため.(公的研究機関,部長・教授等クラス,男性)
3 2 -1 日本の大学の各種ランキングが下がってきており,研究者の疲弊が現れてきている.(公的研究機関,部長・教授等クラス,男性)
4 3 -1 理系研究者データベースの不備を訴えるベンチャーが創業された.(民間企業等,社長・学長等クラス,男性)
3 2 -1 特にAI・IoTなどの領域において先行国との差は拡大しているように感じる(民間企業等,社長・学長等クラス,男性)
3 2 -1 論文へのアクセスが先細りになっている.(公的研究機関,主任研究員・准教授クラス,男性)
2 1 -1 関連分野の有名な学術論文が多数アクセスできません．(公的研究機関,研究員・助教クラス,男性)
4 3 -1 セキュリティやデータベースは必ずしも欧米と比べて十分とは言えない(民間企業等,部長・教授等クラス,男性)
5 4 -1 情報量は十分だが,利用しやすい基盤整備が不十分(民間企業等,部長・教授等クラス,男性)
4 3 -1 国際競争を勝ち抜くには，若干不十分と感じる．(民間企業等,社長・学長等クラス,男性)
3 2 -1 サイバー,等にセキュリティはさらなる強化,投資が必要だと考える(民間企業等,社長・学長等クラス,女性)

























5 3 -2 図書館経費が削減されており,研究情報アクセス等に制限がかかる恐れがある.(大学,第4Ｇ,社長・学長等クラス,男性)






































5 3 -2 大学の予算が細り,有料論文検索サイトの利用が非常に厳しくなっている.(大学,その他,女性)













5 2 -3 基本的に,どこでどのような研究を行っているかは,民間企業からは非常に判りにくい.(民間企業等,部長・教授等クラス,男性)
5 1 -4 所属する大学が契約している論文しかアクセスできない.(大学,第3Ｇ,理学,研究員・助教クラス,男性)































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































4 5 1 今年度から始めたJ-PARCでの実験に対してユーザーのサポート体制に満足したから(大学,第2Ｇ,部長・教授等クラス,男性)
2 3 1 少しずつ整備が進んでいると感じるため.(大学,第2Ｇ,保健,主任研究員・准教授クラス,男性)
3 4 1 設備の増設などで利用しやすくなっていると思う.(大学,部長・教授等クラス,男性)
3 4 1 積極的な取り組みがおこなわれているとは思う(大学,部長・教授等クラス,男性)
4 5 1 ナノハブやＳＲ施設は頑張っている(大学,第4Ｇ,部長・教授等クラス,男性)
2 3 1 近隣の県立研究機関の保有機器が充実してきました.(大学,第4Ｇ,工学,部長・教授等クラス,男性)











2 3 1 感覚的所感であるが,手続き等は改善傾向にあると思われる.(民間企業等,社長・学長等クラス,男性)
3 4 1 利用しやすいような制度等の整備がされてきている(公的研究機関,主任研究員・准教授クラス,男性)







2 3 1 現在大学の保有する設備の利用をさせてもらっている.(民間企業等,部長・教授等クラス,男性)
4 5 1 文科省事業が広がっているため(民間企業等,部長・教授等クラス,女性)
1 1 0 特定の研究者のみの利用にとどまっている．(大学,第2Ｇ,工学,部長・教授等クラス,男性)
3 3 0 順番待ちがかなりあり,思う時には使いづらい.(大学,第2Ｇ,工学,主任研究員・准教授クラス,女性)
4 4 0 整備されているが，サポート体制は貧弱な状態である．(大学,第2Ｇ,理学,部長・教授等クラス,男性)
2 2 0 自機関のものは利用しやすいが他機関は若干煩雑である.(大学,第2Ｇ,理学,主任研究員・准教授クラス,男性)




5 5 0 すべては予算次第.(大学,第2Ｇ,工学,研究員・助教クラス,男性)
2 2 0 あまり知られていない(大学,第2Ｇ,保健,研究員・助教クラス,女性)

























































1 1 0 少しもよくなっていない.最悪の事態が続いている.(民間企業等,社長・学長等クラス,男性)
3 3 0 有効活用されていない感がある.利用費用を下げるべき.(民間企業等,社長・学長等クラス,男性)
3 2 -1 施設／機関に知合いが居ないと使いづらい.(大学,第1Ｇ,主任研究員・准教授クラス,男性)








5 4 -1 利用するのに手続きが煩雑(大学,第3Ｇ,理学,研究員・助教クラス,男性)










4 3 -1 大型共用施設に出張する旅費の確保も危うくなっていると思う(大学,第3Ｇ,保健,部長・教授等クラス,男性)
3 2 -1 基盤的経費が減っており,共用設備のメンテナンスも非効率になってきている.(大学,第3Ｇ,保健,部長・教授等クラス,男性)
5 4 -1 機関や設備によって利用しやすさがまちまちである.(民間企業等,部長・教授等クラス,男性)
4 3 -1 共用といっても先行利用者の既得権があり,容易には利用できないことがある.(民間企業等,部長・教授等クラス,男性)


















4 2 -2 利用料金が不明(大学,第4Ｇ,部長・教授等クラス,男性)















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































2 4 2 AMED成果報告会が充実してきている(民間企業等,社長・学長等クラス,男性)








2 3 1 年々,改善されていると思う(大学,第2Ｇ,理学,部長・教授等クラス,男性)




2 3 1 改善されていると感じます(大学,第2Ｇ,保健,部長・教授等クラス,男性)
4 5 1 オープンアクセスが学内説明会を通して積極的に進められている.(大学,第2Ｇ,保健,部長・教授等クラス,男性)








2 3 1 少しずつ整備が進んでいると感じるため.(大学,第2Ｇ,保健,主任研究員・准教授クラス,男性)
2 3 1 ここ数年において状況は良くなってきている.(大学,第3Ｇ,社長・学長等クラス,男性)




2 3 1 オープンアクセスデータが増えていると感じる．(大学,第4Ｇ,工学,主任研究員・准教授クラス,女性)
1 2 1 論文のオープン化が進んでいる.(大学,第4Ｇ,工学,研究員・助教クラス,男性)
2 3 1 KAKEN ,researchmapの連携活用が整備された(大学,部長・教授等クラス,男性)
3 4 1 一部では進んできた(大学,部長・教授等クラス,男性)








1 2 1 技術インフラ（ネットワーク等）の整備と意識変化(民間企業等,社長・学長等クラス,男性)
2 3 1 研究成果の公開などまだ十分ではないが進んでいると感じる.(大学,部長・教授等クラス,女性)
3 4 1 国内アカデミアの広報活動から評価(公的研究機関,部長・教授等クラス,男性)































































4 4 0 共有する研究者へのインセンティブ制度は知らなかった.(大学,第4Ｇ,工学,研究員・助教クラス,女性)




2 2 0 論文のオープンアクセス化も不充分と考える.(公的研究機関,部長・教授等クラス,男性)







1 1 0 耳にしたことがない.学会や会誌でPRしてるのか？(民間企業等,社長・学長等クラス,男性)
1 1 0 インセンティブを上げるものになっていない.(民間企業等,社長・学長等クラス,男性)




2 1 -1 インフラ整備のための資金が圧倒的に足りていない.(大学,第1Ｇ,工学,部長・教授等クラス,男性)




2 1 -1 研究データの公開・共有は行われているようにみえて，されていないのでは．(大学,第2Ｇ,工学,部長・教授等クラス,男性)







3 2 -1 あまり見えてこない(大学,第2Ｇ,保健,部長・教授等クラス,男性)







4 3 -1 資金難のため年々閲覧できる雑誌が減らされている.(大学,第3Ｇ,保健,研究員・助教クラス,男性)











3 2 -1 オープンアクセス化については,さらなる対応が必要(大学,第4Ｇ,保健,部長・教授等クラス,男性)
4 3 -1 オープンアクセス化のために出版社へ支払う費用を研究費とは別途(大学,第4Ｇ,工学,主任研究員・准教授クラス,男性)








4 3 -1 JST支援などが厳しさを増している.(大学,その他,女性)
5 4 -1 プラットフォーム化が十分でないように思われる(公的研究機関,部長・教授等クラス,男性)



















































3 2 -1 公開の機会はあるが,産業界で利用しやすいように提案されることが望ましい.(民間企業等,部長・教授等クラス,男性)








4 2 -2 公開するための資料作りに時間をとられ,すごく矛盾を感じる.なんのため公開か.(大学,第4Ｇ,保健,部長・教授等クラス,男性)
5 3 -2 公開・共有は行われていると思うが,インセンティブ付与までは至っていないと思われる.(大学,部長・教授等クラス,男性)








5 3 -2 オープンアクセス誌への費用負担は研究費で行わなければならず,メリットがない(公的研究機関,部長・教授等クラス,男性)






3 1 -2 情報公開の拡大を期待したい.(民間企業等,社長・学長等クラス,男性)






















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































5 6 1 全体の金額増でなく個別の研究者の状況に合わせた配分が必要です.(大学,第3Ｇ,工学,部長・教授等クラス,男性)
2 3 1 全体予算規模も重要だが,何に使うかが課題(公的研究機関,部長・教授等クラス,男性)
1 3 2 研究機関，または配分が分散しすぎている.総額は十分だと思う.(大学,第3Ｇ,保健,研究員・助教クラス,男性)





1 1 0 先進国と言えない規模．(大学,第1Ｇ,部長・教授等クラス,男性)
1 2 1 十分とは言えないが,社会情勢等もあり,簡単に増やせない事情もわかる.(公的研究機関,研究員・助教クラス,男性)
1 2 1 総額よりは使途の精査が必要と感じる(民間企業等,社長・学長等クラス,男性)







1 1 0 研究費の少なさは新聞等で報道されているとおり.(大学,第1Ｇ,工学,主任研究員・准教授クラス,男性)
2 2 0 成果（論文数）主義，動向主義になっていることが気になります．(大学,第2Ｇ,部長・教授等クラス,男性)




4 4 0 総額の問題ではなく,配分とその利用の問題の方が大きい.(大学,第2Ｇ,部長・教授等クラス,男性)







































1 1 0 海外の大学に比較して,不十分であり,優秀な研究者は海外に出て行っている.(大学,社長・学長等クラス,男性)
1 1 0 単年度主義,不安定予算では,科学技術は発展しない(公的研究機関,社長・学長等クラス,男性)
























































1 1 0 科研費予算をもっと増やすべきと思う．(公的研究機関,主任研究員・准教授クラス,女性)







3 3 0 適切な配分と評価がなされていない.(民間企業等,社長・学長等クラス,男性)
1 1 0 少ないと思う.4~5％は欲しい.(民間企業等,社長・学長等クラス,男性)
1 1 0 左の数値は人件費を含むので，研究者が使用できる研究費を表示すべき(民間企業等,社長・学長等クラス,男性)
1 1 0 規模の問題ではない.分配の問題.(民間企業等,社長・学長等クラス,男性)
2 1 -1 世界での競争力がどんどん落ちていっている.(大学,第1Ｇ,社長・学長等クラス,男性)
3 2 -1 基礎研究に対する配分が十分だとは思えないから.(大学,第1Ｇ,工学,研究員・助教クラス,男性)
1 1 0 論文発表数や特許出願数からみても,世界の中での日本国の地位低下がみられる(民間企業等,社長・学長等クラス,男性)
2 2 0 諸外国に比べて,相当貧弱と感じる.(民間企業等,社長・学長等クラス,男性)




4 3 -1 決して十分ではないが,国の財政状況を考えると妥当(大学,第1Ｇ,農学,部長・教授等クラス,男性)
2 1 -1 年々状況が悪くなっているように感じるので,不十分だと思う.(大学,第1Ｇ,保健,研究員・助教クラス,男性)




2 1 -1 基盤的経費が全く不足している．競争的資金に重きを置き過ぎである．(大学,第2Ｇ,工学,部長・教授等クラス,男性)
2 1 -1 特定の分野に偏りすぎであり，全体的なレベルアップにつながっていない(大学,第2Ｇ,工学,部長・教授等クラス,男性)
4 3 -1 景気が上向いたのならもう少し増やしてよいのではないでしょうか.(大学,第2Ｇ,保健,研究員・助教クラス,男性)







2 1 -1 基盤的経費が少なすぎる.(大学,第3Ｇ,社長・学長等クラス,男性)
3 2 -1 中国が躍進している中,本邦GDP比率は,欧米諸国に比すると明らかに少なすぎる(大学,第3Ｇ,その他,男性)
3 2 -1 中国が躍進している中,本邦GDP比率は,欧米諸国に比すると明らかに少なすぎる(大学,第3Ｇ,社長・学長等クラス,男性)
2 1 -1 海外先進国と比較すると,十分とはとても言えない.(大学,第3Ｇ,社長・学長等クラス,男性)
3 2 -1 中国などの台頭を見ていると,日本はもっと出してもよいのではないでしょうか.(大学,第3Ｇ,保健,部長・教授等クラス,男性)










2 1 -1 さらなる増額が必要と思う.(大学,第4Ｇ,農学,部長・教授等クラス,男性)







2 1 -1 基礎,応用の割合でみると基礎研究の低下,応用の増加となっている.(大学,大学共同利用機関,部長・教授等クラス,男性)
3 2 -1 大学への交付金減額は進めるべきではないと感じます.(大学,第4Ｇ,保健,主任研究員・准教授クラス,男性)













































3 2 -1 減少傾向を感じる(大学,部長・教授等クラス,男性)
2 1 -1 状況の悪化に対応し切れていないと感じる.(大学,大学共同利用機関,主任研究員・准教授クラス,男性)
2 1 -1 研究費を毎年削るようでは先が無い(大学,大学共同利用機関,主任研究員・准教授クラス,男性)










2 1 -1 一般に，より厳しい状況になってきている.(大学,部長・教授等クラス,男性)








2 1 -1 中国,ロシア等の伸びに追従が不十分(公的研究機関,主任研究員・准教授クラス,男性)








2 1 -1 現状のままだと他国に対して遅れをとりつつあり,早急な強化が必要(公的研究機関,その他,男性)






3 2 -1 アカデミアで研究費の窮状を耳にする(民間企業等,社長・学長等クラス,男性)


















5 4 -1 技術立国であることからもっと増額してもいいと思う(民間企業等,部長・教授等クラス,男性)
5 4 -1 諸外国の近年の予算増が大きいため相対的に(民間企業等,主任研究員・准教授クラス,女性)








3 2 -1 中国からの論文,特許が大幅に増えている.日本も予算を増やして活性化すべき.(民間企業等,その他,男性)
4 3 -1 欧州に比べて低い水準です.(民間企業等,社長・学長等クラス,男性)






















5 3 -2 国立大学偏重の傾向が各所で言われているので,改善が望まれる.(大学,第4Ｇ,社長・学長等クラス,男性)
4 2 -2 人材確保等,困難になってきている.(大学,第4Ｇ,工学,部長・教授等クラス,男性)













境界領域や学際的研究をHHMI,Zuckerburg Foundation,Gates Foundation,Sloan Foundationなどの巨大財団が支援してい
るため,ノーベル賞級の発見が多く生まれる.日本にはそれがないため,大型予算はすべて政府系のたこつぼ型になるため,画
期的な成果は生まれにくい.(大学,部長・教授等クラス,男性)
5 2 -3 ここにきて一気に悪くなった.(大学,第4Ｇ,保健,部長・教授等クラス,男性)
5 2 -3 基礎研究に関して不十分と思う.(民間企業等,部長・教授等クラス,男性)






















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































2 3 1 最近,再び間接経費が無い,または率が低いプロジェクトが増えている.(大学,第1Ｇ,その他,男性)
2 6 4 海外の間接経費と異なり,大学事務の行なっている作業は質が低すぎる.(民間企業等,社長・学長等クラス,男性)




2 3 1 確保されていますが,その使い方に課題があると思われます.(大学,第3Ｇ,工学,主任研究員・准教授クラス,男性)















1 2 1 総額よりは使途の精査が必要と感じる(民間企業等,社長・学長等クラス,男性)













2 2 0 成果（論文数）主義，動向主義になっていることが気になります．(大学,第2Ｇ,部長・教授等クラス,男性)
2 2 0 競争的資金を獲得した研究者に対する間接経費のメリットがあまり感じられない.(大学,第4Ｇ,社長・学長等クラス,男性)












































































5 5 0 30％の間接経費は高すぎると思うぐらいです.(民間企業等,部長・教授等クラス,女性)



























4 3 -1 文科省はまずまずだが,他の省庁の研究費についてはまだまだ不十分(大学,第4Ｇ,社長・学長等クラス,男性)
3 2 -1 大学によるが,研究者に亘る分は十分とは言えないようである.(大学,その他,男性)
4 3 -1 30%であれば良いが,10%といった場合も多い(公的研究機関,部長・教授等クラス,男性)
2 1 -1 間接経費が，他ごとに使われることが多いようにみえる.(大学,第4Ｇ,理学,主任研究員・准教授クラス,男性)







2 1 -1 大学の運営を考えると,もう少し増やすべき.(公的研究機関,部長・教授等クラス,男性)
2 1 -1 使途が明確ではない(公的研究機関,主任研究員・准教授クラス,女性)
2 1 -1 管理,定義が厳しすぎる(民間企業等,部長・教授等クラス,男性)
2 1 -1 間接費が取れないため,民間は受託しにくい(民間企業等,部長・教授等クラス,男性)
2 1 -1 公募の枠をもう少し拡大すべきです.現状では,十分確保できているとは思わない.(民間企業等,社長・学長等クラス,男性)




6 4 -2 間接経費の使い道が不明確だから.(大学,第4Ｇ,部長・教授等クラス,男性)
































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































2 4 2 学術研究への要請には応えている(公的研究機関,部長・教授等クラス,男性)
3 4 1 競争的資金の増加により,キュリオシティドリブンの研究が少なくならざるを得ない.(大学,第3Ｇ,社長・学長等クラス,男性)





















3 4 1 科研費の枠組みや審査方法が改善された．(大学,第4Ｇ,工学,部長・教授等クラス,男性)
3 4 1 そのようにしないと研究費が獲得しづらくなってきている.(大学,第4Ｇ,保健,主任研究員・准教授クラス,男性)




2 2 0 研究資金獲得のための研究を行わざるを得ない.(大学,第3Ｇ,理学,部長・教授等クラス,男性)
2 2 0 近視眼的評価対応のプレッシャー大(大学,第4Ｇ,主任研究員・准教授クラス,男性)
3 2 -1 結果重視のプロジェクト研究が増加している.(大学,第1Ｇ,部長・教授等クラス,男性)
3 2 -1 予算措置が不十分(大学,第1Ｇ,理学,部長・教授等クラス,男性)
1 1 0 内在要求に合わせた要請をでっちあげる研究者が多い(公的研究機関,部長・教授等クラス,男性)






























































3 2 -1 ギャップがあるのでうまく橋渡しできる仕組みや人材が必要.(大学,第3Ｇ,農学,主任研究員・准教授クラス,男性)







4 3 -1 挑戦性,国際性に関して求められるようには感じられない.(大学,第4Ｇ,工学,研究員・助教クラス,女性)





















3 2 -1 挑戦性が足りない.(大学,大学共同利用機関,社長・学長等クラス,男性)

















4 2 -2 研究費と研究時間の削減が進む一方で,状況は悪化する一方である.(大学,第4Ｇ,工学,主任研究員・准教授クラス,男性)















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































4 5 1 挑戦的萌芽の整備が進み,新たな研究に取り組むチャンスが増えた.(大学,第1Ｇ,主任研究員・准教授クラス,男性)
2 4 2 他の外部資金に比べ,自由度は高いと思います.(大学,第3Ｇ,工学,主任研究員・准教授クラス,男性)




2 3 1 新しい科研のシステムでのより適切な評価に期待する(大学,第2Ｇ,工学,部長・教授等クラス,男性)
4 5 1 挑戦的萌芽の枠が拡大されるなど改善の兆しが見られる．(大学,第1Ｇ,工学,部長・教授等クラス,男性)
























1 2 1 他よりはよい(公的研究機関,社長・学長等クラス,男性)










2 3 1 科研費審査制度の改革による改善が期待できる.(公的研究機関,主任研究員・准教授クラス,女性)
3 3 0 そういう趣旨の研究費として,唯一のものなので,そうあってもらいたい(大学,第1Ｇ,部長・教授等クラス,男性)
1 1 0 審査側の価値観に依存しているように思う(大学,第2Ｇ,工学,部長・教授等クラス,男性)
1 1 0 相変わらず論文数の実績主義である(大学,第2Ｇ,工学,部長・教授等クラス,男性)
1 1 0 研究内容の評価が偏っている(大学,第1Ｇ,保健,部長・教授等クラス,男性)








6 6 0 戦後最大の良策の一つだったと思います.(大学,第2Ｇ,保健,研究員・助教クラス,男性)
2 2 0 年々改善されていることは評価できる.(大学,大学共同利用機関,社長・学長等クラス,男性)







5 4 -1 採択件数が単純に減っているように思われる.(大学,第1Ｇ,部長・教授等クラス,男性)



















































3 2 -1 科研費の助成は現代的な要請に応える内容に傾倒しすぎていると考える.(大学,第2Ｇ,保健,研究員・助教クラス,男性)




5 4 -1 寄与はしているが十分に配分されているとは言い難い.採択率を上げるべきだ.(大学,第3Ｇ,工学,部長・教授等クラス,男性)
2 1 -1 内的動機に基づく研究計画への研究費配分は減っているように思われる.(大学,第3Ｇ,農学,部長・教授等クラス,男性)







4 3 -1 挑戦的研究費が乏しい(大学,第3Ｇ,保健,部長・教授等クラス,男性)
4 3 -1 新たに萌芽研究等が開始された.その効果を見守りたい.(大学,第3Ｇ,農学,部長・教授等クラス,女性)



















5 4 -1 きっかけにはなる(大学,第4Ｇ,工学,主任研究員・准教授クラス,女性)
3 2 -1 テーマよりも組織を重視している傾向があるように感じるため.(大学,第4Ｇ,工学,主任研究員・准教授クラス,女性)




4 3 -1 実質的な短期的な成果を要求されることが多い(公的研究機関,部長・教授等クラス,男性)














5 3 -2 現代的要請の強い分野へ偏りがあるように感じる.(大学,第4Ｇ,保健,部長・教授等クラス,男性)
5 3 -2 採択率が低く幅広い層がチャレンジできていないように思う.(大学,第3Ｇ,社長・学長等クラス,男性)
4 2 -2 採択課題が出口が見えやすいものに集中しがちである(大学,第3Ｇ,農学,主任研究員・准教授クラス,男性)
3 1 -2 航空宇宙分野でどのような事業があるのか,聞いたことがない.(公的研究機関,部長・教授等クラス,男性)
5 3 -2 資金がつきやすいテーマとそうでないテーマがあるように思える.(公的研究機関,部長・教授等クラス,男性)



































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































1 2 1 科研費における制度改革は,研究の多様性を確保する方向に向かっていると感じる.(大学,第3Ｇ,社長・学長等クラス,男性)
3 4 1 挑戦的研究の審査方法変更の効果に期待します.(大学,第4Ｇ,工学,部長・教授等クラス,男性)


















2 2 0 競争的資金の比率が大きすぎる傾向あり.(大学,第3Ｇ,工学,主任研究員・准教授クラス,男性)
2 2 0 応用性が不確定な原理追求型の基礎研究は予算を得づらい．(大学,第3Ｇ,農学,研究員・助教クラス,男性)
2 2 0 すぐに応用できる分野に偏っている感じがする.(大学,第2Ｇ,工学,主任研究員・准教授クラス,女性)
2 2 0 教員・研究者の意識の焦点が急速かつ確実に応用研究にシフトしている.(大学,第3Ｇ,工学,主任研究員・准教授クラス,男性)
3 3 0 多様性はあまり保たれていないと感じる．(大学,第4Ｇ,工学,主任研究員・准教授クラス,女性)




1 1 0 資金の問題から，基盤的な基礎研究はできなくなっている.(大学,第4Ｇ,理学,主任研究員・准教授クラス,男性)







1 1 0 イノベーションの源としての基礎研究に対する公的研究費が少なくなっている(大学,部長・教授等クラス,女性)
1 1 0 小粒の個人研究が増えて,新たな発想がうまれにくくなっている.(公的研究機関,部長・教授等クラス,男性)
1 1 0 実用化を伴わないものが基礎研究であるかのような誤解している研究者が多い(公的研究機関,部長・教授等クラス,男性)




1 1 0 大型研究費は増えているが，基礎研究費は減少のまま(民間企業等,社長・学長等クラス,男性)
1 1 0 基礎研究分野は壊滅状態.すぐにお金になるところばかり.(民間企業等,社長・学長等クラス,男性)
2 2 0 独創的な研究という観点から見ると不充分と感じる.(公的研究機関,部長・教授等クラス,男性)
1 1 0 教官の自由度が減るばかり,革新的な研究を行う意欲を失わせている.(民間企業等,社長・学長等クラス,男性)


















































1 1 0 基礎研究分野の研究者の視点が全く外を向いていないと感ずる.(民間企業等,社長・学長等クラス,男性)
4 3 -1 多様性が確保出来ているかは不透明.(大学,第1Ｇ,主任研究員・准教授クラス,男性)
3 2 -1 直近の成果に依存したり,流行を追う研究が多く,本当の学術研究は(大学,第1Ｇ,理学,部長・教授等クラス,男性)
4 3 -1 仕組みとしてはむしろ多様性が失われる方向にあるように思われる.(大学,第1Ｇ,部長・教授等クラス,男性)










3 2 -1 どちらかというと選択と集中が推し進められている印象である(大学,第1Ｇ,理学,研究員・助教クラス,男性)
4 3 -1 ポスト数や研究時間の確保の点から,相対的に難しくなってきていると感じる.(大学,第2Ｇ,部長・教授等クラス,男性)
4 3 -1 基盤経費の削減は,基礎研究の多様性の確保を難しくしていると思います(大学,第2Ｇ,工学,部長・教授等クラス,男性)
2 1 -1 現代的な要請に対する優先順位が高くなりすぎている.(大学,第2Ｇ,部長・教授等クラス,男性)


















2 1 -1 どうしても「いますぐ役に立つ」研究ばかりが採択されがち(大学,第2Ｇ,農学,研究員・助教クラス,女性)
2 1 -1 JSTがNEDOよりも実用研究志向(大学,第3Ｇ,理学,主任研究員・准教授クラス,男性)
4 3 -1 アピールのしやすさから特定分野へ支援が多くなっていると感じている.(大学,第3Ｇ,理学,研究員・助教クラス,男性)
3 2 -1 トップダウン型の研究費が多く,多様性が十分に確保されているかどうかは疑問.(大学,第2Ｇ,保健,研究員・助教クラス,男性)




4 3 -1 研究費の集中投入の反面，多様性は減少していると思う(大学,第3Ｇ,保健,部長・教授等クラス,男性)
2 1 -1 内的動機に基づく研究計画への研究費配分は減っているように思われる.(大学,第3Ｇ,農学,部長・教授等クラス,男性)




3 2 -1 科研費は,小規模の研究種目に対する配分を減らしており,多様化に逆行している.(大学,第4Ｇ,社長・学長等クラス,男性)
2 1 -1 ますます良くない方向に向かっていると感じます.(大学,第3Ｇ,保健,主任研究員・准教授クラス,男性)










4 3 -1 必要性・重要性の増大にも関わらず,科研費等の総額が伸びていないため.(大学,第4Ｇ,社長・学長等クラス,男性)











































2 1 -1 更なる多様な基礎研究をバックアップすべき.(大学,第4Ｇ,農学,部長・教授等クラス,男性)
2 1 -1 短期的な出口を求め過ぎである．(大学,第4Ｇ,農学,部長・教授等クラス,男性)
2 1 -1 ますます悪化している.(大学,第4Ｇ,保健,部長・教授等クラス,男性)

























最近では,DL (Deep Learning) など,ブームとなっている課題・方法論への過度な集中が目立つようになったと感じられる.(大
学,社長・学長等クラス,男性)
5 4 -1 短期の成果が求められる傾向が強まっているように感じる(大学,部長・教授等クラス,男性)
5 4 -1 研究成果がダイレクトに社会還元されるような研究が好まれるようになりつつあると感じる．(大学,部長・教授等クラス,男性)
4 3 -1 出口指向が強まり,投資という意味での研究が不十分になってきている.(大学,部長・教授等クラス,男性)
2 1 -1 特定の研究への偏りがますます強くなっているように感じます.(大学,部長・教授等クラス,男性)
2 1 -1 全体的に後退していると思う.(大学,部長・教授等クラス,男性)
2 1 -1 科研費,私大助成金（研究）を増やすべき.(公的研究機関,部長・教授等クラス,男性)
5 4 -1 多様性はあるかもしれないが,イノベーションの源になるかは疑問が生じて来た(公的研究機関,部長・教授等クラス,男性)
2 1 -1 資金不足が否めない.(公的研究機関,部長・教授等クラス,男性)












3 2 -1 トレンドに左右される傾向があり,多様性を阻害しているのでは(民間企業等,社長・学長等クラス,男性)















2 1 -1 中国にも水をあけられつつある.(民間企業等,社長・学長等クラス,男性)



















































3 1 -2 実績のある有力グループに集中しすぎている(大学,第2Ｇ,保健,主任研究員・准教授クラス,男性)
5 3 -2 年々,成果を重視するようになっているように感じる.(大学,第1Ｇ,工学,研究員・助教クラス,男性)
4 2 -2 研究費の獲得しやすい研究テーマを設定する傾向がみられるから.(大学,第2Ｇ,工学,研究員・助教クラス,男性)
5 3 -2 即効性を求められるものが増えてきた.(大学,第3Ｇ,農学,主任研究員・准教授クラス,男性)
5 3 -2 応用研究が求められすぎている.(大学,第4Ｇ,社長・学長等クラス,男性)




4 2 -2 臨床応用などの応用研究への傾向が強いように感じる(大学,第4Ｇ,保健,部長・教授等クラス,男性)






















5 3 -2 多様性を確保する余裕,余力を,若手中堅に感じなくなった.(公的研究機関,主任研究員・准教授クラス,男性)
4 2 -2 アカデミアの基礎研究能力が落ちている.(民間企業等,部長・教授等クラス,男性)
3 1 -2 評価者が理解できない研究には資金がつかない(民間企業等,部長・教授等クラス,男性)
5 3 -2 基礎研究に関する論文数,研究者数について改善が必要と感じています(民間企業等,社長・学長等クラス,男性)
4 2 -2 交付金の額の減少は下げ止まったが,抑えられたままのため(民間企業等,部長・教授等クラス,男性)
4 1 -3 社会実装等,基礎研究に実用性を求めすぎている.(公的研究機関,社長・学長等クラス,男性)
















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































2 3 1 現在の研究環境の中で,日本の研究者はよく頑張っていると思う.(大学,第1Ｇ,保健,部長・教授等クラス,男性)




4 5 1 ノーベル賞.ただし，昔の研究.正確には生み出されていた(過去形）(大学,第3Ｇ,農学,部長・教授等クラス,男性)








4 4 0 突出した分野もあるが，大きく衰退している分野も見受けられる(大学,第2Ｇ,工学,部長・教授等クラス,男性)
5 5 0 それでも研究者はよく頑張っている(大学,第4Ｇ,社長・学長等クラス,男性)








1 1 0 まったくもって,危機的な状況.(民間企業等,社長・学長等クラス,男性)
3 3 0 分野による.(民間企業等,社長・学長等クラス,男性)
1 1 0 研究環境が悪くなる一方なので生み出されるはずがない.(民間企業等,社長・学長等クラス,男性)
3 3 0 大型研究費が交付される領域だけ．(民間企業等,社長・学長等クラス,男性)
4 4 0 将来的に継続できるかと問われれば,そう思わない.(民間企業等,社長・学長等クラス,男性)
3 3 0 iPS研究は出色.(民間企業等,社長・学長等クラス,男性)
3 3 0 今後が不安(民間企業等,社長・学長等クラス,男性)
4 4 0 昨今のノーベル賞の状況を見るとこれまではそれなりにあるが,今後が非常に心配.(民間企業等,社長・学長等クラス,男性)
4 3 -1 相対的に低下している(大学,第1Ｇ,社長・学長等クラス,男性)




5 5 0 領域による(民間企業等,部長・教授等クラス,男性)
5 4 -1 減少傾向にあるように思います.(大学,第1Ｇ,理学,主任研究員・准教授クラス,男性)
2 1 -1 さまざまな否定的なエビデンスが公表されている(大学,第1Ｇ,工学,部長・教授等クラス,男性)
3 2 -1 この頃,研究の基礎体力が低下している.(大学,第1Ｇ,理学,部長・教授等クラス,男性)




4 3 -1 減少しているように思う.(大学,第2Ｇ,部長・教授等クラス,男性)






























































3 2 -1 突出した成果は減少傾向かもしれません.(大学,第2Ｇ,農学,主任研究員・准教授クラス,男性)
4 3 -1 国際競争力は,他国が上がっている分,日本はやや落ちていると感じる(大学,第2Ｇ,農学,研究員・助教クラス,女性)















5 4 -1 流行の研究を追う傾向が強まったように思われる.(大学,第3Ｇ,理学,部長・教授等クラス,男性)
3 2 -1 突出した成果は,広い裾野から産み出されることもあります.(大学,第3Ｇ,保健,部長・教授等クラス,男性)
3 2 -1 過去はそうだったと思いますが・・・(大学,第3Ｇ,保健,部長・教授等クラス,男性)




3 2 -1 年々日本の成果の割合が少なくなっているように思える.(大学,第3Ｇ,保健,研究員・助教クラス,男性)
4 3 -1 データに見るように，年々悪化しているように思えるため．(大学,第4Ｇ,社長・学長等クラス,男性)
3 2 -1 ますます良くない方向に向かっていると感じます.(大学,第3Ｇ,保健,主任研究員・准教授クラス,男性)
4 3 -1 中国に敵わなくなっている(大学,第3Ｇ,保健,主任研究員・准教授クラス,男性)








4 3 -1 応用研究に軸足が移っている印象を持つ(大学,第4Ｇ,主任研究員・准教授クラス,男性)
3 2 -1 私の分野では,世界的に活躍している研究者は減っている.(大学,第4Ｇ,工学,研究員・助教クラス,男性)
5 4 -1 日本に比べ中国のグループの台頭が目立っているため.(大学,第4Ｇ,工学,研究員・助教クラス,男性)





3 2 -1 応用研究が注目され,基礎研究がおろそかになってきているように感じる.(大学,第4Ｇ,保健,部長・教授等クラス,男性)
3 2 -1 中国にも抜かれた感じ.(大学,第4Ｇ,保健,部長・教授等クラス,男性)
4 3 -1 だんだん足腰が弱ってきている印象.(大学,第4Ｇ,工学,研究員・助教クラス,男性)
3 2 -1 十分とは言い難い.(大学,第4Ｇ,農学,部長・教授等クラス,男性)
4 3 -1 相対的には低下している(大学,大学共同利用機関,部長・教授等クラス,男性)




































































5 4 -1 現在は成果が出ているが，今後基礎研究分野でレベルを維持できるかは不安がある.(大学,部長・教授等クラス,女性)
2 1 -1 成果を出しても,評価側で価値が分からない（研究レベルの低下）も一因.(公的研究機関,部長・教授等クラス,男性)
3 2 -1 短期的な経済上の便益が一層強く求められてきている.(公的研究機関,部長・教授等クラス,男性)
4 3 -1 基礎研究に成果を求めるあまり,多様性,新規性が失われている.(公的研究機関,部長・教授等クラス,男性)
4 3 -1 今後,低下して行くだろう(公的研究機関,部長・教授等クラス,男性)
5 4 -1 突出しているかと言われると,難しいです.(公的研究機関,部長・教授等クラス,男性)
4 3 -1 アジアの基礎研究の中心が中国に移りつつある.(公的研究機関,部長・教授等クラス,男性)
3 2 -1 世界的に見て論文数では中国に抜かれ,研究基盤が弱体化してきている感がある.(公的研究機関,部長・教授等クラス,男性)
5 4 -1 分野によってかなり状況が違ってきている(公的研究機関,部長・教授等クラス,男性)










4 3 -1 これまでは何とか成果を生み出してきたが,今後が心配.(民間企業等,社長・学長等クラス,男性)
2 1 -1 まだまだ不十分.(民間企業等,社長・学長等クラス,男性)
3 2 -1 印象として,国際的に突出した成果が着実に増えているとは感じなくなっている.(公的研究機関,研究員・助教クラス,男性)
3 2 -1 特に若手からの成果創出に問題あり.(公的研究機関,その他,男性)




4 3 -1 諸外国との相対的なアウトカムの状況を考えるとやや後退しているように思う.(民間企業等,社長・学長等クラス,男性)
4 3 -1 最先端研究が優遇されている感がし,基礎研究の分野の成果がよく見えない.(民間企業等,社長・学長等クラス,男性)
4 3 -1 国際的な競合は激しくなっており,十分に突出しているものは少ない.(民間企業等,部長・教授等クラス,男性)
4 3 -1 現在のAMED的運用では基礎研究は衰退化に向かっている.(民間企業等,部長・教授等クラス,男性)
4 3 -1 論文の数,トップ論文の数の伸びが低迷(民間企業等,部長・教授等クラス,男性)
3 2 -1 年々悪化しているから.(民間企業等,部長・教授等クラス,男性)











4 2 -2 年々突出した研究が実施しにくくなっていると感じるため.(大学,第2Ｇ,理学,部長・教授等クラス,男性)














5 3 -2 改悪や効率化追求でひどくなっています.(大学,第3Ｇ,工学,部長・教授等クラス,男性)







































4 2 -2 投資が偏り,投資先が折れると吐出するものが無くなる.(大学,第4Ｇ,工学,部長・教授等クラス,男性)
5 3 -2 研究費の減少に伴い，研究成果も少なくなっている.(大学,第4Ｇ,社長・学長等クラス,男性)
5 3 -2 応用研究が求められすぎている.(大学,第4Ｇ,社長・学長等クラス,男性)








4 2 -2 最近の調査にみられるように論文引用数の国際的な低下が心配である.(大学,部長・教授等クラス,男性)
4 2 -2 最近,基礎研究への逆風がさらに強まっている(公的研究機関,社長・学長等クラス,女性)
6 4 -2 過去の投資の成果が出ているだけで，現時点での研究成果は低くなっている(大学,部長・教授等クラス,男性)
3 1 -2 基礎研究のゆとりが減少してきている.(大学,部長・教授等クラス,男性)
3 1 -2 論文数が減少しており,今後厳しくなっていくと考えられる.(公的研究機関,研究員・助教クラス,男性)
4 2 -2 近年は停滞していると感じる.(公的研究機関,研究員・助教クラス,女性)




5 3 -2 多様化に対して,集中すべきテーマへの集中が必要と考える.(民間企業等,部長・教授等クラス,男性)




4 2 -2 欧米や中国・インドに対して遅れをとっていると感じます(民間企業等,社長・学長等クラス,男性)


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































4 5 1 所属学会での複数の研究成果が臨床応用間近です.(大学,第4Ｇ,工学,部長・教授等クラス,男性)




3 4 1 iPS細胞などの関連テーマが伸びているのは事実である.(大学,部長・教授等クラス,男性)
2 3 1 基礎研究をイノベーションにつなぐ中間段階に力不足の感がある(大学,部長・教授等クラス,男性)

































3 3 0 サービスの分野,IOTの分野では伸びてきている印象がある.(大学,第4Ｇ,工学,研究員・助教クラス,男性)












2 2 0 ビックネームの成果は所詮自分たち仲間の資金獲得を延長するためのものである.(公的研究機関,部長・教授等クラス,男性)




1 1 0 全く駄目である.(民間企業等,社長・学長等クラス,男性)
3 3 0 基礎研究は産業応用を目的としていないので，あまりこの項目を主張すべきない(民間企業等,社長・学長等クラス,男性)
2 2 0 電機等はひどい.(民間企業等,社長・学長等クラス,男性)





























































4 3 -1 基礎研究がイノベーションに必ずしもつながる必要はない.(大学,第1Ｇ,工学,部長・教授等クラス,男性)








4 3 -1 基礎研究からイノベーションに谷はある.(大学,第2Ｇ,部長・教授等クラス,男性)
2 1 -1 広い視野と多面的な考察から新たなチャレンジを行うような余裕がなくなってきている.(大学,第3Ｇ,社長・学長等クラス,男性)








4 3 -1 思っているほどには伸びていないため．(大学,第4Ｇ,社長・学長等クラス,男性)








2 1 -1 「問」がおかしい，基礎研究からのイノベーションが重要ではない.(大学,第4Ｇ,理学,主任研究員・准教授クラス,男性)
3 2 -1 イノベーションを,経済的革新までと考えると不十分(大学,第4Ｇ,部長・教授等クラス,男性)















4 3 -1 大きな予算を研究推進に結びつけるマネジメント人材の確保が不可欠である.(大学,社長・学長等クラス,男性)
2 1 -1 イノベーションに繋げる人材不足.定年後の研究者を活用しては.(大学,部長・教授等クラス,男性)
3 2 -1 基礎研究を行う研究者がイノベーションを意識する必要がある.(大学,第4Ｇ,社長・学長等クラス,男性)









































4 3 -1 韓国企業等の方が活用に積極的.(民間企業等,社長・学長等クラス,男性)
3 2 -1 大学と産業の双方に責任がある.産業側はもっとベンチャーを活用すべき(民間企業等,社長・学長等クラス,男性)
3 2 -1 米国に比して我が国には研究開発型ベンチャーが不足している.(民間企業等,社長・学長等クラス,男性)
2 1 -1 全くないわけではないが,不十分.(民間企業等,社長・学長等クラス,男性)
3 2 -1 ノーベル賞の数や分野と産業界がつながっていない.(民間企業等,部長・教授等クラス,男性)










5 3 -2 昨今の報道や周囲の状況を鑑みて.(大学,第3Ｇ,理学,部長・教授等クラス,男性)










4 2 -2 これまでイノベーションを担っていた企業での研究が急速にしぼんでいる(大学,第3Ｇ,保健,主任研究員・准教授クラス,男性)







3 1 -2 創造性に乏しいと思います(公的研究機関,部長・教授等クラス,男性)











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































1 2 1 人間関係がウェットな日本社会にそぐわない．(大学,第1Ｇ,部長・教授等クラス,男性)
2 3 1 今年度の科研費改革の成果に期待します.(大学,第1Ｇ,保健,主任研究員・准教授クラス,男性)
2 5 3 近年のSIP,ImPACTなど成果が顕著.持続的な発展に期待(民間企業等,部長・教授等クラス,男性)
3 5 2 同一研究者に複数資金が過重に重ならないようにすべきである.(大学,第4Ｇ,社長・学長等クラス,男性)








4 5 1 JSTは若手成長にとても役立っている.(大学,第2Ｇ,工学,主任研究員・准教授クラス,男性)
1 2 1 科研費の選考方法などに改善が見られる.(大学,第4Ｇ,農学,主任研究員・准教授クラス,男性)
3 4 1 それぞれの機関おいて,常に工夫した取り組みが行われている(大学,部長・教授等クラス,男性)
3 4 1 イベントの際に制度の説明など積極的にアプローチしていただきました.(大学,第4Ｇ,理学,研究員・助教クラス,女性)
4 5 1 審査員が大学以外の方であり,公平な審査ができている.(大学,第4Ｇ,工学,主任研究員・准教授クラス,男性)























2 2 0 資金の配分が偏り過ぎている.(大学,第3Ｇ,工学,部長・教授等クラス,男性)
















3 3 0 産業界が学や官に求めるものの内容が不明確であり,対応に苦慮しているように思える.(大学,部長・教授等クラス,男性)
1 1 0 「戦略的」というが，本当に成果につながっているとは思えない．(大学,第4Ｇ,工学,部長・教授等クラス,男性)
















































2 2 0 長期的展望にかけている(公的研究機関,社長・学長等クラス,男性)
1 1 0 ビックネームが資金を寡占している.(公的研究機関,部長・教授等クラス,男性)




2 2 0 戦略的分野の選択過程が不明瞭(公的研究機関,部長・教授等クラス,男性)







1 1 0 余りに出口を求めすぎている.(民間企業等,社長・学長等クラス,男性)
2 2 0 一定レベルでワークしていると思います(民間企業等,社長・学長等クラス,男性)





























2 1 -1 成果が反映されている度合いがわからない．(大学,第2Ｇ,工学,部長・教授等クラス,男性)




4 3 -1 特定の研究室に過剰に資金が集中しすぎている例を見かける.(大学,第2Ｇ,工学,研究員・助教クラス,男性)

























2 1 -1 人間的つながりで選んでいるように見える.(大学,第3Ｇ,理学,部長・教授等クラス,男性)











































3 2 -1 出口を求めるにしても,戦略を練って中長期的に進めることが必要.(大学,第3Ｇ,農学,主任研究員・准教授クラス,男性)


































3 2 -1 基礎研究軽視の傾向を憂慮する.(大学,大学共同利用機関,主任研究員・准教授クラス,男性)















5 4 -1 若干,流行りの分野への資金分配の偏りが甚だしくなっている面がある.(大学,社長・学長等クラス,男性)
5 4 -1 そうしようとしていることは認めるが,十分に機能しているとは言いがたい.(大学,部長・教授等クラス,男性)




























2 1 -1 各研究機関のテーマ重複や差異が分からなくなってきている(民間企業等,社長・学長等クラス,男性)
5 4 -1 受け側の産業界が弱ってきているのは問題.(民間企業等,社長・学長等クラス,男性)
































3 2 -1 これらの機関が本当に機能して役にたっているのかという疑問の声は,巷でよく聞く.(民間企業等,社長・学長等クラス,男性)










3 1 -2 JSTはやれていると思う.(大学,第3Ｇ,理学,研究員・助教クラス,男性)
4 2 -2 多様性がなくなってきているように思える.(大学,第3Ｇ,農学,社長・学長等クラス,男性)
5 3 -2 イノベーションや目先の利益（事業化）に囚われ過ぎてる感がする.(大学,第2Ｇ,理学,主任研究員・准教授クラス,男性)
























5 2 -3 昨年度末NEDOに応募したが,採択結果に納得がいかない.(民間企業等,社長・学長等クラス,男性)






























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































3 4 1 私学Branding事業などはこれにあたると思います.(大学,第4Ｇ,保健,主任研究員・准教授クラス,男性)
2 3 1 ステージゲート制などが確立して来ている.(大学,部長・教授等クラス,男性)
4 5 1 最近,このような制度が浸透し始めており,評価したい.(大学,第2Ｇ,工学,主任研究員・准教授クラス,男性)
3 4 1 AMEDの取り組みはとても良いと思います.(大学,第3Ｇ,保健,主任研究員・准教授クラス,男性)
2 3 1 AMEDにより発展段階に応じたファンディングは対応出来る様になってきた(民間企業等,社長・学長等クラス,男性)
2 3 1 SIPなどの活動が評価できる.(民間企業等,部長・教授等クラス,男性)
2 3 1 頑張っている.(公的研究機関,主任研究員・准教授クラス,男性)
2 3 1 改善の努力は認められる.(民間企業等,社長・学長等クラス,男性)
2 2 0 CRESTなどは大変優れた制度だが,終了後の継続性に難点.(大学,第2Ｇ,理学,部長・教授等クラス,男性)
1 1 0 成果に基づくフィードバック（インセンティブ）は無い．(大学,第2Ｇ,工学,部長・教授等クラス,男性)







2 2 0 ImPACTで具体的成果を強く求められると,成果が小さくなる懸念(大学,第4Ｇ,主任研究員・准教授クラス,男性)
1 1 0 支援期間が短すぎると思います.金額より継続性を研究者は望んでいます.(大学,第2Ｇ,保健,研究員・助教クラス,男性)
2 2 0 優れた研究を評価する人間の人選が偏ってはいないか．(大学,第3Ｇ,工学,主任研究員・准教授クラス,男性)
2 2 0 プロジェクト研究でも構わないが長い目で見るプロジェクトにすべし.(大学,部長・教授等クラス,男性)




1 1 0 特定研究者には手厚く継続がなされている．(大学,第4Ｇ,工学,部長・教授等クラス,男性)
2 2 0 年々,委託費も減ってきている.(公的研究機関,主任研究員・准教授クラス,男性)
1 1 0 全くできていない.(民間企業等,社長・学長等クラス,男性)
4 4 0 そのような努力はされていると思う.(公的研究機関,社長・学長等クラス,男性)
1 1 0 公募しているというが,公平性が保たれていないと思う.(公的研究機関,主任研究員・准教授クラス,男性)
2 2 0 予算の性格上,短期年度での収束をめざすことなり,継続的には支援されていない.(民間企業等,社長・学長等クラス,男性)










3 2 -1 高額の科研費などは,若手には獲得するのが特に難しい.(大学,第1Ｇ,理学,部長・教授等クラス,男性)
1 1 0 SBIRは単なる中小企業支援の範疇を出ていない.今のままなら制度を廃止すべきだ.(民間企業等,部長・教授等クラス,男性)
















































3 2 -1 単なる知り合いの互助会にすぎない.(大学,第3Ｇ,保健,部長・教授等クラス,男性)







5 4 -1 応用研究に偏っている傾向が強まっていると感じる.(大学,部長・教授等クラス,男性)










4 3 -1 直近の成果を生産する技術開発型研究に偏向している.(公的研究機関,部長・教授等クラス,男性)







3 2 -1 管轄省庁にもよるが,申請書類や報告書類が多すぎる.(公的研究機関,研究員・助教クラス,女性)
3 2 -1 継続性が引く感じられる(公的研究機関,部長・教授等クラス,女性)
3 2 -1 社会実装を求める余り,挑戦的な研究が実施しづらくなっている.(公的研究機関,主任研究員・准教授クラス,男性)
5 4 -1 研究の目標達成度が例えば200%でも,研究資金が増えることはない.(民間企業等,社長・学長等クラス,男性)







3 2 -1 成果の確認がそう簡単ではない.(民間企業等,社長・学長等クラス,男性)
3 2 -1 橋渡しが途絶え,研究が中断するケースも見受けられる.(民間企業等,部長・教授等クラス,男性)








4 3 -1 難易度の高いテーマへの期間の理解が不十分に感じる(民間企業等,部長・教授等クラス,男性)
3 2 -1 大学の先生の話をうかがっていると,継続性についてはまだ十分といえないようです.(民間企業等,部長・教授等クラス,男性)
4 2 -2 出口が見えにくい地に足の着いた研究も評価して欲しい(大学,第4Ｇ,農学,部長・教授等クラス,男性)
5 3 -2 JSTの未来社会創造事業は評価できる(大学,部長・教授等クラス,男性)
4 2 -2 ｉＰＳ研究においてすらお寒い現状であることを考えると，まったく楽観できない(大学,第3Ｇ,保健,部長・教授等クラス,男性)






































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































1 3 2 橋渡し的な機関が,役割を果たしている.(民間企業等,部長・教授等クラス,男性)
1 3 2 科研費申請のWeb入力項目が増えたのはよいことである.(大学,第2Ｇ,理学,部長・教授等クラス,男性)
1 3 2 この点は少しずつ改善されているように思います.(大学,第2Ｇ,保健,研究員・助教クラス,男性)




3 4 1 科研費改革により,申請書や審査が少しではあるが簡素化された(大学,第1Ｇ,理学,研究員・助教クラス,男性)
4 5 1 今年度からの科研費の申請手続き等,改善は進んでいる(大学,第1Ｇ,理学,研究員・助教クラス,男性)
3 4 1 申請様式の変更は審査員の負担を減らす配慮が見受けられます.(大学,第2Ｇ,農学,主任研究員・准教授クラス,男性)















3 4 1 申請の手続きはかなり複雑化していると感じる.(大学,第4Ｇ,工学,研究員・助教クラス,女性)




4 5 1 科研費応募書類の書式変更は良いと思います.(大学,第4Ｇ,工学,部長・教授等クラス,男性)




2 3 1 申請書の変化を見ると,気遣いが感じられる.(大学,第4Ｇ,保健,主任研究員・准教授クラス,女性)
4 5 1 今年度の科研費改革はポジティブに評価したい.(大学,大学共同利用機関,主任研究員・准教授クラス,男性)





2 3 1 科研費の申請方法が,やや良くなったと思います.(大学,主任研究員・准教授クラス,男性)
2 3 1 科研費の改革など少しずつ改善されている.(公的研究機関,部長・教授等クラス,男性)
1 2 1 前回は厳しすぎたと振り返る(民間企業等,部長・教授等クラス,女性)
1 1 0 評価に関する環境が形式的・教条的でむだなことが多すぎるから.(大学,第1Ｇ,その他,男性)
3 4 1 特に手続きについては負担軽減が見られるようになった.(公的研究機関,主任研究員・准教授クラス,男性)























































1 1 0 大学事務のローカルルールがこれを阻んでいる(大学,第3Ｇ,保健,主任研究員・准教授クラス,男性)















1 1 0 各研究室にURA的な支援が必要(大学,部長・教授等クラス,男性)










1 1 0 管轄省庁にもよるが,申請書類や報告書類が多すぎる.(公的研究機関,研究員・助教クラス,女性)
1 1 0 事務的な手続きは未だ煩雑であると感じている(大学,その他,男性)










1 1 0 全く思わない.(民間企業等,社長・学長等クラス,男性)
2 2 0 大きな変化はなく従来通り(民間企業等,社長・学長等クラス,男性)






1 1 0 国費を使うので厳重なチェックは致し方ないが,煩雑であると想像できる.(民間企業等,社長・学長等クラス,男性)







1 1 0 改善が全く見られない(民間企業等,部長・教授等クラス,男性)











2 1 -1 より一層,悪くなった.(大学,第4Ｇ,保健,部長・教授等クラス,男性)




4 3 -1 審査員に正しく評価してもらうために,提出する資料の量が増える傾向にある.(公的研究機関,部長・教授等クラス,男性)
4 3 -1 評価が多すぎはしないか．中間評価など．(大学,大学共同利用機関,社長・学長等クラス,女性)































3 1 -2 研究者への負担はいまだに大きいと考える.(民間企業等,社長・学長等クラス,男性)



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































3 6 3 現所属機関は,その最も成功した事例に挙げられる.(大学,第2Ｇ,工学,主任研究員・准教授クラス,男性)
2 5 3 かなり貢献しているように見えます(公的研究機関,部長・教授等クラス,男性)
3 5 2 企業側のマインドが大分変わってきたように思う.(大学,第3Ｇ,社長・学長等クラス,男性)
2 4 2 ＵＲＡによる取り組みが始まった(大学,第4Ｇ,工学,部長・教授等クラス,男性)
1 3 2 改善されつつあります.(大学,第2Ｇ,理学,主任研究員・准教授クラス,男性)




3 4 1 URAが仕掛け人として頑張っている(大学,第2Ｇ,工学,部長・教授等クラス,男性)
2 4 2 企業連携がだいぶ進んできました.(公的研究機関,主任研究員・准教授クラス,男性)
2 3 1 本格的産学連携の制度などが整えられ,学生の参加も可能となった.(大学,第2Ｇ,部長・教授等クラス,男性)







1 2 1 学問領域によりさまざまでしょう.(大学,第2Ｇ,農学,部長・教授等クラス,男性)
3 4 1 先端産業国際ラボの設置など，戦略的に仕掛けたことの成果が出始めているため．(大学,第4Ｇ,社長・学長等クラス,男性)




1 2 1 産学連携の宣伝と機会はふえました.(大学,第3Ｇ,保健,部長・教授等クラス,男性)
2 3 1 少しずつ,増えていっていると感じている(大学,第4Ｇ,保健,部長・教授等クラス,男性)
2 3 1 企業との取り組みが増えてきたから.(大学,第4Ｇ,保健,部長・教授等クラス,男性)
2 3 1 大型プロジェクトの採択を受け，新たな価値創出に組織として取り組んでいる.(大学,第4Ｇ,部長・教授等クラス,男性)
3 4 1 当学の希少糖関連研究で改善された.(大学,第4Ｇ,農学,部長・教授等クラス,男性)












3 4 1 民間企業との連携努力や意識は向上している.(公的研究機関,部長・教授等クラス,男性)
1 2 1 現在,産学連携の研究課題を５つ抱えるようになった(大学,部長・教授等クラス,男性)
2 3 1 最近各大学の産学連携活動が増えている.(大学,部長・教授等クラス,男性)
2 3 1 民間との協業が組織として重視され始めた(公的研究機関,主任研究員・准教授クラス,男性)
4 5 1 連携は以前より進んでいると捉えられるため.(公的研究機関,主任研究員・准教授クラス,男性)




2 3 1 近隣企業でも産官学への参画が若干増加傾向と思われる.(民間企業等,社長・学長等クラス,男性)
1 2 1 産学官連携で,進めていると思われるが,十分な価値が生まれるレベルではない.(民間企業等,社長・学長等クラス,男性)
3 4 1 SIP等の大型産官学連携プロの推進で,十分ではないが向上している.(民間企業等,社長・学長等クラス,男性)
2 3 1 増加の傾向が見られる.(民間企業等,社長・学長等クラス,男性)
2 3 1 一部私立大学にその動きを感じる.(民間企業等,部長・教授等クラス,男性)













































1 2 1 民間企業との連携の動きが強まっている.(民間企業等,部長・教授等クラス,男性)




2 3 1 オープンイノベーションが盛んに言われて,状況は良くなっていると思われる.(民間企業等,部長・教授等クラス,男性)
4 5 1 弊社ではそういった取り組みが実際に起こっている.ＡＩＳＴ連携等(民間企業等,主任研究員・准教授クラス,男性)
2 2 0 民間企業との連携は少ないと感じる.(大学,第2Ｇ,保健,研究員・助教クラス,女性)
4 4 0 昨年以上の成果は見えていないが,行動には表れているので4.4(大学,第4Ｇ,社長・学長等クラス,男性)

















1 1 0 まったくなっていない.(民間企業等,社長・学長等クラス,男性)
2 2 0 看板を掲げているが,具体策が無い.(公的研究機関,主任研究員・准教授クラス,女性)














2 1 -1 年々偏りを感じます(大学,第2Ｇ,保健,主任研究員・准教授クラス,男性)
4 3 -1 不十分.(大学,第2Ｇ,部長・教授等クラス,男性)
























3 2 -1 前述(事業化のための連携が不十分)(民間企業等,社長・学長等クラス,男性)





























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































3 6 3 現所属機関は,その最も成功した事例に挙げられる.(大学,第2Ｇ,工学,主任研究員・准教授クラス,男性)




1 4 3 URAが仕掛け人として頑張っている(大学,第2Ｇ,工学,部長・教授等クラス,男性)




1 3 2 改善されつつあります.(大学,第2Ｇ,理学,主任研究員・准教授クラス,男性)
2 4 2 新たな共同研究が生まれたため.(大学,第3Ｇ,理学,部長・教授等クラス,男性)
2 3 1 最近は学内ベンチャー企業などの取り組みは増えているようである(大学,第1Ｇ,理学,研究員・助教クラス,男性)
4 5 1 研究科長の下に戦略統括部を置き,URAを2名を採用し,連携強化に努めている.(大学,第1Ｇ,農学,部長・教授等クラス,男性)
1 3 2 産学官連携室などの設置により,協力的になっていると思われる.(民間企業等,部長・教授等クラス,男性)
3 5 2 弊社ではそういった取り組みが実際に起こっている.ＡＩＳＴ連携等(民間企業等,主任研究員・准教授クラス,男性)
3 4 1 分野に依存しているので(大学,第2Ｇ,工学,部長・教授等クラス,男性)
2 3 1 学内の体制の整備(大学,第2Ｇ,工学,主任研究員・准教授クラス,男性)
3 4 1 新たに立ち上がったセンターは企業との連携に積極的に取り組んでいる.(大学,第1Ｇ,農学,研究員・助教クラス,女性)
2 3 1 全学レベルのみならず,部局レベルでも独自に産学連携の取り組みを始めた.(大学,第2Ｇ,理学,部長・教授等クラス,男性)
1 2 1 企業とのマッチングの機会は増えてきたようにおもえる（創薬分野については）.(大学,第2Ｇ,保健,研究員・助教クラス,男性)











2 3 1 研究所の誘致が成功しつつある(大学,第3Ｇ,社長・学長等クラス,男性)
4 5 1 人員の補充を順調に行っている.(大学,第3Ｇ,社長・学長等クラス,男性)
2 3 1 URAの配置により,以前よりは改善しつつある.(大学,第3Ｇ,保健,主任研究員・准教授クラス,男性)




2 3 1 課題の共有に心がけるようになりつつある.(大学,第3Ｇ,農学,社長・学長等クラス,男性)
2 3 1 産学官連携組織とＵＲＡ組織を統合し，体制強化を図った.(大学,第4Ｇ,部長・教授等クラス,男性)
2 3 1 本年度から新たな企業との取り組みが始まったため(大学,第4Ｇ,理学,主任研究員・准教授クラス,男性)




2 3 1 少しずつ,増えていっていると感じている(大学,第4Ｇ,保健,部長・教授等クラス,男性)
2 3 1 理事会の理解が高まっているから.(大学,第4Ｇ,保健,部長・教授等クラス,男性)
2 3 1 研究費が減ってきたので，企業に頼らざるをえないという状況です.(大学,第4Ｇ,理学,主任研究員・准教授クラス,男性)
3 4 1 当学の希少糖関連研究で改善された.(大学,第4Ｇ,農学,部長・教授等クラス,男性)
2 3 1 問4-01との関連で,特に大学との連携が進みつつある.(大学,大学共同利用機関,部長・教授等クラス,男性)




















































3 4 1 最近改善されつつある.(大学,部長・教授等クラス,男性)
2 3 1 最近取り組みができる環境が出て来た.(大学,その他,女性)




2 3 1 所属機関にコーディネーター等の新たな職員が配置された.(公的研究機関,部長・教授等クラス,男性)
2 3 1 民間企業との連携は,昨年度よりは増えているため.(公的研究機関,部長・教授等クラス,男性)
2 3 1 組織的な体制を整備しつつあり，課題の共有に取り組んでいる.(公的研究機関,社長・学長等クラス,男性)
3 4 1 ポストが出来た(公的研究機関,部長・教授等クラス,男性)
3 4 1 最近,企業との研究連携を行うように研究所が取り組み始めたため(公的研究機関,主任研究員・准教授クラス,男性)
2 3 1 包括的な共同研究の枠組みができた(公的研究機関,主任研究員・准教授クラス,女性)




4 5 1 本年度,大学との共同研究を始めた(民間企業等,社長・学長等クラス,男性)




2 3 1 増加の傾向が見られる.(民間企業等,社長・学長等クラス,男性)
1 2 1 民間との連携のための環境整備は進んでいる.(民間企業等,部長・教授等クラス,男性)








2 2 0 取組は十分ではない.(大学,第2Ｇ,保健,研究員・助教クラス,女性)
4 5 1 官民タッグの環境が整ってきている(民間企業等,部長・教授等クラス,女性)
2 3 1 組織的連携やオープンプラットフォームの枠組みは行われつつある.(民間企業等,主任研究員・准教授クラス,男性)







2 2 0 新しい組織を作ろうとすると,古い組織を削減しなければならず,なかなか進んでいない.(大学,社長・学長等クラス,男性)
1 1 0 大学と企業の立ち位置を考えた運営が必要.(公的研究機関,その他,男性)

















6 5 -1 利益相反の審査が過剰になった(大学,第1Ｇ,保健,部長・教授等クラス,男性)
1 1 0 ○○○等【公的研究機関名】の取り組みが全く機能していない.(民間企業等,社長・学長等クラス,男性)
2 2 0 特定の研究者への集中が変わっていない.(民間企業等,部長・教授等クラス,男性)













































3 2 -1 TLOが教員の仕事を増やしているという側面は否めない(大学,第2Ｇ,保健,部長・教授等クラス,女性)
3 2 -1 シンポジウム等を通じた情報交換の場を増やす必要があるのでは？(大学,第3Ｇ,農学,部長・教授等クラス,女性)
3 2 -1 個人に委ねられている(大学,第4Ｇ,保健,部長・教授等クラス,男性)







4 3 -1 大学により格差が生じている(大学,部長・教授等クラス,女性)
3 2 -1 取り組みは行われているが,資金が乏しい(大学,その他,男性)







5 4 -1 連携を進める意志を強く感じるが,やり方が果たして正しいか疑問に思う点もある.(公的研究機関,研究員・助教クラス,男性)




3 2 -1 地方大学では不十分であることが多いが,中央では十分であると感じる(民間企業等,主任研究員・准教授クラス,男性)
5 3 -2 連携を行おうと努力しているが現実的にはあまり進んでいない.(大学,第1Ｇ,保健,部長・教授等クラス,男性)
2 1 -1 つっこんだ議論ができる環境,意識に達していない.(公的研究機関,その他,男性)
4 3 -1 十分ではないが,その基盤が少しづつ構築されつつある.(民間企業等,社長・学長等クラス,男性)
4 2 -2 連携することの意義について残念ながら共通認識はありません．(大学,第3Ｇ,工学,部長・教授等クラス,男性)




5 3 -2 以前ほど産学連携への熱気が産学双方に感じられない.(大学,第2Ｇ,理学,主任研究員・准教授クラス,男性)












5 3 -2 一部の大学と民間機関に限定されている.(民間企業等,部長・教授等クラス,男性)












































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































2 4 2 SIP等大型産学官連携プロの効果もあり,その認識は変革しつつあると思う.(民間企業等,社長・学長等クラス,男性)
2 4 2 資金確保の意味もあるが,企業との連携に積極的な大学も見受けられる.(民間企業等,社長・学長等クラス,男性)
3 6 3 現所属機関は,その最も成功した事例に挙げられる.(大学,第2Ｇ,工学,主任研究員・准教授クラス,男性)
1 3 2 改善されつつあります.(大学,第2Ｇ,理学,主任研究員・准教授クラス,男性)
4 5 1 個人的にはかなりやっています(大学,第2Ｇ,保健,部長・教授等クラス,女性)
3 4 1 新しい連携が増えている(大学,第3Ｇ,社長・学長等クラス,男性)











3 4 1 個人差が大きいので十分とは言えないが,突出した研究開発の例もある.(大学,第3Ｇ,工学,部長・教授等クラス,男性)
2 3 1 こうした方向性が少しずつ強まっているため.(大学,第4Ｇ,社長・学長等クラス,男性)
2 3 1 民間企業側からのアプローチが増えたため.(大学,第4Ｇ,工学,研究員・助教クラス,男性)








5 6 1 当学の希少糖関連研究で改善された.(大学,第4Ｇ,農学,部長・教授等クラス,男性)
1 2 1 自身は理解できているが,周知されているかは疑問である(大学,第4Ｇ,保健,部長・教授等クラス,男性)








2 3 1 目先の成果に捉われすぎないことも必要で,バランスよく課題設定を行ってもらいたい.(公的研究機関,その他,男性)
2 3 1 研究の発展性は常に研究者側が考えていると感じる.(民間企業等,社長・学長等クラス,男性)
2 3 1 少しづつ良くなっていると感じる.(公的研究機関,部長・教授等クラス,男性)










4 5 1 ○○大学の例などの成功事例を知りました.(民間企業等,社長・学長等クラス,男性)
2 2 0 民間企業からの要求,要請を十分に理解できる研究者が多くない.(公的研究機関,社長・学長等クラス,男性)








1 1 0 そもそも,仕組みやマッチングない.(民間企業等,社長・学長等クラス,男性)
1 1 0 組織の支援が得られないため,モチベーションが無い.(公的研究機関,主任研究員・准教授クラス,女性)






































1 1 0 研究者から企業への働きかけがみられない.(民間企業等,社長・学長等クラス,男性)




2 2 0 以前よりは増えているように思うが,十分ではない(民間企業等,社長・学長等クラス,男性)
2 1 -1 国内でも内向き傾向が見られる(大学,第1Ｇ,工学,部長・教授等クラス,男性)
6 5 -1 研究者自身は頑張ろうと努力している.(大学,第1Ｇ,保健,部長・教授等クラス,男性)




2 1 -1 個人の資質や世代によって大きく異なる.(大学,第3Ｇ,部長・教授等クラス,男性)










2 1 -1 十分とはとても言い難い.(大学,第4Ｇ,農学,部長・教授等クラス,男性)
2 1 -1 研究者側の反省点です.(大学,第3Ｇ,保健,主任研究員・准教授クラス,男性)
3 2 -1 企業と組むとこちらで勝手なことはなかなか出来ない(大学,第3Ｇ,保健,主任研究員・准教授クラス,男性)







2 1 -1 ベンチャー志向の研究者が少なすぎ.そもそもそういう人を雇用していない.(大学,部長・教授等クラス,男性)
5 4 -1 永遠の課題である.環境が違いすぎる.(公的研究機関,社長・学長等クラス,男性)




2 1 -1 戦略的な方向を考えなさすぎる.(大学,その他,男性)
3 2 -1 公的機関はそうだが,大学はまだ改善の余地ありと見える(民間企業等,部長・教授等クラス,男性)











3 2 -1 具体的には実例を知らないが,十分とはいえないと感じる.(民間企業等,主任研究員・准教授クラス,男性)


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































2 5 3 活動は活発化していると認識(民間企業等,主任研究員・准教授クラス,男性)
2 4 2 もともと大学発ベンチャーを目指すような研究を行っていない.(大学,第1Ｇ,理学,部長・教授等クラス,男性)





3 5 2 大学発ベンチャーの活躍○○○【企業名】や○○○○○【企業名】など(民間企業等,社長・学長等クラス,男性)
3 5 2 アカデミア発の強いアピール力を持つベンチャーも生まれてきた.(民間企業等,社長・学長等クラス,男性)
2 4 2 隣接する分野で思いのほか卒業生がベンチャーで活躍していた.(大学,第1Ｇ,理学,研究員・助教クラス,男性)
1 3 2 現在,ベンチャーの立ち上げを行っている.(大学,第4Ｇ,保健,主任研究員・准教授クラス,男性)











3 4 1 ベンチャー支援機能も充実してきた.(大学,第2Ｇ,部長・教授等クラス,男性)
3 4 1 十分とは言えないが,大学発ベンチャー企業も増えてきている.(大学,第2Ｇ,部長・教授等クラス,男性)




3 4 1 増えていると思う.研究者に依存する(大学,第2Ｇ,工学,部長・教授等クラス,男性)
3 4 1 COI事業等の取組みの定着(大学,第2Ｇ,工学,主任研究員・准教授クラス,男性)
2 3 1 努力を始めている.(大学,第2Ｇ,理学,部長・教授等クラス,男性)
1 2 1 事業展開が増えてきた.(大学,第2Ｇ,理学,部長・教授等クラス,男性)
4 5 1 ベンチャー数はまだ少ないが,着実に増加しており,今後さらに期待出来る4.7程度(大学,第4Ｇ,社長・学長等クラス,男性)
2 3 1 ベンチャー企業の設立と研究両立できない.研究者と設立者の連携が必要(大学,第4Ｇ,部長・教授等クラス,男性)
1 2 1 アントレプレナーシップ教育は充実しつつあります.課題は上級教員の無理解.(大学,第2Ｇ,保健,部長・教授等クラス,男性)
1 2 1 常勤の人材が確保された.(大学,第3Ｇ,農学,主任研究員・准教授クラス,男性)
1 2 1 進展してきている印象.でも起業への道筋,方法論が分からない方も多いのでは.(大学,第4Ｇ,工学,研究員・助教クラス,男性)







1 2 1 ギャップファンドなどベンチャー企業創出に向けた取り組みが出てきた.(大学,部長・教授等クラス,男性)
2 3 1 最近各大学の産学連携活動が増えている.(大学,部長・教授等クラス,男性)








3 4 1 H29年度7月にベンチャー支援制度が立ち上がった.(公的研究機関,部長・教授等クラス,男性)
2 3 1 今年度,1件のベンチャーを立ち上げ.(公的研究機関,部長・教授等クラス,男性)

























































3 4 1 事例が増えてきた感がある.(民間企業等,社長・学長等クラス,男性)
2 3 1 大学発のベンチャーと仕事をし始めたが,割としっかりやっているように感じる.(民間企業等,社長・学長等クラス,男性)
2 2 0 歯科領域ではあまり盛んではない(大学,第1Ｇ,保健,主任研究員・准教授クラス,女性)




2 3 1 ＶＢは追い風にある,ＶＣもめざましい(民間企業等,部長・教授等クラス,女性)
2 2 0 学にベンチャーを作ることへのサポート体制が十分とは言えない.(大学,部長・教授等クラス,男性)











1 1 0 すべてがバラバラで,意味がない.(民間企業等,社長・学長等クラス,男性)
5 5 0 少し背伸びをしすぎている.(公的研究機関,部長・教授等クラス,男性)
2 2 0 看板を掲げているが,具体策が無い.(公的研究機関,主任研究員・准教授クラス,女性)
3 3 0 創出してますが,将来を考えると,すべてが自立できるのかどうか疑問です.(民間企業等,部長・教授等クラス,男性)




3 3 0 十分とは言えない.(民間企業等,社長・学長等クラス,男性)




4 3 -1 まだまだ日本にはベンチャーの思想が十分根付いていない.(大学,第4Ｇ,社長・学長等クラス,男性)
2 1 -1 所属する大学で複数ベンチャーを持っているが,知識移転したような成果は得られていない(大学,部長・教授等クラス,男性)




2 1 -1 ただしミッションではありません.(公的研究機関,社長・学長等クラス,男性)
5 4 -1 昔より（我々の時代より）アントレプレナリーマインドは増えているとおもう.(公的研究機関,社長・学長等クラス,男性)
3 2 -1 十分ではないが,その基盤が少しづつ構築されつつある.(民間企業等,社長・学長等クラス,男性)







3 2 -1 まだまだ不足している(民間企業等,部長・教授等クラス,男性)
3 2 -1 ベンチャー企業の設立はあるが,成功している事例が少ない(民間企業等,主任研究員・准教授クラス,男性)
3 2 -1 支援者の成果も評価されるため,安定志向が強すぎる.(民間企業等,社長・学長等クラス,男性)
3 2 -1 実施はされているが不足である.(民間企業等,社長・学長等クラス,男性)









































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































1 3 2 若手研究員が企業で研修をする機会を増やしている.(大学,第3Ｇ,社長・学長等クラス,男性)
1 3 2 実績がみられるようになってきた(大学,部長・教授等クラス,男性)








2 3 1 少し改善がなされてきた.(大学,第4Ｇ,部長・教授等クラス,男性)
3 4 1 人事交流の枠組みが整えられて，活性化しているようである．(大学,第2Ｇ,工学,部長・教授等クラス,男性)







2 3 1 当学の希少糖関連研究で改善された.(大学,第4Ｇ,農学,部長・教授等クラス,男性)
2 3 1 少しずつは善処されていると思う(大学,第4Ｇ,保健,部長・教授等クラス,男性)
2 3 1 このような交流が年々増えてきていますが,成果はまだ見えません.(公的研究機関,部長・教授等クラス,男性)
2 3 1 当機構でもクロアポを始めそれが好転してきている(公的研究機関,部長・教授等クラス,女性)
2 3 1 最近各大学の産学連携活動が増えている.(大学,部長・教授等クラス,男性)
2 3 1 環境が整備されつつある(大学,部長・教授等クラス,男性)
4 5 1 周囲を見ていると,より向上していることを感じます.(民間企業等,部長・教授等クラス,男性)
1 2 1 わずかだが大学から企業へのクロスアポイントメント例が出てきている(民間企業等,部長・教授等クラス,女性)
3 4 1 これは短期には評価しにくいが,将来的に成功例が出てくると思う.(民間企業等,社長・学長等クラス,男性)








4 4 0 ただし人材交流が少なすぎる(大学,第2Ｇ,社長・学長等クラス,男性)
1 1 0 もっと活発に進める必要がある.退職後の方の大学への雇用も含め考えるべき.(大学,第4Ｇ,工学,研究員・助教クラス,男性)




1 1 0 大学からは転出がありません.吹きだまりです(大学,第4Ｇ,工学,主任研究員・准教授クラス,女性)
2 2 0 民間との人材交流はまだ少ない(公的研究機関,社長・学長等クラス,男性)
2 2 0 まだ,形からという状態.(公的研究機関,部長・教授等クラス,男性)
1 1 0 まだまだ不十分である.(大学,部長・教授等クラス,男性)
2 2 0 まだ一般的ではない(大学,部長・教授等クラス,男性)
1 1 0 契約を結ぶこと自体が目標となっており形骸化している.(公的研究機関,主任研究員・准教授クラス,女性)



















































2 2 0 今後の課題(民間企業等,主任研究員・准教授クラス,男性)
3 2 -1 あまり活発ではない.(大学,第1Ｇ,理学,部長・教授等クラス,男性)







5 4 -1 転入は多いが,転出,クロスアポイント不足.(大学,第4Ｇ,部長・教授等クラス,男性)
3 2 -1 民間企業との間の人材流動や交流の事例をあまり耳にしていない.(大学,第1Ｇ,理学,研究員・助教クラス,男性)
4 3 -1 人材交流の実態がよくわからなくなった(大学,第1Ｇ,工学,部長・教授等クラス,男性)
4 3 -1 若い研究者の間で人材流動や交流がし易い環境が整っていない.(大学,部長・教授等クラス,男性)




3 2 -1 先陣を切って推進しているが,人材交流の成果が,なかなか学内に浸透しない.(大学,社長・学長等クラス,男性)
3 2 -1 ここ数年,企業との人材交流が減っているように感じる.(公的研究機関,主任研究員・准教授クラス,男性)
3 2 -1 流動,交流そのものが機能していない.環境が整っても成果につながるように思えない.(公的研究機関,その他,男性)
5 4 -1 成功例は限定的(公的研究機関,部長・教授等クラス,男性)
3 2 -1 組織内でクロスアポイントの導入には必ずしも積極的ではないため.(公的研究機関,部長・教授等クラス,男性)
4 3 -1 人材流動や交流自体が制度も含め充分とは言えない.(民間企業等,主任研究員・准教授クラス,男性)
2 1 -1 よりダイナミックに民間の経験のある大学人材を増やしていくべきだと思います(民間企業等,社長・学長等クラス,男性)




5 3 -2 交流件数がまだ少ない(公的研究機関,社長・学長等クラス,男性)
4 2 -2 望ましい形で実現しているとは思いません.(公的研究機関,社長・学長等クラス,男性)
5 3 -2 クロスアポイント制度は期待されたほど活用されていない.(大学,第1Ｇ,工学,部長・教授等クラス,男性)










4 2 -2 研究者が公的機関に残りたくないと言えるまでには程遠い(民間企業等,社長・学長等クラス,男性)
4 1 -3 民間企業との人事交流は行っていない.(公的研究機関,部長・教授等クラス,男性)
















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































3 5 2 特許出願についての協力は非常に優れている(大学,第1Ｇ,理学,部長・教授等クラス,男性)
1 3 2 マネジメント専用部署の活用をしやすくなった(大学,第3Ｇ,農学,研究員・助教クラス,男性)
4 5 1 特許出願(大学,第2Ｇ,工学,部長・教授等クラス,男性)
2 3 1 昔よりURA機関などが少しずつ増えてきているとは思うので．(大学,第2Ｇ,工学,その他,女性)







2 3 1 機能させようという努力が強められている.(大学,第4Ｇ,社長・学長等クラス,男性)
2 3 1 AROの役割が拡がりつつあると感じています.(大学,第2Ｇ,保健,部長・教授等クラス,男性)
1 2 1 相談できる人材が増えた.(大学,第3Ｇ,農学,部長・教授等クラス,男性)
2 3 1 特許の取得に関して,機能していることを体験した.(大学,大学共同利用機関,部長・教授等クラス,男性)




2 3 1 知財の権利化に対して表彰制度が動き出して励みになった.(大学,第4Ｇ,保健,部長・教授等クラス,男性)
2 3 1 改善の傾向はあると思います.(大学,部長・教授等クラス,男性)




1 2 1 知財マネジメントが意識されるようになってきた(大学,部長・教授等クラス,男性)















2 2 0 各大学,マンパワーに依存する.(大学,第4Ｇ,工学,研究員・助教クラス,男性)









1 1 0 知財部の専門性が低い(公的研究機関,主任研究員・准教授クラス,女性)
1 1 0 個人差,研究領域での格差が大きい.(公的研究機関,その他,男性)
4 4 0 他の機関に比べるとかなり良くやっていると思われる.(公的研究機関,部長・教授等クラス,男性)
6 6 0 いくつかの政府系プロジェクトではやりすぎで,空回り(公的研究機関,部長・教授等クラス,男性)












































1 1 0 TLOが機能していない.また,大学の知財の材料も源泉的なものが少ない.(民間企業等,社長・学長等クラス,男性)








2 2 0 我々のような企業では十分とはいえない.(民間企業等,社長・学長等クラス,男性)
1 1 0 大学との共同研究においてもＩＰの保有意欲は高いが,戦略的な活用の意識は低い.(民間企業等,社長・学長等クラス,男性)








2 1 -1 利用価格設定が異常.(大学,第2Ｇ,保健,研究員・助教クラス,男性)
3 2 -1 人材不足だと感じるようになりました(大学,第3Ｇ,保健,部長・教授等クラス,男性)




2 1 -1 申請待ちであり,機関自体が掘り起こしを積極的にすすめていないため(大学,第4Ｇ,農学,部長・教授等クラス,男性)







3 2 -1 予算的な制約から特許化が限られている状況のため.(公的研究機関,部長・教授等クラス,男性)











5 4 -1 多様化する知的財産に対して,対応が追いついていないところがあるため.(公的研究機関,部長・教授等クラス,男性)
3 2 -1 アメリカの大学と比べると不充分に思える.(公的研究機関,部長・教授等クラス,男性)




4 3 -1 多忙なため,知的財産マネジメントに充当可能な余裕時間が減少した.(公的研究機関,主任研究員・准教授クラス,男性)










































4 2 -2 大学は知的財産をコントロールする力は無い.(大学,第4Ｇ,部長・教授等クラス,男性)
5 3 -2 担当者はph.Dを持っているが,専門外の技術を殆ど理解していなかった(大学,第3Ｇ,保健,主任研究員・准教授クラス,男性)
5 3 -2 大学には事業戦略がないので,知的財産戦略をたてるのは現実的に困難(大学,部長・教授等クラス,女性)
3 1 -2 一部の人間による偏った判断で進めることがある.(公的研究機関,部長・教授等クラス,男性)








5 3 -2 当研究所で育成した品種が海外で栽培される問題が発生した.(公的研究機関,主任研究員・准教授クラス,男性)































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































1 2 1 ギャップファンドについて取り組みを始めている.(大学,第2Ｇ,理学,部長・教授等クラス,男性)
2 3 1 クラウドファンディングによる事業展開が学内で増えている(大学,第3Ｇ,工学,主任研究員・准教授クラス,男性)
1 3 2 センターによっては確保されている場合がある(公的研究機関,主任研究員・准教授クラス,女性)
3 4 1 ギャップファンドを設置したことから,この点の進歩は見られた.(大学,第2Ｇ,部長・教授等クラス,男性)
1 2 1 身近なところでベンチャー設立があり,例を知ったため.(大学,大学共同利用機関,主任研究員・准教授クラス,男性)
2 3 1 ギャップファンドの額は,十分ではないが,一部の研究に資金が投入され始めた.(大学,社長・学長等クラス,男性)
2 3 1 民間からの支援が増えつつある(大学,第4Ｇ,社長・学長等クラス,男性)
1 2 1 ただ,大学の教員は基本的にリスクを取りたいとは思っていない.(大学,第4Ｇ,工学,研究員・助教クラス,男性)
4 5 1 努力はされている.(公的研究機関,社長・学長等クラス,男性)
2 3 1 AMEDやJST,自治体独自のプログラムなどの活用状況から評価(公的研究機関,部長・教授等クラス,男性)
1 2 1 少し出てきている.(大学,部長・教授等クラス,男性)
2 3 1 産学連携共同研究のためのファンドは増加しているように感じている(大学,部長・教授等クラス,男性)
1 2 1 各大学,ＪＳＴ事業などで増えてきている(民間企業等,部長・教授等クラス,女性)
1 1 0 自助努力で仕組みと資金を確保している(大学,第2Ｇ,社長・学長等クラス,男性)
1 2 1 資金はほとんど企業が負担しているのではないか？(民間企業等,社長・学長等クラス,男性)








1 1 0 指摘されているような体系が確立されていないと思う．(大学,第2Ｇ,工学,部長・教授等クラス,男性)
2 2 0 ほとんど変化がない.(大学,その他,男性)
1 1 0 職員の中に,シーズ活用のイメージを持っているものがいない.(公的研究機関,主任研究員・准教授クラス,女性)
1 1 0 予算の桁が少なすぎ.SBIR的な予算がもっと必要.(大学,部長・教授等クラス,男性)
1 1 0 技術移転における最初の段階での資金が足りない(大学,その他,男性)
1 1 0 ギャップファンドの不足とともに,ビジネスに関しての知識・教育機会も不足しています.(民間企業等,部長・教授等クラス,男性)




1 1 0 そんなものは存在しない.(民間企業等,社長・学長等クラス,男性)
2 1 -1 いいえ.探索しましたが,なし.(大学,第2Ｇ,保健,部長・教授等クラス,女性)
2 1 -1 これを目的としたJSTの資金は，採択数が少なくなった.(大学,第3Ｇ,農学,主任研究員・准教授クラス,男性)
2 1 -1 ベンチャー支援がじゅうぶんに行われていない.(大学,第1Ｇ,工学,部長・教授等クラス,男性)
2 1 -1 件数の不足による,国内出願後の民間との提携や外国出願の難しさ(大学,第2Ｇ,工学,部長・教授等クラス,男性)
2 1 -1 この様な資金は知る限りではほとんど機能していない.(大学,第4Ｇ,工学,部長・教授等クラス,男性)







4 3 -1 十分には確保されていない(公的研究機関,部長・教授等クラス,男性)
4 3 -1 企業の求めるキラー特許と,大学が提供できる特許の間のギャップが広がっている.(公的研究機関,部長・教授等クラス,男性)
2 1 -1 そのような資金は基本的に用意されていないと思われる.(大学,大学共同利用機関,部長・教授等クラス,男性)
3 2 -1 特にコーディネータの不足が顕著になりつつある.(大学,部長・教授等クラス,男性)
2 1 -1 資金が研究に流入していない.これを審議できる人が皆無.(民間企業等,社長・学長等クラス,男性)
3 2 -1 バックキャスト型が主流となり予算措置が手薄(公的研究機関,主任研究員・准教授クラス,男性)






































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































1 6 5 地域の重要課題解決に取り組んでいる(公的研究機関,部長・教授等クラス,男性)

















2 4 2 COC事業を通して行えるようになった(大学,第4Ｇ,社長・学長等クラス,男性)




3 4 1 そのような人材が増えた.(大学,第2Ｇ,理学,部長・教授等クラス,男性)








4 5 1 地域コンソーシアムの取り組みは評価できる(大学,第2Ｇ,保健,部長・教授等クラス,男性)
2 3 1 地域との連携は強くなっていると感じる.(大学,第2Ｇ,保健,研究員・助教クラス,女性)
1 2 1 いくつかの制度が,小さいながら出てきています.(大学,第3Ｇ,保健,部長・教授等クラス,男性)

















3 4 1 自分自身で最近取り組みだした.(大学,第4Ｇ,農学,主任研究員・准教授クラス,男性)
1 2 1 医学部設立により薬学部も地域医療の人材育成に連携を始めた.(大学,第4Ｇ,保健,部長・教授等クラス,男性)
2 3 1 農学部水産学科ができたので,地域のニーズに応えていると思われる.(大学,第4Ｇ,農学,部長・教授等クラス,男性)




1 2 1 コーディネーターのがんばりで,地域ニーズに則した研究が増えてきた(大学,部長・教授等クラス,男性)
3 4 1 本学の大学としての方向性が変化してきていると感じるため(大学,第4Ｇ,保健,研究員・助教クラス,男性)
2 3 1 教員が積極的に関与する事例がみられるようになった.(大学,社長・学長等クラス,男性)
1 2 1 取組んでいるようすが伺える.(公的研究機関,主任研究員・准教授クラス,男性)
4 5 1 研究成果を地域で活用するための強化が進められている(公的研究機関,主任研究員・准教授クラス,男性)
4 5 1 各地で様々な取り組みを展開している(公的研究機関,社長・学長等クラス,男性)

























































2 2 0 人材の将来への希望を与えにくい.(大学,第1Ｇ,保健,部長・教授等クラス,男性)
















1 1 0 大学が都市部に集中している以上仕方がない.(大学,部長・教授等クラス,男性)




3 3 0 努力はされているが成果になって見えるにはまだ時間がかかる.(民間企業等,社長・学長等クラス,男性)
2 2 0 現代で地域ニーズだけの問題解決では,遅れていく.(民間企業等,社長・学長等クラス,男性)
4 4 0 努力はされているし成功例も知っている.(公的研究機関,社長・学長等クラス,男性)
3 3 0 狭い日本国内で地域性を誇張する必要はない．(民間企業等,社長・学長等クラス,男性)
1 1 0 まだ「うわすべり」(民間企業等,部長・教授等クラス,男性)
2 1 -1 地域が科学技術イノベーションを求めているとはかぎらない.(大学,第1Ｇ,工学,部長・教授等クラス,男性)
2 2 0 地域が抱えている課題の定義が不明確(民間企業等,社長・学長等クラス,男性)
2 2 0 都市集中型の大学・研究機関は地域に視点を向けているようには思えない(民間企業等,社長・学長等クラス,男性)
3 2 -1 当研究所はそこを目標としていないため.(大学,第3Ｇ,保健,主任研究員・准教授クラス,男性)
5 4 -1 新学科のため,そこまで手が回っていない印象があります.(大学,第4Ｇ,工学,部長・教授等クラス,男性)
4 3 -1 これもその勢いが若干減弱しつつあるように思う(大学,第2Ｇ,理学,主任研究員・准教授クラス,男性)
3 2 -1 大学財政の弱体化とともに，積極的に打てる手段は減っていると思います(大学,第3Ｇ,保健,部長・教授等クラス,男性)
4 3 -1 物つくり系領域ではよく取り組まれているが,そうした産業の無い地方では困難.(大学,部長・教授等クラス,男性)
3 2 -1 時間と人手と手間,高度なスキルを必要とする仕事であるにも拘らず,決定的に人材不足.(大学,部長・教授等クラス,男性)




4 3 -1 地域ニーズが変化している(公的研究機関,部長・教授等クラス,男性)
3 2 -1 地方創生熱が冷めてきていると感じる.(公的研究機関,部長・教授等クラス,男性)
2 1 -1 やはり予算不足.十分な人材育成には不十分.(大学,部長・教授等クラス,男性)
4 3 -1 形だけで内容が伴っていない(大学,部長・教授等クラス,男性)
3 2 -1 取り組み数は多いが,成果という面では不十分(民間企業等,部長・教授等クラス,男性)
3 2 -1 予算が中央に偏りすぎているように感じる.(民間企業等,その他,男性)
2 1 -1 地域ニーズは意味がない.地域は格差があり,ある程度のレベルがないと無理.(民間企業等,社長・学長等クラス,男性)









































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































2 5 3 地域の企業,学校の関心に応じた研究室運営が行われている.(大学,第2Ｇ,工学,主任研究員・准教授クラス,男性)
2 4 2 私のProjectにおいては，積極的に取り組んでおります．(大学,第1Ｇ,主任研究員・准教授クラス,男性)
1 6 5 積極的に取り組む体制となった(公的研究機関,部長・教授等クラス,男性)
1 5 4 大学では取り組んでいるように見えます(公的研究機関,部長・教授等クラス,男性)
1 3 2 災害対策など,いくつかの取組みが見えた.(公的研究機関,主任研究員・准教授クラス,男性)
3 4 1 地域の特色を活かしたセンターが作られている．(大学,第2Ｇ,部長・教授等クラス,男性)
2 4 2 COC事業を通して行っている(大学,第4Ｇ,社長・学長等クラス,男性)
3 5 2 地方大学は生き残りのために行っているが基礎研究者には副作用も多くなっている.(大学,部長・教授等クラス,男性)












4 5 1 地域との連携研究が増加している.(大学,第4Ｇ,社長・学長等クラス,男性)
2 3 1 この方向への強化を進めているため.(大学,第4Ｇ,社長・学長等クラス,男性)
2 3 1 農学部水産学科ができたので,地域のニーズに応えていると思われる.(大学,第4Ｇ,農学,部長・教授等クラス,男性)











1 2 1 少しずつ,地域のニーズを把握し,取組をスタートしようとしている.(大学,第4Ｇ,保健,部長・教授等クラス,男性)
3 4 1 本学の総合大学としての取り組み方が変化してきていると感じるため(大学,第4Ｇ,保健,研究員・助教クラス,男性)
3 4 1 地域ニーズに則した研究を行う教官が増えてきた(大学,部長・教授等クラス,男性)













2 3 1 研究費の充当がなされるようになってきた(公的研究機関,主任研究員・准教授クラス,男性)
1 2 1 一部私立大学にその動きを感じる.(民間企業等,部長・教授等クラス,男性)
4 4 0 地域の多くの地方自治体と連携協定を結んでいる.(大学,第1Ｇ,農学,部長・教授等クラス,男性)




2 3 1 地域イノベーションプログラムなどが展開されてきているが,評価体制が不十分.(民間企業等,部長・教授等クラス,男性)
5 5 0 もっと進めてもいいと思う.(大学,第3Ｇ,工学,主任研究員・准教授クラス,男性)
3 3 0 一部地方大学,公的研究機関では取り組んでいるように思うが,都市部の大学では希薄.(大学,部長・教授等クラス,男性)
3 3 0 取組は活発になっているが，広がりが見られないので積極的とは言い難い．(大学,第2Ｇ,理学,部長・教授等クラス,男性)

































2 2 0 都市集中型の大学・研究機関は地域に視点を向けているようには思えない(民間企業等,社長・学長等クラス,男性)




1 1 0 地域或いは現場との話し合いの場がない.(民間企業等,社長・学長等クラス,男性)




4 3 -1 研究者の方も産に偏る研究に一部では疑問も感じているように思う.(大学,第2Ｇ,理学,主任研究員・准教授クラス,男性)
3 2 -1 大学財政の弱体化とともに，積極的に打てる手段は減っていると思います(大学,第3Ｇ,保健,部長・教授等クラス,男性)















3 2 -1 課題のミスマッチが問題.地方大学を活用する施策を.(公的研究機関,部長・教授等クラス,男性)







3 2 -1 取り組み数は多いが,成果という面では不十分(民間企業等,部長・教授等クラス,男性)
5 4 -1 人材育成に比して弱い気がしてきたため(民間企業等,部長・教授等クラス,女性)
5 3 -2 地域ニーズが変化している(公的研究機関,部長・教授等クラス,男性)
3 1 -2 とり組む必要はない.できるところはできるし,出来ないところは諦めるしかない.(民間企業等,社長・学長等クラス,男性)




5 2 -3 取り組んでいる研究者,全く取り組んでいない研究者の両極端がいる(大学,その他,男性)
5 2 -3 資金提供に偏重してきており,地域ニーズへの対応が二の次となりつつある.(公的研究機関,部長・教授等クラス,男性)
5 2 -3 もっともっと地域と取り組んでいきやすい環境が必要だと思う(大学,第2Ｇ,保健,研究員・助教クラス,女性)
4 1 -3 地域から研究費が来ないため,地域課題に取り組まない・取り組めない.(大学,第4Ｇ,主任研究員・准教授クラス,男性)

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































2 4 2 最近そうした努力が払われるようになったと感じられる.(大学,部長・教授等クラス,男性)
3 5 2 改組により対応(大学,第4Ｇ,工学,部長・教授等クラス,男性)
3 5 2 それを目的として新学科が設立されました.(大学,第4Ｇ,工学,部長・教授等クラス,男性)
4 5 1 教育改革を行っている(大学,第2Ｇ,工学,部長・教授等クラス,男性)




2 3 1 地域の企業のニーズに応える人材開発について議論が行われている.(大学,第2Ｇ,部長・教授等クラス,男性)




















































1 1 0 ごく一部では無いか？(民間企業等,社長・学長等クラス,男性)
3 3 0 大学の目的は特定分野の専門家を育てることではない．(民間企業等,社長・学長等クラス,男性)
















































2 1 -1 分野配置が硬直的．(大学,第1Ｇ,部長・教授等クラス,男性)










4 3 -1 先端領域中心の人材育成になりがち.(大学,部長・教授等クラス,男性)
3 2 -1 社会が成熟し,漂流している.(公的研究機関,部長・教授等クラス,男性)
3 2 -1 限られた大学は十分行っていると思う(公的研究機関,主任研究員・准教授クラス,男性)
4 3 -1 予算削減などにより大学の活力低下が懸念される.(公的研究機関,部長・教授等クラス,男性)








4 3 -1 制度上は取り組んでいるが実質はわからない.(公的研究機関,その他,男性)














5 4 -1 社会の変化に対して教育が変わっていない.(民間企業等,部長・教授等クラス,男性)
3 2 -1 従来の延長線上の教育が多いと思います(民間企業等,主任研究員・准教授クラス,男性)
4 2 -2 基礎研究中心で,流行りに乗ってころころテーマを変えたりはしない(大学,第3Ｇ,保健,主任研究員・准教授クラス,男性)







5 3 -2 各手続きの英語化，オンライン化は世界的にも遅れている．(公的研究機関,主任研究員・准教授クラス,女性)
4 2 -2 残念ながら評価しない.(公的研究機関,社長・学長等クラス,男性)




















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































1 3 2 この数年は,環境が整備されてきた印象を受ける.(民間企業等,部長・教授等クラス,男性)











2 3 1 来年度から,大学院でアントレプレナーシップの講義が予定されている.(大学,第3Ｇ,保健,部長・教授等クラス,男性)
1 2 1 理系のための経済学教育など，少しずつ充実．(大学,第2Ｇ,工学,主任研究員・准教授クラス,男性)










2 3 1 ここ数年でこの種の取り組みはかなり行われていると思う．(大学,第4Ｇ,工学,部長・教授等クラス,男性)




2 3 1 アントレプレナー教育が認められつつある.(大学,部長・教授等クラス,男性)
1 2 1 文科省エッジネクスト等の影響(公的研究機関,部長・教授等クラス,男性)
2 3 1 政府事業による各大学の取り組みが高まっている(民間企業等,部長・教授等クラス,女性)
3 4 1 急速に取り組みが広がっているが,十分なレベルではないと考える.(民間企業等,部長・教授等クラス,女性)
2 3 1 起業を目指す人材が増えてきたように思う.(公的研究機関,主任研究員・准教授クラス,男性)




1 1 0 アントレプレナー教育は端緒についたばかりである.(大学,第3Ｇ,社長・学長等クラス,男性)
2 3 1 大学により大きな偏りがあるように見えますが.(民間企業等,社長・学長等クラス,男性)
1 1 0 起業家精神を持った人材がみあたらない．(大学,第2Ｇ,工学,部長・教授等クラス,男性)
2 2 0 経営,企業運営などの知識・技術の教育がなされていない.(大学,部長・教授等クラス,男性)
















































1 1 0 起業家精神を持った人へのメリットが少ない環境や制度がある.(大学,部長・教授等クラス,男性)




4 4 0 一部の大学であるが極めて積極的.(公的研究機関,主任研究員・准教授クラス,男性)














1 1 0 卒業したら企業に就職する,ということを前提とした教育になっているように思う.(民間企業等,社長・学長等クラス,男性)
3 3 0 大学に求めるべきことではないと思います.社会の仕組みによることかと思います.(民間企業等,部長・教授等クラス,男性)
2 2 0 入社希望の新人のコメントからはあまり感じない(民間企業等,社長・学長等クラス,男性)











2 1 -1 不足．まったく足りない．(大学,第3Ｇ,工学,主任研究員・准教授クラス,男性)
3 2 -1 そのような教育が行われておらず,本学部からは企業者も少ないため.(大学,第3Ｇ,保健,主任研究員・准教授クラス,男性)
3 2 -1 起業家を育成することには慎重な姿勢を示しているように思える.(大学,第2Ｇ,工学,主任研究員・准教授クラス,男性)
2 1 -1 やはり,まだまだ不十分.(大学,第2Ｇ,農学,部長・教授等クラス,男性)
3 2 -1 不十分であり,むしろ企業に消極的な人材比率が増えているのではないか.(公的研究機関,社長・学長等クラス,男性)
2 1 -1 ミッションとしていないのでは？(公的研究機関,社長・学長等クラス,男性)
3 2 -1 指導者も疲れている.(大学,第4Ｇ,保健,部長・教授等クラス,男性)
3 2 -1 アクティブラーニングの機会は少ない(大学,部長・教授等クラス,男性)
3 2 -1 増えてきているのは確かだと思えるが,不十分(民間企業等,社長・学長等クラス,男性)
3 2 -1 起業の精神はスキルを持って具現化されるが,それは十分ではない.(民間企業等,部長・教授等クラス,男性)
3 2 -1 起業精神は年々下がっている印象を受ける(公的研究機関,部長・教授等クラス,女性)











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































2 3 1 本部産学連携機構の体制について,人事交流や公募採用により専門人材を増強した.(大学,第1Ｇ,社長・学長等クラス,男性)






















2 3 1 当学の希少糖関連研究等を中心に改善された.(大学,第4Ｇ,農学,部長・教授等クラス,男性)











2 2 0 このような人材を展示する場が必要.(大学,部長・教授等クラス,男性)






















1 1 0 家庭,小学校,中学校,高校での教育と考えあわせる必要がある.(民間企業等,社長・学長等クラス,男性)
3 2 -1 むしろ後退している印象があります(大学,第2Ｇ,保健,部長・教授等クラス,女性)










2 1 -1 活動が活発になってきているにも関わらず,人材が増えていない.(大学,部長・教授等クラス,男性)































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































1 3 2 ＳＩＰで進みつつあるように思います.(民間企業等,部長・教授等クラス,男性)
2 3 1 特区などの規制緩和が増えてきてはいる.(大学,社長・学長等クラス,男性)
2 3 1 国立大の土地活用やＶＢの株取得など規制緩和が進んでいる(民間企業等,部長・教授等クラス,女性)
2 3 1 特区に効果が出ていないように思います(民間企業等,社長・学長等クラス,男性)
1 2 1 制度の効果的な運用が実務に良い影響を与え始めている.(大学,部長・教授等クラス,男性)




1 1 0 できていない.(民間企業等,社長・学長等クラス,男性)
1 1 0 中国や米国と比べると,制度が社会主義的.(大学,部長・教授等クラス,男性)
1 1 0 現在の規則などはあまりに硬直(公的研究機関,社長・学長等クラス,男性)
4 3 -1 努力している企業や機関を知っている.(公的研究機関,社長・学長等クラス,男性)
3 2 -1 規制緩和をうたって開始されたSIPで,それが実現した例は皆無.(公的研究機関,部長・教授等クラス,男性)





2 1 -1 規制緩和,研究費に対する税制などは,不足.(民間企業等,社長・学長等クラス,男性)






























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































2 3 1 民間企業からの支援が増えつつある(大学,第4Ｇ,社長・学長等クラス,男性)




2 3 1 AMEDがベンチャー支援に乗りだした(民間企業等,部長・教授等クラス,男性)




1 1 0 リスクマネーの理解が,まったくない.(民間企業等,社長・学長等クラス,男性)
1 1 0 金額が少なすぎ.(大学,部長・教授等クラス,男性)
1 1 0 ほとんどマインドがない.制度も硬直(公的研究機関,社長・学長等クラス,男性)
1 1 0 そのような事例をあまり見聞きしません(民間企業等,社長・学長等クラス,男性)
1 1 0 経済界の努力が全く不足している.(民間企業等,部長・教授等クラス,男性)





2 1 -1 ベンチャーに関しては，日本はまだまだ途上国である.(大学,第4Ｇ,社長・学長等クラス,男性)
2 1 -1 特に現在医療系のサポートが少ない(大学,部長・教授等クラス,男性)
2 2 0 失敗を許容するマインドが日本人には少ない.(民間企業等,部長・教授等クラス,男性)
6 6 0 創業ベンチャーの可能性をもっと精査するべき.(民間企業等,部長・教授等クラス,男性)



















4 2 -2 大学が保有するvcが有効に機能していない印象.(民間企業等,部長・教授等クラス,男性)
5 4 -1 ファンドより起業家を経営者に成長させる仕組みが必要です.(民間企業等,社長・学長等クラス,男性)















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































1 3 2 ＳＩＰで進みつつあると思います.(民間企業等,部長・教授等クラス,男性)
1 2 1 国や地方自治体での前向きな姿勢の変化はみられるが,まだまだ十分ではない.(民間企業等,社長・学長等クラス,男性)
2 2 0 実証実験等の先駆的な取組の場があっても資金がない.(大学,第4Ｇ,部長・教授等クラス,男性)
3 3 0 進められつつある(大学,部長・教授等クラス,男性)
2 3 1 以前よりは進めている印象(民間企業等,部長・教授等クラス,男性)
2 3 1 ロボットや自動走行などの実証機会が目に付く(民間企業等,部長・教授等クラス,女性)
1 1 0 特区,実証実験への認可基準の明確化と啓発活動が不足(民間企業等,社長・学長等クラス,男性)












4 4 0 特区制度が政治や利権に使われないように注意する必要がある.(民間企業等,部長・教授等クラス,男性)




2 1 -1 規制等により,国内で速やかに実験実証を行うことについての障害がある.(民間企業等,社長・学長等クラス,男性)
2 1 -1 本当に,良い質問が続くが,対策は皆無である.(民間企業等,社長・学長等クラス,男性)
○○○○問題は特区制度とのことだが,本当に信用できない結果,情報と感じる.何が国策として正しいのか,目標が曖昧で不
信感しかない.(民間企業等,主任研究員・准教授クラス,男性)
4 3 -1 自社で活用経験がないため,一段階変化.(民間企業等,研究員・助教クラス,男性)
2 1 -1 身になる特区制度を確立するべき.(民間企業等,社長・学長等クラス,男性)









































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































2 2 0 声は聞こえるが,実効的でない印象で1.7(大学,第4Ｇ,社長・学長等クラス,男性)
1 2 1 昨年に比べると多くなっているように感じる.(大学,部長・教授等クラス,男性)
2 3 1 補助金はさまざまある気がする(民間企業等,部長・教授等クラス,女性)
6 6 0 訳のわからないテーマに金を出している.(民間企業等,社長・学長等クラス,男性)
1 1 0 補助金,税制優遇等は中小企業に向いていない．(民間企業等,社長・学長等クラス,男性)




4 4 0 イノベーションでもうけたい人たちが自ら投資すべきだ.(民間企業等,部長・教授等クラス,男性)
2 1 -1 政府調達は全くと言ってよいほどない.(大学,その他,男性)
1 1 0 総額じゃない.選択と集中させてほしい.(民間企業等,社長・学長等クラス,男性)
1 1 0 不十分.(民間企業等,社長・学長等クラス,男性)




4 3 -1 官指導が支配的でかつ閉鎖的な人材が多いのでは.(公的研究機関,社長・学長等クラス,男性)
3 2 -1 現状の補助先選定のやり方にはかなりの問題がある.(民間企業等,社長・学長等クラス,男性)
4 3 -1 自社で活用経験がないため,一段階変化.(民間企業等,研究員・助教クラス,男性)
3 2 -1 海外での動きに比べ,国内企業優遇の制度としては,不十分.(民間企業等,部長・教授等クラス,男性)
3 2 -1 予算面で十分とは言えない傾向が強まったと思う(民間企業等,社長・学長等クラス,男性)




























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































2 4 2 去年は知らなかったが,国際標準化に対して活動しているグループがたくさんある.(民間企業等,部長・教授等クラス,男性)
1 1 0 日本からの提案は極めて少ない.(大学,第2Ｇ,部長・教授等クラス,男性)







3 3 0 先端技術がdefacto standardになればよい(民間企業等,社長・学長等クラス,男性)
1 1 0 もう,これについては手遅れでしょう.(民間企業等,社長・学長等クラス,男性)













2 2 0 企業がリソースを割かない習慣が定着しつつある(民間企業等,社長・学長等クラス,男性)
4 3 -1 不十分(大学,第2Ｇ,部長・教授等クラス,男性)









3 2 -1 ICTの領域でのデファクトも含め,標準化での主導権をとる施策が必要(民間企業等,社長・学長等クラス,男性)






























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































2 4 2 法整備が整いつつある(民間企業等,社長・学長等クラス,男性)




















2 3 1 大学での関連研究や,企業での導入が増えてきている.(大学,社長・学長等クラス,男性)




1 2 1 AI,IoT,５G等については,規制緩和,投資,組織立ち上げが行われてきた(民間企業等,社長・学長等クラス,男性)
3 4 1 最近その傾向が強まっている.(大学,部長・教授等クラス,男性)
1 2 1 環境整備の必要性が徐々に認識されつつある.(公的研究機関,社長・学長等クラス,男性)
3 3 0 わが国はアイデアや創造性で遅れているのではないか.(公的研究機関,社長・学長等クラス,男性)
1 1 0 データ（個人データ）の取り扱い基準や制度整備が進んでいない.(民間企業等,社長・学長等クラス,男性)
1 1 0 人材不足,かつ人材育成能力が不足.(大学,部長・教授等クラス,男性)





3 2 -1 速度が遅い(公的研究機関,社長・学長等クラス,男性)
1 1 0 これから整備していくことかと思います.(民間企業等,部長・教授等クラス,男性)
4 3 -1 技術の流れに比してスローであるように感じる(大学,部長・教授等クラス,男性)
3 2 -1 具体的な価値を言わずにIoTを目指しても,効果が限定的(民間企業等,社長・学長等クラス,男性)




3 2 -1 何が実施されているか分かりにくい.インターフェースがフレンドリーではない.(民間企業等,社長・学長等クラス,男性)
2 1 -1 データーアナリストの数が,絶対的に不足している.非常に危機感を覚える.(民間企業等,部長・教授等クラス,男性)




4 3 -1 社会実装へのtry & errorを共有する仕組みも必要だろう.(民間企業等,部長・教授等クラス,男性)




















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































1 3 2 大学による違いが大きい.(大学,第1Ｇ,工学,部長・教授等クラス,男性)








3 5 2 IR部門もスタートし,情報は収集されている.(大学,第2Ｇ,保健,社長・学長等クラス,男性)
2 3 1 IR力が向上した(大学,第3Ｇ,社長・学長等クラス,男性)
2 3 1 学内の情報関係の組織を再構築し，情報の収集・分析が徐々に可能となっている(大学,第3Ｇ,社長・学長等クラス,男性)




4 5 1 IRの機能が向上した(大学,第4Ｇ,社長・学長等クラス,男性)
3 4 1 IRを明確に位置付け，取組を強化しつつあるため．(大学,第4Ｇ,社長・学長等クラス,男性)
2 3 1 少しずつ改善されていると思います.(大学,第3Ｇ,工学,部長・教授等クラス,男性)
2 3 1 ＩＲ教員を採用し,取組みを強化したため(大学,第4Ｇ,社長・学長等クラス,男性)
2 3 1 IR部門が新設されたため(大学,第4Ｇ,部長・教授等クラス,男性)




2 3 1 平成29年度からURAを配置し対応を行う予定(大学,第4Ｇ,部長・教授等クラス,男性)
3 4 1 情報収集分析は担当部署がある.(大学,第4Ｇ,保健,部長・教授等クラス,男性)
2 3 1 URAの協力が得られる.(大学,第4Ｇ,保健,主任研究員・准教授クラス,男性)
1 2 1 人数は少ないが自身にとっては有効である.(大学,第4Ｇ,工学,研究員・助教クラス,男性)
2 3 1 善処できていると思われる(大学,第4Ｇ,保健,部長・教授等クラス,男性)
4 4 0 URA複数名を含め高度な分析を行うようになっている.(大学,第2Ｇ,部長・教授等クラス,男性)
1 1 0 そもそも，大学教員は経営者としての資質に欠けている．(大学,第2Ｇ,工学,研究員・助教クラス,男性)
1 2 1 まだ足りないが,URAが組織され活動を行っている.(大学,第4Ｇ,保健,主任研究員・准教授クラス,男性)
3 4 1 委員会が立ち上がり,外部から人を呼ぶなどして,少しずつ進んでいる.(大学,第4Ｇ,保健,研究員・助教クラス,男性)
2 2 0 IRについて取り組み始めたところ.(大学,第4Ｇ,社長・学長等クラス,男性)
3 3 0 リサーチ・アドミニストレーターがいらっしゃらないので不十分であると思われます.(大学,第4Ｇ,工学,研究員・助教クラス,女性)
2 2 0 日本全体最適を見ているとは思えない．(大学,第3Ｇ,工学,主任研究員・准教授クラス,男性)
5 5 0 URAがたいへん頑張っています.(大学,第3Ｇ,保健,部長・教授等クラス,男性)
5 4 -1 あまり進展していないように思われる.(大学,第2Ｇ,農学,部長・教授等クラス,男性)




3 2 -1 前総長の負の遺産は大きく,改革は難しいのではないかと思う.(大学,第2Ｇ,理学,主任研究員・准教授クラス,男性)




3 2 -1 現状は分からないが,分析して経営が上向いているかは疑問である.(大学,第2Ｇ,保健,研究員・助教クラス,女性)






















3 2 -1 稼動しておらず,個々の研究者任せになっている(大学,第4Ｇ,農学,部長・教授等クラス,男性)








4 2 -2 情報は収集はしているが,分析は経営の素人が行っているに過ぎない.(大学,第2Ｇ,工学,研究員・助教クラス,男性)
4 2 -2 もっと多く，多業績，多領域のRAが必要である.(大学,第4Ｇ,社長・学長等クラス,男性)
3 1 -2 URAを含め，有用なサポートを感じるに至っていない．(大学,第1Ｇ,理学,主任研究員・准教授クラス,男性)
5 3 -2 あまり関わる機会がない．(大学,第1Ｇ,工学,研究員・助教クラス,男性)
新規の研究を申請するときの審査レベルが低く,要領を得ないことが多い.(大学,第4Ｇ,保健,主任研究員・准教授クラス,男性)
5 1 -4 規制が多く，そのような人材の確保ができない．(大学,第2Ｇ,工学,部長・教授等クラス,男性)
4 2 -2 情報が十分届いていないように見える(大学,第4Ｇ,理学,部長・教授等クラス,男性)









































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































1 4 3 近くの大学では,研究や研究者をレベルアップする事例が見られる.(民間企業等,部長・教授等クラス,男性)
1 3 2 大学による違いが大きい.(大学,第1Ｇ,工学,部長・教授等クラス,男性)




3 5 2 トップダウン,ボトムアップが噛み合っている(大学,第2Ｇ,部長・教授等クラス,男性)
4 6 2 目まぐるしく変化しすぎているようにすら思う(大学,第2Ｇ,工学,研究員・助教クラス,男性)
2 4 2 ここ1-2年の間に相当行われるようになった.(大学,その他,女性)
1 3 2 特色を打ち出す大学が増えてきているように感じる.(公的研究機関,部長・教授等クラス,男性)
1 3 2 私学Branding事業の申請.(大学,第4Ｇ,保健,主任研究員・准教授クラス,男性)












2 3 1 重点支援制度などを整備し,特色の明確化を試みている.(大学,第3Ｇ,工学,主任研究員・准教授クラス,男性)




2 3 1 教員組織の一元化を元に特色ある研究分野の強化を進められるようになってきた．(大学,第3Ｇ,社長・学長等クラス,男性)
3 4 1 平成29年度から研究支援組織の充実を図った.(大学,第4Ｇ,部長・教授等クラス,男性)
2 3 1 少しづつ見直しが進んでいる.(大学,第4Ｇ,理学,部長・教授等クラス,男性)
4 5 1 業績可視化システムの導入など(大学,第3Ｇ,保健,主任研究員・准教授クラス,男性)




2 3 1 改組や改革推進について,前年度より熱心に取り組んでいると考える.(大学,第4Ｇ,農学,社長・学長等クラス,女性)
5 6 1 来年度から教教分離となる等の改革が行われている(大学,第4Ｇ,工学,部長・教授等クラス,男性)
2 3 1 事務局員は増強されているように思います.(大学,第4Ｇ,工学,部長・教授等クラス,男性)
3 4 1 産学連携組織の改編が行われたが,人事給与制度の改革はまだ進んでいない.(大学,社長・学長等クラス,男性)
1 2 1 まだ十分ではないが,少しづつ進み始めている(大学,社長・学長等クラス,男性)
3 4 1 当学の希少糖関連研究等を中心に改善された.(大学,第4Ｇ,農学,部長・教授等クラス,男性)









3 4 1 大学の計画として整備しつつあるので.(大学,部長・教授等クラス,男性)
2 3 1 特に地方大学が頑張っていると感じる.(公的研究機関,部長・教授等クラス,男性)
2 3 1 昨今いろいろ組織変更があると聞きます.(公的研究機関,主任研究員・准教授クラス,男性)
1 2 1 まだ十分とは言えないが見直しなどを行う事例が幾つか出ている.(公的研究機関,社長・学長等クラス,男性)
4 5 1 見直しは必要だが,変えるべきでないものまで変えているように感じられる.(公的研究機関,部長・教授等クラス,男性)
















































1 2 1 決して十分ではないが,様々な活動が動いている実感はある,(民間企業等,社長・学長等クラス,男性)
1 1 0 教員の配置転換や適切な役割分担は,依然として全く進まない.(大学,第1Ｇ,部長・教授等クラス,男性)
1 1 0 学内組織の構造が硬直化している(大学,第1Ｇ,その他,男性)
1 2 1 問題意識の高い大学は個別に取組んでいる事例を耳にするようになりました.(民間企業等,部長・教授等クラス,男性)
3 4 1 大学改革は進んでいる(民間企業等,部長・教授等クラス,女性)
2 2 0 再編されてはいるが,効果的ではない.(大学,第3Ｇ,工学,主任研究員・准教授クラス,男性)




2 2 0 少しは見られたがまだまだ不足している．(大学,第3Ｇ,工学,主任研究員・准教授クラス,男性)
3 3 0 大学の任務の第一は教育であることを忘れてはならない.教育は非効率な面もある.(大学,部長・教授等クラス,男性)




2 2 0 改革の必要性は理解できても,過去からの体制上,自己改革は至難の業であると思う.(大学,部長・教授等クラス,男性)


















1 1 0 各大学にもよるが,まったく出来ていない.(民間企業等,社長・学長等クラス,男性)

















4 3 -1 学内組織の見直しは十分であるとは言えない(大学,第2Ｇ,保健,研究員・助教クラス,女性)
5 4 -1 見直し,改革を行っているが,期待されるスピードに至っていない.(大学,第4Ｇ,社長・学長等クラス,男性)
5 4 -1 出身者,OB組織の防衛になりつつある傾向もあり.(大学,第4Ｇ,社長・学長等クラス,男性)
3 2 -1 財政悪化にともない改革は進んでいるが，後ろ向きの改革しかできていない(大学,第3Ｇ,保健,部長・教授等クラス,男性)








4 3 -1 組織再編を行なっているが,若手研究員の負担が増えていると感じる.(大学,第4Ｇ,工学,研究員・助教クラス,女性)
4 3 -1 教員間の役割分担が不均衡となっている.(大学,部長・教授等クラス,男性)
4 3 -1 改革はされているが,自らの強みや特色を生かしたものになっていないと思う.(大学,部長・教授等クラス,男性)
3 2 -1 組織の見直しはほとんど行われていない(大学,大学共同利用機関,主任研究員・准教授クラス,男性)































3 2 -1 組織の見直しが自己目的化しているのでは無いか.(公的研究機関,部長・教授等クラス,男性)







5 3 -2 ○大は改革がきらい.守旧派が学問の自由の名の下に抵抗している.(大学,第1Ｇ,農学,主任研究員・准教授クラス,男性)
4 3 -1 最近の国際大学ランキング等の情報を見ると，多少不十分と感じる．(民間企業等,社長・学長等クラス,男性)
2 1 -1 中身が見えてくると,表面を変えているだけでお茶を濁している感じである.(民間企業等,社長・学長等クラス,男性)













4 2 -2 大学学部による(公的研究機関,社長・学長等クラス,男性)
4 2 -2 教員の役割分担が全くできていない.業務の集中が激しい.(大学,第4Ｇ,保健,部長・教授等クラス,男性)







4 2 -2 誰が見直しているのかが問題.(公的研究機関,社長・学長等クラス,男性)




5 2 -3 組織が硬直化しすぎて，改革のスピードが遅い.(大学,第4Ｇ,社長・学長等クラス,男性)














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































2 5 3 むしろ,規模の小さなつまらない連携が多すぎ.このことにより被害を受けるのは学生.(民間企業等,社長・学長等クラス,男性)
1 3 2 大学による違いが大きい.(大学,第1Ｇ,工学,部長・教授等クラス,男性)
4 5 1 取り組みは多いが，なかなか成約に至らない(大学,第2Ｇ,工学,部長・教授等クラス,男性)
4 5 1 URAを中心とした情報共有が広がっている.(大学,第2Ｇ,工学,主任研究員・准教授クラス,男性)





3 4 1 寄付金収入の拡大に向けた方策が拡充されてきた.(大学,第3Ｇ,社長・学長等クラス,男性)











2 3 1 寄付金の募集をつのっているようだ.(大学,第3Ｇ,農学,主任研究員・准教授クラス,男性)
2 3 1 URAの支援が以前よりは充実してきた.(大学,第3Ｇ,保健,主任研究員・准教授クラス,男性)
4 5 1 財団情報のメール配信やＵＲＡ(大学,第4Ｇ,工学,部長・教授等クラス,男性)




3 4 1 この方向での継続的な取組を行っているため.(大学,第4Ｇ,社長・学長等クラス,男性)
3 4 1 資産活用が可能になったため.(大学,部長・教授等クラス,男性)
2 3 1 必要に迫られて,取り組まざるを得ない状況(大学,部長・教授等クラス,男性)
2 3 1 十分とは言えないが,改善していると思われる(大学,大学共同利用機関,部長・教授等クラス,男性)
2 3 1 大学で,積極的に拡大する取り組みがされてきてはいる.(大学,社長・学長等クラス,男性)
2 3 1 寄付講座など,良し悪しは別として,以前よりは活発になっていると感じる(公的研究機関,部長・教授等クラス,男性)
2 3 1 競争的資金獲得に向けたアカデミアの取り組み状況から評価(公的研究機関,部長・教授等クラス,男性)
4 5 1 過度のようにも感じられる.(公的研究機関,部長・教授等クラス,男性)
1 2 1 少しずつ取り組みが広がりつつある.(公的研究機関,部長・教授等クラス,男性)
1 2 1 少しずつ変化の兆しが見えているように感じます.(民間企業等,社長・学長等クラス,男性)
4 4 0 Development Officeを設け,寄附金を含め,財源確保の取り組みを積極化している.(大学,第2Ｇ,部長・教授等クラス,男性)
1 2 1 一部の大学で試行錯誤が行われており,成功事例が増えることを望みます.(民間企業等,部長・教授等クラス,男性)




4 4 0 教官次第.(公的研究機関,部長・教授等クラス,男性)
3 3 0 各部局での該当する取組は増加・強化の傾向にある．(大学,第2Ｇ,理学,部長・教授等クラス,男性)



















































2 2 0 一部大学のみ積極的.(民間企業等,社長・学長等クラス,男性)











1 1 0 収入を運用し増やすプロフェッショナル,アドバイザーが急務.(民間企業等,部長・教授等クラス,男性)




2 1 -1 全くされていない(大学,第2Ｇ,工学,部長・教授等クラス,男性)
3 2 -1 実体に合わない共同研究への規制が課せられつつある．(大学,第2Ｇ,工学,部長・教授等クラス,男性)
4 3 -1 組織的な取り組みは弱い.(大学,第4Ｇ,理学,部長・教授等クラス,男性)
3 2 -1 財源確保のための効果的な取り組みは十分に行われていない.(大学,第4Ｇ,工学,主任研究員・准教授クラス,男性)
2 1 -1 まったく何の努力もしていません．(大学,第3Ｇ,工学,部長・教授等クラス,男性)
4 3 -1 同窓会組織，各学部のOBの企業，病院から積極的に集める.(大学,第4Ｇ,社長・学長等クラス,男性)
5 4 -1 運営費交付金の減を補うために　財源の需要は増えているから(大学,大学共同利用機関,社長・学長等クラス,男性)
4 3 -1 本学において多様な財源を確保するための方策,施策が充分に取れていないので.(大学,社長・学長等クラス,男性)
4 3 -1 大学としての取り組みが足りない.(大学,第4Ｇ,保健,部長・教授等クラス,男性)
3 2 -1 規制が多すぎて自由な活動が阻害されている.(大学,第4Ｇ,社長・学長等クラス,男性)
4 3 -1 努力は見られるが，実体は十分といえないのではないか.(大学,部長・教授等クラス,男性)
5 4 -1 関係部局はそれなりに努力しているが,十分な成果を実感できていない.(大学,その他,女性)
2 1 -1 公的予算以外を入れると外部資金チームに嫌がられる.(大学,部長・教授等クラス,男性)




2 1 -1 なぜか人任せ的なところが多い.(民間企業等,社長・学長等クラス,男性)
4 3 -1 苦しいと聞いている.(公的研究機関,社長・学長等クラス,男性)




3 1 -2 特定の学部や学科だけが得をする仕組みを構築しているように思います.(大学,第2Ｇ,理学,主任研究員・准教授クラス,男性)
4 3 -1 最近の国際大学ランキング等の情報を見ると，多少不十分と感じる．(民間企業等,社長・学長等クラス,男性)








3 1 -2 学部単位での具体的な取り組みを知らない(大学,第2Ｇ,農学,研究員・助教クラス,女性)
4 2 -2 財源確保の取組は不十分.寄付金を大々的に見直すべき.(公的研究機関,社長・学長等クラス,女性)
4 2 -2 大学学部による(公的研究機関,社長・学長等クラス,男性)


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































2 5 3 研究資金の配分は行なわれていると感じる.(大学,第4Ｇ,工学,研究員・助教クラス,女性)
4 6 2 分配の仕方がよくなったと思う(大学,第1Ｇ,理学,主任研究員・准教授クラス,女性)




3 5 2 学長裁量経費を活用し,改組後の取組みを強化しているため(大学,第4Ｇ,社長・学長等クラス,男性)
1 3 2 科研費に僅差で不採択になった場合に資金の支援がある(大学,第4Ｇ,理学,部長・教授等クラス,男性)




2 3 1 大学内で重点を置く分野の候補を公募制で募るなど,取り組みは評価できる.(大学,第2Ｇ,保健,研究員・助教クラス,女性)




4 4 0 部局長の交代により状況が改善の傾向．(大学,第1Ｇ,工学,部長・教授等クラス,男性)




1 1 0 学内の資金配分は医学部に偏っていて理学系は資金難状態.(大学,第2Ｇ,農学,研究員・助教クラス,女性)








4 3 -1 世界基準で,自らの強みや特色を把握していない所がある.(大学,第2Ｇ,部長・教授等クラス,男性)




5 4 -1 必ずしも適切な配分になっていない面もある.(大学,第1Ｇ,工学,部長・教授等クラス,男性)
3 2 -1 適切な評価体制の構築が求められる.(大学,第3Ｇ,理学,部長・教授等クラス,男性)
2 1 -1 学内研究助成金はほぼゼロである.(大学,第3Ｇ,理学,部長・教授等クラス,男性)
3 2 -1 一時期に比べて,不活化しているようだ.(大学,第2Ｇ,農学,部長・教授等クラス,男性)
3 2 -1 状況は悪化している(大学,第3Ｇ,社長・学長等クラス,男性)
3 2 -1 無いお金は配分できません(大学,第3Ｇ,保健,部長・教授等クラス,男性)
5 4 -1 財源多様化を加速するための学内資金配分システムの高度化が必要.(大学,第4Ｇ,部長・教授等クラス,男性)
2 1 -1 大学だけでは無理です.(大学,第3Ｇ,工学,部長・教授等クラス,男性)
2 1 -1 まったく何の努力もしていません．(大学,第3Ｇ,工学,部長・教授等クラス,男性)










4 3 -1 やや硬直化してきていると感じた.(大学,大学共同利用機関,主任研究員・准教授クラス,男性)
4 2 -2 学内の資金配分には傾斜がつけられたが,どの道たいした金額ではない.(大学,第2Ｇ,工学,研究員・助教クラス,男性)
3 2 -1 特に戦略やリーダーシップに基づいた配分が行われているとは思えない.(大学,第4Ｇ,工学,研究員・助教クラス,男性)
2 1 -1 機関の特色に関してロードマップを持った配分がなされていない(大学,第4Ｇ,農学,部長・教授等クラス,男性)
4 2 -2 機関による差が大きい．また，配分に対して十分に説明責任が果たされていない．(大学,第2Ｇ,工学,その他,女性)























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































1 4 3 理事長が変わり,リーダーシップが発揮されるようになった.(公的研究機関,部長・教授等クラス,男性)
1 3 2 前任者よりははるかにましであると思うが,まだ分からない部分も多い.(大学,第2Ｇ,理学,主任研究員・准教授クラス,男性)
1 6 5 十分すぎて，組織が崩壊しつつあります.(大学,第4Ｇ,理学,主任研究員・准教授クラス,男性)
2 6 4 重要な決定事項は,全部トップダウンに変更されたため(大学,第3Ｇ,農学,部長・教授等クラス,男性)




2 4 2 総長が替わり,リーダーシップが大幅に増しているように感じます.(大学,第2Ｇ,工学,部長・教授等クラス,男性)











4 5 1 最近は少し権限が大きくなりすぎていると感じることがある.(大学,第2Ｇ,農学,研究員・助教クラス,男性)
3 4 1 学長や執行部のリーダーシップが発揮できる組織整備が進んできたと感じている.(大学,第3Ｇ,社長・学長等クラス,男性)
4 5 1 総長が本年度から交代したので期待しています.(大学,第2Ｇ,農学,主任研究員・准教授クラス,男性)
3 4 1 学部の要請を反映した改革を積極的に行おうとしている.(大学,第2Ｇ,農学,主任研究員・准教授クラス,男性)
4 5 1 執行部の努力を期待する.(大学,第3Ｇ,農学,部長・教授等クラス,男性)
2 3 1 リーダシップは発揮されているが,望む方向の大学改革ではない.(大学,第3Ｇ,保健,部長・教授等クラス,男性)
4 5 1 トップセールスによる効果が非常に大きい(大学,第3Ｇ,工学,主任研究員・准教授クラス,男性)






3 4 1 現在,大学改革を進めている.(大学,第4Ｇ,部長・教授等クラス,男性)
3 4 1 国際的大学間連携,国内大学間連携が実現しつつあるから.(大学,第3Ｇ,保健,主任研究員・准教授クラス,男性)
3 4 1 学長就任後１年が経ったが，大学改革について本格的に始動した.(大学,第4Ｇ,社長・学長等クラス,男性)
5 6 1 外部への施設に関する情報発信が以前よりさらに活発になっている(大学,第4Ｇ,保健,部長・教授等クラス,男性)
3 4 1 改善の傾向がある(大学,第4Ｇ,保健,部長・教授等クラス,男性)
3 4 1 学長の権限が強化されたため.(大学,第4Ｇ,工学,部長・教授等クラス,男性)
3 4 1 一層強化される傾向にある.(大学,第4Ｇ,農学,社長・学長等クラス,女性)
















4 5 1 それなりに発揮できていると実感できるようになった.(大学,その他,女性)


















































2 3 1 多彩な動きが見られてきている.(民間企業等,社長・学長等クラス,男性)












6 6 0 十分過ぎる.独断的過ぎる.(大学,第2Ｇ,理学,主任研究員・准教授クラス,女性)




5 5 0 リーダーシップは発揮しているが,方向性が正しいかは疑問.(大学,第2Ｇ,工学,研究員・助教クラス,男性)
3 3 0 リーダーシップは発揮しているようだが,方向性は正しいのだろうか…(大学,第2Ｇ,農学,研究員・助教クラス,女性)
1 1 0 リーダーシップがない.恐らく権限もないのかと思うが,知らない.(大学,第4Ｇ,部長・教授等クラス,男性)
3 3 0 以前より改善されているが大学によっていろいろである.(大学,部長・教授等クラス,男性)
1 1 0 改革方針の偏重(大学,第3Ｇ,工学,主任研究員・准教授クラス,男性)







1 1 0 Decision MakingとActionの速度が遅すぎ.(大学,部長・教授等クラス,男性)
3 3 0 人材による.一概にいえない.(公的研究機関,社長・学長等クラス,男性)




1 1 0 学長もリーダーシップと責任を執れる人がなっていない.愚衆政治の典型.(民間企業等,社長・学長等クラス,男性)
1 1 0 雇われでは,思い切ったことはできない.周りもやらさない,次は自分と思うから.(民間企業等,社長・学長等クラス,男性)
4 3 -1 改革を行う意思は感じられるが,施策が十分に機能していないように見える.(大学,第1Ｇ,理学,部長・教授等クラス,男性)
4 3 -1 強いリーダーシップが必ずしも必要とはかぎらない.(大学,第1Ｇ,工学,部長・教授等クラス,男性)
1 1 0 一部大学のみ（○大,○○大など一部）(民間企業等,部長・教授等クラス,男性)
3 2 -1 どんどんダメになっているような気がする.(大学,第1Ｇ,部長・教授等クラス,男性)
5 4 -1 学長が交代し改革のスピードが遅くなった.(大学,第2Ｇ,理学,部長・教授等クラス,男性)







4 3 -1 研究とは違う方向に学長の目は向いていると感じる(大学,第3Ｇ,保健,研究員・助教クラス,男性)







2 1 -1 リーダーシップそのものを理解していないと感じる.(大学,大学共同利用機関,主任研究員・准教授クラス,男性)






























3 2 -1 リーダーシップを裏付けるだけの,学内での背景を有してはいないのでは無いか.(公的研究機関,部長・教授等クラス,男性)














4 3 -1 最近の国際大学ランキング等の情報を見ると，多少不十分と感じる．(民間企業等,社長・学長等クラス,男性)
2 1 -1 実態を見てくると大学の意識が変わらないところが多い.(民間企業等,社長・学長等クラス,男性)


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































1 3 2 原発事故以後,少しずつ増えているように思う(大学,第1Ｇ,研究員・助教クラス,男性)
2 4 2 ＦＤ活動も大分板についてきた.(大学,第1Ｇ,理学,部長・教授等クラス,男性)
1 3 2 学外への働きかけなど,いろいろ行われている部分もあります.(民間企業等,部長・教授等クラス,男性)
3 4 1 e-learningの回数は増えてきている(大学,第1Ｇ,理学,研究員・助教クラス,男性)







3 4 1 研修会を行うようになった.(大学,第4Ｇ,保健,部長・教授等クラス,男性)
2 3 1 改善されていると感じます.(大学,第2Ｇ,保健,部長・教授等クラス,男性)
5 6 1 やりすぎです.(大学,第3Ｇ,工学,部長・教授等クラス,男性)
3 4 1 各種研修が充実してきた.(公的研究機関,部長・教授等クラス,男性)
2 3 1 IoTやAI等,社会との接点が重要な研究課題の影響により(公的研究機関,部長・教授等クラス,男性)
2 3 1 委員会が立ち上がり,講演会等の活動が始まっている.(大学,第4Ｇ,保健,研究員・助教クラス,男性)




3 4 1 以前よりも取り組みが進んでいるように伺っています.(民間企業等,部長・教授等クラス,男性)
1 2 1 アウトリーチは以前よりも盛んになっていると感じます.(公的研究機関,部長・教授等クラス,男性)




5 5 0 リテラシー講座が行なわれているため.(大学,第4Ｇ,工学,研究員・助教クラス,女性)
1 2 1 自然科学系の大学改革影響が人文系にも及びつつある(民間企業等,部長・教授等クラス,女性)
2 3 1 少しずつですが良くなってきている印象です.(民間企業等,社長・学長等クラス,男性)
4 4 0 ただし,その効果には疑問が残る.(公的研究機関,社長・学長等クラス,男性)
1 1 0 自分の興味に,社会のニーズがあるように見せる作文が多いように感じます(公的研究機関,部長・教授等クラス,男性)
3 3 0 社会学者の役目が重要になっているとの認識は生まれてきた.(大学,部長・教授等クラス,男性)




2 1 -1 大学教員は社会経験が不十分(大学,第1Ｇ,工学,部長・教授等クラス,男性)
6 6 0 個人による宣伝が過大となっている．(民間企業等,社長・学長等クラス,男性)
1 1 0 まず機会が無いので無理.(民間企業等,社長・学長等クラス,男性)
2 1 -1 人文社会と自然科学の連携はさらに減っています.(大学,第3Ｇ,保健,部長・教授等クラス,男性)











4 3 -1 それなりの取り組みはされているとおもう.(公的研究機関,社長・学長等クラス,男性)
3 2 -1 人文・社会科学と自然科学の交流の場が限られているため.(公的研究機関,部長・教授等クラス,男性)






























6 1 -5 大学が実施しても,教員が参加しない.(大学,第2Ｇ,理学,主任研究員・准教授クラス,男性)










































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































3 6 3 最近生命倫理研究の規定が厳しくなってきました.(大学,第1Ｇ,保健,主任研究員・准教授クラス,男性)
2 5 3 学内FD等の取り組みが増えてきたため.(大学,第3Ｇ,工学,主任研究員・准教授クラス,男性)
5 6 1 やりすぎです.(大学,第3Ｇ,工学,部長・教授等クラス,男性)




1 2 1 異分野交流の機会が増えた印象をもつ.(大学,第2Ｇ,保健,主任研究員・准教授クラス,男性)
3 4 1 研修会を行うようになった.(大学,第4Ｇ,保健,部長・教授等クラス,男性)
2 3 1 理系と社系の交流が行われるようになってきた.今後ますます必要.(大学,部長・教授等クラス,男性)
2 3 1 新しく人間科学部への期待から(大学,第4Ｇ,理学,主任研究員・准教授クラス,男性)
2 3 1 学会でそれに関連するセッションを見かけました.(大学,第4Ｇ,工学,部長・教授等クラス,男性)
1 2 1 一部の大学ではあるが,取組みが強化されている(公的研究機関,主任研究員・准教授クラス,男性)
1 2 1 防衛基礎研究の公募に対することを例に議論,体制構築が高まったと思う(民間企業等,部長・教授等クラス,男性)
2 3 1 手探りだが各研究者が方向性を見出す努力をしている.(公的研究機関,部長・教授等クラス,男性)
1 2 1 SIPで取り組んでいる課題がありますが,成果は把握していません.(公的研究機関,部長・教授等クラス,男性)
1 1 0 軍事研究に抵抗のない研究者が多い(公的研究機関,部長・教授等クラス,男性)







2 1 -1 科学に関する共通認識がない(大学,第1Ｇ,工学,部長・教授等クラス,男性)
















3 2 -1 人文・社会科学と自然科学の交流の場が限られているため.(公的研究機関,部長・教授等クラス,男性)
3 2 -1 人文・社会科学からのアプローチが不十分(公的研究機関,部長・教授等クラス,男性)
2 1 -1 人文系との連携は至って薄い.(大学,その他,男性)
3 2 -1 スピードが遅い(公的研究機関,社長・学長等クラス,男性)











6 4 -2 哲学分野の人材不足が問題(民間企業等,社長・学長等クラス,男性)


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































2 4 2 組織外者との対話・協働は着実に増加し質も向上している.(民間企業等,部長・教授等クラス,女性)
2 3 1 研究者による市民講座などが増えています.(大学,第1Ｇ,保健,主任研究員・准教授クラス,男性)
2 3 1 利益団体の代表や,一部の偏った考えは,誤った方向付けを生む可能性がある.(大学,第4Ｇ,社長・学長等クラス,男性)
2 3 1 このような取り組みが真に必要かどうか,イノベーションに結びつくかどうか？(大学,第1Ｇ,工学,部長・教授等クラス,男性)
1 2 1 取り組みが始められている.(大学,第1Ｇ,工学,部長・教授等クラス,男性)
2 3 1 メディアとの懇談機会は増加している.(公的研究機関,部長・教授等クラス,男性)
2 3 1 周囲でサイエンスコミュニケーションに対する意識が向上している.(公的研究機関,主任研究員・准教授クラス,男性)
2 3 1 学会でそれに関連するセッションを見かけました.(大学,第4Ｇ,工学,部長・教授等クラス,男性)
3 4 1 以前に比べて,研究者の意識も高まっているように感じる(大学,部長・教授等クラス,女性)
3 3 0 こちらのアンケートも部分的には反映されていることが時折感じられる．(大学,第3Ｇ,工学,主任研究員・准教授クラス,男性)




















1 1 0 対話の機会はないし,メディアの報じる内容は表面的すぎる.(民間企業等,社長・学長等クラス,男性)
3 3 0 早急に取り組むべき課題である.(公的研究機関,社長・学長等クラス,男性)
1 1 0 評価する人がアホな人が多いので,現実しか見れない.可能性も評価しないとダメ.(民間企業等,社長・学長等クラス,男性)
























3 2 -1 がんばってはいると思うが・・・なかなか目に見える形になっていない.(大学,第2Ｇ,農学,部長・教授等クラス,男性)
2 1 -1 努力が成果に結びついていないと感じます.(大学,第2Ｇ,保健,部長・教授等クラス,男性)
2 1 -1 具体的な話を聞いたことがありません(大学,第3Ｇ,保健,部長・教授等クラス,男性)



















2 1 -1 マスコミのサイエンスリテラシーが低い.(大学,部長・教授等クラス,男性)
3 2 -1 タウンミーティングなど,研究者と国民の交流の場が限られているため.(公的研究機関,部長・教授等クラス,男性)








3 1 -2 資源の集中化では他との競争となり,協働の発想が生まれ難いと思う(大学,第4Ｇ,工学,部長・教授等クラス,男性)
4 3 -1 接点はあるが「理解」に至っていない.(公的研究機関,その他,男性)
2 1 -1 実態が見えてこない.(民間企業等,社長・学長等クラス,男性)
メディアと研究者の対話や協働が不十分であると思う.(公的研究機関,研究員・助教クラス,女性)
4 2 -2 そういうことが実施されていることを少なからず自分には解らない.(民間企業等,社長・学長等クラス,男性)



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































1 3 2 実効性のある研究が少ないように思われる.(民間企業等,部長・教授等クラス,男性)















1 1 0 グローバルニーズを満たすような予算がそもそもない.Gates Foundationのような予算がない.(大学,部長・教授等クラス,男性)
2 2 0 大学の国際化の遅れが大きいと思われる.(公的研究機関,社長・学長等クラス,男性)








4 3 -1 ガラパゴス化が進んでいる分野も.(大学,部長・教授等クラス,男性)








2 1 -1 一連の日本パッケージとして出せておらず,パワーが足りない印象(民間企業等,部長・教授等クラス,男性)




4 2 -2 不足.(民間企業等,社長・学長等クラス,男性)
3 2 -1 原発はやはりダメ,代替エネルギーや省エネ技術をもっと取り組むべき.(民間企業等,主任研究員・准教授クラス,男性)












































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































2 3 1 最近積極的に行われているように思う(大学,部長・教授等クラス,男性)
2 3 1 科学外交が次第に受け入れられつつある(公的研究機関,部長・教授等クラス,男性)
2 4 2 東南アジアへの取り組みを知って認識が変わりました.(民間企業等,主任研究員・准教授クラス,男性)
2 3 1 外交等を通じ,徐々に進展していると思う.(大学,部長・教授等クラス,男性)
3 3 0 実例をもっと国民に広報すべき.(大学,部長・教授等クラス,男性)




1 2 1 官による国際規格化の動きが見られた.(民間企業等,部長・教授等クラス,男性)
2 2 0 インフラのような大型案件以外は,民主導であり,官との連携は多くない.(民間企業等,社長・学長等クラス,男性)
1 1 0 世界の動向を理解しているとは思えない.(民間企業等,社長・学長等クラス,女性)
1 1 0 まったくなっていない.(民間企業等,社長・学長等クラス,男性)




4 3 -1 減退気味ではないか.(大学,部長・教授等クラス,男性)
4 4 0 ただ,外部への発信が不十分です.(民間企業等,部長・教授等クラス,男性)
2 2 0 海外への展開は,行われていますが,継続的な人的交流が重要だと思います.(民間企業等,部長・教授等クラス,男性)




4 3 -1 特に先進的研究について出遅れ感がある.(民間企業等,部長・教授等クラス,男性)
3 2 -1 該当する事例を聞くことがあまりない(民間企業等,部長・教授等クラス,男性)
5 4 -1 インダストリー4.0など言葉は先行しているが,もっと国の支援が必要.(民間企業等,その他,男性)
5 2 -3 戦略を練る機会が少ない.(大学,その他,男性)
3 2 -1 海外への発信力は弱まっているように感じた(民間企業等,部長・教授等クラス,男性)

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































1 2 1 人的ネットワークを支援するような支援事業が散見されるようになった.(大学,部長・教授等クラス,男性)
2 3 1 アジアの研究者との連携が一部で強化されている.(民間企業等,部長・教授等クラス,男性)
1 1 0 上述と同様で,Gates Foundationの予算がない(大学,部長・教授等クラス,男性)
2 3 1 国,大学レベルで取組は進んでいるよう.(民間企業等,社長・学長等クラス,男性)
1 2 1 いくつかみかける（日ASEAN新産業創出事業,SATREPS等）(民間企業等,社長・学長等クラス,男性)
1 1 0 まったくされていない.しかし,この方向性を加速させることは有意義である.(民間企業等,社長・学長等クラス,男性)
1 1 0 大学の先生が,新興国へ出かけて,授業等を行う活動をしていることは,よく聞きます.(民間企業等,部長・教授等クラス,男性)




2 1 -1 取り組みはやっていると思うが,実態が見えてこない.(民間企業等,社長・学長等クラス,男性)









5 2 -3 海外人員のみならず都市部の人員数の制限(民間企業等,部長・教授等クラス,男性)
3 2 -1 日本での研究に余り興味を抱いていないのか？(民間企業等,部長・教授等クラス,男性)





































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































3 4 1 ＣＳＴＩが行っており,ＳＩＰでその成果が出てくるかと思います.(民間企業等,部長・教授等クラス,男性)




3 3 0 学術会議は,機能不全(公的研究機関,社長・学長等クラス,男性)
3 3 0 むしろ後退している(公的研究機関,社長・学長等クラス,男性)
3 3 0 特にマスコミには偏った都合の良い報道をしないでほしい.(大学,第4Ｇ,社長・学長等クラス,男性)
2 2 0 多くの助言があるが,地方大学では,実現するための予算が不十分である.(大学,社長・学長等クラス,男性)
1 1 0 偏りがある(民間企業等,社長・学長等クラス,男性)









2 2 0 学会からの発信が特定の人材に偏っている.(民間企業等,部長・教授等クラス,男性)
1 1 0 不十分ではあるが,では誰ができるのかというとできる人が見当たらない.(民間企業等,部長・教授等クラス,男性)
1 1 0 聞く耳を持っているか不明であるが.(民間企業等,部長・教授等クラス,男性)




3 2 -1 制度はあっても機能低下が進んでいると感じられてならない(大学,第4Ｇ,社長・学長等クラス,男性)
3 2 -1 政府に対する科学的助言を行うべき人材の不足を感じている.(大学,大学共同利用機関,部長・教授等クラス,男性)




2 1 -1 グローバルプレゼンスが小さすぎ(大学,部長・教授等クラス,男性)
2 1 -1 政府側に研究の分かる博士が少ない(公的研究機関,社長・学長等クラス,男性)
3 1 -2 政府の持つ権限が強すぎる.既成グループがノサバリすぎる.(大学,その他,男性)
































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































3 4 1 情報を目にする機会が増え，理解が若干深まったことにもよる．(大学,第4Ｇ,社長・学長等クラス,男性)







3 4 1 ＳＩＰやＩｍＰＡＣＴで,これから成果が出始めるかと思います.(民間企業等,部長・教授等クラス,男性)







2 2 0 CSTIは,議員の資質に疑問あり(公的研究機関,社長・学長等クラス,男性)
3 3 0 更なるリーダーシップとリソーセス確保,スピードUPに期待したい.(民間企業等,社長・学長等クラス,男性)
3 2 -1 資源確保,資金確保・配分が常に問題となっており,解決に結び付いていない.(大学,部長・教授等クラス,男性)
4 3 -1 関連省庁の協力が不十分のように見えます.(大学,部長・教授等クラス,男性)
2 2 0 全く聞こえてこない.(民間企業等,部長・教授等クラス,男性)
2 2 0 メンバーが固定されている傾向がある.(民間企業等,部長・教授等クラス,男性)




4 3 -1 CSTIの構成が偏っている.多様化が必要.委員に専門家が少ない.(大学,部長・教授等クラス,男性)
4 3 -1 議論する人材が固定していないか.(公的研究機関,社長・学長等クラス,男性)
進捗の遅さ.実態の不明瞭さを感じる.(民間企業等,社長・学長等クラス,男性)
4 2 -2 総合技術会議が省庁の力関係で決められてしまっている(大学,その他,男性)
















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































回答者グループ 大学・公的研究機関グループ 回答者合計（人） 1656 1640
① 【給与への反映】 516 223 3.8
② 【無期雇用への移行】 246 142 1.9
③ 【適切な役割分担】 299 256 2.6
④ 【研究費の配分】 263 268 2.4
⑤ 【研究環境の改善】 85 191 1.1
⑥ 【研究補助者・技能者の確保】 136 232 1.5
⑦ 【研究事務支援者の確保】 45 166 0.8
⑧ 【サバティカルの付与】 38 142 0.7
⑨ その他 28 20 0.2
大学等 回答者合計（人） 1389 1374
① 【給与への反映】 424 187 3.7
② 【無期雇用への移行】 213 117 2.0
③ 【適切な役割分担】 256 217 2.6
④ 【研究費の配分】 220 213 2.4
⑤ 【研究環境の改善】 71 168 1.1
⑥ 【研究補助者・技能者の確保】 114 198 1.5
⑦ 【研究事務支援者の確保】 38 143 0.8
⑧ 【サバティカルの付与】 32 115 0.6
⑨ その他 21 16 0.2
公的研究機関 回答者合計（人） 267 266
① 【給与への反映】 92 36 4.1
② 【無期雇用への移行】 33 25 1.7
③ 【適切な役割分担】 43 39 2.3
④ 【研究費の配分】 43 55 2.6
⑤ 【研究環境の改善】 14 23 1.0
⑥ 【研究補助者・技能者の確保】 22 34 1.5
⑦ 【研究事務支援者の確保】 7 23 0.7
⑧ 【サバティカルの付与】 6 27 0.7
⑨ その他 7 4 0.3
性別 男性 回答者合計（人） 1460 1446
① 【給与への反映】 476 197 3.9
② 【無期雇用への移行】 211 125 1.9
③ 【適切な役割分担】 258 226 2.5


























⑤ 【研究環境の改善】 73 174 1.1
⑥ 【研究補助者・技能者の確保】 113 205 1.5
⑦ 【研究事務支援者の確保】 40 139 0.8
⑧ 【サバティカルの付与】 33 117 0.6
⑨ その他 24 18 0.2
女性 回答者合計（人） 196 194
① 【給与への反映】 40 26 2.7
② 【無期雇用への移行】 35 17 2.2
③ 【適切な役割分担】 41 30 2.9
④ 【研究費の配分】 31 23 2.2
⑤ 【研究環境の改善】 12 17 1.0
⑥ 【研究補助者・技能者の確保】 23 27 1.9
⑦ 【研究事務支援者の確保】 5 27 0.9
⑧ 【サバティカルの付与】 5 25 0.9
⑨ その他 4 2 0.3
職位 社長・役員、学長等クラス 回答者合計（人） 22 22
① 【給与への反映】 11 4 5.9
② 【無期雇用への移行】 1 3 1.1
③ 【適切な役割分担】 4 3 2.5
④ 【研究費の配分】 2 5 2.0
⑤ 【研究環境の改善】 1 1 0.7
⑥ 【研究補助者・技能者の確保】 2 3 1.6
⑦ 【研究事務支援者の確保】 0 2 0.5
⑧ 【サバティカルの付与】 1 0 0.5
⑨ その他 0 1 0.2
部課長、教授クラス 回答者合計（人） 616 610
① 【給与への反映】 202 78 3.9
② 【無期雇用への移行】 70 38 1.4
③ 【適切な役割分担】 98 70 2.2
④ 【研究費の配分】 118 107 2.8
⑤ 【研究環境の改善】 33 80 1.2
⑥ 【研究補助者・技能者の確保】 56 97 1.7
⑦ 【研究事務支援者の確保】 13 72 0.8
⑧ 【サバティカルの付与】 14 63 0.7
⑨ その他 12 5 0.2
主任研究員、准教授クラス 回答者合計（人） 621 616
① 【給与への反映】 188 81 3.7
② 【無期雇用への移行】 81 42 1.6
③ 【適切な役割分担】 130 109 3.0
④ 【研究費の配分】 100 100 2.4
⑤ 【研究環境の改善】 25 68 1.0
⑥ 【研究補助者・技能者の確保】 58 84 1.6
⑦ 【研究事務支援者の確保】 20 66 0.9
⑧ 【サバティカルの付与】 11 56 0.6
⑨ その他 8 10 0.2
研究員、助教クラス 回答者合計（人） 390 385
① 【給与への反映】 113 59 3.7
② 【無期雇用への移行】 92 59 3.1
③ 【適切な役割分担】 65 73 2.6
④ 【研究費の配分】 43 54 1.8
⑤ 【研究環境の改善】 26 42 1.2






⑦ 【研究事務支援者の確保】 12 26 0.6
⑧ 【サバティカルの付与】 11 22 0.6
⑨ その他 8 4 0.3
その他 回答者合計（人） 7 7
① 【給与への反映】 2 1 3.6
② 【無期雇用への移行】 2 0 2.9
③ 【適切な役割分担】 2 1 3.6
④ 【研究費の配分】 0 2 1.4
⑤ 【研究環境の改善】 0 0 0.0
⑥ 【研究補助者・技能者の確保】 0 2 1.4
⑦ 【研究事務支援者の確保】 0 0 0.0
⑧ 【サバティカルの付与】 1 1 2.1
⑨ その他 0 0 0.0
雇用形態 任期あり 回答者合計（人） 444 444
① 【給与への反映】 104 71 3.1
② 【無期雇用への移行】 133 59 3.7
③ 【適切な役割分担】 71 82 2.5
④ 【研究費の配分】 69 57 2.2
⑤ 【研究環境の改善】 17 39 0.8
⑥ 【研究補助者・技能者の確保】 28 62 1.3
⑦ 【研究事務支援者の確保】 13 37 0.7
⑧ 【サバティカルの付与】 5 32 0.5
⑨ その他 4 5 0.1
任期なし 回答者合計（人） 1212 1196
① 【給与への反映】 412 152 4.0
② 【無期雇用への移行】 113 83 1.3
③ 【適切な役割分担】 228 174 2.6
④ 【研究費の配分】 194 211 2.5
⑤ 【研究環境の改善】 68 152 1.2
⑥ 【研究補助者・技能者の確保】 108 170 1.6
⑦ 【研究事務支援者の確保】 32 129 0.8
⑧ 【サバティカルの付与】 33 110 0.7
⑨ その他 24 15 0.3
現場研究者 回答者合計（人） 1501 1487
① 【給与への反映】 460 195 3.7
② 【無期雇用への移行】 217 132 1.9
③ 【適切な役割分担】 268 232 2.6
④ 【研究費の配分】 248 245 2.5
⑤ 【研究環境の改善】 81 175 1.1
⑥ 【研究補助者・技能者の確保】 121 212 1.5
⑦ 【研究事務支援者の確保】 43 150 0.8
⑧ 【サバティカルの付与】 37 127 0.7
⑨ その他 26 19 0.2
大規模PJの研究責任者 回答者合計（人） 155 153
① 【給与への反映】 56 28 4.5
② 【無期雇用への移行】 29 10 2.2
③ 【適切な役割分担】 31 24 2.8
④ 【研究費の配分】 15 23 1.7
⑤ 【研究環境の改善】 4 16 0.8
⑥ 【研究補助者・技能者の確保】 15 20 1.6
⑦ 【研究事務支援者の確保】 2 16 0.6






⑨ その他 2 1 0.2
大学種別 国立大学等 回答者合計（人） 1003 992
① 【給与への反映】 341 141 4.1
② 【無期雇用への移行】 163 90 2.1
③ 【適切な役割分担】 151 163 2.3
④ 【研究費の配分】 163 157 2.4
⑤ 【研究環境の改善】 50 118 1.1
⑥ 【研究補助者・技能者の確保】 74 127 1.4
⑦ 【研究事務支援者の確保】 22 96 0.7
⑧ 【サバティカルの付与】 22 86 0.6
⑨ その他 17 14 0.2
公立大学 回答者合計（人） 76 76
① 【給与への反映】 20 11 3.4
② 【無期雇用への移行】 10 7 1.8
③ 【適切な役割分担】 18 8 2.9
④ 【研究費の配分】 11 10 2.1
⑤ 【研究環境の改善】 3 7 0.9
⑥ 【研究補助者・技能者の確保】 6 16 1.8
⑦ 【研究事務支援者の確保】 4 11 1.3
⑧ 【サバティカルの付与】 4 6 0.9
⑨ その他 0 0 0.0
私立大学 回答者合計（人） 310 306
① 【給与への反映】 63 35 2.6
② 【無期雇用への移行】 40 20 1.6
③ 【適切な役割分担】 87 46 3.5
④ 【研究費の配分】 46 46 2.2
⑤ 【研究環境の改善】 18 43 1.3
⑥ 【研究補助者・技能者の確保】 34 55 2.0
⑦ 【研究事務支援者の確保】 12 36 1.0
⑧ 【サバティカルの付与】 6 23 0.6
⑨ その他 4 2 0.2
大学グループ 第1グループ 回答者合計（人） 251 247
① 【給与への反映】 87 38 4.2
② 【無期雇用への移行】 55 26 2.7
③ 【適切な役割分担】 33 45 2.2
④ 【研究費の配分】 34 36 2.1
⑤ 【研究環境の改善】 11 28 1.0
⑥ 【研究補助者・技能者の確保】 15 25 1.1
⑦ 【研究事務支援者の確保】 4 24 0.6
⑧ 【サバティカルの付与】 6 23 0.7
⑨ その他 6 2 0.3
第2グループ 回答者合計（人） 349 348
① 【給与への反映】 104 49 3.7
② 【無期雇用への移行】 72 28 2.5
③ 【適切な役割分担】 56 58 2.4
④ 【研究費の配分】 51 57 2.3
⑤ 【研究環境の改善】 20 38 1.1
⑥ 【研究補助者・技能者の確保】 27 51 1.5
⑦ 【研究事務支援者の確保】 8 37 0.8
⑧ 【サバティカルの付与】 6 24 0.5
⑨ その他 5 6 0.2






① 【給与への反映】 101 41 3.5
② 【無期雇用への移行】 35 35 1.5
③ 【適切な役割分担】 58 56 2.5
④ 【研究費の配分】 68 46 2.7
⑤ 【研究環境の改善】 17 53 1.3
⑥ 【研究補助者・技能者の確保】 35 46 1.7
⑦ 【研究事務支援者の確保】 16 38 1.0
⑧ 【サバティカルの付与】 10 22 0.6
⑨ その他 3 3 0.1
第4グループ 回答者合計（人） 405 398
① 【給与への反映】 115 53 3.5
② 【無期雇用への移行】 43 23 1.3
③ 【適切な役割分担】 103 53 3.2
④ 【研究費の配分】 64 65 2.4
⑤ 【研究環境の改善】 22 47 1.1
⑥ 【研究補助者・技能者の確保】 33 69 1.7
⑦ 【研究事務支援者の確保】 10 43 0.8
⑧ 【サバティカルの付与】 8 41 0.7
⑨ その他 7 4 0.2
大学部局
理学 回答者合計（人） 203 200
分野 ① 【給与への反映】 58 25 3.5
② 【無期雇用への移行】 37 25 2.4
③ 【適切な役割分担】 31 25 2.1
④ 【研究費の配分】 31 34 2.4
⑤ 【研究環境の改善】 15 22 1.3
⑥ 【研究補助者・技能者の確保】 13 25 1.3
⑦ 【研究事務支援者の確保】 5 20 0.7
⑧ 【サバティカルの付与】 7 22 0.9
⑨ その他 6 2 0.3
工学 回答者合計（人） 441 433
① 【給与への反映】 154 54 4.1
② 【無期雇用への移行】 57 39 1.7
③ 【適切な役割分担】 86 74 2.8
④ 【研究費の配分】 49 69 1.9
⑤ 【研究環境の改善】 27 51 1.2
⑥ 【研究補助者・技能者の確保】 29 49 1.2
⑦ 【研究事務支援者の確保】 14 52 0.9
⑧ 【サバティカルの付与】 16 39 0.8
⑨ その他 9 6 0.3
農学 回答者合計（人） 173 173
① 【給与への反映】 51 18 3.5
② 【無期雇用への移行】 17 12 1.3
③ 【適切な役割分担】 43 24 3.2
④ 【研究費の配分】 34 25 2.7
⑤ 【研究環境の改善】 5 29 1.1
⑥ 【研究補助者・技能者の確保】 16 38 2.0
⑦ 【研究事務支援者の確保】 4 14 0.6
⑧ 【サバティカルの付与】 2 12 0.5
⑨ その他 1 1 0.1
保健 回答者合計（人） 417 415
① 【給与への反映】 104 63 3.2






③ 【適切な役割分担】 66 74 2.5
④ 【研究費の配分】 92 59 2.9
⑤ 【研究環境の改善】 20 55 1.1
⑥ 【研究補助者・技能者の確保】 39 64 1.7
⑦ 【研究事務支援者の確保】 13 42 0.8
⑧ 【サバティカルの付与】 4 24 0.4
⑨ その他 3 5 0.1
産学官
あり(過去3年間) 回答者合計（人） 898 892
連携活動 ① 【給与への反映】 318 123 4.2
② 【無期雇用への移行】 115 68 1.7
③ 【適切な役割分担】 154 145 2.5
④ 【研究費の配分】 131 147 2.3
⑤ 【研究環境の改善】 46 94 1.0
⑥ 【研究補助者・技能者の確保】 73 134 1.6
⑦ 【研究事務支援者の確保】 22 95 0.8
⑧ 【サバティカルの付与】 20 73 0.6
⑨ その他 19 13 0.3
なし 回答者合計（人） 758 748
① 【給与への反映】 198 100 3.3
② 【無期雇用への移行】 131 74 2.2
③ 【適切な役割分担】 145 111 2.6
④ 【研究費の配分】 132 121 2.5
⑤ 【研究環境の改善】 39 97 1.2
⑥ 【研究補助者・技能者の確保】 63 98 1.5
⑦ 【研究事務支援者の確保】 23 71 0.8
⑧ 【サバティカルの付与】 18 69 0.7
⑨ その他 9 7 0.2
回答者合計（人） 1656 1640
① 【給与への反映】 516 223 3.8
② 【無期雇用への移行】 246 142 1.9
③ 【適切な役割分担】 299 256 2.6
④ 【研究費の配分】 263 268 2.4
⑤ 【研究環境の改善】 85 191 1.1
⑥ 【研究補助者・技能者の確保】 136 232 1.5
⑦ 【研究事務支援者の確保】 45 166 0.8
⑧ 【サバティカルの付与】 38 142 0.7










































































































































































































































































































































































































































































































回答者グループ 大学・公的研究機関グループ 回答者合計（人） 285 244
① 【連携への理解】 27 31 1.5
② 【連携への評価】 29 22 1.4
③ 【組織的な管理体制】 57 22 2.4
④ 【組織的な研究体制】 29 32 1.6
⑤ 【手続き・意思決定の時間】 9 20 0.7
⑥ 【ポスドク・学生の参画体制】 11 19 0.7
⑦ 【企画提案力】 50 45 2.5
⑧ 【資金管理】 13 13 0.7
⑨ 【知財管理】 8 9 0.4
⑩ 【リスク管理】 10 16 0.6
⑪ 【プロジェクト管理】 9 13 0.5
⑫ その他 14 2 0.5
⑬ 現状、問題点はない 13 0 0.5
⑭ わからない 6 0 0.2
大学等 回答者合計（人） 237 205
① 【連携への理解】 23 27 1.5
② 【連携への評価】 25 21 1.5
③ 【組織的な管理体制】 48 15 2.3
④ 【組織的な研究体制】 25 29 1.7
⑤ 【手続き・意思決定の時間】 9 12 0.6
⑥ 【ポスドク・学生の参画体制】 10 17 0.8
⑦ 【企画提案力】 43 38 2.6
⑧ 【資金管理】 8 13 0.6
⑨ 【知財管理】 3 7 0.3
⑩ 【リスク管理】 9 12 0.6
⑪ 【プロジェクト管理】 8 13 0.6
⑫ その他 9 1 0.4
⑬ 現状、問題点はない 11 0 0.5
⑭ わからない 6 0 0.3






























① 【連携への理解】 4 4 1.3
② 【連携への評価】 4 1 0.9
③ 【組織的な管理体制】 9 7 2.6
④ 【組織的な研究体制】 4 3 1.1
⑤ 【手続き・意思決定の時間】 0 8 0.8
⑥ 【ポスドク・学生の参画体制】 1 2 0.4
⑦ 【企画提案力】 7 7 2.2
⑧ 【資金管理】 5 0 1.0
⑨ 【知財管理】 5 2 1.3
⑩ 【リスク管理】 1 4 0.6
⑪ 【プロジェクト管理】 1 0 0.2
⑫ その他 5 1 1.1
⑬ 現状、問題点はない 2 0 0.4
⑭ わからない 0 0 0.0
イノベーション俯瞰グループ 回答者合計（人） 191 177
① 【連携への理解】 27 12 1.7
② 【連携への評価】 16 24 1.5
③ 【組織的な管理体制】 33 16 2.1
④ 【組織的な研究体制】 29 22 2.1
⑤ 【手続き・意思決定の時間】 10 12 0.8
⑥ 【ポスドク・学生の参画体制】 10 24 1.2
⑦ 【企画提案力】 30 34 2.5
⑧ 【資金管理】 8 8 0.6
⑨ 【知財管理】 6 0.2
⑩ 【リスク管理】 2 3 0.2
⑪ 【プロジェクト管理】 7 15 0.8
⑫ その他 10 1 0.5
⑬ 現状、問題点はない 5 0.3
⑭ わからない 4 0.2
大企業 回答者合計（人） 5 4
① 【連携への理解】 1 2.0
② 【連携への評価】 1 1.0
③ 【組織的な管理体制】 2 2.0
④ 【組織的な研究体制】 0.0
⑤ 【手続き・意思決定の時間】 1 1.0
⑥ 【ポスドク・学生の参画体制】 1 2.0





⑫ その他 1 2.0
⑬ 現状、問題点はない 0.0
⑭ わからない 1 2.0
中小企業・大学発ベンチャー 回答者合計（人） 8 7
① 【連携への理解】 2 1.3
② 【連携への評価】 2 2.5
③ 【組織的な管理体制】 2 2.5
④ 【組織的な研究体制】 2 1 3.1
⑤ 【手続き・意思決定の時間】 1 0.6
⑥ 【ポスドク・学生の参画体制】 0.0






⑧ 【資金管理】 1 1.3
⑨ 【知財管理】 0.0
⑩ 【リスク管理】 0.0
⑪ 【プロジェクト管理】 1 0.6
⑫ その他 0.0
⑬ 現状、問題点はない 0.0
⑭ わからない 1 1.3
大学発ベンチャー 回答者合計（人） 8 7
① 【連携への理解】 2 1.3
② 【連携への評価】 2 2.5
③ 【組織的な管理体制】 2 2.5
④ 【組織的な研究体制】 2 1 3.1
⑤ 【手続き・意思決定の時間】 1 0.6
⑥ 【ポスドク・学生の参画体制】 0.0
⑦ 【企画提案力】 2 1.3
⑧ 【資金管理】 1 1.3
⑨ 【知財管理】 0.0
⑩ 【リスク管理】 0.0
⑪ 【プロジェクト管理】 1 0.6
⑫ その他 0.0
⑬ 現状、問題点はない 0.0
⑭ わからない 1 1.3
橋渡し等 回答者合計（人） 178 166
① 【連携への理解】 26 10 1.7
② 【連携への評価】 14 23 1.4
③ 【組織的な管理体制】 31 14 2.1
④ 【組織的な研究体制】 27 21 2.1
⑤ 【手続き・意思決定の時間】 10 10 0.8
⑥ 【ポスドク・学生の参画体制】 9 24 1.2
⑦ 【企画提案力】 29 32 2.5
⑧ 【資金管理】 7 8 0.6
⑨ 【知財管理】 6 0.2
⑩ 【リスク管理】 2 3 0.2
⑪ 【プロジェクト管理】 7 14 0.8
⑫ その他 9 1 0.5
⑬ 現状、問題点はない 5 0.3
⑭ わからない 2 0.1
性別 男性 回答者合計（人） 442 393
① 【連携への理解】 53 39 1.6
② 【連携への評価】 39 42 1.4
③ 【組織的な管理体制】 85 36 2.3
④ 【組織的な研究体制】 53 51 1.8
⑤ 【手続き・意思決定の時間】 17 29 0.7
⑥ 【ポスドク・学生の参画体制】 17 40 0.8
⑦ 【企画提案力】 77 74 2.6
⑧ 【資金管理】 21 20 0.7
⑨ 【知財管理】 8 13 0.3
⑩ 【リスク管理】 11 19 0.5
⑪ 【プロジェクト管理】 15 27 0.6
⑫ その他 23 3 0.6
⑬ 現状、問題点はない 16 0 0.4






女性 回答者合計（人） 34 28
① 【連携への理解】 1 4 0.9
② 【連携への評価】 6 4 2.4
③ 【組織的な管理体制】 5 2 1.8
④ 【組織的な研究体制】 5 3 1.9
⑤ 【手続き・意思決定の時間】 2 3 1.0
⑥ 【ポスドク・学生の参画体制】 4 3 1.6
⑦ 【企画提案力】 3 5 1.6
⑧ 【資金管理】 0 1 0.1
⑨ 【知財管理】 0 2 0.3
⑩ 【リスク管理】 1 0 0.3
⑪ 【プロジェクト管理】 1 1 0.4
⑫ その他 1 0 0.3
⑬ 現状、問題点はない 2 0 0.6
⑭ わからない 3 0 0.9
職位 社長・役員、学長等クラス 回答者合計（人） 208 185
① 【連携への理解】 20 22 1.5
② 【連携への評価】 18 15 1.2
③ 【組織的な管理体制】 40 20 2.4
④ 【組織的な研究体制】 30 19 1.9
⑤ 【手続き・意思決定の時間】 7 12 0.6
⑥ 【ポスドク・学生の参画体制】 12 18 1.0
⑦ 【企画提案力】 35 34 2.5
⑧ 【資金管理】 10 10 0.7
⑨ 【知財管理】 2 7 0.3
⑩ 【リスク管理】 7 14 0.7
⑪ 【プロジェクト管理】 7 11 0.6
⑫ その他 10 3 0.6
⑬ 現状、問題点はない 9 0 0.4
⑭ わからない 1 0 0.0
部課長、教授クラス 回答者合計（人） 192 174
① 【連携への理解】 24 13 1.6
② 【連携への評価】 17 22 1.5
③ 【組織的な管理体制】 37 15 2.3
④ 【組織的な研究体制】 22 28 1.9
⑤ 【手続き・意思決定の時間】 9 13 0.8
⑥ 【ポスドク・学生の参画体制】 6 18 0.8
⑦ 【企画提案力】 33 30 2.5
⑧ 【資金管理】 10 10 0.8
⑨ 【知財管理】 4 5 0.3
⑩ 【リスク管理】 3 3 0.2
⑪ 【プロジェクト管理】 6 17 0.8
⑫ その他 11 0 0.6
⑬ 現状、問題点はない 5 0 0.3
⑭ わからない 5 0 0.3
主任研究員、准教授クラス 回答者合計（人） 31 27
① 【連携への理解】 6 4 2.6
② 【連携への評価】 3 6 1.9
③ 【組織的な管理体制】 2 0 0.6
④ 【組織的な研究体制】 4 4 1.9
⑤ 【手続き・意思決定の時間】 1 3 0.8






⑦ 【企画提案力】 4 6 2.3
⑧ 【資金管理】 1 1 0.5
⑨ 【知財管理】 0 0 0.0
⑩ 【リスク管理】 1 0 0.3
⑪ 【プロジェクト管理】 2 0 0.6
⑫ その他 1 0 0.3
⑬ 現状、問題点はない 2 0 0.6
⑭ わからない 1 0 0.3
研究員、助教クラス 回答者合計（人） 3 3
① 【連携への理解】 0 0 0.0
② 【連携への評価】 1 0 3.3
③ 【組織的な管理体制】 1 0 3.3
④ 【組織的な研究体制】 1 0 3.3
⑤ 【手続き・意思決定の時間】 0 1 1.7
⑥ 【ポスドク・学生の参画体制】 0 2 3.3
⑦ 【企画提案力】 0 0 0.0
⑧ 【資金管理】 0 0 0.0
⑨ 【知財管理】 0 0 0.0
⑩ 【リスク管理】 0 0 0.0
⑪ 【プロジェクト管理】 0 0 0.0
⑫ その他 0 0 0.0
⑬ 現状、問題点はない 0 0 0.0
⑭ わからない 0 0 0.0
その他 回答者合計（人） 42 32
① 【連携への理解】 4 4 1.4
② 【連携への評価】 6 3 1.8
③ 【組織的な管理体制】 10 3 2.7
④ 【組織的な研究体制】 1 3 0.6
⑤ 【手続き・意思決定の時間】 2 3 0.8
⑥ 【ポスドク・学生の参画体制】 0 2 0.2
⑦ 【企画提案力】 8 9 3.0
⑧ 【資金管理】 0 0 0.0
⑨ 【知財管理】 2 3 0.8
⑩ 【リスク管理】 1 2 0.5
⑪ 【プロジェクト管理】 1 0 0.2
⑫ その他 2 0 0.5
⑬ 現状、問題点はない 2 0 0.5
⑭ わからない 3 0 0.7
雇用形態 任期あり 回答者合計（人） 231 206
① 【連携への理解】 29 21 1.7
② 【連携への評価】 18 20 1.2
③ 【組織的な管理体制】 43 18 2.3
④ 【組織的な研究体制】 32 26 1.9
⑤ 【手続き・意思決定の時間】 10 13 0.7
⑥ 【ポスドク・学生の参画体制】 11 25 1.0
⑦ 【企画提案力】 42 40 2.7
⑧ 【資金管理】 9 10 0.6
⑨ 【知財管理】 3 8 0.3
⑩ 【リスク管理】 4 11 0.4
⑪ 【プロジェクト管理】 9 12 0.6
⑫ その他 8 2 0.4






⑭ わからない 2 0.1
任期なし 回答者合計（人） 245 215
① 【連携への理解】 25 22 1.5
② 【連携への評価】 27 26 1.6
③ 【組織的な管理体制】 47 20 2.3
④ 【組織的な研究体制】 26 28 1.6
⑤ 【手続き・意思決定の時間】 9 19 0.8
⑥ 【ポスドク・学生の参画体制】 10 18 0.8
⑦ 【企画提案力】 38 39 2.3
⑧ 【資金管理】 12 11 0.7
⑨ 【知財管理】 5 7 0.3
⑩ 【リスク管理】 8 8 0.5
⑪ 【プロジェクト管理】 7 16 0.6
⑫ その他 16 1 0.7
⑬ 現状、問題点はない 7 0.3
⑭ わからない 8 0.3
業務内容別 学長･機関長等 回答者合計（人） 123 107
① 【連携への理解】 12 14 1.5
② 【連携への評価】 9 7 1.0
③ 【組織的な管理体制】 21 13 2.2
④ 【組織的な研究体制】 14 10 1.5
⑤ 【手続き・意思決定の時間】 6 9 0.9
⑥ 【ポスドク・学生の参画体制】 7 9 0.9
⑦ 【企画提案力】 20 18 2.4
⑧ 【資金管理】 7 5 0.8
⑨ 【知財管理】 3 4 0.4
⑩ 【リスク管理】 4 11 0.8
⑪ 【プロジェクト管理】 4 6 0.6
⑫ その他 8 1 0.7
⑬ 現状、問題点はない 8 0 0.7
⑭ わからない 0 0 0.0
マネジメント実務 回答者合計（人） 162 137
① 【連携への理解】 15 17 1.5
② 【連携への評価】 20 15 1.7
③ 【組織的な管理体制】 36 9 2.5
④ 【組織的な研究体制】 15 22 1.6
⑤ 【手続き・意思決定の時間】 3 11 0.5
⑥ 【ポスドク・学生の参画体制】 4 10 0.6
⑦ 【企画提案力】 30 27 2.7
⑧ 【資金管理】 6 8 0.6
⑨ 【知財管理】 5 5 0.5
⑩ 【リスク管理】 6 5 0.5
⑪ 【プロジェクト管理】 5 7 0.5
⑫ その他 6 1 0.4
⑬ 現状、問題点はない 5 0 0.3
⑭ わからない 6 0 0.4
大学種別 国立大学等 回答者合計（人） 168 145
① 【連携への理解】 18 19 1.6
② 【連携への評価】 19 17 1.6
③ 【組織的な管理体制】 31 10 2.1
④ 【組織的な研究体制】 19 18 1.7






⑥ 【ポスドク・学生の参画体制】 7 11 0.7
⑦ 【企画提案力】 27 31 2.5
⑧ 【資金管理】 8 11 0.8
⑨ 【知財管理】 2 3 0.2
⑩ 【リスク管理】 6 5 0.5
⑪ 【プロジェクト管理】 6 9 0.6
⑫ その他 7 1 0.4
⑬ 現状、問題点はない 8 0 0.5
⑭ わからない 4 0 0.2
公立大学 回答者合計（人） 16 15
① 【連携への理解】 1 2 1.3
② 【連携への評価】 0 1 0.3
③ 【組織的な管理体制】 2 2 1.9
④ 【組織的な研究体制】 3 2 2.5
⑤ 【手続き・意思決定の時間】 1 0 0.6
⑥ 【ポスドク・学生の参画体制】 2 4 2.5
⑦ 【企画提案力】 5 0 3.1
⑧ 【資金管理】 0 0 0.0
⑨ 【知財管理】 0 0 0.0
⑩ 【リスク管理】 1 3 1.6
⑪ 【プロジェクト管理】 0 1 0.3
⑫ その他 0 0 0.0
⑬ 現状、問題点はない 0 0 0.0
⑭ わからない 1 0 0.6
私立大学 回答者合計（人） 53 45
① 【連携への理解】 4 6 1.3
② 【連携への評価】 6 3 1.4
③ 【組織的な管理体制】 15 3 3.1
④ 【組織的な研究体制】 3 9 1.4
⑤ 【手続き・意思決定の時間】 2 2 0.6
⑥ 【ポスドク・学生の参画体制】 1 2 0.4
⑦ 【企画提案力】 11 7 2.7
⑧ 【資金管理】 0 2 0.2
⑨ 【知財管理】 1 4 0.6
⑩ 【リスク管理】 2 4 0.8
⑪ 【プロジェクト管理】 2 3 0.7
⑫ その他 2 0 0.4
⑬ 現状、問題点はない 3 0 0.6
⑭ わからない 1 0 0.2
大学グループ 第1グループ 回答者合計（人） 8 6
① 【連携への理解】 1 0.6
② 【連携への評価】 2 2.5
③ 【組織的な管理体制】 3 3.8
④ 【組織的な研究体制】 0.0
⑤ 【手続き・意思決定の時間】 2 1.3
⑥ 【ポスドク・学生の参画体制】 1 1.3
⑦ 【企画提案力】 1 0.6
⑧ 【資金管理】 1 0.6
⑨ 【知財管理】 0.0
⑩ 【リスク管理】 0.0
⑪ 【プロジェクト管理】 1 0.6






⑬ 現状、問題点はない 1 1.3
⑭ わからない 0.0
第2グループ 回答者合計（人） 26 24
① 【連携への理解】 2 2 1.2
② 【連携への評価】 4 3 2.1
③ 【組織的な管理体制】 2 1 1.0
④ 【組織的な研究体制】 1 2 0.8
⑤ 【手続き・意思決定の時間】 1 1 0.6
⑥ 【ポスドク・学生の参画体制】 2 3 1.3
⑦ 【企画提案力】 8 3 3.7
⑧ 【資金管理】 2 2 1.2
⑨ 【知財管理】 1 0.2
⑩ 【リスク管理】 3 0.6
⑪ 【プロジェクト管理】 2 3 1.3
⑫ その他 1 0.4
⑬ 現状、問題点はない 0.0
⑭ わからない 1 0.4
第3グループ 回答者合計（人） 53 47
① 【連携への理解】 5 6 1.5
② 【連携への評価】 1 1 0.3
③ 【組織的な管理体制】 13 1 2.5
④ 【組織的な研究体制】 8 9 2.4
⑤ 【手続き・意思決定の時間】 1 0.1
⑥ 【ポスドク・学生の参画体制】 1 4 0.6
⑦ 【企画提案力】 14 13 3.9
⑧ 【資金管理】 3 5 1.0
⑨ 【知財管理】 1 1 0.3
⑩ 【リスク管理】 3 2 0.8
⑪ 【プロジェクト管理】 1 4 0.6
⑫ その他 1 0.2
⑬ 現状、問題点はない 1 0.2
⑭ わからない 1 0.2
第4グループ 回答者合計（人） 127 109
① 【連携への理解】 14 12 1.6
② 【連携への評価】 14 16 1.7
③ 【組織的な管理体制】 25 11 2.4
④ 【組織的な研究体制】 15 18 1.9
⑤ 【手続き・意思決定の時間】 6 5 0.7
⑥ 【ポスドク・学生の参画体制】 5 8 0.7
⑦ 【企画提案力】 19 16 2.1
⑧ 【資金管理】 3 5 0.4
⑨ 【知財管理】 1 5 0.3
⑩ 【リスク管理】 5 7 0.7
⑪ 【プロジェクト管理】 5 5 0.6
⑫ その他 5 1 0.4
⑬ 現状、問題点はない 7 0 0.6
⑭ わからない 3 0 0.2
産学官
あり(過去3年間) 回答者合計（人） 175 163
連携活動 ① 【連携への理解】 26 12 1.8
② 【連携への評価】 16 24 1.6
③ 【組織的な管理体制】 30 14 2.1






⑤ 【手続き・意思決定の時間】 8 11 0.8
⑥ 【ポスドク・学生の参画体制】 6 20 0.9
⑦ 【企画提案力】 30 30 2.6
⑧ 【資金管理】 8 7 0.7
⑨ 【知財管理】 5 0.1
⑩ 【リスク管理】 2 3 0.2
⑪ 【プロジェクト管理】 7 15 0.8
⑫ その他 9 1 0.5
⑬ 現状、問題点はない 4 0.2
⑭ わからない 3 0.2
なし 回答者合計（人） 16 14
① 【連携への理解】 1 0.6
② 【連携への評価】 0.0
③ 【組織的な管理体制】 3 2 2.5
④ 【組織的な研究体制】 3 1 2.2
⑤ 【手続き・意思決定の時間】 2 1 1.6
⑥ 【ポスドク・学生の参画体制】 4 4 3.8
⑦ 【企画提案力】 4 1.3
⑧ 【資金管理】 1 0.3
⑨ 【知財管理】 1 0.3
⑩ 【リスク管理】 0.0
⑪ 【プロジェクト管理】 0.0
⑫ その他 1 0.6
⑬ 現状、問題点はない 1 0.6
⑭ わからない 1 0.6
大学・公
的機関等




② 【連携への評価】 2 1.3
③ 【組織的な管理体制】 3 1 4.4
④ 【組織的な研究体制】 0.0
⑤ 【手続き・意思決定の時間】 0.0
⑥ 【ポスドク・学生の参画体制】 1 1 1.9
⑦ 【企画提案力】 2 2 3.8
⑧ 【資金管理】 1 1.3
⑨ 【知財管理】 0.0
⑩ 【リスク管理】 0.0




なし・分からない 回答者合計（人） 9 7
① 【連携への理解】 2 0 2.2
② 【連携への評価】 1 1 1.7
③ 【組織的な管理体制】 1 1 1.7
④ 【組織的な研究体制】 0 0 0.0
⑤ 【手続き・意思決定の時間】 0 1 0.6
⑥ 【ポスドク・学生の参画体制】 1 3 2.8
⑦ 【企画提案力】 1 0 1.1
⑧ 【資金管理】 1 1 1.7
⑨ 【知財管理】 0 0 0.0
⑩ 【リスク管理】 0 0 0.0






⑫ その他 0 0 0.0
⑬ 現状、問題点はない 0 0 0.0
⑭ わからない 2 0 2.2
回答者合計（人） 476 421
① 【連携への理解】 54 43 1.6
② 【連携への評価】 45 46 1.4
③ 【組織的な管理体制】 90 38 2.3
④ 【組織的な研究体制】 58 54 1.8
⑤ 【手続き・意思決定の時間】 19 32 0.7
⑥ 【ポスドク・学生の参画体制】 21 43 0.9
⑦ 【企画提案力】 80 79 2.5
⑧ 【資金管理】 21 21 0.7
⑨ 【知財管理】 8 15 0.3
⑩ 【リスク管理】 12 19 0.5
⑪ 【プロジェクト管理】 16 28 0.6
⑫ その他 24 3 0.5
⑬ 現状、問題点はない 18 0 0.4














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































回答者グループ イノベーション俯瞰グループ 回答者合計（人） 415 356
① 【組織的な管理体制】 50 35 1.6
② 【組織的な研究体制】 62 45 2.0
③ 【手続き・意思決定の時間】 42 34 1.4
④ 【ポスドク・学生の参画体制】 8 19 0.4
⑤ 【研究者の能力】 23 45 1.1
⑥ 【戦略の策定】 57 50 2.0
⑦ 【目利き力】 46 60 1.8
⑧ 【資金】 58 40 1.9
⑨ 【知財管理】 18 18 0.7
⑩ その他 12 10 0.4
⑪ 現状、問題点はない 28 0.7
⑫ わからない 11 0.3
大企業 回答者合計（人） 191 172
① 【組織的な管理体制】 24 18 1.7
② 【組織的な研究体制】 24 17 1.7
③ 【手続き・意思決定の時間】 26 20 1.9
④ 【ポスドク・学生の参画体制】 3 12 0.5
⑤ 【研究者の能力】 6 15 0.7
⑥ 【戦略の策定】 41 19 2.6
⑦ 【目利き力】 30 41 2.6
⑧ 【資金】 14 12 1.0
⑨ 【知財管理】 10 13 0.9
⑩ その他 5 5 0.4
⑪ 現状、問題点はない 7 0.4
⑫ わからない 1 0.1
中小企業・大学発ベンチャー 回答者合計（人） 140 121
① 【組織的な管理体制】 15 12 1.5
② 【組織的な研究体制】 25 21 2.5
③ 【手続き・意思決定の時間】 6 9 0.8
④ 【ポスドク・学生の参画体制】 4 4 0.4
⑤ 【研究者の能力】 12 23 1.7



























⑦ 【目利き力】 8 8 0.9
⑧ 【資金】 38 19 3.4
⑨ 【知財管理】 5 5 0.5
⑩ その他 5 3 0.5
⑪ 現状、問題点はない 9 0.6
⑫ わからない 5 0.4
中小企業 回答者合計（人） 72 64
① 【組織的な管理体制】 9 7 1.7
② 【組織的な研究体制】 17 11 3.1
③ 【手続き・意思決定の時間】 2 7 0.8
④ 【ポスドク・学生の参画体制】 1 1 0.2
⑤ 【研究者の能力】 9 11 2.0
⑥ 【戦略の策定】 7 11 1.7
⑦ 【目利き力】 4 3 0.8
⑧ 【資金】 9 9 1.9
⑨ 【知財管理】 3 3 0.6
⑩ その他 3 1 0.5
⑪ 現状、問題点はない 4 0.6
⑫ わからない 4 0.6
大学発ベンチャー 回答者合計（人） 68 57
① 【組織的な管理体制】 6 5 1.3
② 【組織的な研究体制】 8 10 1.9
③ 【手続き・意思決定の時間】 4 2 0.7
④ 【ポスドク・学生の参画体制】 3 3 0.7
⑤ 【研究者の能力】 3 12 1.3
⑥ 【戦略の策定】 1 6 0.6
⑦ 【目利き力】 4 5 1.0
⑧ 【資金】 29 10 5.0
⑨ 【知財管理】 2 2 0.4
⑩ その他 2 2 0.4
⑪ 現状、問題点はない 5 0.7
⑫ わからない 1 0.1
橋渡し等 回答者合計（人） 84 63
① 【組織的な管理体制】 11 5 1.6
② 【組織的な研究体制】 13 7 2.0
③ 【手続き・意思決定の時間】 10 5 1.5
④ 【ポスドク・学生の参画体制】 1 3 0.3
⑤ 【研究者の能力】 5 7 1.0
⑥ 【戦略の策定】 8 14 1.8
⑦ 【目利き力】 8 11 1.6
⑧ 【資金】 6 9 1.3
⑨ 【知財管理】 3 0.4
⑩ その他 2 2 0.4
⑪ 現状、問題点はない 12 1.4
⑫ わからない 5 0.6
性別 男性 回答者合計（人） 393 335
① 【組織的な管理体制】 48 32 1.6
② 【組織的な研究体制】 58 43 2.0
③ 【手続き・意思決定の時間】 39 32 1.4
④ 【ポスドク・学生の参画体制】 8 17 0.4
⑤ 【研究者の能力】 22 44 1.1






⑦ 【目利き力】 44 58 1.9
⑧ 【資金】 55 37 1.9
⑨ 【知財管理】 15 17 0.6
⑩ その他 11 10 0.4
⑪ 現状、問題点はない 28 0 0.7
⑫ わからない 10 0 0.3
女性 回答者合計（人） 22 21
① 【組織的な管理体制】 2 3 1.6
② 【組織的な研究体制】 4 2 2.3
③ 【手続き・意思決定の時間】 3 2 1.8
④ 【ポスドク・学生の参画体制】 0 2 0.5
⑤ 【研究者の能力】 1 1 0.7
⑥ 【戦略の策定】 2 5 2.0
⑦ 【目利き力】 2 2 1.4
⑧ 【資金】 3 3 2.0
⑨ 【知財管理】 3 1 1.6
⑩ その他 1 0 0.5
⑪ 現状、問題点はない 0 0 0.0
⑫ わからない 1 0 0.5
職位 社長・役員、学長等クラス 回答者合計（人） 203 176
① 【組織的な管理体制】 26 17 1.7
② 【組織的な研究体制】 27 18 1.8
③ 【手続き・意思決定の時間】 17 11 1.1
④ 【ポスドク・学生の参画体制】 6 11 0.6
⑤ 【研究者の能力】 12 27 1.3
⑥ 【戦略の策定】 28 24 2.0
⑦ 【目利き力】 24 31 1.9
⑧ 【資金】 32 20 2.1
⑨ 【知財管理】 5 9 0.5
⑩ その他 5 8 0.4
⑪ 現状、問題点はない 16 0 0.8
⑫ わからない 5 0 0.2
部課長、教授クラス 回答者合計（人） 165 140
① 【組織的な管理体制】 17 11 1.4
② 【組織的な研究体制】 28 24 2.4
③ 【手続き・意思決定の時間】 22 16 1.8
④ 【ポスドク・学生の参画体制】 1 6 0.2
⑤ 【研究者の能力】 11 15 1.1
⑥ 【戦略の策定】 25 20 2.1
⑦ 【目利き力】 15 23 1.6
⑧ 【資金】 16 17 1.5
⑨ 【知財管理】 11 8 0.9
⑩ その他 5 0 0.3
⑪ 現状、問題点はない 8 0 0.5
⑫ わからない 6 0 0.4
主任研究員、准教授クラス 回答者合計（人） 28 27
① 【組織的な管理体制】 7 3 3.0
② 【組織的な研究体制】 4 1 1.6
③ 【手続き・意思決定の時間】 3 5 2.0
④ 【ポスドク・学生の参画体制】 1 1 0.5
⑤ 【研究者の能力】 0 2 0.4






⑦ 【目利き力】 4 5 2.3
⑧ 【資金】 6 2 2.5
⑨ 【知財管理】 1 1 0.5
⑩ その他 1 2 0.7
⑪ 現状、問題点はない 0 0 0.0
⑫ わからない 0 0 0.0
研究員、助教クラス 回答者合計（人） 9 5
① 【組織的な管理体制】 0 1 0.6
② 【組織的な研究体制】 1 0 1.1
③ 【手続き・意思決定の時間】 0 1 0.6
④ 【ポスドク・学生の参画体制】 0 1 0.6
⑤ 【研究者の能力】 0 0 0.0
⑥ 【戦略の策定】 1 1 1.7
⑦ 【目利き力】 2 1 2.8
⑧ 【資金】 1 0 1.1
⑨ 【知財管理】 1 0 1.1
⑩ その他 1 0 1.1
⑪ 現状、問題点はない 2 0 2.2
⑫ わからない 0 0 0.0
その他 回答者合計（人） 10 8
① 【組織的な管理体制】 0 3 1.5
② 【組織的な研究体制】 2 2 3.0
③ 【手続き・意思決定の時間】 0 1 0.5
④ 【ポスドク・学生の参画体制】 0 0 0.0
⑤ 【研究者の能力】 0 1 0.5
⑥ 【戦略の策定】 2 0 2.0
⑦ 【目利き力】 1 0 1.0
⑧ 【資金】 3 1 3.5
⑨ 【知財管理】 0 0 0.0
⑩ その他 0 0 0.0
⑪ 現状、問題点はない 2 0 2.0
⑫ わからない 0 0 0.0
雇用形態 任期あり 回答者合計（人） 141 126
① 【組織的な管理体制】 21 11 1.9
② 【組織的な研究体制】 21 16 2.1
③ 【手続き・意思決定の時間】 13 9 1.2
④ 【ポスドク・学生の参画体制】 3 5 0.4
⑤ 【研究者の能力】 8 20 1.3
⑥ 【戦略の策定】 24 17 2.3
⑦ 【目利き力】 18 26 2.2
⑧ 【資金】 16 10 1.5
⑨ 【知財管理】 2 5 0.3
⑩ その他 3 7 0.5
⑪ 現状、問題点はない 9 0.6
⑫ わからない 3 0.2
任期なし 回答者合計（人） 274 230
① 【組織的な管理体制】 29 24 1.5
② 【組織的な研究体制】 41 29 2.0
③ 【手続き・意思決定の時間】 29 25 1.5
④ 【ポスドク・学生の参画体制】 5 14 0.4
⑤ 【研究者の能力】 15 25 1.0






⑦ 【目利き力】 28 34 1.6
⑧ 【資金】 42 30 2.1
⑨ 【知財管理】 16 13 0.8
⑩ その他 9 3 0.4
⑪ 現状、問題点はない 19 0.7
⑫ わからない 8 0.3
産学官
あり(過去3年間) 回答者合計（人） 324 277
連携活動 ① 【組織的な管理体制】 37 22 1.5
② 【組織的な研究体制】 47 36 2.0
③ 【手続き・意思決定の時間】 32 28 1.4
④ 【ポスドク・学生の参画体制】 8 15 0.5
⑤ 【研究者の能力】 20 30 1.1
⑥ 【戦略の策定】 44 39 2.0
⑦ 【目利き力】 36 51 1.9
⑧ 【資金】 43 32 1.8
⑨ 【知財管理】 16 15 0.7
⑩ その他 11 9 0.5
⑪ 現状、問題点はない 23 0.7
⑫ わからない 7 0.2
なし 回答者合計（人） 91 79
① 【組織的な管理体制】 13 13 2.1
② 【組織的な研究体制】 15 9 2.1
③ 【手続き・意思決定の時間】 10 6 1.4
④ 【ポスドク・学生の参画体制】 4 0.2
⑤ 【研究者の能力】 3 15 1.2
⑥ 【戦略の策定】 13 11 2.0
⑦ 【目利き力】 10 9 1.6
⑧ 【資金】 15 8 2.1
⑨ 【知財管理】 2 3 0.4
⑩ その他 1 1 0.2
⑪ 現状、問題点はない 5 0.5
⑫ わからない 4 0.4
大学・公
的機関等




② 【組織的な研究体制】 40 27 2.1
③ 【手続き・意思決定の時間】 26 19 1.4
④ 【ポスドク・学生の参画体制】 7 15 0.6
⑤ 【研究者の能力】 17 28 1.2
⑥ 【戦略の策定】 34 33 2.0
⑦ 【目利き力】 27 38 1.8
⑧ 【資金】 38 24 2.0
⑨ 【知財管理】 9 12 0.6
⑩ その他 7 8 0.4
⑪ 現状、問題点はない 16 0.6
⑫ わからない 2 0.1
なし・分からない 回答者合計（人） 161 132
① 【組織的な管理体制】 19 15 1.6
② 【組織的な研究体制】 22 18 1.9
③ 【手続き・意思決定の時間】 16 15 1.5
④ 【ポスドク・学生の参画体制】 1 4 0.2
⑤ 【研究者の能力】 6 17 0.9






⑦ 【目利き力】 19 22 1.9
⑧ 【資金】 20 16 1.7
⑨ 【知財管理】 9 6 0.7
⑩ その他 5 2 0.4
⑪ 現状、問題点はない 12 0 0.7
⑫ わからない 9 0 0.6
回答者合計（人） 415 356
① 【組織的な管理体制】 50 35 1.6
② 【組織的な研究体制】 62 45 2.0
③ 【手続き・意思決定の時間】 42 34 1.4
④ 【ポスドク・学生の参画体制】 8 19 0.4
⑤ 【研究者の能力】 23 45 1.1
⑥ 【戦略の策定】 57 50 2.0
⑦ 【目利き力】 46 60 1.8
⑧ 【資金】 58 40 1.9
⑨ 【知財管理】 18 18 0.7
⑩ その他 12 10 0.4
⑪ 現状、問題点はない 28 0 0.7















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































大変低い 低い 高い 大変高い
大学・公的研究機関グループ 62 558 884 152 1,656
大学等 45 440 769 135 1,389
公的研究機関 17 118 115 17 267
男性 49 484 787 140 1,460
女性 13 74 97 12 196
社長・役員、学長等クラス 0 11 9 2 22
部課長、教授クラス 13 187 336 80 616
主任研究員、准教授クラス 30 217 323 51 621
研究員、助教クラス 18 140 213 19 390
その他 1 3 3 0 7
任期あり 17 154 241 32 444
任期なし 45 404 643 120 1,212
業務内容別 学長･機関長等 0 0 0 0 0
マネジメント実務 0 0 0 0 0
現場研究者 61 524 793 123 1,501
大規模PJの研究責任者 1 34 91 29 155
大学種別 国立大学等 24 269 597 113 1,003
公立大学 6 30 36 4 76
私立大学 15 141 136 18 310
大学グループ 第1グループ 5 56 147 43 251
第2グループ 7 92 221 29 349
第3グループ 14 113 191 25 343
第4グループ 19 170 188 28 405
大学部局分野 理学 3 64 120 16 203
工学 20 141 239 41 441
農学 10 60 87 16 173
保健 11 143 234 29 417
産学官連携活動 あり(過去3年間) 30 274 498 96 898
なし 32 284 386 56 758
個人研究費の額 1万円未満（配分されないも含む） 15 68 100 11 194
(年あたり) 1～10万円未満 2 16 31 5 54
10～30万円未満 14 93 130 11 248
30～50万円未満 12 97 141 21 271
50～100万円未満 7 101 149 20 277
100～200万円未満 5 87 146 40 278
200万円以上 3 82 150 37 272
分からない 4 14 37 7 62
外部資金の額 外部資金は獲得していない 14 112 54 6 186
(年あたり) 100万円未満 14 83 72 7 176
100～250万円未満 17 134 190 17 358
250～500万円未満 8 73 152 15 248
500～750万円未満 3 46 78 13 140
750～1000万円未満 1 27 69 11 108
1000万円以上 5 83 269 83 440
現在獲得している科学研究費助成事業（科研費） 33 326 704 126 1,189
外部資金 AMEDの事業（厚労科研費も含む） 2 27 91 20 140
戦略的イノベーション創造プログラム（SIP） 1 18 45 12 76
革新的研究開発推進プログラム（ImPACT） 1 12 45 19 77
センターオブイノベーション（COI）プログラム 6 20 5 31
JSTの上記以外の事業 2 44 111 22 179
NEDOの事業 3 16 35 11 65
その他の公的事業 10 93 143 31 277
公益法人・民間からの資金 18 190 452 80 740












































大きく低下 低下 変化なし 上昇 大きく上昇
大学・公的研究機関グループ 44 405 587 554 66 1,656
大学等 33 330 481 490 55 1,389
公的研究機関 11 75 106 64 11 267
男性 39 353 521 490 57 1,460
女性 5 52 66 64 9 196
社長・役員、学長等クラス 2 8 9 3 0 22
部課長、教授クラス 11 142 222 217 24 616
主任研究員、准教授クラス 21 168 205 202 25 621
研究員、助教クラス 10 83 149 131 17 390
その他 0 4 2 1 0 7
任期あり 15 112 137 157 23 444
任期なし 29 293 450 397 43 1,212
業務内容別 学長･機関長等 0 0 0 0 0 0
マネジメント実務 0 0 0 0 0 0
現場研究者 42 388 530 486 55 1,501
大規模PJの研究責任者 2 17 57 68 11 155
大学種別 国立大学等 18 224 349 365 47 1,003
公立大学 3 24 22 23 4 76
私立大学 12 82 110 102 4 310
大学グループ 第1グループ 5 52 84 100 10 251
第2グループ 6 79 121 131 12 349
第3グループ 13 80 114 124 12 343
第4グループ 8 116 141 122 18 405
大学部局分野 理学 5 60 53 75 10 203
工学 14 113 161 139 14 441
農学 5 47 68 48 5 173
保健 6 97 136 161 17 417
産学官連携活動 あり(過去3年間) 21 202 308 327 40 898
なし 23 203 279 227 26 758
個人研究費の額 1万円未満（配分されないも含む） 7 51 73 59 4 194
(年あたり) 1～10万円未満 3 12 19 17 3 54
10～30万円未満 10 67 90 75 6 248
30～50万円未満 9 73 96 85 8 271
50～100万円未満 6 76 90 93 12 277
100～200万円未満 1 65 104 93 15 278
200万円以上 6 50 91 111 14 272
分からない 2 11 24 21 4 62
外部資金の額 外部資金は獲得していない 6 67 74 35 4 186
(年あたり) 100万円未満 10 58 64 41 3 176
100～250万円未満 11 97 132 104 14 358
250～500万円未満 5 56 92 89 6 248
500～750万円未満 5 34 46 46 9 140
750～1000万円未満 3 23 32 45 5 108
1000万円以上 4 70 147 194 25 440
現在獲得している科学研究費助成事業（科研費） 29 264 400 442 54 1,189
外部資金 AMEDの事業（厚労科研費も含む） 2 20 50 58 10 140
戦略的イノベーション創造プログラム（SIP） 2 12 21 34 7 76
革新的研究開発推進プログラム（ImPACT） 7 27 37 6 77
センターオブイノベーション（COI）プログラム 5 9 14 3 31
JSTの上記以外の事業 2 39 51 79 8 179
NEDOの事業 2 11 21 28 3 65
その他の公的事業 11 62 100 92 12 277
公益法人・民間からの資金 10 165 245 283 37 740















































1～2年前 3～5年前 6～10年前 11年以上前
大学・公的研究機関グループ 43 140 289 455 729 1,656
大学等 37 117 258 392 585 1,389
公的研究機関 6 23 31 63 144 267
男性 37 114 244 387 678 1,460
女性 6 26 45 68 51 196
社長・役員、学長等クラス 0 1 1 4 16 22
部課長、教授クラス 15 29 62 106 404 616
主任研究員、准教授クラス 16 34 109 201 261 621
研究員、助教クラス 10 75 117 143 45 390
その他 2 1 0 1 3 7
任期あり 18 82 112 126 106 444
任期なし 25 58 177 329 623 1,212
業務内容別 学長･機関長等 0 0 0 0 0 0
マネジメント実務 0 0 0 0 0 0
現場研究者 39 133 271 425 633 1,501
大規模PJの研究責任者 4 7 18 30 96 155
大学種別 国立大学等 25 74 183 290 431 1,003
公立大学 2 11 16 19 28 76
私立大学 10 32 59 83 126 310
大学グループ 第1グループ 9 16 40 70 116 251
第2グループ 12 28 59 95 155 349
第3グループ 5 30 67 91 150 343
第4グループ 10 39 83 121 152 405
大学部局分野 理学 5 21 38 56 83 203
工学 13 41 79 117 191 441
農学 1 13 30 49 80 173
保健 13 33 86 132 153 417
産学官連携活動 あり(過去3年間) 20 63 124 230 461 898
なし 23 77 165 225 268 758
個人研究費の額 1万円未満（配分されないも含む） 7 20 41 60 66 194
(年あたり) 1～10万円未満 3 7 13 17 14 54
10～30万円未満 5 15 59 79 90 248
30～50万円未満 8 25 46 83 109 271
50～100万円未満 8 27 49 73 120 277
100～200万円未満 5 21 41 54 157 278
200万円以上 5 18 31 68 150 272
分からない 2 7 9 21 23 62
外部資金の額 外部資金は獲得していない 12 21 29 44 80 186
(年あたり) 100万円未満 2 13 27 55 79 176
100～250万円未満 7 40 78 102 131 358
250～500万円未満 5 23 67 71 82 248
500～750万円未満 3 13 20 41 63 140
750～1000万円未満 3 8 20 28 49 108
1000万円以上 11 22 48 114 245 440
現在獲得している科学研究費助成事業（科研費） 24 105 221 347 492 1,189
外部資金 AMEDの事業（厚労科研費も含む） 2 9 26 35 68 140
戦略的イノベーション創造プログラム（SIP） 2 1 4 15 54 76
革新的研究開発推進プログラム（ImPACT） 1 3 12 19 42 77
センターオブイノベーション（COI）プログラム 1 2 8 20 31
JSTの上記以外の事業 7 10 26 53 83 179
NEDOの事業 4 3 7 13 38 65
その他の公的事業 7 18 40 71 141 277
公益法人・民間からの資金 13 48 137 201 341 740
























































回答者グループ 大学・公的研究機関グループ 回答者合計（人） 620 608
① 研究が立ち上げ期から本格実施期へ移行した 230 71 4.3
② ブレークスルーとなるような成果が得られた 95 86 2.2
③ 新たな外部資金を獲得した、または、外部資金が大幅に増加した 103 127 2.7
④ 所属組織より措置される内部資金が増加した 2 8 0.1
⑤ 他の組織等との連携、共同研究が開始・活発化した 75 158 2.5
⑥ 新たなメンバー（支援スタッフを除く）が研究チーム・研究室へ加入した 51 83 1.5
⑦ 新たな支援スタッフが研究チーム・研究室へ加入した 4 18 0.2
⑧ 最先端の機器や施設へのアクセスが可能となった 2 11 0.1
⑨ 職務時間内で研究に集中できる時間が確保された 26 21 0.6
⑩ ライフステージ(育児・出産、介護等)の移行により、研究に割り当てる時間が増えた 8 9 0.2
⑪ その他 24 16 0.5
大学等 回答者合計（人） 545 536
① 研究が立ち上げ期から本格実施期へ移行した 208 61 4.4
② ブレークスルーとなるような成果が得られた 86 75 2.3
③ 新たな外部資金を獲得した、または、外部資金が大幅に増加した 88 111 2.6
④ 所属組織より措置される内部資金が増加した 2 4 0.1
⑤ 他の組織等との連携、共同研究が開始・活発化した 66 145 2.5
⑥ 新たなメンバー（支援スタッフを除く）が研究チーム・研究室へ加入した 41 74 1.4
⑦ 新たな支援スタッフが研究チーム・研究室へ加入した 4 18 0.2
⑧ 最先端の機器や施設へのアクセスが可能となった 1 11 0.1
⑨ 職務時間内で研究に集中できる時間が確保された 23 16 0.6
⑩ ライフステージ(育児・出産、介護等)の移行により、研究に割り当てる時間が増えた 7 8 0.2
⑪ その他 19 13 0.5
公的研究機関 回答者合計（人） 75 72
① 研究が立ち上げ期から本格実施期へ移行した 22 10 3.6
② ブレークスルーとなるような成果が得られた 9 11 1.9
③ 新たな外部資金を獲得した、または、外部資金が大幅に増加した 15 16 3.1
④ 所属組織より措置される内部資金が増加した 0 4 0.3
⑤ 他の組織等との連携、共同研究が開始・活発化した 9 13 2.1
⑥ 新たなメンバー（支援スタッフを除く）が研究チーム・研究室へ加入した 10 9 1.9
⑦ 新たな支援スタッフが研究チーム・研究室へ加入した 0 0 0.0
⑧ 最先端の機器や施設へのアクセスが可能となった 1 0 0.1
⑨ 職務時間内で研究に集中できる時間が確保された 3 5 0.7
⑩ ライフステージ(育児・出産、介護等)の移行により、研究に割り当てる時間が増えた 1 1 0.2
⑪ その他 5 3 0.9
性別 男性 回答者合計（人） 547 537




















② ブレークスルーとなるような成果が得られた 89 77 2.3
③ 新たな外部資金を獲得した、または、外部資金が大幅に増加した 88 114 2.7
④ 所属組織より措置される内部資金が増加した 2 8 0.1
⑤ 他の組織等との連携、共同研究が開始・活発化した 66 137 2.5
⑥ 新たなメンバー（支援スタッフを除く）が研究チーム・研究室へ加入した 50 78 1.6
⑦ 新たな支援スタッフが研究チーム・研究室へ加入した 3 16 0.2
⑧ 最先端の機器や施設へのアクセスが可能となった 2 9 0.1
⑨ 職務時間内で研究に集中できる時間が確保された 24 15 0.6
⑩ ライフステージ(育児・出産、介護等)の移行により、研究に割り当てる時間が増えた 4 5 0.1
⑪ その他 20 16 0.5
女性 回答者合計（人） 73 71
① 研究が立ち上げ期から本格実施期へ移行した 31 9 4.9
② ブレークスルーとなるような成果が得られた 6 9 1.4
③ 新たな外部資金を獲得した、または、外部資金が大幅に増加した 15 13 2.9
④ 所属組織より措置される内部資金が増加した 0 0 0.0
⑤ 他の組織等との連携、共同研究が開始・活発化した 9 21 2.7
⑥ 新たなメンバー（支援スタッフを除く）が研究チーム・研究室へ加入した 1 5 0.5
⑦ 新たな支援スタッフが研究チーム・研究室へ加入した 1 2 0.3
⑧ 最先端の機器や施設へのアクセスが可能となった 0 2 0.1
⑨ 職務時間内で研究に集中できる時間が確保された 2 6 0.7
⑩ ライフステージ(育児・出産、介護等)の移行により、研究に割り当てる時間が増えた 4 4 0.8
⑪ その他 4 0 0.5
職位 社長・役員、学長等クラス 回答者合計（人） 3 3
① 研究が立ち上げ期から本格実施期へ移行した 0 0 0.0
② ブレークスルーとなるような成果が得られた 0 0 0.0
③ 新たな外部資金を獲得した、または、外部資金が大幅に増加した 1 2 6.7
④ 所属組織より措置される内部資金が増加した 0 0 0.0
⑤ 他の組織等との連携、共同研究が開始・活発化した 1 1 5.0
⑥ 新たなメンバー（支援スタッフを除く）が研究チーム・研究室へ加入した 1 0 3.3
⑦ 新たな支援スタッフが研究チーム・研究室へ加入した 0 0 0.0
⑧ 最先端の機器や施設へのアクセスが可能となった 0 0 0.0
⑨ 職務時間内で研究に集中できる時間が確保された 0 0 0.0
⑩ ライフステージ(育児・出産、介護等)の移行により、研究に割り当てる時間が増えた 0 0 0.0
⑪ その他 0 0 0.0
部課長、教授クラス 回答者合計（人） 241 237
① 研究が立ち上げ期から本格実施期へ移行した 78 28 3.8
② ブレークスルーとなるような成果が得られた 38 38 2.4
③ 新たな外部資金を獲得した、または、外部資金が大幅に増加した 51 52 3.2
④ 所属組織より措置される内部資金が増加した 0 1 0.0
⑤ 他の組織等との連携、共同研究が開始・活発化した 27 57 2.3
⑥ 新たなメンバー（支援スタッフを除く）が研究チーム・研究室へ加入した 29 42 2.1
⑦ 新たな支援スタッフが研究チーム・研究室へ加入した 2 7 0.2
⑧ 最先端の機器や施設へのアクセスが可能となった 1 1 0.1
⑨ 職務時間内で研究に集中できる時間が確保された 7 6 0.4
⑩ ライフステージ(育児・出産、介護等)の移行により、研究に割り当てる時間が増えた 0 1 0.0
⑪ その他 8 4 0.4
主任研究員、准教授クラス 回答者合計（人） 227 223
① 研究が立ち上げ期から本格実施期へ移行した 81 28 4.2
② ブレークスルーとなるような成果が得られた 33 29 2.1
③ 新たな外部資金を獲得した、または、外部資金が大幅に増加した 37 42 2.6
④ 所属組織より措置される内部資金が増加した 0 6 0.1






⑥ 新たなメンバー（支援スタッフを除く）が研究チーム・研究室へ加入した 18 28 1.4
⑦ 新たな支援スタッフが研究チーム・研究室へ加入した 2 9 0.3
⑧ 最先端の機器や施設へのアクセスが可能となった 1 6 0.2
⑨ 職務時間内で研究に集中できる時間が確保された 10 6 0.6
⑩ ライフステージ(育児・出産、介護等)の移行により、研究に割り当てる時間が増えた 6 4 0.4
⑪ その他 7 8 0.5
研究員、助教クラス 回答者合計（人） 148 144
① 研究が立ち上げ期から本格実施期へ移行した 71 15 5.3
② ブレークスルーとなるような成果が得られた 24 19 2.3
③ 新たな外部資金を獲得した、または、外部資金が大幅に増加した 14 31 2.0
④ 所属組織より措置される内部資金が増加した 2 1 0.2
⑤ 他の組織等との連携、共同研究が開始・活発化した 15 42 2.4
⑥ 新たなメンバー（支援スタッフを除く）が研究チーム・研究室へ加入した 3 13 0.6
⑦ 新たな支援スタッフが研究チーム・研究室へ加入した 0 2 0.1
⑧ 最先端の機器や施設へのアクセスが可能となった 0 4 0.1
⑨ 職務時間内で研究に集中できる時間が確保された 8 9 0.8
⑩ ライフステージ(育児・出産、介護等)の移行により、研究に割り当てる時間が増えた 2 4 0.3
⑪ その他 9 4 0.7
その他 回答者合計（人） 1 1
① 研究が立ち上げ期から本格実施期へ移行した 0 0 0.0
② ブレークスルーとなるような成果が得られた 0 0 0.0
③ 新たな外部資金を獲得した、または、外部資金が大幅に増加した 0 0 0.0
④ 所属組織より措置される内部資金が増加した 0 0 0.0
⑤ 他の組織等との連携、共同研究が開始・活発化した 0 1 5.0
⑥ 新たなメンバー（支援スタッフを除く）が研究チーム・研究室へ加入した 0 0 0.0
⑦ 新たな支援スタッフが研究チーム・研究室へ加入した 0 0 0.0
⑧ 最先端の機器や施設へのアクセスが可能となった 0 0 0.0
⑨ 職務時間内で研究に集中できる時間が確保された 1 0 10.0
⑩ ライフステージ(育児・出産、介護等)の移行により、研究に割り当てる時間が増えた 0 0 0.0
⑪ その他 0 0 0.0
雇用形態 任期あり 回答者合計（人） 180 177
① 研究が立ち上げ期から本格実施期へ移行した 81 18 5.0
② ブレークスルーとなるような成果が得られた 31 23 2.4
③ 新たな外部資金を獲得した、または、外部資金が大幅に増加した 22 35 2.2
④ 所属組織より措置される内部資金が増加した 4 0.1
⑤ 他の組織等との連携、共同研究が開始・活発化した 22 57 2.8
⑥ 新たなメンバー（支援スタッフを除く）が研究チーム・研究室へ加入した 11 19 1.1
⑦ 新たな支援スタッフが研究チーム・研究室へ加入した 1 3 0.1
⑧ 最先端の機器や施設へのアクセスが可能となった 5 0.1
⑨ 職務時間内で研究に集中できる時間が確保された 6 7 0.5
⑩ ライフステージ(育児・出産、介護等)の移行により、研究に割り当てる時間が増えた 2 2 0.2
⑪ その他 4 4 0.3
任期なし 回答者合計（人） 440 431
① 研究が立ち上げ期から本格実施期へ移行した 149 53 4.0
② ブレークスルーとなるような成果が得られた 64 63 2.2
③ 新たな外部資金を獲得した、または、外部資金が大幅に増加した 81 92 2.9
④ 所属組織より措置される内部資金が増加した 2 4 0.1
⑤ 他の組織等との連携、共同研究が開始・活発化した 53 101 2.4
⑥ 新たなメンバー（支援スタッフを除く）が研究チーム・研究室へ加入した 40 64 1.6
⑦ 新たな支援スタッフが研究チーム・研究室へ加入した 3 15 0.2
⑧ 最先端の機器や施設へのアクセスが可能となった 2 6 0.1






⑩ ライフステージ(育児・出産、介護等)の移行により、研究に割り当てる時間が増えた 6 7 0.2
⑪ その他 20 12 0.6
現場研究者 回答者合計（人） 541 529
① 研究が立ち上げ期から本格実施期へ移行した 204 62 4.3
② ブレークスルーとなるような成果が得られた 88 77 2.3
③ 新たな外部資金を獲得した、または、外部資金が大幅に増加した 74 109 2.4
④ 所属組織より措置される内部資金が増加した 2 8 0.1
⑤ 他の組織等との連携、共同研究が開始・活発化した 69 132 2.5
⑥ 新たなメンバー（支援スタッフを除く）が研究チーム・研究室へ加入した 42 71 1.4
⑦ 新たな支援スタッフが研究チーム・研究室へ加入した 4 16 0.2
⑧ 最先端の機器や施設へのアクセスが可能となった 2 10 0.1
⑨ 職務時間内で研究に集中できる時間が確保された 25 20 0.6
⑩ ライフステージ(育児・出産、介護等)の移行により、研究に割り当てる時間が増えた 8 9 0.2
⑪ その他 23 15 0.6
大規模PJの研究責任者 回答者合計（人） 79 79
① 研究が立ち上げ期から本格実施期へ移行した 26 9 3.9
② ブレークスルーとなるような成果が得られた 7 9 1.5
③ 新たな外部資金を獲得した、または、外部資金が大幅に増加した 29 18 4.8
④ 所属組織より措置される内部資金が増加した 0 0 0.0
⑤ 他の組織等との連携、共同研究が開始・活発化した 6 26 2.4
⑥ 新たなメンバー（支援スタッフを除く）が研究チーム・研究室へ加入した 9 12 1.9
⑦ 新たな支援スタッフが研究チーム・研究室へ加入した 0 2 0.1
⑧ 最先端の機器や施設へのアクセスが可能となった 0 1 0.1
⑨ 職務時間内で研究に集中できる時間が確保された 1 1 0.2
⑩ ライフステージ(育児・出産、介護等)の移行により、研究に割り当てる時間が増えた 0 0 0.0
⑪ その他 1 1 0.2
大学種別 国立大学等 回答者合計（人） 412 405
① 研究が立ち上げ期から本格実施期へ移行した 157 47 4.4
② ブレークスルーとなるような成果が得られた 75 57 2.5
③ 新たな外部資金を獲得した、または、外部資金が大幅に増加した 63 84 2.5
④ 所属組織より措置される内部資金が増加した 2 2 0.1
⑤ 他の組織等との連携、共同研究が開始・活発化した 46 113 2.5
⑥ 新たなメンバー（支援スタッフを除く）が研究チーム・研究室へ加入した 31 54 1.4
⑦ 新たな支援スタッフが研究チーム・研究室へ加入した 3 14 0.2
⑧ 最先端の機器や施設へのアクセスが可能となった 1 9 0.1
⑨ 職務時間内で研究に集中できる時間が確保された 16 11 0.5
⑩ ライフステージ(育児・出産、介護等)の移行により、研究に割り当てる時間が増えた 4 7 0.2
⑪ その他 14 7 0.4
公立大学 回答者合計（人） 27 27
① 研究が立ち上げ期から本格実施期へ移行した 14 2 5.6
② ブレークスルーとなるような成果が得られた 2 6 1.9
③ 新たな外部資金を獲得した、または、外部資金が大幅に増加した 3 7 2.4
④ 所属組織より措置される内部資金が増加した 0 0 0.0
⑤ 他の組織等との連携、共同研究が開始・活発化した 3 5 2.0
⑥ 新たなメンバー（支援スタッフを除く）が研究チーム・研究室へ加入した 3 3 1.7
⑦ 新たな支援スタッフが研究チーム・研究室へ加入した 0 1 0.2
⑧ 最先端の機器や施設へのアクセスが可能となった 0 1 0.2
⑨ 職務時間内で研究に集中できる時間が確保された 0 1 0.2
⑩ ライフステージ(育児・出産、介護等)の移行により、研究に割り当てる時間が増えた 1 0 0.4
⑪ その他 1 1 0.6
私立大学 回答者合計（人） 106 104






② ブレークスルーとなるような成果が得られた 9 12 1.4
③ 新たな外部資金を獲得した、または、外部資金が大幅に増加した 22 20 3.0
④ 所属組織より措置される内部資金が増加した 0 2 0.1
⑤ 他の組織等との連携、共同研究が開始・活発化した 17 27 2.9
⑥ 新たなメンバー（支援スタッフを除く）が研究チーム・研究室へ加入した 7 17 1.5
⑦ 新たな支援スタッフが研究チーム・研究室へ加入した 1 3 0.2
⑧ 最先端の機器や施設へのアクセスが可能となった 0 1 0.0
⑨ 職務時間内で研究に集中できる時間が確保された 7 4 0.8
⑩ ライフステージ(育児・出産、介護等)の移行により、研究に割り当てる時間が増えた 2 1 0.2
⑪ その他 4 5 0.6
大学グループ 第1グループ 回答者合計（人） 110 109
① 研究が立ち上げ期から本格実施期へ移行した 44 12 4.5
② ブレークスルーとなるような成果が得られた 23 18 2.9
③ 新たな外部資金を獲得した、または、外部資金が大幅に増加した 15 21 2.3
④ 所属組織より措置される内部資金が増加した 1 0.1
⑤ 他の組織等との連携、共同研究が開始・活発化した 12 28 2.4
⑥ 新たなメンバー（支援スタッフを除く）が研究チーム・研究室へ加入した 7 13 1.2
⑦ 新たな支援スタッフが研究チーム・研究室へ加入した 1 4 0.3
⑧ 最先端の機器や施設へのアクセスが可能となった 1 5 0.3
⑨ 職務時間内で研究に集中できる時間が確保された 3 3 0.4
⑩ ライフステージ(育児・出産、介護等)の移行により、研究に割り当てる時間が増えた 1 2 0.2
⑪ その他 2 3 0.3
第2グループ 回答者合計（人） 143 141
① 研究が立ち上げ期から本格実施期へ移行した 48 15 3.9
② ブレークスルーとなるような成果が得られた 27 15 2.4
③ 新たな外部資金を獲得した、または、外部資金が大幅に増加した 25 33 2.9
④ 所属組織より措置される内部資金が増加した 1 1 0.1
⑤ 他の組織等との連携、共同研究が開始・活発化した 17 44 2.7
⑥ 新たなメンバー（支援スタッフを除く）が研究チーム・研究室へ加入した 13 22 1.7
⑦ 新たな支援スタッフが研究チーム・研究室へ加入した 3 0.1
⑧ 最先端の機器や施設へのアクセスが可能となった 0.0
⑨ 職務時間内で研究に集中できる時間が確保された 9 2 0.7
⑩ ライフステージ(育児・出産、介護等)の移行により、研究に割り当てる時間が増えた 5 0.2
⑪ その他 3 1 0.2
第3グループ 回答者合計（人） 136 133
① 研究が立ち上げ期から本格実施期へ移行した 60 15 5.0
② ブレークスルーとなるような成果が得られた 20 25 2.4
③ 新たな外部資金を獲得した、または、外部資金が大幅に増加した 15 28 2.1
④ 所属組織より措置される内部資金が増加した 0.0
⑤ 他の組織等との連携、共同研究が開始・活発化した 11 30 1.9
⑥ 新たなメンバー（支援スタッフを除く）が研究チーム・研究室へ加入した 10 19 1.4
⑦ 新たな支援スタッフが研究チーム・研究室へ加入した 1 3 0.2
⑧ 最先端の機器や施設へのアクセスが可能となった 4 0.1
⑨ 職務時間内で研究に集中できる時間が確保された 6 5 0.6
⑩ ライフステージ(育児・出産、介護等)の移行により、研究に割り当てる時間が増えた 3 0.2
⑪ その他 10 4 0.9
第4グループ 回答者合計（人） 140 137
① 研究が立ち上げ期から本格実施期へ移行した 49 17 4.1
② ブレークスルーとなるような成果が得られた 14 16 1.6
③ 新たな外部資金を獲得した、または、外部資金が大幅に増加した 31 25 3.1
④ 所属組織より措置される内部資金が増加した 0 3 0.1






⑥ 新たなメンバー（支援スタッフを除く）が研究チーム・研究室へ加入した 8 19 1.3
⑦ 新たな支援スタッフが研究チーム・研究室へ加入した 2 7 0.4
⑧ 最先端の機器や施設へのアクセスが可能となった 0 2 0.1
⑨ 職務時間内で研究に集中できる時間が確保された 5 5 0.5
⑩ ライフステージ(育児・出産、介護等)の移行により、研究に割り当てる時間が増えた 3 1 0.3
⑪ その他 4 5 0.5
大学部局
理学 回答者合計（人） 85 82
分野 ① 研究が立ち上げ期から本格実施期へ移行した 40 5 5.0
② ブレークスルーとなるような成果が得られた 15 23 3.1
③ 新たな外部資金を獲得した、または、外部資金が大幅に増加した 9 15 1.9
④ 所属組織より措置される内部資金が増加した 1 0.1
⑤ 他の組織等との連携、共同研究が開始・活発化した 6 17 1.7
⑥ 新たなメンバー（支援スタッフを除く）が研究チーム・研究室へ加入した 3 13 1.1
⑦ 新たな支援スタッフが研究チーム・研究室へ加入した 1 0.1
⑧ 最先端の機器や施設へのアクセスが可能となった 2 0.1
⑨ 職務時間内で研究に集中できる時間が確保された 7 1 0.9
⑩ ライフステージ(育児・出産、介護等)の移行により、研究に割り当てる時間が増えた 2 2 0.4
⑪ その他 3 2 0.5
工学 回答者合計（人） 153 150
① 研究が立ち上げ期から本格実施期へ移行した 52 15 3.9
② ブレークスルーとなるような成果が得られた 21 14 1.8
③ 新たな外部資金を獲得した、または、外部資金が大幅に増加した 22 40 2.7
④ 所属組織より措置される内部資金が増加した 1 1 0.1
⑤ 他の組織等との連携、共同研究が開始・活発化した 25 39 2.9
⑥ 新たなメンバー（支援スタッフを除く）が研究チーム・研究室へ加入した 13 17 1.4
⑦ 新たな支援スタッフが研究チーム・研究室へ加入した 2 8 0.4
⑧ 最先端の機器や施設へのアクセスが可能となった 3 0.1
⑨ 職務時間内で研究に集中できる時間が確保された 7 8 0.7
⑩ ライフステージ(育児・出産、介護等)の移行により、研究に割り当てる時間が増えた 1 3 0.2
⑪ その他 9 2 0.7
農学 回答者合計（人） 53 53
① 研究が立ち上げ期から本格実施期へ移行した 20 10 4.7
② ブレークスルーとなるような成果が得られた 7 7 2.0
③ 新たな外部資金を獲得した、または、外部資金が大幅に増加した 9 10 2.6
④ 所属組織より措置される内部資金が増加した 1 0.2
⑤ 他の組織等との連携、共同研究が開始・活発化した 7 14 2.6
⑥ 新たなメンバー（支援スタッフを除く）が研究チーム・研究室へ加入した 5 8 1.7
⑦ 新たな支援スタッフが研究チーム・研究室へ加入した 1 0.1
⑧ 最先端の機器や施設へのアクセスが可能となった 0.0
⑨ 職務時間内で研究に集中できる時間が確保された 2 2 0.6
⑩ ライフステージ(育児・出産、介護等)の移行により、研究に割り当てる時間が増えた 1 0.2
⑪ その他 1 1 0.3
保健 回答者合計（人） 178 175
① 研究が立ち上げ期から本格実施期へ移行した 70 20 4.5
② ブレークスルーとなるような成果が得られた 35 25 2.7
③ 新たな外部資金を獲得した、または、外部資金が大幅に増加した 21 29 2.0
④ 所属組織より措置される内部資金が増加した 0 2 0.1
⑤ 他の組織等との連携、共同研究が開始・活発化した 24 50 2.8
⑥ 新たなメンバー（支援スタッフを除く）が研究チーム・研究室へ加入した 11 25 1.3
⑦ 新たな支援スタッフが研究チーム・研究室へ加入した 2 5 0.3
⑧ 最先端の機器や施設へのアクセスが可能となった 1 5 0.2






⑩ ライフステージ(育児・出産、介護等)の移行により、研究に割り当てる時間が増えた 3 3 0.3
⑪ その他 5 7 0.5
産学官
あり(過去3年間) 回答者合計（人） 367 361
連携活動 ① 研究が立ち上げ期から本格実施期へ移行した 127 42 4.0
② ブレークスルーとなるような成果が得られた 50 44 2.0
③ 新たな外部資金を獲得した、または、外部資金が大幅に増加した 76 81 3.2
④ 所属組織より措置される内部資金が増加した 4 0.1
⑤ 他の組織等との連携、共同研究が開始・活発化した 46 100 2.6
⑥ 新たなメンバー（支援スタッフを除く）が研究チーム・研究室へ加入した 33 53 1.6
⑦ 新たな支援スタッフが研究チーム・研究室へ加入した 2 15 0.3
⑧ 最先端の機器や施設へのアクセスが可能となった 2 5 0.1
⑨ 職務時間内で研究に集中できる時間が確保された 11 8 0.4
⑩ ライフステージ(育児・出産、介護等)の移行により、研究に割り当てる時間が増えた 5 0.1
⑪ その他 15 9 0.5
なし 回答者合計（人） 253 247
① 研究が立ち上げ期から本格実施期へ移行した 103 29 4.6
② ブレークスルーとなるような成果が得られた 45 42 2.6
③ 新たな外部資金を獲得した、または、外部資金が大幅に増加した 27 46 2.0
④ 所属組織より措置される内部資金が増加した 2 4 0.2
⑤ 他の組織等との連携、共同研究が開始・活発化した 29 58 2.3
⑥ 新たなメンバー（支援スタッフを除く）が研究チーム・研究室へ加入した 18 30 1.3
⑦ 新たな支援スタッフが研究チーム・研究室へ加入した 2 3 0.1
⑧ 最先端の機器や施設へのアクセスが可能となった 6 0.1
⑨ 職務時間内で研究に集中できる時間が確保された 15 13 0.8
⑩ ライフステージ(育児・出産、介護等)の移行により、研究に割り当てる時間が増えた 3 9 0.3
⑪ その他 9 7 0.5
回答者合計（人） 620 608
① 研究が立ち上げ期から本格実施期へ移行した 230 71 4.3
② ブレークスルーとなるような成果が得られた 95 86 2.2
③ 新たな外部資金を獲得した、または、外部資金が大幅に増加した 103 127 2.7
④ 所属組織より措置される内部資金が増加した 2 8 0.1
⑤ 他の組織等との連携、共同研究が開始・活発化した 75 158 2.5
⑥ 新たなメンバー（支援スタッフを除く）が研究チーム・研究室へ加入した 51 83 1.5
⑦ 新たな支援スタッフが研究チーム・研究室へ加入した 4 18 0.2
⑧ 最先端の機器や施設へのアクセスが可能となった 2 11 0.1
⑨ 職務時間内で研究に集中できる時間が確保された 26 21 0.6
⑩ ライフステージ(育児・出産、介護等)の移行により、研究に割り当てる時間が増えた 8 9 0.2


















回答者グループ 大学・公的研究機関グループ 回答者合計（人） 449 408
① 研究が一段落し、新たな研究の立ち上げ期に入った 28 42 1.1
② 異動により、新たに研究室・研究チームを立ち上げている 43 25 1.2
③ 研究成果の応用や実用化フェーズに入った 5 17 0.3
④ 外部資金が途絶えた、または、外部資金が減少した 21 33 0.8
⑤ 所属組織より措置される内部資金が減少した 8 37 0.6
⑥ 他の組織等との連携、共同研究が終了した 3 9 0.2
⑦ 中核となるメンバーが研究チーム・研究室から異動した 13 37 0.7
⑧ 支援スタッフが研究チーム・研究室から異動した 3 18 0.3
⑨ 最先端の機器や施設へのアクセスが困難となった 5 15 0.3
⑩ 職務時間内で研究以外への活動に割く時間が増加した 262 81 6.7
⑪ ライフステージ(育児・出産、介護等)の移行により、研究に割り当てる時間が減った 21 40 0.9
⑫ その他 37 54 1.4
大学等 回答者合計（人） 363 334
① 研究が一段落し、新たな研究の立ち上げ期に入った 23 32 1.1
② 異動により、新たに研究室・研究チームを立ち上げている 36 21 1.3
③ 研究成果の応用や実用化フェーズに入った 4 10 0.2
④ 外部資金が途絶えた、または、外部資金が減少した 21 31 1.0
⑤ 所属組織より措置される内部資金が減少した 6 29 0.6
⑥ 他の組織等との連携、共同研究が終了した 3 6 0.2
⑦ 中核となるメンバーが研究チーム・研究室から異動した 13 31 0.8
⑧ 支援スタッフが研究チーム・研究室から異動した 3 16 0.3
⑨ 最先端の機器や施設へのアクセスが困難となった 3 14 0.3
⑩ 職務時間内で研究以外への活動に割く時間が増加した 206 69 6.6
⑪ ライフステージ(育児・出産、介護等)の移行により、研究に割り当てる時間が減った 18 34 1.0
⑫ その他 27 41 1.3
公的研究機関 回答者合計（人） 86 74
① 研究が一段落し、新たな研究の立ち上げ期に入った 5 10 1.2
② 異動により、新たに研究室・研究チームを立ち上げている 7 4 1.0
③ 研究成果の応用や実用化フェーズに入った 1 7 0.5
④ 外部資金が途絶えた、または、外部資金が減少した 0 2 0.1
⑤ 所属組織より措置される内部資金が減少した 2 8 0.7
⑥ 他の組織等との連携、共同研究が終了した 0 3 0.2
⑦ 中核となるメンバーが研究チーム・研究室から異動した 0 6 0.3
⑧ 支援スタッフが研究チーム・研究室から異動した 0 2 0.1
⑨ 最先端の機器や施設へのアクセスが困難となった 2 1 0.3
⑩ 職務時間内で研究以外への活動に割く時間が増加した 56 12 7.2





















⑫ その他 10 13 1.9
性別 男性 回答者合計（人） 392 357
① 研究が一段落し、新たな研究の立ち上げ期に入った 23 37 1.1
② 異動により、新たに研究室・研究チームを立ち上げている 36 22 1.2
③ 研究成果の応用や実用化フェーズに入った 5 15 0.3
④ 外部資金が途絶えた、または、外部資金が減少した 21 31 0.9
⑤ 所属組織より措置される内部資金が減少した 7 32 0.6
⑥ 他の組織等との連携、共同研究が終了した 3 7 0.2
⑦ 中核となるメンバーが研究チーム・研究室から異動した 13 33 0.8
⑧ 支援スタッフが研究チーム・研究室から異動した 3 17 0.3
⑨ 最先端の機器や施設へのアクセスが困難となった 5 13 0.3
⑩ 職務時間内で研究以外への活動に割く時間が増加した 233 68 6.8
⑪ ライフステージ(育児・出産、介護等)の移行により、研究に割り当てる時間が減った 11 30 0.7
⑫ その他 32 52 1.5
女性 回答者合計（人） 57 51
① 研究が一段落し、新たな研究の立ち上げ期に入った 5 5 1.3
② 異動により、新たに研究室・研究チームを立ち上げている 7 3 1.5
③ 研究成果の応用や実用化フェーズに入った 0 2 0.2
④ 外部資金が途絶えた、または、外部資金が減少した 0 2 0.2
⑤ 所属組織より措置される内部資金が減少した 1 5 0.6
⑥ 他の組織等との連携、共同研究が終了した 0 2 0.2
⑦ 中核となるメンバーが研究チーム・研究室から異動した 0 4 0.4
⑧ 支援スタッフが研究チーム・研究室から異動した 0 1 0.1
⑨ 最先端の機器や施設へのアクセスが困難となった 0 2 0.2
⑩ 職務時間内で研究以外への活動に割く時間が増加した 29 13 6.2
⑪ ライフステージ(育児・出産、介護等)の移行により、研究に割り当てる時間が減った 10 10 2.6
⑫ その他 5 2 1.1
職位 社長・役員、学長等クラス 回答者合計（人） 10 10
① 研究が一段落し、新たな研究の立ち上げ期に入った 2 2 3.0
② 異動により、新たに研究室・研究チームを立ち上げている 0 0 0.0
③ 研究成果の応用や実用化フェーズに入った 0 1 0.5
④ 外部資金が途絶えた、または、外部資金が減少した 0 0 0.0
⑤ 所属組織より措置される内部資金が減少した 0 1 0.5
⑥ 他の組織等との連携、共同研究が終了した 0 1 0.5
⑦ 中核となるメンバーが研究チーム・研究室から異動した 0 1 0.5
⑧ 支援スタッフが研究チーム・研究室から異動した 0 0 0.0
⑨ 最先端の機器や施設へのアクセスが困難となった 0 1 0.5
⑩ 職務時間内で研究以外への活動に割く時間が増加した 7 1 7.5
⑪ ライフステージ(育児・出産、介護等)の移行により、研究に割り当てる時間が減った 0 1 0.5
⑫ その他 1 1 1.5
部課長、教授クラス 回答者合計（人） 153 131
① 研究が一段落し、新たな研究の立ち上げ期に入った 9 15 1.1
② 異動により、新たに研究室・研究チームを立ち上げている 19 9 1.5
③ 研究成果の応用や実用化フェーズに入った 2 3 0.2
④ 外部資金が途絶えた、または、外部資金が減少した 11 11 1.1
⑤ 所属組織より措置される内部資金が減少した 2 13 0.6
⑥ 他の組織等との連携、共同研究が終了した 2 4 0.3
⑦ 中核となるメンバーが研究チーム・研究室から異動した 7 17 1.0
⑧ 支援スタッフが研究チーム・研究室から異動した 1 8 0.3
⑨ 最先端の機器や施設へのアクセスが困難となった 1 4 0.2
⑩ 職務時間内で研究以外への活動に割く時間が増加した 85 23 6.3






⑫ その他 14 17 1.5
主任研究員、准教授クラス 回答者合計（人） 189 177
① 研究が一段落し、新たな研究の立ち上げ期に入った 9 18 1.0
② 異動により、新たに研究室・研究チームを立ち上げている 15 11 1.1
③ 研究成果の応用や実用化フェーズに入った 3 8 0.4
④ 外部資金が途絶えた、または、外部資金が減少した 7 19 0.9
⑤ 所属組織より措置される内部資金が減少した 5 16 0.7
⑥ 他の組織等との連携、共同研究が終了した 1 3 0.1
⑦ 中核となるメンバーが研究チーム・研究室から異動した 5 14 0.6
⑧ 支援スタッフが研究チーム・研究室から異動した 2 5 0.2
⑨ 最先端の機器や施設へのアクセスが困難となった 2 4 0.2
⑩ 職務時間内で研究以外への活動に割く時間が増加した 118 35 7.2
⑪ ライフステージ(育児・出産、介護等)の移行により、研究に割り当てる時間が減った 13 21 1.2
⑫ その他 9 23 1.1
研究員、助教クラス 回答者合計（人） 93 87
① 研究が一段落し、新たな研究の立ち上げ期に入った 8 7 1.2
② 異動により、新たに研究室・研究チームを立ち上げている 9 5 1.2
③ 研究成果の応用や実用化フェーズに入った 0 4 0.2
④ 外部資金が途絶えた、または、外部資金が減少した 3 3 0.5
⑤ 所属組織より措置される内部資金が減少した 1 7 0.5
⑥ 他の組織等との連携、共同研究が終了した 0 1 0.1
⑦ 中核となるメンバーが研究チーム・研究室から異動した 1 5 0.4
⑧ 支援スタッフが研究チーム・研究室から異動した 0 5 0.3
⑨ 最先端の機器や施設へのアクセスが困難となった 2 5 0.5
⑩ 職務時間内で研究以外への活動に割く時間が増加した 49 22 6.5
⑪ ライフステージ(育児・出産、介護等)の移行により、研究に割り当てる時間が減った 8 11 1.5
⑫ その他 12 12 1.9
その他 回答者合計（人） 4 3
① 研究が一段落し、新たな研究の立ち上げ期に入った 0 0 0.0
② 異動により、新たに研究室・研究チームを立ち上げている 0 0 0.0
③ 研究成果の応用や実用化フェーズに入った 0 1 1.3
④ 外部資金が途絶えた、または、外部資金が減少した 0 0 0.0
⑤ 所属組織より措置される内部資金が減少した 0 0 0.0
⑥ 他の組織等との連携、共同研究が終了した 0 0 0.0
⑦ 中核となるメンバーが研究チーム・研究室から異動した 0 0 0.0
⑧ 支援スタッフが研究チーム・研究室から異動した 0 0 0.0
⑨ 最先端の機器や施設へのアクセスが困難となった 0 1 1.3
⑩ 職務時間内で研究以外への活動に割く時間が増加した 3 0 7.5
⑪ ライフステージ(育児・出産、介護等)の移行により、研究に割り当てる時間が減った 0 0 0.0
⑫ その他 1 1 3.8
雇用形態 任期あり 回答者合計（人） 127 117
① 研究が一段落し、新たな研究の立ち上げ期に入った 6 13 1.0
② 異動により、新たに研究室・研究チームを立ち上げている 17 9 1.7
③ 研究成果の応用や実用化フェーズに入った 1 6 0.3
④ 外部資金が途絶えた、または、外部資金が減少した 6 4 0.6
⑤ 所属組織より措置される内部資金が減少した 2 8 0.5
⑥ 他の組織等との連携、共同研究が終了した 4 0.2
⑦ 中核となるメンバーが研究チーム・研究室から異動した 2 11 0.6
⑧ 支援スタッフが研究チーム・研究室から異動した 1 8 0.4
⑨ 最先端の機器や施設へのアクセスが困難となった 1 4 0.2
⑩ 職務時間内で研究以外への活動に割く時間が増加した 68 23 6.3






⑫ その他 15 18 1.9
任期なし 回答者合計（人） 322 291
① 研究が一段落し、新たな研究の立ち上げ期に入った 22 29 1.1
② 異動により、新たに研究室・研究チームを立ち上げている 26 16 1.1
③ 研究成果の応用や実用化フェーズに入った 4 11 0.3
④ 外部資金が途絶えた、または、外部資金が減少した 15 29 0.9
⑤ 所属組織より措置される内部資金が減少した 6 29 0.6
⑥ 他の組織等との連携、共同研究が終了した 3 5 0.2
⑦ 中核となるメンバーが研究チーム・研究室から異動した 11 26 0.7
⑧ 支援スタッフが研究チーム・研究室から異動した 2 10 0.2
⑨ 最先端の機器や施設へのアクセスが困難となった 4 11 0.3
⑩ 職務時間内で研究以外への活動に割く時間が増加した 194 58 6.9
⑪ ライフステージ(育児・出産、介護等)の移行により、研究に割り当てる時間が減った 13 31 0.9
⑫ その他 22 36 1.2
現場研究者 回答者合計（人） 430 392
① 研究が一段落し、新たな研究の立ち上げ期に入った 26 38 1.0
② 異動により、新たに研究室・研究チームを立ち上げている 40 24 1.2
③ 研究成果の応用や実用化フェーズに入った 5 16 0.3
④ 外部資金が途絶えた、または、外部資金が減少した 21 33 0.9
⑤ 所属組織より措置される内部資金が減少した 8 37 0.6
⑥ 他の組織等との連携、共同研究が終了した 3 9 0.2
⑦ 中核となるメンバーが研究チーム・研究室から異動した 12 34 0.7
⑧ 支援スタッフが研究チーム・研究室から異動した 3 16 0.3
⑨ 最先端の機器や施設へのアクセスが困難となった 5 13 0.3
⑩ 職務時間内で研究以外への活動に割く時間が増加した 252 80 6.8
⑪ ライフステージ(育児・出産、介護等)の移行により、研究に割り当てる時間が減った 21 39 0.9
⑫ その他 34 53 1.4
大規模PJの研究責任者 回答者合計（人） 19 16
① 研究が一段落し、新たな研究の立ち上げ期に入った 2 4 2.1
② 異動により、新たに研究室・研究チームを立ち上げている 3 1 1.8
③ 研究成果の応用や実用化フェーズに入った 0 1 0.3
④ 外部資金が途絶えた、または、外部資金が減少した 0 0 0.0
⑤ 所属組織より措置される内部資金が減少した 0 0 0.0
⑥ 他の組織等との連携、共同研究が終了した 0 0 0.0
⑦ 中核となるメンバーが研究チーム・研究室から異動した 1 3 1.3
⑧ 支援スタッフが研究チーム・研究室から異動した 0 2 0.5
⑨ 最先端の機器や施設へのアクセスが困難となった 0 2 0.5
⑩ 職務時間内で研究以外への活動に割く時間が増加した 10 1 5.5
⑪ ライフステージ(育児・出産、介護等)の移行により、研究に割り当てる時間が減った 0 1 0.3
⑫ その他 3 1 1.8
大学種別 国立大学等 回答者合計（人） 242 223
① 研究が一段落し、新たな研究の立ち上げ期に入った 17 21 1.1
② 異動により、新たに研究室・研究チームを立ち上げている 24 14 1.3
③ 研究成果の応用や実用化フェーズに入った 4 5 0.3
④ 外部資金が途絶えた、または、外部資金が減少した 20 20 1.2
⑤ 所属組織より措置される内部資金が減少した 5 24 0.7
⑥ 他の組織等との連携、共同研究が終了した 1 2 0.1
⑦ 中核となるメンバーが研究チーム・研究室から異動した 10 22 0.9
⑧ 支援スタッフが研究チーム・研究室から異動した 2 8 0.2
⑨ 最先端の機器や施設へのアクセスが困難となった 3 10 0.3
⑩ 職務時間内で研究以外への活動に割く時間が増加した 125 48 6.2






⑫ その他 20 28 1.4
公立大学 回答者合計（人） 27 27
① 研究が一段落し、新たな研究の立ち上げ期に入った 3 1 1.3
② 異動により、新たに研究室・研究チームを立ち上げている 1 2 0.7
③ 研究成果の応用や実用化フェーズに入った 0 2 0.4
④ 外部資金が途絶えた、または、外部資金が減少した 1 1 0.6
⑤ 所属組織より措置される内部資金が減少した 0 1 0.2
⑥ 他の組織等との連携、共同研究が終了した 1 2 0.7
⑦ 中核となるメンバーが研究チーム・研究室から異動した 1 2 0.7
⑧ 支援スタッフが研究チーム・研究室から異動した 0 2 0.4
⑨ 最先端の機器や施設へのアクセスが困難となった 0 0 0.0
⑩ 職務時間内で研究以外への活動に割く時間が増加した 16 8 7.4
⑪ ライフステージ(育児・出産、介護等)の移行により、研究に割り当てる時間が減った 3 5 2.0
⑫ その他 1 1 0.6
私立大学 回答者合計（人） 94 84
① 研究が一段落し、新たな研究の立ち上げ期に入った 3 10 0.9
② 異動により、新たに研究室・研究チームを立ち上げている 11 5 1.4
③ 研究成果の応用や実用化フェーズに入った 0 3 0.2
④ 外部資金が途絶えた、または、外部資金が減少した 0 10 0.5
⑤ 所属組織より措置される内部資金が減少した 1 4 0.3
⑥ 他の組織等との連携、共同研究が終了した 1 2 0.2
⑦ 中核となるメンバーが研究チーム・研究室から異動した 2 7 0.6
⑧ 支援スタッフが研究チーム・研究室から異動した 1 6 0.4
⑨ 最先端の機器や施設へのアクセスが困難となった 0 4 0.2
⑩ 職務時間内で研究以外への活動に割く時間が増加した 65 13 7.6
⑪ ライフステージ(育児・出産、介護等)の移行により、研究に割り当てる時間が減った 4 8 0.9
⑫ その他 6 12 1.3
大学グループ 第1グループ 回答者合計（人） 57 52
① 研究が一段落し、新たな研究の立ち上げ期に入った 7 6 1.8
② 異動により、新たに研究室・研究チームを立ち上げている 6 6 1.6
③ 研究成果の応用や実用化フェーズに入った 1 2 0.4
④ 外部資金が途絶えた、または、外部資金が減少した 7 2 1.4
⑤ 所属組織より措置される内部資金が減少した 1 3 0.4
⑥ 他の組織等との連携、共同研究が終了した 0.0
⑦ 中核となるメンバーが研究チーム・研究室から異動した 4 6 1.2
⑧ 支援スタッフが研究チーム・研究室から異動した 1 3 0.4
⑨ 最先端の機器や施設へのアクセスが困難となった 1 2 0.4
⑩ 職務時間内で研究以外への活動に割く時間が増加した 25 14 5.6
⑪ ライフステージ(育児・出産、介護等)の移行により、研究に割り当てる時間が減った 1 3 0.4
⑫ その他 3 5 1.0
第2グループ 回答者合計（人） 85 78
① 研究が一段落し、新たな研究の立ち上げ期に入った 5 7 1.0
② 異動により、新たに研究室・研究チームを立ち上げている 4 2 0.6
③ 研究成果の応用や実用化フェーズに入った 2 2 0.4
④ 外部資金が途絶えた、または、外部資金が減少した 7 8 1.3
⑤ 所属組織より措置される内部資金が減少した 2 8 0.7
⑥ 他の組織等との連携、共同研究が終了した 1 0.1
⑦ 中核となるメンバーが研究チーム・研究室から異動した 5 10 1.2
⑧ 支援スタッフが研究チーム・研究室から異動した 1 0.1
⑨ 最先端の機器や施設へのアクセスが困難となった 2 0.1
⑩ 職務時間内で研究以外への活動に割く時間が増加した 46 14 6.2






⑫ その他 9 14 1.9
第3グループ 回答者合計（人） 93 84
① 研究が一段落し、新たな研究の立ち上げ期に入った 5 5 0.8
② 異動により、新たに研究室・研究チームを立ち上げている 10 4 1.3
③ 研究成果の応用や実用化フェーズに入った 3 0.2
④ 外部資金が途絶えた、または、外部資金が減少した 6 10 1.2
⑤ 所属組織より措置される内部資金が減少した 1 11 0.7
⑥ 他の組織等との連携、共同研究が終了した 1 2 0.2
⑦ 中核となるメンバーが研究チーム・研究室から異動した 2 6 0.5
⑧ 支援スタッフが研究チーム・研究室から異動した 1 6 0.4
⑨ 最先端の機器や施設へのアクセスが困難となった 1 2 0.2
⑩ 職務時間内で研究以外への活動に割く時間が増加した 54 16 6.7
⑪ ライフステージ(育児・出産、介護等)の移行により、研究に割り当てる時間が減った 5 10 1.1
⑫ その他 7 9 1.2
第4グループ 回答者合計（人） 124 116
① 研究が一段落し、新たな研究の立ち上げ期に入った 6 14 1.0
② 異動により、新たに研究室・研究チームを立ち上げている 16 9 1.7
③ 研究成果の応用や実用化フェーズに入った 1 3 0.2
④ 外部資金が途絶えた、または、外部資金が減少した 1 11 0.5
⑤ 所属組織より措置される内部資金が減少した 2 6 0.4
⑥ 他の組織等との連携、共同研究が終了した 2 3 0.3
⑦ 中核となるメンバーが研究チーム・研究室から異動した 2 8 0.5
⑧ 支援スタッフが研究チーム・研究室から異動した 1 6 0.3
⑨ 最先端の機器や施設へのアクセスが困難となった 1 8 0.4
⑩ 職務時間内で研究以外への活動に割く時間が増加した 77 25 7.2
⑪ ライフステージ(育児・出産、介護等)の移行により、研究に割り当てる時間が減った 7 11 1.0
⑫ その他 8 12 1.1
大学部局
理学 回答者合計（人） 65 60
分野 ① 研究が一段落し、新たな研究の立ち上げ期に入った 3 7 1.0
② 異動により、新たに研究室・研究チームを立ち上げている 11 3 1.9
③ 研究成果の応用や実用化フェーズに入った 1 0.2
④ 外部資金が途絶えた、または、外部資金が減少した 4 6 1.1
⑤ 所属組織より措置される内部資金が減少した 8 0.6
⑥ 他の組織等との連携、共同研究が終了した 1 0.1
⑦ 中核となるメンバーが研究チーム・研究室から異動した 1 5 0.5
⑧ 支援スタッフが研究チーム・研究室から異動した 2 0.2
⑨ 最先端の機器や施設へのアクセスが困難となった 3 0.2
⑩ 職務時間内で研究以外への活動に割く時間が増加した 39 14 7.1
⑪ ライフステージ(育児・出産、介護等)の移行により、研究に割り当てる時間が減った 2 7 0.8
⑫ その他 4 4 0.9
工学 回答者合計（人） 127 112
① 研究が一段落し、新たな研究の立ち上げ期に入った 11 9 1.2
② 異動により、新たに研究室・研究チームを立ち上げている 9 9 1.1
③ 研究成果の応用や実用化フェーズに入った 2 4 0.3
④ 外部資金が途絶えた、または、外部資金が減少した 6 14 1.0
⑤ 所属組織より措置される内部資金が減少した 3 7 0.5
⑥ 他の組織等との連携、共同研究が終了した 3 0.2
⑦ 中核となるメンバーが研究チーム・研究室から異動した 6 10 0.9
⑧ 支援スタッフが研究チーム・研究室から異動した 2 6 0.4
⑨ 最先端の機器や施設へのアクセスが困難となった 2 5 0.4
⑩ 職務時間内で研究以外への活動に割く時間が増加した 68 23 6.3






⑫ その他 12 14 1.5
農学 回答者合計（人） 52 51
① 研究が一段落し、新たな研究の立ち上げ期に入った 1 5 0.7
② 異動により、新たに研究室・研究チームを立ち上げている 4 1 0.9
③ 研究成果の応用や実用化フェーズに入った 1 2 0.4
④ 外部資金が途絶えた、または、外部資金が減少した 3 3 0.9
⑤ 所属組織より措置される内部資金が減少した 6 0.6
⑥ 他の組織等との連携、共同研究が終了した 2 0.2
⑦ 中核となるメンバーが研究チーム・研究室から異動した 4 0.4
⑧ 支援スタッフが研究チーム・研究室から異動した 1 0.1
⑨ 最先端の機器や施設へのアクセスが困難となった 3 0.3
⑩ 職務時間内で研究以外への活動に割く時間が増加した 38 10 8.3
⑪ ライフステージ(育児・出産、介護等)の移行により、研究に割り当てる時間が減った 4 5 1.3
⑫ その他 1 9 1.1
保健 回答者合計（人） 103 96
① 研究が一段落し、新たな研究の立ち上げ期に入った 7 8 1.1
② 異動により、新たに研究室・研究チームを立ち上げている 10 7 1.3
③ 研究成果の応用や実用化フェーズに入った 0 4 0.2
④ 外部資金が途絶えた、または、外部資金が減少した 8 8 1.2
⑤ 所属組織より措置される内部資金が減少した 3 7 0.6
⑥ 他の組織等との連携、共同研究が終了した 0 3 0.1
⑦ 中核となるメンバーが研究チーム・研究室から異動した 5 10 1.0
⑧ 支援スタッフが研究チーム・研究室から異動した 1 5 0.3
⑨ 最先端の機器や施設へのアクセスが困難となった 1 2 0.2
⑩ 職務時間内で研究以外への活動に割く時間が増加した 51 21 6.0
⑪ ライフステージ(育児・出産、介護等)の移行により、研究に割り当てる時間が減った 9 9 1.3
⑫ その他 8 12 1.4
産学官
あり(過去3年間) 回答者合計（人） 223 200
連携活動 ① 研究が一段落し、新たな研究の立ち上げ期に入った 15 19 1.1
② 異動により、新たに研究室・研究チームを立ち上げている 18 10 1.0
③ 研究成果の応用や実用化フェーズに入った 4 11 0.4
④ 外部資金が途絶えた、または、外部資金が減少した 12 18 0.9
⑤ 所属組織より措置される内部資金が減少した 4 19 0.6
⑥ 他の組織等との連携、共同研究が終了した 2 6 0.2
⑦ 中核となるメンバーが研究チーム・研究室から異動した 8 18 0.8
⑧ 支援スタッフが研究チーム・研究室から異動した 9 0.2
⑨ 最先端の機器や施設へのアクセスが困難となった 2 6 0.2
⑩ 職務時間内で研究以外への活動に割く時間が増加した 132 40 6.8
⑪ ライフステージ(育児・出産、介護等)の移行により、研究に割り当てる時間が減った 3 19 0.6
⑫ その他 23 25 1.6
なし 回答者合計（人） 226 208
① 研究が一段落し、新たな研究の立ち上げ期に入った 13 23 1.1
② 異動により、新たに研究室・研究チームを立ち上げている 25 15 1.4
③ 研究成果の応用や実用化フェーズに入った 1 6 0.2
④ 外部資金が途絶えた、または、外部資金が減少した 9 15 0.7
⑤ 所属組織より措置される内部資金が減少した 4 18 0.6
⑥ 他の組織等との連携、共同研究が終了した 1 3 0.1
⑦ 中核となるメンバーが研究チーム・研究室から異動した 5 19 0.6
⑧ 支援スタッフが研究チーム・研究室から異動した 3 9 0.3
⑨ 最先端の機器や施設へのアクセスが困難となった 3 9 0.3
⑩ 職務時間内で研究以外への活動に割く時間が増加した 130 41 6.7






⑫ その他 14 29 1.3
回答者合計（人） 449 408
① 研究が一段落し、新たな研究の立ち上げ期に入った 28 42 1.1
② 異動により、新たに研究室・研究チームを立ち上げている 43 25 1.2
③ 研究成果の応用や実用化フェーズに入った 5 17 0.3
④ 外部資金が途絶えた、または、外部資金が減少した 21 33 0.8
⑤ 所属組織より措置される内部資金が減少した 8 37 0.6
⑥ 他の組織等との連携、共同研究が終了した 3 9 0.2
⑦ 中核となるメンバーが研究チーム・研究室から異動した 13 37 0.7
⑧ 支援スタッフが研究チーム・研究室から異動した 3 18 0.3
⑨ 最先端の機器や施設へのアクセスが困難となった 5 15 0.3
⑩ 職務時間内で研究以外への活動に割く時間が増加した 262 81 6.7
⑪ ライフステージ(育児・出産、介護等)の移行により、研究に割り当てる時間が減った 21 40 0.9
















回答者グループ 大学・公的研究機関グループ 回答者合計（人） 210 200
① 自らの意思で研究以外の職務に自らのエフォートを割いている 25 27 1.8
② 組織からの要求で組織マネジメントに自らのエフォートを割いている 80 23 4.4
③ 組織からの要求で教育に自らのエフォートを割いている 32 26 2.1
④ 組織からの要求で社会貢献（産学官連携、地域貢献）に自らのエフォートを割いている 12 14 0.9
⑤ 研究を実施するための研究資金が確保できない 14 19 1.1
⑥ 研究を実施するためのメンバー（学生）が確保できない 24 32 1.9
⑦ 研究を実施するためのメンバー（ポスドク）が確保できない 12 27 1.2
⑧ 連携、共同研究の相手が確保できない 0 6 0.1
⑨ 最先端の機器や施設へのアクセスが確保できない 2 6 0.2
⑩ その他 9 20 0.9
大学等 回答者合計（人） 162 154
① 自らの意思で研究以外の職務に自らのエフォートを割いている 20 19 1.8
② 組織からの要求で組織マネジメントに自らのエフォートを割いている 52 16 3.7
③ 組織からの要求で教育に自らのエフォートを割いている 30 25 2.6
④ 組織からの要求で社会貢献（産学官連携、地域貢献）に自らのエフォートを割いている 7 10 0.7
⑤ 研究を実施するための研究資金が確保できない 11 14 1.1
⑥ 研究を実施するためのメンバー（学生）が確保できない 24 29 2.4
⑦ 研究を実施するためのメンバー（ポスドク）が確保できない 7 19 1.0
⑧ 連携、共同研究の相手が確保できない 0 3 0.1
⑨ 最先端の機器や施設へのアクセスが確保できない 2 6 0.3
⑩ その他 9 13 1.0
公的研究機関 回答者合計（人） 48 46
① 自らの意思で研究以外の職務に自らのエフォートを割いている 5 8 1.9
② 組織からの要求で組織マネジメントに自らのエフォートを割いている 28 7 6.6
③ 組織からの要求で教育に自らのエフォートを割いている 2 1 0.5
④ 組織からの要求で社会貢献（産学官連携、地域貢献）に自らのエフォートを割いている 5 4 1.5
⑤ 研究を実施するための研究資金が確保できない 3 5 1.1
⑥ 研究を実施するためのメンバー（学生）が確保できない 0 3 0.3
⑦ 研究を実施するためのメンバー（ポスドク）が確保できない 5 8 1.9
⑧ 連携、共同研究の相手が確保できない 0 3 0.3
⑨ 最先端の機器や施設へのアクセスが確保できない 0 0 0.0
⑩ その他 0 7 0.7
性別 男性 回答者合計（人） 186 180
① 自らの意思で研究以外の職務に自らのエフォートを割いている 23 26 1.9
② 組織からの要求で組織マネジメントに自らのエフォートを割いている 72 20 4.4
③ 組織からの要求で教育に自らのエフォートを割いている 28 24 2.2
④ 組織からの要求で社会貢献（産学官連携、地域貢献）に自らのエフォートを割いている 11 11 0.9




















⑥ 研究を実施するためのメンバー（学生）が確保できない 20 29 1.9
⑦ 研究を実施するためのメンバー（ポスドク）が確保できない 9 25 1.2
⑧ 連携、共同研究の相手が確保できない 0 5 0.1
⑨ 最先端の機器や施設へのアクセスが確保できない 2 5 0.2
⑩ その他 8 17 0.9
女性 回答者合計（人） 24 20
① 自らの意思で研究以外の職務に自らのエフォートを割いている 2 1 1.0
② 組織からの要求で組織マネジメントに自らのエフォートを割いている 8 3 4.0
③ 組織からの要求で教育に自らのエフォートを割いている 4 2 2.1
④ 組織からの要求で社会貢献（産学官連携、地域貢献）に自らのエフォートを割いている 1 3 1.0
⑤ 研究を実施するための研究資金が確保できない 1 1 0.6
⑥ 研究を実施するためのメンバー（学生）が確保できない 4 3 2.3
⑦ 研究を実施するためのメンバー（ポスドク）が確保できない 3 2 1.7
⑧ 連携、共同研究の相手が確保できない 0 1 0.2
⑨ 最先端の機器や施設へのアクセスが確保できない 0 1 0.2
⑩ その他 1 3 1.0
職位 社長・役員、学長等クラス 回答者合計（人） 3 3
① 自らの意思で研究以外の職務に自らのエフォートを割いている 0 1 1.7
② 組織からの要求で組織マネジメントに自らのエフォートを割いている 3 0 10.0
③ 組織からの要求で教育に自らのエフォートを割いている 0 0 0.0
④ 組織からの要求で社会貢献（産学官連携、地域貢献）に自らのエフォートを割いている 0 0 0.0
⑤ 研究を実施するための研究資金が確保できない 0 0 0.0
⑥ 研究を実施するためのメンバー（学生）が確保できない 0 1 1.7
⑦ 研究を実施するためのメンバー（ポスドク）が確保できない 0 0 0.0
⑧ 連携、共同研究の相手が確保できない 0 1 1.7
⑨ 最先端の機器や施設へのアクセスが確保できない 0 0 0.0
⑩ その他 0 0 0.0
部課長、教授クラス 回答者合計（人） 69 66
① 自らの意思で研究以外の職務に自らのエフォートを割いている 4 10 1.3
② 組織からの要求で組織マネジメントに自らのエフォートを割いている 39 6 6.1
③ 組織からの要求で教育に自らのエフォートを割いている 5 7 1.2
④ 組織からの要求で社会貢献（産学官連携、地域貢献）に自らのエフォートを割いている 2 8 0.9
⑤ 研究を実施するための研究資金が確保できない 2 5 0.7
⑥ 研究を実施するためのメンバー（学生）が確保できない 8 9 1.8
⑦ 研究を実施するためのメンバー（ポスドク）が確保できない 5 13 1.7
⑧ 連携、共同研究の相手が確保できない 0 2 0.1
⑨ 最先端の機器や施設へのアクセスが確保できない 1 1 0.2
⑩ その他 3 5 0.8
主任研究員、准教授クラス 回答者合計（人） 80 75
① 自らの意思で研究以外の職務に自らのエフォートを割いている 11 5 1.7
② 組織からの要求で組織マネジメントに自らのエフォートを割いている 28 11 4.2
③ 組織からの要求で教育に自らのエフォートを割いている 10 15 2.2
④ 組織からの要求で社会貢献（産学官連携、地域貢献）に自らのエフォートを割いている 8 3 1.2
⑤ 研究を実施するための研究資金が確保できない 7 6 1.3
⑥ 研究を実施するためのメンバー（学生）が確保できない 7 11 1.6
⑦ 研究を実施するためのメンバー（ポスドク）が確保できない 5 10 1.3
⑧ 連携、共同研究の相手が確保できない 0 3 0.2
⑨ 最先端の機器や施設へのアクセスが確保できない 0 2 0.1
⑩ その他 4 9 1.1
研究員、助教クラス 回答者合計（人） 57 55
① 自らの意思で研究以外の職務に自らのエフォートを割いている 10 11 2.7






③ 組織からの要求で教育に自らのエフォートを割いている 16 4 3.2
④ 組織からの要求で社会貢献（産学官連携、地域貢献）に自らのエフォートを割いている 2 3 0.6
⑤ 研究を実施するための研究資金が確保できない 5 8 1.6
⑥ 研究を実施するためのメンバー（学生）が確保できない 9 10 2.5
⑦ 研究を実施するためのメンバー（ポスドク）が確保できない 2 4 0.7
⑧ 連携、共同研究の相手が確保できない 0 0 0.0
⑨ 最先端の機器や施設へのアクセスが確保できない 1 3 0.4
⑩ その他 2 6 0.9
その他 回答者合計（人） 1 1
① 自らの意思で研究以外の職務に自らのエフォートを割いている 0 0 0.0
② 組織からの要求で組織マネジメントに自らのエフォートを割いている 0 0 0.0
③ 組織からの要求で教育に自らのエフォートを割いている 1 0 10.0
④ 組織からの要求で社会貢献（産学官連携、地域貢献）に自らのエフォートを割いている 0 0 0.0
⑤ 研究を実施するための研究資金が確保できない 0 0 0.0
⑥ 研究を実施するためのメンバー（学生）が確保できない 0 1 5.0
⑦ 研究を実施するためのメンバー（ポスドク）が確保できない 0 0 0.0
⑧ 連携、共同研究の相手が確保できない 0 0 0.0
⑨ 最先端の機器や施設へのアクセスが確保できない 0 0 0.0
⑩ その他 0 0 0.0
雇用形態 任期あり 回答者合計（人） 51 49
① 自らの意思で研究以外の職務に自らのエフォートを割いている 10 6 2.5
② 組織からの要求で組織マネジメントに自らのエフォートを割いている 8 8 2.4
③ 組織からの要求で教育に自らのエフォートを割いている 9 5 2.3
④ 組織からの要求で社会貢献（産学官連携、地域貢献）に自らのエフォートを割いている 4 1 0.9
⑤ 研究を実施するための研究資金が確保できない 2 5 0.9
⑥ 研究を実施するためのメンバー（学生）が確保できない 12 8 3.1
⑦ 研究を実施するためのメンバー（ポスドク）が確保できない 2 6 1.0
⑧ 連携、共同研究の相手が確保できない 2 0.2
⑨ 最先端の機器や施設へのアクセスが確保できない 1 2 0.4
⑩ その他 3 6 1.2
任期なし 回答者合計（人） 159 151
① 自らの意思で研究以外の職務に自らのエフォートを割いている 15 21 1.6
② 組織からの要求で組織マネジメントに自らのエフォートを割いている 72 15 5.0
③ 組織からの要求で教育に自らのエフォートを割いている 23 21 2.1
④ 組織からの要求で社会貢献（産学官連携、地域貢献）に自らのエフォートを割いている 8 13 0.9
⑤ 研究を実施するための研究資金が確保できない 12 14 1.2
⑥ 研究を実施するためのメンバー（学生）が確保できない 12 24 1.5
⑦ 研究を実施するためのメンバー（ポスドク）が確保できない 10 21 1.3
⑧ 連携、共同研究の相手が確保できない 4 0.1
⑨ 最先端の機器や施設へのアクセスが確保できない 1 4 0.2
⑩ その他 6 14 0.8
現場研究者 回答者合計（人） 199 189
① 自らの意思で研究以外の職務に自らのエフォートを割いている 25 25 1.9
② 組織からの要求で組織マネジメントに自らのエフォートを割いている 75 22 4.3
③ 組織からの要求で教育に自らのエフォートを割いている 30 24 2.1
④ 組織からの要求で社会貢献（産学官連携、地域貢献）に自らのエフォートを割いている 11 14 0.9
⑤ 研究を実施するための研究資金が確保できない 14 19 1.2
⑥ 研究を実施するためのメンバー（学生）が確保できない 22 32 1.9
⑦ 研究を実施するためのメンバー（ポスドク）が確保できない 11 23 1.1
⑧ 連携、共同研究の相手が確保できない 0 6 0.2
⑨ 最先端の機器や施設へのアクセスが確保できない 2 6 0.3






大規模PJの研究責任者 回答者合計（人） 11 11
① 自らの意思で研究以外の職務に自らのエフォートを割いている 0 2 0.9
② 組織からの要求で組織マネジメントに自らのエフォートを割いている 5 1 5.0
③ 組織からの要求で教育に自らのエフォートを割いている 2 2 2.7
④ 組織からの要求で社会貢献（産学官連携、地域貢献）に自らのエフォートを割いている 1 0 0.9
⑤ 研究を実施するための研究資金が確保できない 0 0 0.0
⑥ 研究を実施するためのメンバー（学生）が確保できない 2 0 1.8
⑦ 研究を実施するためのメンバー（ポスドク）が確保できない 1 4 2.7
⑧ 連携、共同研究の相手が確保できない 0 0 0.0
⑨ 最先端の機器や施設へのアクセスが確保できない 0 0 0.0
⑩ その他 0 2 0.9
大学種別 国立大学等 回答者合計（人） 98 91
① 自らの意思で研究以外の職務に自らのエフォートを割いている 14 11 2.0
② 組織からの要求で組織マネジメントに自らのエフォートを割いている 33 8 3.8
③ 組織からの要求で教育に自らのエフォートを割いている 12 15 2.0
④ 組織からの要求で社会貢献（産学官連携、地域貢献）に自らのエフォートを割いている 6 3 0.8
⑤ 研究を実施するための研究資金が確保できない 3 9 0.8
⑥ 研究を実施するためのメンバー（学生）が確保できない 14 16 2.2
⑦ 研究を実施するためのメンバー（ポスドク）が確保できない 6 15 1.4
⑧ 連携、共同研究の相手が確保できない 0 1 0.1
⑨ 最先端の機器や施設へのアクセスが確保できない 1 2 0.2
⑩ その他 9 11 1.5
公立大学 回答者合計（人） 10 10
① 自らの意思で研究以外の職務に自らのエフォートを割いている 1 1 1.5
② 組織からの要求で組織マネジメントに自らのエフォートを割いている 1 1 1.5
③ 組織からの要求で教育に自らのエフォートを割いている 4 0 4.0
④ 組織からの要求で社会貢献（産学官連携、地域貢献）に自らのエフォートを割いている 0 4 2.0
⑤ 研究を実施するための研究資金が確保できない 3 0 3.0
⑥ 研究を実施するためのメンバー（学生）が確保できない 1 2 2.0
⑦ 研究を実施するためのメンバー（ポスドク）が確保できない 0 0 0.0
⑧ 連携、共同研究の相手が確保できない 0 0 0.0
⑨ 最先端の機器や施設へのアクセスが確保できない 0 1 0.5
⑩ その他 0 1 0.5
私立大学 回答者合計（人） 54 53
① 自らの意思で研究以外の職務に自らのエフォートを割いている 5 7 1.6
② 組織からの要求で組織マネジメントに自らのエフォートを割いている 18 7 4.0
③ 組織からの要求で教育に自らのエフォートを割いている 14 10 3.5
④ 組織からの要求で社会貢献（産学官連携、地域貢献）に自らのエフォートを割いている 1 3 0.5
⑤ 研究を実施するための研究資金が確保できない 5 5 1.4
⑥ 研究を実施するためのメンバー（学生）が確保できない 9 11 2.7
⑦ 研究を実施するためのメンバー（ポスドク）が確保できない 1 4 0.6
⑧ 連携、共同研究の相手が確保できない 0 2 0.2
⑨ 最先端の機器や施設へのアクセスが確保できない 1 3 0.5
⑩ その他 0 1 0.1
大学グループ 第1グループ 回答者合計（人） 24 22
① 自らの意思で研究以外の職務に自らのエフォートを割いている 4 3 2.3
② 組織からの要求で組織マネジメントに自らのエフォートを割いている 10 5 5.2
③ 組織からの要求で教育に自らのエフォートを割いている 3 4 2.1
④ 組織からの要求で社会貢献（産学官連携、地域貢献）に自らのエフォートを割いている 1 0.4
⑤ 研究を実施するための研究資金が確保できない 1 2 0.8
⑥ 研究を実施するためのメンバー（学生）が確保できない 3 3 1.9








⑩ その他 2 2 1.3
第2グループ 回答者合計（人） 31 28
① 自らの意思で研究以外の職務に自らのエフォートを割いている 2 5 1.5
② 組織からの要求で組織マネジメントに自らのエフォートを割いている 11 2 3.9
③ 組織からの要求で教育に自らのエフォートを割いている 5 4 2.3
④ 組織からの要求で社会貢献（産学官連携、地域貢献）に自らのエフォートを割いている 2 0.3
⑤ 研究を実施するための研究資金が確保できない 2 1 0.8
⑥ 研究を実施するためのメンバー（学生）が確保できない 5 6 2.6
⑦ 研究を実施するためのメンバー（ポスドク）が確保できない 2 4 1.3
⑧ 連携、共同研究の相手が確保できない 2 0.3
⑨ 最先端の機器や施設へのアクセスが確保できない 0.0
⑩ その他 4 2 1.6
第3グループ 回答者合計（人） 43 40
① 自らの意思で研究以外の職務に自らのエフォートを割いている 9 4 2.6
② 組織からの要求で組織マネジメントに自らのエフォートを割いている 9 2 2.3
③ 組織からの要求で教育に自らのエフォートを割いている 7 5 2.2
④ 組織からの要求で社会貢献（産学官連携、地域貢献）に自らのエフォートを割いている 2 3 0.8
⑤ 研究を実施するための研究資金が確保できない 3 3 1.0
⑥ 研究を実施するためのメンバー（学生）が確保できない 5 8 2.1
⑦ 研究を実施するためのメンバー（ポスドク）が確保できない 3 7 1.5
⑧ 連携、共同研究の相手が確保できない 0.0
⑨ 最先端の機器や施設へのアクセスが確保できない 2 4 0.9
⑩ その他 3 4 1.2
第4グループ 回答者合計（人） 59 59
① 自らの意思で研究以外の職務に自らのエフォートを割いている 4 7 1.3
② 組織からの要求で組織マネジメントに自らのエフォートを割いている 21 7 4.2
③ 組織からの要求で教育に自らのエフォートを割いている 14 12 3.4
④ 組織からの要求で社会貢献（産学官連携、地域貢献）に自らのエフォートを割いている 3 4 0.8
⑤ 研究を実施するための研究資金が確保できない 5 7 1.4
⑥ 研究を実施するためのメンバー（学生）が確保できない 10 10 2.5
⑦ 研究を実施するためのメンバー（ポスドク）が確保できない 2 5 0.8
⑧ 連携、共同研究の相手が確保できない 0 1 0.1
⑨ 最先端の機器や施設へのアクセスが確保できない 0 2 0.2
⑩ その他 0 4 0.3
大学部局
理学 回答者合計（人） 19 17
分野 ① 自らの意思で研究以外の職務に自らのエフォートを割いている 4 1.1
② 組織からの要求で組織マネジメントに自らのエフォートを割いている 8 4.2
③ 組織からの要求で教育に自らのエフォートを割いている 2 1 1.3
④ 組織からの要求で社会貢献（産学官連携、地域貢献）に自らのエフォートを割いている 2 0.5
⑤ 研究を実施するための研究資金が確保できない 2 1 1.3
⑥ 研究を実施するためのメンバー（学生）が確保できない 3 3 2.4
⑦ 研究を実施するためのメンバー（ポスドク）が確保できない 1 2 1.1
⑧ 連携、共同研究の相手が確保できない 0.0
⑨ 最先端の機器や施設へのアクセスが確保できない 0.0
⑩ その他 3 4 2.6
工学 回答者合計（人） 53 50
① 自らの意思で研究以外の職務に自らのエフォートを割いている 6 7 1.8
② 組織からの要求で組織マネジメントに自らのエフォートを割いている 16 7 3.7
③ 組織からの要求で教育に自らのエフォートを割いている 12 7 2.9






⑤ 研究を実施するための研究資金が確保できない 4 3 1.0
⑥ 研究を実施するためのメンバー（学生）が確保できない 8 11 2.5
⑦ 研究を実施するためのメンバー（ポスドク）が確保できない 1 2 0.4
⑧ 連携、共同研究の相手が確保できない 2 0.2
⑨ 最先端の機器や施設へのアクセスが確保できない 2 0.2
⑩ その他 2 5 0.8
農学 回答者合計（人） 23 22
① 自らの意思で研究以外の職務に自らのエフォートを割いている 4 2 2.2
② 組織からの要求で組織マネジメントに自らのエフォートを割いている 9 2 4.3
③ 組織からの要求で教育に自らのエフォートを割いている 2 8 2.6
④ 組織からの要求で社会貢献（産学官連携、地域貢献）に自らのエフォートを割いている 1 0.2
⑤ 研究を実施するための研究資金が確保できない 1 2 0.9
⑥ 研究を実施するためのメンバー（学生）が確保できない 4 3 2.4
⑦ 研究を実施するためのメンバー（ポスドク）が確保できない 2 3 1.5
⑧ 連携、共同研究の相手が確保できない 0.0
⑨ 最先端の機器や施設へのアクセスが確保できない 1 1 0.7
⑩ その他 0.0
保健 回答者合計（人） 54 52
① 自らの意思で研究以外の職務に自らのエフォートを割いている 9 4 2.0
② 組織からの要求で組織マネジメントに自らのエフォートを割いている 16 6 3.5
③ 組織からの要求で教育に自らのエフォートを割いている 11 7 2.7
④ 組織からの要求で社会貢献（産学官連携、地域貢献）に自らのエフォートを割いている 1 2 0.4
⑤ 研究を実施するための研究資金が確保できない 4 7 1.4
⑥ 研究を実施するためのメンバー（学生）が確保できない 6 10 2.0
⑦ 研究を実施するためのメンバー（ポスドク）が確保できない 2 9 1.2
⑧ 連携、共同研究の相手が確保できない 0 1 0.1
⑨ 最先端の機器や施設へのアクセスが確保できない 1 3 0.5
⑩ その他 4 3 1.0
産学官
あり(過去3年間) 回答者合計（人） 102 97
連携活動 ① 自らの意思で研究以外の職務に自らのエフォートを割いている 9 15 1.6
② 組織からの要求で組織マネジメントに自らのエフォートを割いている 43 13 4.9
③ 組織からの要求で教育に自らのエフォートを割いている 10 13 1.6
④ 組織からの要求で社会貢献（産学官連携、地域貢献）に自らのエフォートを割いている 8 11 1.3
⑤ 研究を実施するための研究資金が確保できない 6 7 0.9
⑥ 研究を実施するためのメンバー（学生）が確保できない 13 10 1.8
⑦ 研究を実施するためのメンバー（ポスドク）が確保できない 7 13 1.3
⑧ 連携、共同研究の相手が確保できない 4 0.2
⑨ 最先端の機器や施設へのアクセスが確保できない 1 2 0.2
⑩ その他 5 9 0.9
なし 回答者合計（人） 108 103
① 自らの意思で研究以外の職務に自らのエフォートを割いている 16 12 2.0
② 組織からの要求で組織マネジメントに自らのエフォートを割いている 37 10 3.9
③ 組織からの要求で教育に自らのエフォートを割いている 22 13 2.6
④ 組織からの要求で社会貢献（産学官連携、地域貢献）に自らのエフォートを割いている 4 3 0.5
⑤ 研究を実施するための研究資金が確保できない 8 12 1.3
⑥ 研究を実施するためのメンバー（学生）が確保できない 11 22 2.0
⑦ 研究を実施するためのメンバー（ポスドク）が確保できない 5 14 1.1
⑧ 連携、共同研究の相手が確保できない 2 0.1
⑨ 最先端の機器や施設へのアクセスが確保できない 1 4 0.3
⑩ その他 4 11 0.9
回答者合計（人） 210 200







② 組織からの要求で組織マネジメントに自らのエフォートを割いている 80 23 4.4
③ 組織からの要求で教育に自らのエフォートを割いている 32 26 2.1
④ 組織からの要求で社会貢献（産学官連携、地域貢献）に自らのエフォートを割いている 12 14 0.9
⑤ 研究を実施するための研究資金が確保できない 14 19 1.1
⑥ 研究を実施するためのメンバー（学生）が確保できない 24 32 1.9
⑦ 研究を実施するためのメンバー（ポスドク）が確保できない 12 27 1.2
⑧ 連携、共同研究の相手が確保できない 0 6 0.1
⑨ 最先端の機器や施設へのアクセスが確保できない 2 6 0.2














回答者グループ 大学・公的研究機関グループ 回答者合計（人） 377 367
① 自らの意思で研究に自らのエフォートを割いている 158 42 4.7
② 組織のエフォート管理により、研究に自らのエフォートを割くことができている 12 24 0.6
③ 所属組織より措置される内部資金を継続的に確保できている 11 19 0.5
④ 外部資金を継続的に確保できている 128 97 4.7
⑤ 研究を実施するためのメンバー（学生）が継続的に確保できている 22 68 1.5
⑥ 研究を実施するためのメンバー（ポスドク）が継続的に確保できている 4 19 0.4
⑦ 連携、共同研究の相手を継続的に確保できている 31 60 1.6
⑧ 最先端の機器や施設へのアクセスが継続的に確保できている 5 31 0.5
⑨ その他 6 7 0.3
大学等 回答者合計（人） 319 310
① 自らの意思で研究に自らのエフォートを割いている 133 38 4.8
② 組織のエフォート管理により、研究に自らのエフォートを割くことができている 6 18 0.5
③ 所属組織より措置される内部資金を継続的に確保できている 6 12 0.4
④ 外部資金を継続的に確保できている 116 84 5.0
⑤ 研究を実施するためのメンバー（学生）が継続的に確保できている 21 67 1.7
⑥ 研究を実施するためのメンバー（ポスドク）が継続的に確保できている 2 17 0.3
⑦ 連携、共同研究の相手を継続的に確保できている 27 47 1.6
⑧ 最先端の機器や施設へのアクセスが継続的に確保できている 3 21 0.4
⑨ その他 5 6 0.3
公的研究機関 回答者合計（人） 58 57
① 自らの意思で研究に自らのエフォートを割いている 25 4 4.7
② 組織のエフォート管理により、研究に自らのエフォートを割くことができている 6 6 1.6
③ 所属組織より措置される内部資金を継続的に確保できている 5 7 1.5
④ 外部資金を継続的に確保できている 12 13 3.2
⑤ 研究を実施するためのメンバー（学生）が継続的に確保できている 1 1 0.3
⑥ 研究を実施するためのメンバー（ポスドク）が継続的に確保できている 2 2 0.5
⑦ 連携、共同研究の相手を継続的に確保できている 4 13 1.8
⑧ 最先端の機器や施設へのアクセスが継続的に確保できている 2 10 1.2
⑨ その他 1 1 0.3
性別 男性 回答者合計（人） 335 325
① 自らの意思で研究に自らのエフォートを割いている 142 34 4.7
② 組織のエフォート管理により、研究に自らのエフォートを割くことができている 11 23 0.7
③ 所属組織より措置される内部資金を継続的に確保できている 10 17 0.6
④ 外部資金を継続的に確保できている 113 91 4.7
⑤ 研究を実施するためのメンバー（学生）が継続的に確保できている 20 57 1.4
⑥ 研究を実施するためのメンバー（ポスドク）が継続的に確保できている 4 17 0.4
⑦ 連携、共同研究の相手を継続的に確保できている 26 53 1.6
⑧ 最先端の機器や施設へのアクセスが継続的に確保できている 4 27 0.5



















女性 回答者合計（人） 42 42
① 自らの意思で研究に自らのエフォートを割いている 16 8 4.8
② 組織のエフォート管理により、研究に自らのエフォートを割くことができている 1 1 0.4
③ 所属組織より措置される内部資金を継続的に確保できている 1 2 0.5
④ 外部資金を継続的に確保できている 15 6 4.3
⑤ 研究を実施するためのメンバー（学生）が継続的に確保できている 2 11 1.8
⑥ 研究を実施するためのメンバー（ポスドク）が継続的に確保できている 0 2 0.2
⑦ 連携、共同研究の相手を継続的に確保できている 5 7 2.0
⑧ 最先端の機器や施設へのアクセスが継続的に確保できている 1 4 0.7
⑨ その他 1 1 0.4
職位 社長・役員、学長等クラス 回答者合計（人） 6 6
① 自らの意思で研究に自らのエフォートを割いている 2 0 3.3
② 組織のエフォート管理により、研究に自らのエフォートを割くことができている 0 0 0.0
③ 所属組織より措置される内部資金を継続的に確保できている 0 0 0.0
④ 外部資金を継続的に確保できている 3 2 6.7
⑤ 研究を実施するためのメンバー（学生）が継続的に確保できている 1 0 1.7
⑥ 研究を実施するためのメンバー（ポスドク）が継続的に確保できている 0 4 3.3
⑦ 連携、共同研究の相手を継続的に確保できている 0 0 0.0
⑧ 最先端の機器や施設へのアクセスが継続的に確保できている 0 0 0.0
⑨ その他 0 0 0.0
部課長、教授クラス 回答者合計（人） 153 150
① 自らの意思で研究に自らのエフォートを割いている 51 16 3.9
② 組織のエフォート管理により、研究に自らのエフォートを割くことができている 3 8 0.5
③ 所属組織より措置される内部資金を継続的に確保できている 6 7 0.6
④ 外部資金を継続的に確保できている 65 39 5.5
⑤ 研究を実施するためのメンバー（学生）が継続的に確保できている 11 29 1.7
⑥ 研究を実施するためのメンバー（ポスドク）が継続的に確保できている 3 11 0.6
⑦ 連携、共同研究の相手を継続的に確保できている 11 28 1.6
⑧ 最先端の機器や施設へのアクセスが継続的に確保できている 2 9 0.4
⑨ その他 1 3 0.2
主任研究員、准教授クラス 回答者合計（人） 125 123
① 自らの意思で研究に自らのエフォートを割いている 56 13 5.0
② 組織のエフォート管理により、研究に自らのエフォートを割くことができている 4 6 0.6
③ 所属組織より措置される内部資金を継続的に確保できている 3 6 0.5
④ 外部資金を継続的に確保できている 36 35 4.3
⑤ 研究を実施するためのメンバー（学生）が継続的に確保できている 7 24 1.5
⑥ 研究を実施するためのメンバー（ポスドク）が継続的に確保できている 1 3 0.2
⑦ 連携、共同研究の相手を継続的に確保できている 15 21 2.0
⑧ 最先端の機器や施設へのアクセスが継続的に確保できている 1 11 0.5
⑨ その他 2 4 0.3
研究員、助教クラス 回答者合計（人） 92 87
① 自らの意思で研究に自らのエフォートを割いている 48 13 5.9
② 組織のエフォート管理により、研究に自らのエフォートを割くことができている 5 10 1.1
③ 所属組織より措置される内部資金を継続的に確保できている 2 6 0.5
④ 外部資金を継続的に確保できている 24 21 3.8
⑤ 研究を実施するためのメンバー（学生）が継続的に確保できている 3 15 1.1
⑥ 研究を実施するためのメンバー（ポスドク）が継続的に確保できている 0 1 0.1
⑦ 連携、共同研究の相手を継続的に確保できている 5 10 1.1
⑧ 最先端の機器や施設へのアクセスが継続的に確保できている 2 11 0.8
⑨ その他 3 0 0.3
その他 回答者合計（人） 1 1






② 組織のエフォート管理により、研究に自らのエフォートを割くことができている 0 0 0.0
③ 所属組織より措置される内部資金を継続的に確保できている 0 0 0.0
④ 外部資金を継続的に確保できている 0 0 0.0
⑤ 研究を実施するためのメンバー（学生）が継続的に確保できている 0 0 0.0
⑥ 研究を実施するためのメンバー（ポスドク）が継続的に確保できている 0 0 0.0
⑦ 連携、共同研究の相手を継続的に確保できている 0 1 5.0
⑧ 最先端の機器や施設へのアクセスが継続的に確保できている 0 0 0.0
⑨ その他 0 0 0.0
雇用形態 任期あり 回答者合計（人） 86 83
① 自らの意思で研究に自らのエフォートを割いている 43 12 5.7
② 組織のエフォート管理により、研究に自らのエフォートを割くことができている 3 9 0.9
③ 所属組織より措置される内部資金を継続的に確保できている 3 1 0.4
④ 外部資金を継続的に確保できている 22 27 4.1
⑤ 研究を実施するためのメンバー（学生）が継続的に確保できている 6 13 1.5
⑥ 研究を実施するためのメンバー（ポスドク）が継続的に確保できている 1 0.1
⑦ 連携、共同研究の相手を継続的に確保できている 7 12 1.5
⑧ 最先端の機器や施設へのアクセスが継続的に確保できている 8 0.5
⑨ その他 2 0.2
任期なし 回答者合計（人） 291 284
① 自らの意思で研究に自らのエフォートを割いている 115 30 4.5
② 組織のエフォート管理により、研究に自らのエフォートを割くことができている 9 15 0.6
③ 所属組織より措置される内部資金を継続的に確保できている 8 18 0.6
④ 外部資金を継続的に確保できている 106 70 4.8
⑤ 研究を実施するためのメンバー（学生）が継続的に確保できている 16 55 1.5
⑥ 研究を実施するためのメンバー（ポスドク）が継続的に確保できている 4 18 0.4
⑦ 連携、共同研究の相手を継続的に確保できている 24 48 1.6
⑧ 最先端の機器や施設へのアクセスが継続的に確保できている 5 23 0.6
⑨ その他 4 7 0.3
現場研究者 回答者合計（人） 331 321
① 自らの意思で研究に自らのエフォートを割いている 145 36 4.9
② 組織のエフォート管理により、研究に自らのエフォートを割くことができている 12 22 0.7
③ 所属組織より措置される内部資金を継続的に確保できている 11 18 0.6
④ 外部資金を継続的に確保できている 105 86 4.5
⑤ 研究を実施するためのメンバー（学生）が継続的に確保できている 19 60 1.5
⑥ 研究を実施するためのメンバー（ポスドク）が継続的に確保できている 3 14 0.3
⑦ 連携、共同研究の相手を継続的に確保できている 27 53 1.6
⑧ 最先端の機器や施設へのアクセスが継続的に確保できている 3 28 0.5
⑨ その他 6 4 0.2
大規模PJの研究責任者 回答者合計（人） 46 46
① 自らの意思で研究に自らのエフォートを割いている 13 6 3.5
② 組織のエフォート管理により、研究に自らのエフォートを割くことができている 0 2 0.2
③ 所属組織より措置される内部資金を継続的に確保できている 0 1 0.1
④ 外部資金を継続的に確保できている 23 11 6.2
⑤ 研究を実施するためのメンバー（学生）が継続的に確保できている 3 8 1.5
⑥ 研究を実施するためのメンバー（ポスドク）が継続的に確保できている 1 5 0.8
⑦ 連携、共同研究の相手を継続的に確保できている 4 7 1.6
⑧ 最先端の機器や施設へのアクセスが継続的に確保できている 2 3 0.8
⑨ その他 0 3 0.3
大学種別 国立大学等 回答者合計（人） 251 242
① 自らの意思で研究に自らのエフォートを割いている 100 24 4.5
② 組織のエフォート管理により、研究に自らのエフォートを割くことができている 5 18 0.6






④ 外部資金を継続的に確保できている 99 65 5.2
⑤ 研究を実施するためのメンバー（学生）が継続的に確保できている 16 54 1.7
⑥ 研究を実施するためのメンバー（ポスドク）が継続的に確保できている 2 17 0.4
⑦ 連携、共同研究の相手を継続的に確保できている 20 34 1.5
⑧ 最先端の機器や施設へのアクセスが継続的に確保できている 2 19 0.5
⑨ その他 4 3 0.2
公立大学 回答者合計（人） 12 12
① 自らの意思で研究に自らのエフォートを割いている 5 3 5.4
② 組織のエフォート管理により、研究に自らのエフォートを割くことができている 0 0 0.0
③ 所属組織より措置される内部資金を継続的に確保できている 0 0 0.0
④ 外部資金を継続的に確保できている 3 3 3.8
⑤ 研究を実施するためのメンバー（学生）が継続的に確保できている 1 2 1.7
⑥ 研究を実施するためのメンバー（ポスドク）が継続的に確保できている 0 0 0.0
⑦ 連携、共同研究の相手を継続的に確保できている 1 2 1.7
⑧ 最先端の機器や施設へのアクセスが継続的に確保できている 1 1 1.3
⑨ その他 1 1 1.3
私立大学 回答者合計（人） 56 56
① 自らの意思で研究に自らのエフォートを割いている 28 11 6.0
② 組織のエフォート管理により、研究に自らのエフォートを割くことができている 1 0 0.2
③ 所属組織より措置される内部資金を継続的に確保できている 3 4 0.9
④ 外部資金を継続的に確保できている 14 16 3.9
⑤ 研究を実施するためのメンバー（学生）が継続的に確保できている 4 11 1.7
⑥ 研究を実施するためのメンバー（ポスドク）が継続的に確保できている 0 0 0.0
⑦ 連携、共同研究の相手を継続的に確保できている 6 11 2.1
⑧ 最先端の機器や施設へのアクセスが継続的に確保できている 0 1 0.1
⑨ その他 0 2 0.2
大学グループ 第1グループ 回答者合計（人） 60 60
① 自らの意思で研究に自らのエフォートを割いている 21 2 3.7
② 組織のエフォート管理により、研究に自らのエフォートを割くことができている 1 5 0.6
③ 所属組織より措置される内部資金を継続的に確保できている 2 0.2
④ 外部資金を継続的に確保できている 27 16 5.8
⑤ 研究を実施するためのメンバー（学生）が継続的に確保できている 5 16 2.2
⑥ 研究を実施するためのメンバー（ポスドク）が継続的に確保できている 1 4 0.5
⑦ 連携、共同研究の相手を継続的に確保できている 4 6 1.2
⑧ 最先端の機器や施設へのアクセスが継続的に確保できている 1 8 0.8
⑨ その他 1 0.1
第2グループ 回答者合計（人） 90 87
① 自らの意思で研究に自らのエフォートを割いている 36 15 4.8
② 組織のエフォート管理により、研究に自らのエフォートを割くことができている 3 5 0.6
③ 所属組織より措置される内部資金を継続的に確保できている 1 2 0.2
④ 外部資金を継続的に確保できている 32 23 4.8
⑤ 研究を実施するためのメンバー（学生）が継続的に確保できている 8 20 2.0
⑥ 研究を実施するためのメンバー（ポスドク）が継続的に確保できている 4 0.2
⑦ 連携、共同研究の相手を継続的に確保できている 7 12 1.4
⑧ 最先端の機器や施設へのアクセスが継続的に確保できている 6 0.3
⑨ その他 3 0.3
第3グループ 回答者合計（人） 71 69
① 自らの意思で研究に自らのエフォートを割いている 31 12 5.2
② 組織のエフォート管理により、研究に自らのエフォートを割くことができている 1 3 0.4
③ 所属組織より措置される内部資金を継続的に確保できている 3 0.2
④ 外部資金を継続的に確保できている 24 21 4.9






⑥ 研究を実施するためのメンバー（ポスドク）が継続的に確保できている 2 0.1
⑦ 連携、共同研究の相手を継続的に確保できている 9 12 2.1
⑧ 最先端の機器や施設へのアクセスが継続的に確保できている 1 2 0.3
⑨ その他 0.0
第4グループ 回答者合計（人） 82 79
① 自らの意思で研究に自らのエフォートを割いている 37 7 4.9
② 組織のエフォート管理により、研究に自らのエフォートを割くことができている 1 3 0.3
③ 所属組織より措置される内部資金を継続的に確保できている 5 4 0.9
④ 外部資金を継続的に確保できている 27 22 4.6
⑤ 研究を実施するためのメンバー（学生）が継続的に確保できている 2 16 1.2
⑥ 研究を実施するためのメンバー（ポスドク）が継続的に確保できている 1 3 0.3
⑦ 連携、共同研究の相手を継続的に確保できている 6 15 1.6
⑧ 最先端の機器や施設へのアクセスが継続的に確保できている 1 4 0.4
⑨ その他 2 5 0.5
大学部局
理学 回答者合計（人） 34 31
分野 ① 自らの意思で研究に自らのエフォートを割いている 13 1 4.0
② 組織のエフォート管理により、研究に自らのエフォートを割くことができている 1 0.3
③ 所属組織より措置される内部資金を継続的に確保できている 2 0.3
④ 外部資金を継続的に確保できている 13 12 5.6
⑤ 研究を実施するためのメンバー（学生）が継続的に確保できている 2 4 1.2
⑥ 研究を実施するためのメンバー（ポスドク）が継続的に確保できている 2 0.3
⑦ 連携、共同研究の相手を継続的に確保できている 2 4 1.2
⑧ 最先端の機器や施設へのアクセスが継続的に確保できている 2 6 1.5
⑨ その他 1 0.3
工学 回答者合計（人） 108 106
① 自らの意思で研究に自らのエフォートを割いている 51 13 5.3
② 組織のエフォート管理により、研究に自らのエフォートを割くことができている 1 6 0.4
③ 所属組織より措置される内部資金を継続的に確保できている 1 7 0.4
④ 外部資金を継続的に確保できている 30 28 4.1
⑤ 研究を実施するためのメンバー（学生）が継続的に確保できている 10 26 2.1
⑥ 研究を実施するためのメンバー（ポスドク）が継続的に確保できている 2 2 0.3
⑦ 連携、共同研究の相手を継続的に確保できている 11 16 1.8
⑧ 最先端の機器や施設へのアクセスが継続的に確保できている 6 0.3
⑨ その他 2 2 0.3
農学 回答者合計（人） 45 44
① 自らの意思で研究に自らのエフォートを割いている 17 7 4.6
② 組織のエフォート管理により、研究に自らのエフォートを割くことができている 1 3 0.6
③ 所属組織より措置される内部資金を継続的に確保できている 0.0
④ 外部資金を継続的に確保できている 20 11 5.7
⑤ 研究を実施するためのメンバー（学生）が継続的に確保できている 1 15 1.9
⑥ 研究を実施するためのメンバー（ポスドク）が継続的に確保できている 3 0.3
⑦ 連携、共同研究の相手を継続的に確保できている 5 4 1.6
⑧ 最先端の機器や施設へのアクセスが継続的に確保できている 1 0.1
⑨ その他 1 0.2
保健 回答者合計（人） 82 80
① 自らの意思で研究に自らのエフォートを割いている 33 11 4.7
② 組織のエフォート管理により、研究に自らのエフォートを割くことができている 3 6 0.7
③ 所属組織より措置される内部資金を継続的に確保できている 5 2 0.7
④ 外部資金を継続的に確保できている 31 22 5.1
⑤ 研究を実施するためのメンバー（学生）が継続的に確保できている 4 14 1.3
⑥ 研究を実施するためのメンバー（ポスドク）が継続的に確保できている 0 3 0.2






⑧ 最先端の機器や施設へのアクセスが継続的に確保できている 0 4 0.2
⑨ その他 1 1 0.2
産学官
あり(過去3年間) 回答者合計（人） 206 202
連携活動 ① 自らの意思で研究に自らのエフォートを割いている 73 25 4.2
② 組織のエフォート管理により、研究に自らのエフォートを割くことができている 6 8 0.5
③ 所属組織より措置される内部資金を継続的に確保できている 3 8 0.3
④ 外部資金を継続的に確保できている 78 50 5.0
⑤ 研究を実施するためのメンバー（学生）が継続的に確保できている 15 39 1.7
⑥ 研究を実施するためのメンバー（ポスドク）が継続的に確保できている 4 12 0.5
⑦ 連携、共同研究の相手を継続的に確保できている 21 37 1.9
⑧ 最先端の機器や施設へのアクセスが継続的に確保できている 1 17 0.5
⑨ その他 5 6 0.4
なし 回答者合計（人） 171 165
① 自らの意思で研究に自らのエフォートを割いている 85 17 5.5
② 組織のエフォート管理により、研究に自らのエフォートを割くことができている 6 16 0.8
③ 所属組織より措置される内部資金を継続的に確保できている 8 11 0.8
④ 外部資金を継続的に確保できている 50 47 4.3
⑤ 研究を実施するためのメンバー（学生）が継続的に確保できている 7 29 1.3
⑥ 研究を実施するためのメンバー（ポスドク）が継続的に確保できている 7 0.2
⑦ 連携、共同研究の相手を継続的に確保できている 10 23 1.3
⑧ 最先端の機器や施設へのアクセスが継続的に確保できている 4 14 0.6
⑨ その他 1 1 0.1
回答者合計（人） 377 367
① 自らの意思で研究に自らのエフォートを割いている 158 42 4.7
② 組織のエフォート管理により、研究に自らのエフォートを割くことができている 12 24 0.6
③ 所属組織より措置される内部資金を継続的に確保できている 11 19 0.5
④ 外部資金を継続的に確保できている 128 97 4.7
⑤ 研究を実施するためのメンバー（学生）が継続的に確保できている 22 68 1.5
⑥ 研究を実施するためのメンバー（ポスドク）が継続的に確保できている 4 19 0.4
⑦ 連携、共同研究の相手を継続的に確保できている 31 60 1.6
⑧ 最先端の機器や施設へのアクセスが継続的に確保できている 5 31 0.5


















回答者グループ イノベーション俯瞰グループ 回答者合計（人） 606 576
① 独創的な研究(イノベーションに結びつくかも分からないものも含めた)の実施 166 74 3.3
② 企業では実施が困難な世界最先端の研究開発 98 82 2.3
③ 企業では実施が困難な基盤的・長期的な研究開発の実施 155 119 3.5
④ コンサルティングや技術相談等を通じた知識移転 15 20 0.4
⑤ 産業との連携を通じた製品の実用化に向けた研究開発 40 49 1.1
⑥ 実証実験など、社会実装・社会変革に向けた先駆的な取組みの実施や場の提供 25 41 0.8
⑦ 大学発ベンチャーを通じた新たな産業の芽の創出(起業支援等も含む) 18 45 0.7
⑧ 大学・大学院における研究開発人材の育成 39 85 1.3
⑨ 大学・大学院における科学技術イノベーション人材※の育成 17 36 0.6
⑩ 大学・大学院における社会人の再教育 7 19 0.3
⑪ 特になし 8 0.1
⑫ その他 18 6 0.3
大企業 回答者合計（人） 196 193
① 独創的な研究(イノベーションに結びつくかも分からないものも含めた)の実施 58 26 3.6
② 企業では実施が困難な世界最先端の研究開発 43 38 3.2
③ 企業では実施が困難な基盤的・長期的な研究開発の実施 59 39 4.0
④ コンサルティングや技術相談等を通じた知識移転 5 8 0.5
⑤ 産業との連携を通じた製品の実用化に向けた研究開発 4 14 0.6
⑥ 実証実験など、社会実装・社会変革に向けた先駆的な取組みの実施や場の提供 2 12 0.4
⑦ 大学発ベンチャーを通じた新たな産業の芽の創出(起業支援等も含む) 2 12 0.4
⑧ 大学・大学院における研究開発人材の育成 17 23 1.5
⑨ 大学・大学院における科学技術イノベーション人材※の育成 3 18 0.6
⑩ 大学・大学院における社会人の再教育 1 2 0.1
⑪ 特になし 1 0.1
⑫ その他 1 1 0.1
中小企業・大学発ベンチャー 回答者合計（人） 148 141
① 独創的な研究(イノベーションに結びつくかも分からないものも含めた)の実施 32 16 2.7
② 企業では実施が困難な世界最先端の研究開発 24 17 2.2
③ 企業では実施が困難な基盤的・長期的な研究開発の実施 30 31 3.1
④ コンサルティングや技術相談等を通じた知識移転 4 7 0.5
⑤ 産業との連携を通じた製品の実用化に向けた研究開発 23 15 2.1
⑥ 実証実験など、社会実装・社会変革に向けた先駆的な取組みの実施や場の提供 7 17 1.0
⑦ 大学発ベンチャーを通じた新たな産業の芽の創出(起業支援等も含む) 5 11 0.7
⑧ 大学・大学院における研究開発人材の育成 10 13 1.1
























⑩ 大学・大学院における社会人の再教育 3 5 0.4
⑪ 特になし 4 0.3
⑫ その他 1 2 0.1
中小企業 回答者合計（人） 72 68
① 独創的な研究(イノベーションに結びつくかも分からないものも含めた)の実施 13 7 2.3
② 企業では実施が困難な世界最先端の研究開発 14 8 2.5
③ 企業では実施が困難な基盤的・長期的な研究開発の実施 16 15 3.3
④ コンサルティングや技術相談等を通じた知識移転 2 4 0.6
⑤ 産業との連携を通じた製品の実用化に向けた研究開発 13 6 2.2
⑥ 実証実験など、社会実装・社会変革に向けた先駆的な取組みの実施や場の提供 2 8 0.8
⑦ 大学発ベンチャーを通じた新たな産業の芽の創出(起業支援等も含む) 3 0.2
⑧ 大学・大学院における研究開発人材の育成 5 9 1.3
⑨ 大学・大学院における科学技術イノベーション人材※の育成 3 4 0.7
⑩ 大学・大学院における社会人の再教育 1 3 0.3
⑪ 特になし 2 0.3
⑫ その他 1 1 0.2
大学発ベンチャー 回答者合計（人） 76 73
① 独創的な研究(イノベーションに結びつくかも分からないものも含めた)の実施 19 9 3.1
② 企業では実施が困難な世界最先端の研究開発 10 9 1.9
③ 企業では実施が困難な基盤的・長期的な研究開発の実施 14 16 2.9
④ コンサルティングや技術相談等を通じた知識移転 2 3 0.5
⑤ 産業との連携を通じた製品の実用化に向けた研究開発 10 9 1.9
⑥ 実証実験など、社会実装・社会変革に向けた先駆的な取組みの実施や場の提供 5 9 1.3
⑦ 大学発ベンチャーを通じた新たな産業の芽の創出(起業支援等も含む) 5 8 1.2
⑧ 大学・大学院における研究開発人材の育成 5 4 0.9
⑨ 大学・大学院における科学技術イノベーション人材※の育成 2 3 0.5
⑩ 大学・大学院における社会人の再教育 2 2 0.4
⑪ 特になし 2 0.3
⑫ その他 1 0.1
橋渡し等 回答者合計（人） 262 242
① 独創的な研究(イノベーションに結びつくかも分からないものも含めた)の実施 76 32 3.5
② 企業では実施が困難な世界最先端の研究開発 31 27 1.7
③ 企業では実施が困難な基盤的・長期的な研究開発の実施 66 49 3.5
④ コンサルティングや技術相談等を通じた知識移転 6 5 0.3
⑤ 産業との連携を通じた製品の実用化に向けた研究開発 13 20 0.9
⑥ 実証実験など、社会実装・社会変革に向けた先駆的な取組みの実施や場の提供 16 12 0.8
⑦ 大学発ベンチャーを通じた新たな産業の芽の創出(起業支援等も含む) 11 22 0.8
⑧ 大学・大学院における研究開発人材の育成 12 49 1.4
⑨ 大学・大学院における科学技術イノベーション人材※の育成 9 11 0.6
⑩ 大学・大学院における社会人の再教育 3 12 0.3
⑪ 特になし 3 0.1
⑫ その他 16 3 0.7
性別 男性 回答者合計（人） 567 540
① 独創的な研究(イノベーションに結びつくかも分からないものも含めた)の実施 158 71 3.4
② 企業では実施が困難な世界最先端の研究開発 93 75 2.3
③ 企業では実施が困難な基盤的・長期的な研究開発の実施 142 114 3.5
④ コンサルティングや技術相談等を通じた知識移転 14 19 0.4
⑤ 産業との連携を通じた製品の実用化に向けた研究開発 37 47 1.1
⑥ 実証実験など、社会実装・社会変革に向けた先駆的な取組みの実施や場の提供 23 36 0.7
⑦ 大学発ベンチャーを通じた新たな産業の芽の創出(起業支援等も含む) 18 44 0.7
⑧ 大学・大学院における研究開発人材の育成 36 77 1.3






⑩ 大学・大学院における社会人の再教育 6 17 0.3
⑪ 特になし 7 0 0.1
⑫ その他 16 6 0.3
女性 回答者合計（人） 39 36
① 独創的な研究(イノベーションに結びつくかも分からないものも含めた)の実施 8 3 2.4
② 企業では実施が困難な世界最先端の研究開発 5 7 2.2
③ 企業では実施が困難な基盤的・長期的な研究開発の実施 13 5 4.0
④ コンサルティングや技術相談等を通じた知識移転 1 1 0.4
⑤ 産業との連携を通じた製品の実用化に向けた研究開発 3 2 1.0
⑥ 実証実験など、社会実装・社会変革に向けた先駆的な取組みの実施や場の提供 2 5 1.2
⑦ 大学発ベンチャーを通じた新たな産業の芽の創出(起業支援等も含む) 0 1 0.1
⑧ 大学・大学院における研究開発人材の育成 3 8 1.8
⑨ 大学・大学院における科学技術イノベーション人材※の育成 0 2 0.3
⑩ 大学・大学院における社会人の再教育 1 2 0.5
⑪ 特になし 1 0 0.3
⑫ その他 2 0 0.5
職位 社長・役員、学長等クラス 回答者合計（人） 240 231
① 独創的な研究(イノベーションに結びつくかも分からないものも含めた)の実施 59 28 3.0
② 企業では実施が困難な世界最先端の研究開発 36 30 2.1
③ 企業では実施が困難な基盤的・長期的な研究開発の実施 69 40 3.7
④ コンサルティングや技術相談等を通じた知識移転 5 11 0.4
⑤ 産業との連携を通じた製品の実用化に向けた研究開発 20 21 1.3
⑥ 実証実験など、社会実装・社会変革に向けた先駆的な取組みの実施や場の提供 11 21 0.9
⑦ 大学発ベンチャーを通じた新たな産業の芽の創出(起業支援等も含む) 8 27 0.9
⑧ 大学・大学院における研究開発人材の育成 13 31 1.2
⑨ 大学・大学院における科学技術イノベーション人材※の育成 7 12 0.5
⑩ 大学・大学院における社会人の再教育 3 7 0.3
⑪ 特になし 3 0 0.1
⑫ その他 6 3 0.3
部課長、教授クラス 回答者合計（人） 274 259
① 独創的な研究(イノベーションに結びつくかも分からないものも含めた)の実施 88 38 3.9
② 企業では実施が困難な世界最先端の研究開発 45 39 2.4
③ 企業では実施が困難な基盤的・長期的な研究開発の実施 66 59 3.5
④ コンサルティングや技術相談等を通じた知識移転 6 6 0.3
⑤ 産業との連携を通じた製品の実用化に向けた研究開発 14 20 0.9
⑥ 実証実験など、社会実装・社会変革に向けた先駆的な取組みの実施や場の提供 11 13 0.6
⑦ 大学発ベンチャーを通じた新たな産業の芽の創出(起業支援等も含む) 3 14 0.4
⑧ 大学・大学院における研究開発人材の育成 18 43 1.4
⑨ 大学・大学院における科学技術イノベーション人材※の育成 8 17 0.6
⑩ 大学・大学院における社会人の再教育 2 7 0.2
⑪ 特になし 4 0 0.1
⑫ その他 9 3 0.4
主任研究員、准教授クラス 回答者合計（人） 47 44
① 独創的な研究(イノベーションに結びつくかも分からないものも含めた)の実施 10 4 2.6
② 企業では実施が困難な世界最先端の研究開発 8 6 2.3
③ 企業では実施が困難な基盤的・長期的な研究開発の実施 14 12 4.3
④ コンサルティングや技術相談等を通じた知識移転 2 2 0.6
⑤ 産業との連携を通じた製品の実用化に向けた研究開発 2 2 0.6
⑥ 実証実験など、社会実装・社会変革に向けた先駆的な取組みの実施や場の提供 1 3 0.5
⑦ 大学発ベンチャーを通じた新たな産業の芽の創出(起業支援等も含む) 1 3 0.5
⑧ 大学・大学院における研究開発人材の育成 4 8 1.7






⑩ 大学・大学院における社会人の再教育 2 2 0.6
⑪ 特になし 1 0 0.2
⑫ その他 1 0 0.2
研究員、助教クラス 回答者合計（人） 10 10
① 独創的な研究(イノベーションに結びつくかも分からないものも含めた)の実施 0 1 0.5
② 企業では実施が困難な世界最先端の研究開発 5 1 5.5
③ 企業では実施が困難な基盤的・長期的な研究開発の実施 1 3 2.5
④ コンサルティングや技術相談等を通じた知識移転 0 0 0.0
⑤ 産業との連携を通じた製品の実用化に向けた研究開発 0 1 0.5
⑥ 実証実験など、社会実装・社会変革に向けた先駆的な取組みの実施や場の提供 0 1 0.5
⑦ 大学発ベンチャーを通じた新たな産業の芽の創出(起業支援等も含む) 1 0 1.0
⑧ 大学・大学院における研究開発人材の育成 3 0 3.0
⑨ 大学・大学院における科学技術イノベーション人材※の育成 0 3 1.5
⑩ 大学・大学院における社会人の再教育 0 0 0.0
⑪ 特になし 0 0 0.0
⑫ その他 0 0 0.0
その他 回答者合計（人） 35 32
① 独創的な研究(イノベーションに結びつくかも分からないものも含めた)の実施 9 3 3.0
② 企業では実施が困難な世界最先端の研究開発 4 6 2.0
③ 企業では実施が困難な基盤的・長期的な研究開発の実施 5 5 2.1
④ コンサルティングや技術相談等を通じた知識移転 2 1 0.7
⑤ 産業との連携を通じた製品の実用化に向けた研究開発 4 5 1.9
⑥ 実証実験など、社会実装・社会変革に向けた先駆的な取組みの実施や場の提供 2 3 1.0
⑦ 大学発ベンチャーを通じた新たな産業の芽の創出(起業支援等も含む) 5 1 1.6
⑧ 大学・大学院における研究開発人材の育成 1 3 0.7
⑨ 大学・大学院における科学技術イノベーション人材※の育成 1 2 0.6
⑩ 大学・大学院における社会人の再教育 0 3 0.4
⑪ 特になし 0 0 0.0
⑫ その他 2 0 0.6
雇用形態 任期あり 回答者合計（人） 219 207
① 独創的な研究(イノベーションに結びつくかも分からないものも含めた)の実施 55 19 2.9
② 企業では実施が困難な世界最先端の研究開発 35 30 2.3
③ 企業では実施が困難な基盤的・長期的な研究開発の実施 62 41 3.8
④ コンサルティングや技術相談等を通じた知識移転 5 10 0.5
⑤ 産業との連携を通じた製品の実用化に向けた研究開発 19 15 1.2
⑥ 実証実験など、社会実装・社会変革に向けた先駆的な取組みの実施や場の提供 8 18 0.8
⑦ 大学発ベンチャーを通じた新たな産業の芽の創出(起業支援等も含む) 8 17 0.8
⑧ 大学・大学院における研究開発人材の育成 11 35 1.3
⑨ 大学・大学院における科学技術イノベーション人材※の育成 6 13 0.6
⑩ 大学・大学院における社会人の再教育 2 6 0.2
⑪ 特になし 1 0.0
⑫ その他 7 3 0.4
任期なし 回答者合計（人） 387 369
① 独創的な研究(イノベーションに結びつくかも分からないものも含めた)の実施 111 55 3.6
② 企業では実施が困難な世界最先端の研究開発 63 52 2.3
③ 企業では実施が困難な基盤的・長期的な研究開発の実施 93 78 3.4
④ コンサルティングや技術相談等を通じた知識移転 10 10 0.4
⑤ 産業との連携を通じた製品の実用化に向けた研究開発 21 34 1.0
⑥ 実証実験など、社会実装・社会変革に向けた先駆的な取組みの実施や場の提供 17 23 0.7
⑦ 大学発ベンチャーを通じた新たな産業の芽の創出(起業支援等も含む) 10 28 0.6
⑧ 大学・大学院における研究開発人材の育成 28 50 1.4






⑩ 大学・大学院における社会人の再教育 5 13 0.3
⑪ 特になし 7 0.2
⑫ その他 11 3 0.3
産学官
あり(過去3年間) 回答者合計（人） 499 472
連携活動 ① 独創的な研究(イノベーションに結びつくかも分からないものも含めた)の実施 131 63 3.3
② 企業では実施が困難な世界最先端の研究開発 87 62 2.4
③ 企業では実施が困難な基盤的・長期的な研究開発の実施 126 101 3.5
④ コンサルティングや技術相談等を通じた知識移転 11 13 0.4
⑤ 産業との連携を通じた製品の実用化に向けた研究開発 32 44 1.1
⑥ 実証実験など、社会実装・社会変革に向けた先駆的な取組みの実施や場の提供 21 37 0.8
⑦ 大学発ベンチャーを通じた新たな産業の芽の創出(起業支援等も含む) 15 38 0.7
⑧ 大学・大学院における研究開発人材の育成 33 66 1.3
⑨ 大学・大学院における科学技術イノベーション人材※の育成 12 30 0.5
⑩ 大学・大学院における社会人の再教育 7 13 0.3
⑪ 特になし 6 0.1
⑫ その他 18 5 0.4
なし 回答者合計（人） 107 104
① 独創的な研究(イノベーションに結びつくかも分からないものも含めた)の実施 35 11 3.8
② 企業では実施が困難な世界最先端の研究開発 11 20 2.0
③ 企業では実施が困難な基盤的・長期的な研究開発の実施 29 18 3.6
④ コンサルティングや技術相談等を通じた知識移転 4 7 0.7
⑤ 産業との連携を通じた製品の実用化に向けた研究開発 8 5 1.0
⑥ 実証実験など、社会実装・社会変革に向けた先駆的な取組みの実施や場の提供 4 4 0.6
⑦ 大学発ベンチャーを通じた新たな産業の芽の創出(起業支援等も含む) 3 7 0.6
⑧ 大学・大学院における研究開発人材の育成 6 19 1.4
⑨ 大学・大学院における科学技術イノベーション人材※の育成 5 6 0.7
⑩ 大学・大学院における社会人の再教育 6 0.3
⑪ 特になし 2 0.2
⑫ その他 1 0.0
大学・公
的機関等




② 企業では実施が困難な世界最先端の研究開発 47 39 2.5
③ 企業では実施が困難な基盤的・長期的な研究開発の実施 72 55 3.8
④ コンサルティングや技術相談等を通じた知識移転 3 5 0.2
⑤ 産業との連携を通じた製品の実用化に向けた研究開発 20 23 1.2
⑥ 実証実験など、社会実装・社会変革に向けた先駆的な取組みの実施や場の提供 7 24 0.7
⑦ 大学発ベンチャーを通じた新たな産業の芽の創出(起業支援等も含む) 5 21 0.6
⑧ 大学・大学院における研究開発人材の育成 18 31 1.3
⑨ 大学・大学院における科学技術イノベーション人材※の育成 8 16 0.6
⑩ 大学・大学院における社会人の再教育 4 5 0.2
⑪ 特になし 2 0.1
⑫ その他 3 3 0.2
なし・分からない 回答者合計（人） 170 163
① 独創的な研究(イノベーションに結びつくかも分からないものも含めた)の実施 46 19 3.3
② 企業では実施が困難な世界最先端の研究開発 32 24 2.6
③ 企業では実施が困難な基盤的・長期的な研究開発の実施 38 31 3.1
④ コンサルティングや技術相談等を通じた知識移転 7 11 0.7
⑤ 産業との連携を通じた製品の実用化に向けた研究開発 10 14 1.0
⑥ 実証実験など、社会実装・社会変革に向けた先駆的な取組みの実施や場の提供 8 8 0.7
⑦ 大学発ベンチャーを通じた新たな産業の芽の創出(起業支援等も含む) 10 17 1.1
⑧ 大学・大学院における研究開発人材の育成 10 19 1.1






⑩ 大学・大学院における社会人の再教育 0 5 0.1
⑪ 特になし 3 0 0.2
⑫ その他 2 2 0.2
回答者合計（人） 606 576
① 独創的な研究(イノベーションに結びつくかも分からないものも含めた)の実施 166 74 3.3
② 企業では実施が困難な世界最先端の研究開発 98 82 2.3
③ 企業では実施が困難な基盤的・長期的な研究開発の実施 155 119 3.5
④ コンサルティングや技術相談等を通じた知識移転 15 20 0.4
⑤ 産業との連携を通じた製品の実用化に向けた研究開発 40 49 1.1
⑥ 実証実験など、社会実装・社会変革に向けた先駆的な取組みの実施や場の提供 25 41 0.8
⑦ 大学発ベンチャーを通じた新たな産業の芽の創出(起業支援等も含む) 18 45 0.7
⑧ 大学・大学院における研究開発人材の育成 39 85 1.3
⑨ 大学・大学院における科学技術イノベーション人材※の育成 17 36 0.6
⑩ 大学・大学院における社会人の再教育 7 19 0.3
⑪ 特になし 8 0 0.1




















② 企業では実施が困難な世界最先端の研究開発（世界一の技術・材料の開発等） 127 86 2.8
③ 企業では整備が困難な世界最高性能の施設・設備の提供 71 90 1.9
④ 大学で生み出された知識等を企業のイノベーションに橋渡しやそのための研究開発の実施 51 72 1.4
⑤ 産業との連携を通じた製品の実用化に向けた研究開発 46 66 1.3
⑥ ベンチャーへの支援を通じた新たな産業の芽の創出(起業支援等も含む) 23 35 0.7
⑦ 実証実験など、社会実装・社会変革に向けた先駆的な取組みの実施や場の提供 43 76 1.3
⑧ 産学官が協働するプロジェクトの実施や場の提供 32 78 1.2
⑨ 特になし 11 0.2
⑩ その他 14 8 0.3




② 企業では実施が困難な世界最先端の研究開発（世界一の技術・材料の開発等） 50 32 3.4
③ 企業では整備が困難な世界最高性能の施設・設備の提供 24 36 2.1
④ 大学で生み出された知識等を企業のイノベーションに橋渡しやそのための研究開発の実施 14 27 1.4
⑤ 産業との連携を通じた製品の実用化に向けた研究開発 13 19 1.1
⑥ ベンチャーへの支援を通じた新たな産業の芽の創出(起業支援等も含む) 3 6 0.3
⑦ 実証実験など、社会実装・社会変革に向けた先駆的な取組みの実施や場の提供 13 27 1.4
⑧ 産学官が協働するプロジェクトの実施や場の提供 9 26 1.1
⑨ 特になし 2 0.1
⑩ その他 2 1 0.1




② 企業では実施が困難な世界最先端の研究開発（世界一の技術・材料の開発等） 25 20 2.4
③ 企業では整備が困難な世界最高性能の施設・設備の提供 22 15 2.0
④ 大学で生み出された知識等を企業のイノベーションに橋渡しやそのための研究開発の実施 11 17 1.3
⑤ 産業との連携を通じた製品の実用化に向けた研究開発 18 19 1.9
⑥ ベンチャーへの支援を通じた新たな産業の芽の創出(起業支援等も含む) 7 11 0.8
⑦ 実証実験など、社会実装・社会変革に向けた先駆的な取組みの実施や場の提供 15 20 1.7
⑧ 産学官が協働するプロジェクトの実施や場の提供 10 15 1.2
⑨ 特になし 4 0.3
⑩ その他 5 0.2




② 企業では実施が困難な世界最先端の研究開発（世界一の技術・材料の開発等） 13 8 2.4
③ 企業では整備が困難な世界最高性能の施設・設備の提供 16 9 2.8
④ 大学で生み出された知識等を企業のイノベーションに橋渡しやそのための研究開発の実施 7 9 1.6




















⑥ ベンチャーへの支援を通じた新たな産業の芽の創出(起業支援等も含む) 2 0.3
⑦ 実証実験など、社会実装・社会変革に向けた先駆的な取組みの実施や場の提供 2 13 1.2
⑧ 産学官が協働するプロジェクトの実施や場の提供 4 7 1.0
⑨ 特になし 1 0.1
⑩ その他 2 0.1




② 企業では実施が困難な世界最先端の研究開発（世界一の技術・材料の開発等） 12 12 2.4
③ 企業では整備が困難な世界最高性能の施設・設備の提供 6 6 1.2
④ 大学で生み出された知識等を企業のイノベーションに橋渡しやそのための研究開発の実施 4 8 1.1
⑤ 産業との連携を通じた製品の実用化に向けた研究開発 8 11 1.8
⑥ ベンチャーへの支援を通じた新たな産業の芽の創出(起業支援等も含む) 5 11 1.4
⑦ 実証実験など、社会実装・社会変革に向けた先駆的な取組みの実施や場の提供 13 7 2.2
⑧ 産学官が協働するプロジェクトの実施や場の提供 6 8 1.3
⑨ 特になし 3 0.4
⑩ その他 3 0.2




② 企業では実施が困難な世界最先端の研究開発（世界一の技術・材料の開発等） 52 34 2.6
③ 企業では整備が困難な世界最高性能の施設・設備の提供 25 39 1.7
④ 大学で生み出された知識等を企業のイノベーションに橋渡しやそのための研究開発の実施 26 28 1.5
⑤ 産業との連携を通じた製品の実用化に向けた研究開発 15 28 1.1
⑥ ベンチャーへの支援を通じた新たな産業の芽の創出(起業支援等も含む) 13 18 0.8
⑦ 実証実験など、社会実装・社会変革に向けた先駆的な取組みの実施や場の提供 15 29 1.1
⑧ 産学官が協働するプロジェクトの実施や場の提供 13 37 1.2
⑨ 特になし 5 0.2
⑩ その他 12 2 0.5




② 企業では実施が困難な世界最先端の研究開発（世界一の技術・材料の開発等） 120 77 2.8
③ 企業では整備が困難な世界最高性能の施設・設備の提供 66 87 1.9
④ 大学で生み出された知識等を企業のイノベーションに橋渡しやそのための研究開発の実施 48 70 1.5
⑤ 産業との連携を通じた製品の実用化に向けた研究開発 44 62 1.3
⑥ ベンチャーへの支援を通じた新たな産業の芽の創出(起業支援等も含む) 23 34 0.7
⑦ 実証実験など、社会実装・社会変革に向けた先駆的な取組みの実施や場の提供 36 73 1.3
⑧ 産学官が協働するプロジェクトの実施や場の提供 31 73 1.2
⑨ 特になし 9 0 0.2
⑩ その他 13 8 0.3




② 企業では実施が困難な世界最先端の研究開発（世界一の技術・材料の開発等） 7 9 2.9
③ 企業では整備が困難な世界最高性能の施設・設備の提供 5 3 1.7
④ 大学で生み出された知識等を企業のイノベーションに橋渡しやそのための研究開発の実施 3 2 1.0
⑤ 産業との連携を通じた製品の実用化に向けた研究開発 2 4 1.0
⑥ ベンチャーへの支援を通じた新たな産業の芽の創出(起業支援等も含む) 0 1 0.1
⑦ 実証実験など、社会実装・社会変革に向けた先駆的な取組みの実施や場の提供 7 3 2.2
⑧ 産学官が協働するプロジェクトの実施や場の提供 1 5 0.9
⑨ 特になし 2 0 0.5
⑩ その他 1 0 0.3










③ 企業では整備が困難な世界最高性能の施設・設備の提供 31 35 2.0
④ 大学で生み出された知識等を企業のイノベーションに橋渡しやそのための研究開発の実施 20 33 1.5
⑤ 産業との連携を通じた製品の実用化に向けた研究開発 20 30 1.5
⑥ ベンチャーへの支援を通じた新たな産業の芽の創出(起業支援等も含む) 13 19 0.9
⑦ 実証実験など、社会実装・社会変革に向けた先駆的な取組みの実施や場の提供 17 32 1.4
⑧ 産学官が協働するプロジェクトの実施や場の提供 13 29 1.1
⑨ 特になし 4 0 0.2
⑩ その他 5 5 0.3




② 企業では実施が困難な世界最先端の研究開発（世界一の技術・材料の開発等） 53 46 2.8
③ 企業では整備が困難な世界最高性能の施設・設備の提供 30 39 1.8
④ 大学で生み出された知識等を企業のイノベーションに橋渡しやそのための研究開発の実施 28 28 1.5
⑤ 産業との連携を通じた製品の実用化に向けた研究開発 16 27 1.1
⑥ ベンチャーへの支援を通じた新たな産業の芽の創出(起業支援等も含む) 8 12 0.5
⑦ 実証実験など、社会実装・社会変革に向けた先駆的な取組みの実施や場の提供 22 38 1.5
⑧ 産学官が協働するプロジェクトの実施や場の提供 14 36 1.2
⑨ 特になし 4 0 0.1
⑩ その他 7 3 0.3




② 企業では実施が困難な世界最先端の研究開発（世界一の技術・材料の開発等） 8 10 2.8
③ 企業では整備が困難な世界最高性能の施設・設備の提供 5 9 2.0
④ 大学で生み出された知識等を企業のイノベーションに橋渡しやそのための研究開発の実施 1 4 0.6
⑤ 産業との連携を通じた製品の実用化に向けた研究開発 4 5 1.4
⑥ ベンチャーへの支援を通じた新たな産業の芽の創出(起業支援等も含む) 0 3 0.3
⑦ 実証実験など、社会実装・社会変革に向けた先駆的な取組みの実施や場の提供 3 4 1.1
⑧ 産学官が協働するプロジェクトの実施や場の提供 3 6 1.3
⑨ 特になし 2 0 0.4
⑩ その他 1 0 0.2




② 企業では実施が困難な世界最先端の研究開発（世界一の技術・材料の開発等） 6 2 7.0
③ 企業では整備が困難な世界最高性能の施設・設備の提供 1 3 2.5
④ 大学で生み出された知識等を企業のイノベーションに橋渡しやそのための研究開発の実施 0 2 1.0
⑤ 産業との連携を通じた製品の実用化に向けた研究開発 2 0 2.0
⑥ ベンチャーへの支援を通じた新たな産業の芽の創出(起業支援等も含む) 0 0 0.0
⑦ 実証実験など、社会実装・社会変革に向けた先駆的な取組みの実施や場の提供 0 0 0.0
⑧ 産学官が協働するプロジェクトの実施や場の提供 0 1 0.5
⑨ 特になし 0 0 0.0
⑩ その他 0 0 0.0




② 企業では実施が困難な世界最先端の研究開発（世界一の技術・材料の開発等） 9 5 3.3
③ 企業では整備が困難な世界最高性能の施設・設備の提供 4 4 1.7
④ 大学で生み出された知識等を企業のイノベーションに橋渡しやそのための研究開発の実施 2 5 1.3
⑤ 産業との連携を通じた製品の実用化に向けた研究開発 4 4 1.7
⑥ ベンチャーへの支援を通じた新たな産業の芽の創出(起業支援等も含む) 2 1 0.7
⑦ 実証実験など、社会実装・社会変革に向けた先駆的な取組みの実施や場の提供 1 2 0.6
⑧ 産学官が協働するプロジェクトの実施や場の提供 2 6 1.4
⑨ 特になし 1 0 0.3










② 企業では実施が困難な世界最先端の研究開発（世界一の技術・材料の開発等） 51 26 2.9
③ 企業では整備が困難な世界最高性能の施設・設備の提供 27 34 2.0
④ 大学で生み出された知識等を企業のイノベーションに橋渡しやそのための研究開発の実施 15 24 1.2
⑤ 産業との連携を通じた製品の実用化に向けた研究開発 20 24 1.5
⑥ ベンチャーへの支援を通じた新たな産業の芽の創出(起業支援等も含む) 7 11 0.6
⑦ 実証実験など、社会実装・社会変革に向けた先駆的な取組みの実施や場の提供 13 32 1.3
⑧ 産学官が協働するプロジェクトの実施や場の提供 15 30 1.4
⑨ 特になし 2 0.1
⑩ その他 5 3 0.3




② 企業では実施が困難な世界最先端の研究開発（世界一の技術・材料の開発等） 76 60 2.7
③ 企業では整備が困難な世界最高性能の施設・設備の提供 44 56 1.9
④ 大学で生み出された知識等を企業のイノベーションに橋渡しやそのための研究開発の実施 36 48 1.6
⑤ 産業との連携を通じた製品の実用化に向けた研究開発 26 42 1.2
⑥ ベンチャーへの支援を通じた新たな産業の芽の創出(起業支援等も含む) 16 24 0.7
⑦ 実証実験など、社会実装・社会変革に向けた先駆的な取組みの実施や場の提供 30 44 1.3
⑧ 産学官が協働するプロジェクトの実施や場の提供 17 48 1.1
⑨ 特になし 9 0.2
⑩ その他 9 5 0.3
産学官




② 企業では実施が困難な世界最先端の研究開発（世界一の技術・材料の開発等） 106 68 2.8
③ 企業では整備が困難な世界最高性能の施設・設備の提供 60 74 1.9
④ 大学で生み出された知識等を企業のイノベーションに橋渡しやそのための研究開発の実施 42 58 1.4
⑤ 産業との連携を通じた製品の実用化に向けた研究開発 39 55 1.3
⑥ ベンチャーへの支援を通じた新たな産業の芽の創出(起業支援等も含む) 18 28 0.6
⑦ 実証実験など、社会実装・社会変革に向けた先駆的な取組みの実施や場の提供 32 66 1.3
⑧ 産学官が協働するプロジェクトの実施や場の提供 31 66 1.3
⑨ 特になし 10 0.2
⑩ その他 13 7 0.3




② 企業では実施が困難な世界最先端の研究開発（世界一の技術・材料の開発等） 21 18 2.8
③ 企業では整備が困難な世界最高性能の施設・設備の提供 11 16 1.8
④ 大学で生み出された知識等を企業のイノベーションに橋渡しやそのための研究開発の実施 9 14 1.5
⑤ 産業との連携を通じた製品の実用化に向けた研究開発 7 11 1.2
⑥ ベンチャーへの支援を通じた新たな産業の芽の創出(起業支援等も含む) 5 7 0.8
⑦ 実証実験など、社会実装・社会変革に向けた先駆的な取組みの実施や場の提供 11 10 1.5
⑧ 産学官が協働するプロジェクトの実施や場の提供 1 12 0.7
⑨ 特になし 1 0.1
⑩ その他 1 1 0.1
大学・公
的機関等






② 企業では実施が困難な世界最先端の研究開発（世界一の技術・材料の開発等） 57 36 2.9
③ 企業では整備が困難な世界最高性能の施設・設備の提供 30 41 1.9
④ 大学で生み出された知識等を企業のイノベーションに橋渡しやそのための研究開発の実施 15 31 1.2
⑤ 産業との連携を通じた製品の実用化に向けた研究開発 22 32 1.5
⑥ ベンチャーへの支援を通じた新たな産業の芽の創出(起業支援等も含む) 12 17 0.8






⑧ 産学官が協働するプロジェクトの実施や場の提供 16 27 1.1
⑨ 特になし 2 0.1
⑩ その他 3 5 0.2




② 企業では実施が困難な世界最先端の研究開発（世界一の技術・材料の開発等） 36 27 2.9
③ 企業では整備が困難な世界最高性能の施設・設備の提供 25 25 2.2
④ 大学で生み出された知識等を企業のイノベーションに橋渡しやそのための研究開発の実施 16 20 1.5
⑤ 産業との連携を通じた製品の実用化に向けた研究開発 14 19 1.4
⑥ ベンチャーへの支援を通じた新たな産業の芽の創出(起業支援等も含む) 7 10 0.7
⑦ 実証実験など、社会実装・社会変革に向けた先駆的な取組みの実施や場の提供 12 20 1.3
⑧ 産学官が協働するプロジェクトの実施や場の提供 5 24 1.0
⑨ 特になし 3 0 0.2





② 企業では実施が困難な世界最先端の研究開発（世界一の技術・材料の開発等） 127 86 2.8
③ 企業では整備が困難な世界最高性能の施設・設備の提供 71 90 1.9
④ 大学で生み出された知識等を企業のイノベーションに橋渡しやそのための研究開発の実施 51 72 1.4
⑤ 産業との連携を通じた製品の実用化に向けた研究開発 46 66 1.3
⑥ ベンチャーへの支援を通じた新たな産業の芽の創出(起業支援等も含む) 23 35 0.7
⑦ 実証実験など、社会実装・社会変革に向けた先駆的な取組みの実施や場の提供 43 76 1.3
⑧ 産学官が協働するプロジェクトの実施や場の提供 32 78 1.2
⑨ 特になし 11 0 0.2


















回答者グループ イノベーション俯瞰グループ 回答者合計（人） 606 570
① 産学官が連携するような大規模プロジェクトの実施 87 48 1.8
② 大学の教育研究活動の基盤を充実するための取組 156 50 3.0
③ 公的研究機関の研究活動の基盤を充実するための取組 25 63 0.9
④ 民間で実施される研究開発への直接的・間接的支援 125 61 2.6
⑤ 産学官連携の取組を加速させるための税制優遇等の支援 33 57 1.0
⑥ イノベーションを促進するための規制の緩和や導入、制度の充実や新設 80 95 2.1
⑦ ベンチャー創業への支援 32 50 0.9
⑧ 科学技術の社会実装に際しての特区制度の活用、実証実験等の先駆的な取組の場の確保 19 63 0.8
⑨ 政府調達を通じた、初期市場の創出・形成 4 38 0.4
⑩ 産学官の間の人材流動を促進するための環境整備 16 38 0.6
⑪ 特になし 8 0.1
⑫ その他 21 7 0.4
大企業 回答者合計（人） 196 189
① 産学官が連携するような大規模プロジェクトの実施 33 10 1.9
② 大学の教育研究活動の基盤を充実するための取組 44 15 2.6
③ 公的研究機関の研究活動の基盤を充実するための取組 6 26 1.0
④ 民間で実施される研究開発への直接的・間接的支援 33 24 2.3
⑤ 産学官連携の取組を加速させるための税制優遇等の支援 15 13 1.1
⑥ イノベーションを促進するための規制の緩和や導入、制度の充実や新設 41 36 3.0
⑦ ベンチャー創業への支援 7 15 0.7
⑧ 科学技術の社会実装に際しての特区制度の活用、実証実験等の先駆的な取組の場の確保 7 27 1.0
⑨ 政府調達を通じた、初期市場の創出・形成 12 0.3
⑩ 産学官の間の人材流動を促進するための環境整備 5 9 0.5
⑪ 特になし 3 0.2
⑫ その他 2 2 0.2
中小企業・大学発ベンチャー 回答者合計（人） 148 138
① 産学官が連携するような大規模プロジェクトの実施 9 11 1.0
② 大学の教育研究活動の基盤を充実するための取組 20 13 1.8
③ 公的研究機関の研究活動の基盤を充実するための取組 8 12 0.9
④ 民間で実施される研究開発への直接的・間接的支援 62 16 4.7
⑤ 産学官連携の取組を加速させるための税制優遇等の支援 7 18 1.1
⑥ イノベーションを促進するための規制の緩和や導入、制度の充実や新設 16 20 1.8
⑦ ベンチャー創業への支援 8 18 1.1
⑧ 科学技術の社会実装に際しての特区制度の活用、実証実験等の先駆的な取組の場の確保 6 13 0.8
⑨ 政府調達を通じた、初期市場の創出・形成 2 12 0.5
























⑪ 特になし 3 0.2
⑫ その他 3 1 0.2
中小企業 回答者合計（人） 72 67
① 産学官が連携するような大規模プロジェクトの実施 8 3 1.3
② 大学の教育研究活動の基盤を充実するための取組 9 6 1.7
③ 公的研究機関の研究活動の基盤を充実するための取組 5 6 1.1
④ 民間で実施される研究開発への直接的・間接的支援 31 9 4.9
⑤ 産学官連携の取組を加速させるための税制優遇等の支援 2 12 1.1
⑥ イノベーションを促進するための規制の緩和や導入、制度の充実や新設 7 12 1.8
⑦ ベンチャー創業への支援 1 1 0.2
⑧ 科学技術の社会実装に際しての特区制度の活用、実証実験等の先駆的な取組の場の確保 5 9 1.3
⑨ 政府調達を通じた、初期市場の創出・形成 8 0.6
⑩ 産学官の間の人材流動を促進するための環境整備 1 1 0.2
⑪ 特になし 1 0.1
⑫ その他 2 0.3
大学発ベンチャー 回答者合計（人） 76 71
① 産学官が連携するような大規模プロジェクトの実施 1 8 0.7
② 大学の教育研究活動の基盤を充実するための取組 11 7 1.9
③ 公的研究機関の研究活動の基盤を充実するための取組 3 6 0.8
④ 民間で実施される研究開発への直接的・間接的支援 31 7 4.5
⑤ 産学官連携の取組を加速させるための税制優遇等の支援 5 6 1.1
⑥ イノベーションを促進するための規制の緩和や導入、制度の充実や新設 9 8 1.7
⑦ ベンチャー創業への支援 7 17 2.0
⑧ 科学技術の社会実装に際しての特区制度の活用、実証実験等の先駆的な取組の場の確保 1 4 0.4
⑨ 政府調達を通じた、初期市場の創出・形成 2 4 0.5
⑩ 産学官の間の人材流動を促進するための環境整備 3 3 0.6
⑪ 特になし 2 0.3
⑫ その他 1 1 0.2
橋渡し等 回答者合計（人） 262 243
① 産学官が連携するような大規模プロジェクトの実施 45 27 2.2
② 大学の教育研究活動の基盤を充実するための取組 92 22 3.9
③ 公的研究機関の研究活動の基盤を充実するための取組 11 25 0.9
④ 民間で実施される研究開発への直接的・間接的支援 30 21 1.5
⑤ 産学官連携の取組を加速させるための税制優遇等の支援 11 26 0.9
⑥ イノベーションを促進するための規制の緩和や導入、制度の充実や新設 23 39 1.6
⑦ ベンチャー創業への支援 17 17 1.0
⑧ 科学技術の社会実装に際しての特区制度の活用、実証実験等の先駆的な取組の場の確保 6 23 0.7
⑨ 政府調達を通じた、初期市場の創出・形成 2 14 0.3
⑩ 産学官の間の人材流動を促進するための環境整備 7 25 0.7
⑪ 特になし 2 0.1
⑫ その他 16 4 0.7
性別 男性 回答者合計（人） 567 535
① 産学官が連携するような大規模プロジェクトの実施 81 47 1.8
② 大学の教育研究活動の基盤を充実するための取組 147 46 3.0
③ 公的研究機関の研究活動の基盤を充実するための取組 23 56 0.9
④ 民間で実施される研究開発への直接的・間接的支援 118 58 2.6
⑤ 産学官連携の取組を加速させるための税制優遇等の支援 30 52 1.0
⑥ イノベーションを促進するための規制の緩和や導入、制度の充実や新設 75 90 2.1
⑦ ベンチャー創業への支援 30 49 1.0
⑧ 科学技術の社会実装に際しての特区制度の活用、実証実験等の先駆的な取組の場の確保 19 59 0.9
⑨ 政府調達を通じた、初期市場の創出・形成 4 36 0.4






⑪ 特になし 6 0 0.1
⑫ その他 20 6 0.4
女性 回答者合計（人） 39 35
① 産学官が連携するような大規模プロジェクトの実施 6 1 1.7
② 大学の教育研究活動の基盤を充実するための取組 9 4 2.8
③ 公的研究機関の研究活動の基盤を充実するための取組 2 7 1.4
④ 民間で実施される研究開発への直接的・間接的支援 7 3 2.2
⑤ 産学官連携の取組を加速させるための税制優遇等の支援 3 5 1.4
⑥ イノベーションを促進するための規制の緩和や導入、制度の充実や新設 5 5 1.9
⑦ ベンチャー創業への支援 2 1 0.6
⑧ 科学技術の社会実装に際しての特区制度の活用、実証実験等の先駆的な取組の場の確保 0 4 0.5
⑨ 政府調達を通じた、初期市場の創出・形成 0 2 0.3
⑩ 産学官の間の人材流動を促進するための環境整備 2 2 0.8
⑪ 特になし 2 0 0.5
⑫ その他 1 1 0.4
職位 社長・役員、学長等クラス 回答者合計（人） 240 226
① 産学官が連携するような大規模プロジェクトの実施 27 18 1.5
② 大学の教育研究活動の基盤を充実するための取組 54 24 2.8
③ 公的研究機関の研究活動の基盤を充実するための取組 10 17 0.8
④ 民間で実施される研究開発への直接的・間接的支援 57 27 2.9
⑤ 産学官連携の取組を加速させるための税制優遇等の支援 12 22 1.0
⑥ イノベーションを促進するための規制の緩和や導入、制度の充実や新設 39 34 2.3
⑦ ベンチャー創業への支援 15 29 1.2
⑧ 科学技術の社会実装に際しての特区制度の活用、実証実験等の先駆的な取組の場の確保 7 28 0.9
⑨ 政府調達を通じた、初期市場の創出・形成 2 11 0.3
⑩ 産学官の間の人材流動を促進するための環境整備 7 13 0.6
⑪ 特になし 3 0 0.1
⑫ その他 7 3 0.4
部課長、教授クラス 回答者合計（人） 274 257
① 産学官が連携するような大規模プロジェクトの実施 45 23 2.1
② 大学の教育研究活動の基盤を充実するための取組 81 22 3.4
③ 公的研究機関の研究活動の基盤を充実するための取組 12 35 1.1
④ 民間で実施される研究開発への直接的・間接的支援 47 23 2.1
⑤ 産学官連携の取組を加速させるための税制優遇等の支援 17 27 1.1
⑥ イノベーションを促進するための規制の緩和や導入、制度の充実や新設 32 42 1.9
⑦ ベンチャー創業への支援 13 16 0.8
⑧ 科学技術の社会実装に際しての特区制度の活用、実証実験等の先駆的な取組の場の確保 8 29 0.8
⑨ 政府調達を通じた、初期市場の創出・形成 0 21 0.4
⑩ 産学官の間の人材流動を促進するための環境整備 4 18 0.5
⑪ 特になし 5 0 0.2
⑫ その他 10 1 0.4
主任研究員、准教授クラス 回答者合計（人） 47 44
① 産学官が連携するような大規模プロジェクトの実施 10 2 2.3
② 大学の教育研究活動の基盤を充実するための取組 14 2 3.2
③ 公的研究機関の研究活動の基盤を充実するための取組 1 5 0.7
④ 民間で実施される研究開発への直接的・間接的支援 7 8 2.3
⑤ 産学官連携の取組を加速させるための税制優遇等の支援 2 6 1.1
⑥ イノベーションを促進するための規制の緩和や導入、制度の充実や新設 6 6 1.9
⑦ ベンチャー創業への支援 2 2 0.6
⑧ 科学技術の社会実装に際しての特区制度の活用、実証実験等の先駆的な取組の場の確保 1 5 0.7
⑨ 政府調達を通じた、初期市場の創出・形成 1 2 0.4






⑪ 特になし 0 0 0.0
⑫ その他 2 2 0.6
研究員、助教クラス 回答者合計（人） 10 10
① 産学官が連携するような大規模プロジェクトの実施 2 2 3.0
② 大学の教育研究活動の基盤を充実するための取組 1 1 1.5
③ 公的研究機関の研究活動の基盤を充実するための取組 0 0 0.0
④ 民間で実施される研究開発への直接的・間接的支援 3 1 3.5
⑤ 産学官連携の取組を加速させるための税制優遇等の支援 0 1 0.5
⑥ イノベーションを促進するための規制の緩和や導入、制度の充実や新設 2 2 3.0
⑦ ベンチャー創業への支援 0 0 0.0
⑧ 科学技術の社会実装に際しての特区制度の活用、実証実験等の先駆的な取組の場の確保 1 0 1.0
⑨ 政府調達を通じた、初期市場の創出・形成 0 2 1.0
⑩ 産学官の間の人材流動を促進するための環境整備 1 0 1.0
⑪ 特になし 0 0 0.0
⑫ その他 0 1 0.5
その他 回答者合計（人） 35 33
① 産学官が連携するような大規模プロジェクトの実施 3 3 1.3
② 大学の教育研究活動の基盤を充実するための取組 6 1 1.9
③ 公的研究機関の研究活動の基盤を充実するための取組 2 6 1.4
④ 民間で実施される研究開発への直接的・間接的支援 11 2 3.4
⑤ 産学官連携の取組を加速させるための税制優遇等の支援 2 1 0.7
⑥ イノベーションを促進するための規制の緩和や導入、制度の充実や新設 1 11 1.9
⑦ ベンチャー創業への支援 2 3 1.0
⑧ 科学技術の社会実装に際しての特区制度の活用、実証実験等の先駆的な取組の場の確保 2 1 0.7
⑨ 政府調達を通じた、初期市場の創出・形成 1 2 0.6
⑩ 産学官の間の人材流動を促進するための環境整備 3 3 1.3
⑪ 特になし 0 0 0.0
⑫ その他 2 0 0.6
雇用形態 任期あり 回答者合計（人） 219 210
① 産学官が連携するような大規模プロジェクトの実施 37 19 2.1
② 大学の教育研究活動の基盤を充実するための取組 56 18 3.0
③ 公的研究機関の研究活動の基盤を充実するための取組 11 24 1.1
④ 民間で実施される研究開発への直接的・間接的支援 47 24 2.7
⑤ 産学官連携の取組を加速させるための税制優遇等の支援 10 28 1.1
⑥ イノベーションを促進するための規制の緩和や導入、制度の充実や新設 27 28 1.9
⑦ ベンチャー創業への支援 6 20 0.7
⑧ 科学技術の社会実装に際しての特区制度の活用、実証実験等の先駆的な取組の場の確保 10 17 0.8
⑨ 政府調達を通じた、初期市場の創出・形成 1 13 0.3
⑩ 産学官の間の人材流動を促進するための環境整備 7 18 0.7
⑪ 特になし 0.0
⑫ その他 7 1 0.3
任期なし 回答者合計（人） 387 360
① 産学官が連携するような大規模プロジェクトの実施 50 29 1.7
② 大学の教育研究活動の基盤を充実するための取組 100 32 3.0
③ 公的研究機関の研究活動の基盤を充実するための取組 14 39 0.9
④ 民間で実施される研究開発への直接的・間接的支援 78 37 2.5
⑤ 産学官連携の取組を加速させるための税制優遇等の支援 23 29 1.0
⑥ イノベーションを促進するための規制の緩和や導入、制度の充実や新設 53 67 2.2
⑦ ベンチャー創業への支援 26 30 1.1
⑧ 科学技術の社会実装に際しての特区制度の活用、実証実験等の先駆的な取組の場の確保 9 46 0.8
⑨ 政府調達を通じた、初期市場の創出・形成 3 25 0.4






⑪ 特になし 8 0.2
⑫ その他 14 6 0.4
産学官
あり(過去3年間) 回答者合計（人） 499 467
連携活動 ① 産学官が連携するような大規模プロジェクトの実施 76 42 1.9
② 大学の教育研究活動の基盤を充実するための取組 130 39 3.0
③ 公的研究機関の研究活動の基盤を充実するための取組 19 49 0.9
④ 民間で実施される研究開発への直接的・間接的支援 97 44 2.4
⑤ 産学官連携の取組を加速させるための税制優遇等の支援 27 49 1.0
⑥ イノベーションを促進するための規制の緩和や導入、制度の充実や新設 67 77 2.1
⑦ ベンチャー創業への支援 24 38 0.9
⑧ 科学技術の社会実装に際しての特区制度の活用、実証実験等の先駆的な取組の場の確保 15 57 0.9
⑨ 政府調達を通じた、初期市場の創出・形成 4 34 0.4
⑩ 産学官の間の人材流動を促進するための環境整備 13 32 0.6
⑪ 特になし 6 0.1
⑫ その他 21 6 0.5
なし 回答者合計（人） 107 103
① 産学官が連携するような大規模プロジェクトの実施 11 6 1.3
② 大学の教育研究活動の基盤を充実するための取組 26 11 2.9
③ 公的研究機関の研究活動の基盤を充実するための取組 6 14 1.2
④ 民間で実施される研究開発への直接的・間接的支援 28 17 3.4
⑤ 産学官連携の取組を加速させるための税制優遇等の支援 6 8 0.9
⑥ イノベーションを促進するための規制の緩和や導入、制度の充実や新設 13 18 2.1
⑦ ベンチャー創業への支援 8 12 1.3
⑧ 科学技術の社会実装に際しての特区制度の活用、実証実験等の先駆的な取組の場の確保 4 6 0.7
⑨ 政府調達を通じた、初期市場の創出・形成 4 0.2
⑩ 産学官の間の人材流動を促進するための環境整備 3 6 0.6
⑪ 特になし 2 0.2
⑫ その他 1 0.0
大学・公
的機関等




② 大学の教育研究活動の基盤を充実するための取組 48 17 2.2
③ 公的研究機関の研究活動の基盤を充実するための取組 9 28 0.9
④ 民間で実施される研究開発への直接的・間接的支援 68 37 3.3
⑤ 産学官連携の取組を加速させるための税制優遇等の支援 16 22 1.0
⑥ イノベーションを促進するための規制の緩和や導入、制度の充実や新設 43 36 2.3
⑦ ベンチャー創業への支援 14 25 1.0
⑧ 科学技術の社会実装に際しての特区制度の活用、実証実験等の先駆的な取組の場の確保 11 34 1.1
⑨ 政府調達を通じた、初期市場の創出・形成 2 20 0.5
⑩ 産学官の間の人材流動を促進するための環境整備 7 12 0.5
⑪ 特になし 1 0.0
⑫ その他 4 3 0.2
なし・分からない 回答者合計（人） 170 159
① 産学官が連携するような大規模プロジェクトの実施 26 9 1.8
② 大学の教育研究活動の基盤を充実するための取組 31 14 2.2
③ 公的研究機関の研究活動の基盤を充実するための取組 8 14 0.9
④ 民間で実施される研究開発への直接的・間接的支援 40 17 2.9
⑤ 産学官連携の取組を加速させるための税制優遇等の支援 8 13 0.9
⑥ イノベーションを促進するための規制の緩和や導入、制度の充実や新設 26 39 2.7
⑦ ベンチャー創業への支援 13 15 1.2
⑧ 科学技術の社会実装に際しての特区制度の活用、実証実験等の先駆的な取組の場の確保 5 18 0.8
⑨ 政府調達を通じた、初期市場の創出・形成 0 11 0.3






⑪ 特になし 4 0 0.2
⑫ その他 4 2 0.3
回答者合計（人） 606 570
① 産学官が連携するような大規模プロジェクトの実施 87 48 1.8
② 大学の教育研究活動の基盤を充実するための取組 156 50 3.0
③ 公的研究機関の研究活動の基盤を充実するための取組 25 63 0.9
④ 民間で実施される研究開発への直接的・間接的支援 125 61 2.6
⑤ 産学官連携の取組を加速させるための税制優遇等の支援 33 57 1.0
⑥ イノベーションを促進するための規制の緩和や導入、制度の充実や新設 80 95 2.1
⑦ ベンチャー創業への支援 32 50 0.9
⑧ 科学技術の社会実装に際しての特区制度の活用、実証実験等の先駆的な取組の場の確保 19 63 0.8
⑨ 政府調達を通じた、初期市場の創出・形成 4 38 0.4
⑩ 産学官の間の人材流動を促進するための環境整備 16 38 0.6
⑪ 特になし 8 0 0.1
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京都薬科大学 副学長 赤路 健一
北陸先端科学技術大学院大学 学長 浅野 哲夫
長岡技術科学大学 学長 東 信彦
順天堂大学 学長 新井 一
大阪市立大学 理事長；学長 荒川 哲男
宮崎大学 学長 池ノ上 克
静岡大学 学長 石井 潔
宇都宮大学 学長 石田 朋靖
中部大学 学長 石原 修
北里大学 学長 伊藤 智夫
奈良女子大学 学長 今岡 春樹
岩手大学 学長 岩渕 明
名古屋工業大学 学長 鵜飼 裕之
愛媛大学 理事・副学長 宇野 英満
富山大学 学長 遠藤 俊郎
京都産業大学 学長 大城 光正
琉球大学 学長 大城 肇
豊橋技術科学大学 学長 大西 隆
東京農工大学 学長 大野 弘幸
鶴見大学 学長 大山 喬史
山口大学 学長 岡 正朗
帯広畜産大学 学長 奥田 潔
広島大学 学長 越智 光夫
香川大学 学長 筧 善行
大学共同利用機関法人情報・システム研究機構国立遺伝学研究所 所長 桂 勲
早稲田大学 総長 鎌田 薫
大学共同利用機関法人自然科学研究機構分子科学研究所 所長 川合 眞紀
大学共同利用機関法人情報・システム研究機構国立情報学研究所 所長 喜連川 優
徳島文理大学 学長 桐野 豊
室蘭工業大学 学長 空閑 良壽
九州大学 総長 久保 千春
横浜市立大学 学長 窪田 吉信
大阪教育大学 学長 栗林 澄夫
長崎大学 学長 河野 茂
名古屋市立大学 学長 郡 健二郎
東京大学 総長 五神 真
秋田県立大学 学長 小林 淳一
三重大学 学長 駒田 美弘
千葉工業大学 学長 小宮 一仁
山形大学 学長 小山 清人
浜松医科大学 学長 今野 弘之
岡山大学研究交流部 次長 坂口 浩司
大学共同利用機関法人高エネルギー加速器研究機構共通基盤研究施設 施設長 佐々木 慎一
弘前大学 学長 佐藤 敬
東北大学 総長 里見 進
山梨大学 学長 島田 眞路
大学共同利用機関法人情報・システム研究機構国立極地研究所 所長 白石 和行
龍谷大学経営学部 副学長（研究担当） 鈴木 学
新潟大学 学長 髙橋 姿
北見工業大学 学長 髙橋 信夫
和歌山大学 学長 瀧 寛和
大学共同利用機関法人自然科学研究機構核融合科学研究所 所長 竹入 康彦
東京海洋大学 学長 竹内 俊郎
神戸大学 学長 武田 廣
福島県立医科大学 理事長；学長 竹之下 誠一
酪農学園大学 学長 竹花 一成
星薬科大学 学長 田中 隆治
札幌医科大学 理事長；学長 塚本 泰司
大阪府立大学 理事長 辻 洋
東京学芸大学 学長 出口 利定
鳥取大学 学長 豐島 良太
上智大学 学長 曄道 佳明
大学共同利用機関法人高エネルギー加速器研究機構素粒子原子核研究所 所長 徳宿 克夫  
479
所属等 氏名
千葉大学 学長 徳久 剛史
甲南大学 学長 長坂 悦敬
大阪大学 総長 西尾 章治郎
大分大学 学長 北野 正剛
徳島大学 学長 野地 澄晴
総合研究大学院大学 学長 長谷川 眞理子
横浜国立大学 学長 長谷部 勇一
慶應義塾大学 塾長 長谷山 彰
島根大学 学長 服部 泰直
信州大学 学長 濱田 州博
大学共同利用機関法人自然科学研究機構国立天文台 理事；台長 林 正彦
九州工業大学 学長 尾家 祐二
熊本大学 学長 原田 信志
産業医科大学 学長 東 敏昭
城西大学 学長 白幡 晶
電気通信大学 学長 福田 喬
東京理科大学 学長 藤嶋 昭
京都工芸繊維大学 学長 古山 正雄
鹿児島大学 学長 前田 芳實
同志社大学 学長 松岡 敬
東京慈恵会医科大学 学長 松藤 千弥
福井大学 学長 眞弓 光文
東京工業大学 学長 三島 良直
茨城大学 学長 三村 信男
佐賀大学 学長 宮﨑 耕治
芝浦工業大学 学長 村上 雅人
お茶の水女子大学 学長 室伏 きみ子
岐阜大学 学長 森脇 久隆
東京電機大学 学長 安田 浩
京都大学 総長 山極 壽一
埼玉大学 学長 山口 宏樹
大学共同利用機関法人高エネルギー加速器研究機構加速器研究施設 施設長 山口 誠哉
金沢大学 学長 山崎 光悦
大学共同利用機関法人高エネルギー加速器研究機構物質構造科学研究所 所長 山田 和芳
東海大学 学長 山田 清志
秋田大学 学長 山本 文雄
大学共同利用機関法人自然科学研究機構基礎生物学研究所 所長 山本 正幸
奈良先端科学技術大学院大学 学長 横矢 直和
東京医科歯科大学 学長 吉澤 靖之
旭川医科大学 学長 吉田 晃敏
高知大学 学長 脇口 宏
慶應義塾大学 常任理事 青山 藤詞郎
宮崎大学ＩＲ推進センター センター長 明石 良
島根大学 理事（企画・学術研究担当副学長） 秋重 幸邦
東京医科歯科大学統合研究機構事務部 事務長 阿部 勝也
城西大学経営学部 経営学部長 新井 浅浩
東京工業大学 理事；副学長（研究担当） 安藤 真
奈良先端科学技術大学院大学研究推進機構研究推進部門 部門長 飯田 元
宇都宮大学学術研究部 部長 池田 宰
大阪大学経営企画オフィス 総長特命補佐 池田 雅夫
徳島文理大学教務部 部長 石川 好文




和歌山大学産学連携イノベーションセンター センター長 伊東 千尋
千葉大学工学研究院 副理事（研究推進）；教授 伊藤 智義
東京理科大学事務総局 大学企画部 部長 伊藤 真紀子
徳島大学研究支援・産官学連携センター 副センター長・准教授 井内 健介




東京慈恵会医科大学（学校法人慈恵大学）法人事務局経営企画部 部長 植松 美知男
徳島大学インスティトゥーショナル・リサーチ室 学長補佐；室長 大家 隆弘
480
所属等 氏名
浜松医科大学研究協力課 課長 太田 正人
滋賀医科大学 理事（研究・企画・評価等担当） 小笠原 一誠
北里大学 常任理事 緒方 武比古
久留米大学経営企画部 部長 小河 和弘




千葉工業大学研究支援部 部長 小野寺 茂則
大学共同利用機関法人情報・システム研究機構国立極地研究所 広報室 副室長 小濱 広美
浜松医科大学総務課 課長 葛山 雅弘
旭川医科大学研究推進課 課長 加藤 政昭
筑波大学国際産学連携本部 副学長・理事（産学連携担当） 金保 安則
横浜国立大学研究推進機構 教授；産学官連携推進部門長 金子 直哉
長岡技術科学大学 理事；副学長 鎌土 重晴
総合研究大学院大学国際・社会連携課 課長 亀井 武志
東京理科大学研究推進部 部長 亀山 亜土
大阪府立大学生命環境科学研究科 研究科長 川口 剛司
東京電機大学研究推進社会連携センター研究推進部 課長 川瀬 清志
会津大学事務局企画連携課 課長 菅野 健一
東北大学総長室 主任経営企画スタッフ 菊田 克也








弘前大学 理事（研究担当） 郡 千寿子
大学共同利用機関法人自然科学研究機構国立天文台 副台長（財務担当） 小林 秀行
秋田大学 理事（総務・情報・病院経営担当） 近藤 克幸
東京農工大学研究推進部 部長 齋藤 徳彦
東京電機大学研究推進社会連携センター産学官交流センター 課長 齋藤 裕也
芝浦工業大学研究推進室 室長 坂井 直道
大阪市立大学 理事兼副学長 櫻木 弘之
高知大学法人企画課 課長 佐藤 泰司
富山大学研究推進機構 研究戦略室長 柴柳 敏哉
名古屋工業大学ＵＲＡオフィス 参事 白木 邦明
宮崎大学 理事；副学長（研究・企画担当） 水光 正仁
岐阜大学 理事（企画・評価・基金担当） 杉戸 真太




旭川医科大学医学部 副学長 高井 章
室蘭工業大学総務広報課研究協力室 室長 髙木 朋美
秋田県立大学企画・広報本部 副理事長；事務局長；部長 高橋 誠記
大阪府立大学高等教育推進機構 副学長；教育推進本部長 高橋 哲也
山形大学企画部 部長 高橋 正敏
札幌医科大学事務局経営企画課 課長 髙山 圭一
岡山大学 研究担当理事・副学長 竹内 大二
酪農学園大学学務部研究支援課 主任主事 玉田 哲也
岩手大学学術研究推進部 研究推進課長 千々松 範朗
星薬科大学総務部 課長補佐 塚田 智也
順天堂大学情報戦略IR推進室 次長 土田 博文
北陸先端科学技術大学院大学産学官連携総合推進センター センター長 寺野 稔
佐賀大学総務部企画評価課 課長 寺町 孝章
佐賀大学 理事（研究・社会貢献担当） 寺本 憲功
東京海洋大学学術研究院 理事；副学長 東海 正
東海大学大学運営本部 副本部長 利根川 昭
鹿児島大学 学長補佐 乕尾 達哉
山形大学エンロールメント・マネジメント部 部長 長岡 祐治
滋賀医科大学研究協力課 課長 中島 賢也
名古屋大学学術研究・産学官連携推進本部 リサーチアドミニストレーター 長島 正明
電気通信大学研究推進課 課長 中田 嘉範






北海道大学 理事 西井 準治
芝浦工業大学ＳＩＴ総合研究所 所長 西川 宏之
大分大学 理事（研究・社会連携・国際担当） 西園 晃
琉球大学 研究・企画戦略担当理事 西田 睦
三重大学 副学長（社会連携担当）；教授 西村 訓弘
東京学芸大学教育学部自然科学系 学系長 新田 英雄
山梨大学URAセンター センター長 服部 康弘
群馬大学企画戦略室 室長（副学長） 花屋 実
山梨大学研究推進・社会連携機構 理事（学術研究担当） 早川 正幸
星薬科大学総務部 部長 林 明夫
九州工業大学 理事（研究・産学連携担当） 早瀬 修二
城西大学薬学部 教授 日比野 康英
熊本大学国際先端科学技術研究機構 機構長；シニアURA 檜山 隆




岐阜大学 理事（学術研究・情報担当） 福士 秀人
長崎大学 理事（総務担当） 福永 博俊
名古屋大学大学院工学研究科 副理事；教授 藤巻 朗
九州大学学術研究・産学官連携本部 副本部長 古川 勝彦
九州大学企画部 部長 堀池 幸浩
名古屋大学生命農学研究科 副総長 前島 正義
鶴見大学 副学長 前田 伸子
産業医科大学大学管理課 係長 前田 理恵子
鶴見大学教育研究支援センター 課長 牧 幸男
奈良女子大学学長調査戦略室 副室長 松岡 由貴
香川大学研究戦略室 副室長 松木 則夫
東京工業大学 理事；副学長（教育・国際担当） 丸山 俊夫
大学共同利用機関法人自然科学研究機構生理学研究所 特任准教授 丸山 めぐみ
神戸大学 理事（企画評価・人事担当)；総括副学長 水谷 文俊
京都大学 理事・副学長 湊 長博




金沢大学 先端科学・イノベーション推進機構長；理事；副学長 向 智里
早稲田大学研究戦略センター 所長 棟近 雅彦
大学共同利用機関法人自然科学研究機構核融合科学研究所 副所長 室賀 健夫
京都工芸繊維大学 理事；副学長 森 肇
電気通信大学研究戦略統括室 統括URA（特任教授） 森倉 晋
お茶の水女子大学 理事；副学長 森田育男
昭和大学総務部企画課 係長 森本 照美
福島県立医科大学 理事；副学長（研究担当） 安村 誠司
山口大学学術研究部 部長 矢野 亨
東海大学研究推進部 部長 山口 滋
福井大学総合戦略部門研究推進課 課長 山口 光男
琉球大学研究推進課 課長 山田 学
同志社大学研究開発推進機構 機構長 横川 隆一
茨城大学大学戦略・IR室 室長 横木 裕宗
名古屋市立大学学術課 課長 吉井 一浩
東北大学IR室 室長 米澤 彰純
大学共同利用機関法人自然科学研究機構国立天文台 副台長（総務担当） 渡部 潤一
埼玉大学 理事（総務・財務担当）；事務局長 渡邊 淳平
新潟大学研究企画推進部 部長 渡部 慎二
上智大学学術情報局研究推進センター センター事務長 渡邉 真実
東京医科歯科大学 理事（産学官連携・研究展開担当） 渡邉 守
東京理科大学理工学部 先端化学科 助教 相見 晃久
大阪大学核物理研究センター 教授 青井 考
東京医科歯科大学歯学部 教授 青木 和広
大阪府立大学生命環境科学研究科 教授 青木 考
東京理科大学薬学部 生命創薬科学科 教授 青木 伸
京都大学基礎物理学研究所 教授 青木 慎也  
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東北医科薬科大学薬学部 助教 青木 空眞
北海道大学大学院情報科学研究科 助教 青木 直史
金沢大学理工研究域 数物科学系 准教授 青木 真由美
岐阜大学医学部 准教授 青木 光広
福島県立医科大学ふくしま国際医療科学センター 先端臨床研究センター 助手 粟生木 美穂
名古屋市立大学システム自然科学研究科 准教授 青柳 忍
北陸先端科学技術大学院大学情報科学系 教授 赤木 正人
横浜市立大学大学院生命医科学研究科 准教授 明石 知子
富山大学薬学部 助教 赤沼 伸乙
東京農工大学大学院生物システム応用科学府 教授 秋澤 淳
千葉大学大学院薬学研究院 教授 秋田 英万
香川大学農学部 教授 秋光 和也
東京理科大学薬学部 生命創薬科学科 准教授 秋本 和憲
京都産業大学コンピュータ理工学部 准教授 秋山 豊和
岐阜大学医学部 教授 秋山 治彦
茨城大学工学部 准教授 吾郷 友宏
神戸大学海事科学部・大学院海事科学研究科 助教 浅岡 聡
千葉大学大学院理学研究科 講師 朝川 毅守
弘前大学大学院医学研究科 神経解剖・細胞組織学講座 講師 浅野 義哉
岐阜大学工学部 助教 朝原 誠
大阪大学蛋白質研究所 助教 朝比奈 雄也
札幌医科大学保健医療学部 助教 浅利 剛史
信州大学医学部 皮膚科学 助教 芦田 敦子
崇城大学工学部 建築学科 教授 東 康二
東京医科歯科大学歯学部 教授 東 みゆき
東北大学工学部・工学研究科 機械機能創成専攻 教授 足立 幸志
新潟大学大学院自然科学研究科 教授 安部 隆
富山大学薬学部 准教授 阿部 肇
大学共同利用機関法人高エネルギー加速器研究機構物質構造科学研究所 准教授 阿部 仁
山形大学大学院理工学研究科 教授 阿部 宏之
広島大学大学院医歯薬保健学研究科 医歯薬学専攻 歯学講座 先端歯科補綴学研究室 
准教授
阿部 泰彦
北見工業大学工学部 教授 阿部 良夫
鹿児島大学医歯学総合研究科・保健学研究科・医学部・歯学部（附属病院） 助教 棈松 昌彦
東京農業大学農学部 農学科 教授 雨木 若慶
千葉大学大学院園芸学研究科 教授 天知 誠吾
慶應義塾大学理工学部 教授 天野 英晴
北海道大学歯学部・歯学研究科 教授 網塚 憲生
富山大学工学部 准教授 飴井 賢治
京都大学フィールド科学教育研究センター 教授 荒井 修亮
香川大学医学部 准教授 新井 明治
名古屋大学未来材料・システム研究所 助教 洗平 昌晃
神戸大学大学院保健学研究科 准教授 荒川 高光
奈良先端科学技術大学院大学情報科学研究科 准教授 荒川 豊
株式会社デンソー先端研究4部　AI研究室　AI研究1課 担当係長 有江 浩明
名古屋大学大学院情報学研究科 教授 有田 隆也
北海道大学大学院情報科学研究科 准教授 有田 正志
新潟大学工学部 助教 有波 裕貴
大阪市立大学工学部 准教授 有吉 欽吾
東北大学工学部・工学研究科 助教 安藤 大輔
崇城大学薬学部 教授 安楽 誠
信州大学工学部 機械システム工学科 准教授 飯尾 昭一郎
新潟大学工学部 准教授 飯島 淳彦
京都大学再生医科学研究所 再生増殖制御学分野 助教 飯田 敦夫
東京理科大学基礎工学部 材料工学科 教授 飯田 努
千葉大学看護学部 助教 飯野 理恵
京都大学学術情報メディアセンター 准教授 飯山 将晃
酪農学園大学獣医学群 助教 五十嵐 寛高
九州大学先導物質化学研究所 助教 井川 和宣
久留米大学医学部泌尿器科 教授 井川 掌
東京大学大学院情報理工学系研究科 講師 池内 真志






広島大学大学院先端物質科学研究科 助教 池田 丈
北海道大学北方生物圏フィールド科学センター 厚岸臨海実験所 助教 伊佐田 智規
琉球大学農学部 准教授 石井 貴広
東北大学大学院医学系研究科 免疫学分野 教授 石井 直人
京都大学大学院エネルギー科学研究科 准教授 石井 裕剛
京都大学工学研究科 電子工学専攻 助教 石井 良太
筑波大学生命環境系 助教 石川 香
静岡大学情報学部 助教 石川 翔吾
新潟大学理学部 物理学科 准教授 石川 文洋
東京農業大学応用生物科学部 准教授 石川 森夫
横浜市立大学医学部 医学研究科循環制御医学 教授 石川 義弘
弘前大学農学生命科学部 教授 石川 隆二
高知大学自然科学系 理学部門 助教 石黒 克也
山形大学理学部 助教 石﨑 学
広島大学大学院医歯薬保健学研究院 講師 石田 万里
広島大学総合科学研究科 教授 石田 敦彦
徳島大学大学院医歯薬学研究部 教授 石田 竜弘
北海道大学農学部 准教授 石塚 敏
長崎大学工学部・工学研究科 准教授 石塚 洋一
北海道大学大学院獣医学研究院 教授 石塚 真由美
東京歯科大学歯学部 教授 石原 和幸
東北大学多元物質科学研究所 助教 石原 真吾
熊本大学理学部 助教 石丸 聡子
富山大学大学院医学薬学研究部 助教 石本 哲也
秋田県立大学システム科学技術学部 機械知能システム学科 准教授 石本 志高
神戸大学医学部・医学研究科 助教 伊集院 壮
佐賀大学大学院工学系研究科 機械システム工学専攻 准教授 泉 清高
九州大学生体防御医学研究所 准教授 和泉 自泰
京都大学フィールド科学教育研究センター 准教授 伊勢 武史
大阪市立大学医学部 寄生虫学 講師 五十棲 理恵
京都大学基礎物理学研究所 准教授 板垣 直之
昭和大学薬学部 生物化学 教授 板部 洋之
京都大学大学院理学研究科 物理学・宇宙物理学専攻 准教授 市川 温子
信州大学理学部 教授 市野 隆雄
九州大学応用力学研究所 教授 出射 浩
日本大学生物資源科学部 海洋生物資源科学科 准教授 糸井 史朗
大学共同利用機関法人自然科学研究機構核融合科学研究所 准教授 伊藤 篤史
宮崎大学農学部 森林緑地環境科学科 教授 伊藤 哲
名古屋工業大学工学部 教授 伊藤 孝行
昭和薬科大学薬学部 准教授 伊藤 俊将
熊本大学くまもと水循環・減災研究教育センター 助教 伊藤 紘晃
神戸大学農学部・大学院農学研究科 准教授 伊藤 博通
名古屋大学医学部 神経遺伝情報学 特任講師 伊藤 美佳子
北里大学理学部 准教授 伊藤 道彦
鹿児島大学大学院理工学研究科 教授 伊東 祐二
北海道大学大学院医学研究院 医学統計学教室 准教授 伊藤 陽一
秋田県立大学システム科学技術学部 電子情報システム学科 助教 伊東 良太
岐阜大学応用生物科学部 助教 稲垣 瑞穂
埼玉大学工学部 助教 稲田 優貴
東海大学情報理工学部 教授 稲葉 毅
三重大学工学部・工学研究科 教授 稲葉 忠司
新潟大学脳研究所 特別研究員 稲葉 洋芳
大阪府立大学生命環境科学域応用生命科学類 教授 乾 隆
茨城大学工学部 教授 乾 正知
山梨大学大学院総合研究部医学域臨床検査医学 教授 井上 克枝
高知大学医療学系 教授 井上 啓史
大学共同利用機関法人情報・システム研究機構国立極地研究所 准教授 猪上 淳
大阪大学免疫学フロンティア研究センター 特任准教授 井上 毅
福島県立医科大学医学部 准教授 井上 直和
東京農業大学応用生物科学部 助教 井上 博文
東京電機大学未来科学部 助教 井上 淳
京都大学ウイルス・再生医科学研究所 准教授 井上 康博
東京工業大学理学院 助教 井上 遼太郎
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奈良先端科学技術大学院大学情報科学研究科 助教 伊原 彰紀
鳥取大学大学院工学研究科 准教授 伊福 伸介
愛媛大学プロテオサイエンスセンター 教授 今井 祐記
岡山理科大学理学部 応用物理学科 准教授 今井 剛樹
香川大学医学部 講師 今大路 治之
九州工業大学大学院工学研究院 電気電子工学研究系 助教 今給黎 明大
大阪大学歯学部・大学院歯学研究科 教授；副研究科長 今里 聡
京都大学ｉＰＳ細胞研究所 特定拠点助教 今村 恵子
東京大学医科学研究所 教授 井元 清哉
山形大学大学院医学系研究科先進的医科学専攻 プロジェクト教員（教授） 岩井 岳夫
大阪府立大学生命環境科学部 助教 岩崎 忠
岐阜大学医学部 助教 岩下 拓司
千葉工業大学社会システム科学部 教授 岩下 基
大阪府立大学総合リハビリテーション学研究科 准教授 岩田 晃
東京医科歯科大学医歯学総合研究科 教授 岩永 史朗
福井大学医学系部門医学領域 分子生理学分野 助教 岩本 真幸
金沢医科大学総合医学研究所・生命科学研究領域 教授 岩脇 隆夫
日本大学生物資源科学部 応用生物科学科 教授 上田 賢志
大阪府立大学生命環境科学域 助教 上田 昇平
筑波大学生命環境系 教授 植田 宏昭
京都大学生存圏研究所 助教 上田 義勝
横浜国立大学理工学部 准教授 上野 和英
酪農学園大学農食環境学群 准教授 上野 敬司
山口大学大学院創成科学研究科 准教授 上野 秀一
名古屋大学工学研究科 助教 上野 智永
北海道大学水産学部 准教授 上野 洋路
横浜市立大学医学部 医学研究科臓器再生医学 助教 上野 康晴
崇城大学情報学部 助教 植村 匠
大阪府立大学生命環境科学部 准教授 植山 雅仁
熊本大学工学部 学部長；大学院自然科学研究科長；大学院先端科学研究部長；教授 宇佐川 毅
日本大学生産工学部 教授 鵜澤 正美
首都大学東京システムデザイン学部 航空宇宙システム工学コース 教授 牛尾 知雄
名古屋大学未来材料・システム研究所 教授 宇治原 徹
新潟大学理学部 教授 内海 利男
東京農業大学生命科学部　分子微生物学科 教授 内野 昌孝
東京大学宇宙線研究所 重力波観測研究施設 准教授 内山 隆
東京農業大学国際食料情報学部 国際バイオビジネス学科 教授 内山 智裕
千葉工業大学創造工学部 都市環境工学科 教授 内海 秀幸
大阪府立大学大学院工学研究科 知能情報工学分野 助教 生方 誠希
東京医科大学医学科 高齢総合医学 准教授 馬原 孝彦
名古屋市立大学薬学部 准教授 梅澤 直樹
名古屋大学宇宙地球環境研究所 講師 梅田 隆行
甲南大学理工学部 教授 梅津 郁朗
北陸先端科学技術大学院大学知識科学系 助教 浦 正広
奈良女子大学研究院 自然科学系 准教授 浦 康之
大阪薬科大学薬学部 教授 浦田 秀仁
大阪大学サイバーメディアセンター 准教授 浦西 友樹




筑波大学つくば機能植物イノベーション研究センター センター長；教授 江面 浩
大学共同利用機関法人自然科学研究機構生理学研究所 生体恒常性発達研究部門 助教 江藤 圭
名古屋大学大学院情報学研究科 助教 榎堀 優
東京大学医学部・分子病理学 特任准教授 江幡 正悟
金沢大学がん進展制御研究所 准教授 衣斐 寛倫
上智大学理工学部 教授；研究推進センター長 江馬 一弘
愛媛大学大学院理工学研究科 情報工学コース 特任講師 遠藤 慶一
東京工業大学理学院 教授 遠藤 久顕
熊本大学大学院生命科学研究部 助教 遠藤 元誉
愛知学院大学薬学部 准教授 大井 義明
室蘭工業大学もの創造系領域 助教 大石 義彦
広島大学医学部 准教授 大上 直秀
九州大学病院 消化管外科 講師 大内田 研宙
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工学院大学建築学部 建築デザイン学科 准教授 大内田 史郎
日本大学生産工学部 准教授 大江 秋津
昭和大学保健医療学部 准教授 大木 友美
近畿大学産業理工学部 教授 大木 優
九州大学芸術工学部・大学院芸術工学研究院・芸術工学府 助教 大草 孝介
東京大学農学部・農学生命科学研究科 准教授 大久保 範聡
佐賀大学大学院工学系研究科 特任助教 大島 孝仁
鶴見大学歯学部 口腔微生物学講座 学内教授 大島 朋子
金沢大学がん進展制御研究所 准教授 大島 浩子






名古屋大学理学部・理学研究科 教授 大隅 圭太
奈良先端科学技術大学院大学物質創成科学研究科 教授 太田 淳
北里大学医学部 准教授 太田 博樹
千葉大学工学部・大学院工学研究科 准教授 太田 匡則
順天堂大学医療看護学部 助教 大田 康江
大分大学理工学部 准教授 大竹 哲史




北見工業大学工学部 准教授 大津 直史
龍谷大学理工学部 教授 大津 広敬
早稲田大学先進理工学部 物理学科 助教 大塚 啓
東京工業大学物質理工学院 応用化学系 教授 大塚 英幸
名古屋大学宇宙地球環境研究所 准教授 大塚 雄一
熊本大学大学院生命科学研究部（薬学系） 教授 大塚 雅巳
近畿大学理工学部 機械工学科 准教授 大坪 義一
産業医科大学医学部 准教授 大津山 彰
京都大学大学院情報学研究科 教授 大手 信人
神戸大学大学院理学研究科 教授 大西 洋
日本大学理工学部 電気工学科 教授 大貫 進一郎
久留米大学医学部 生物学 准教授 大沼 雅明
東京医科大学医学科 分子病理学 講師 大野 慎一郎
鹿児島大学工学部 助教 大野 裕史
京都大学ウイルス・再生医科学研究所 教授 大野 睦人
新潟大学歯学部 教授 大峡 淳
日本大学歯学部 解剖学第Ⅰ講座 助教 大橋 晶子
大学共同利用機関法人自然科学研究機構国立天文台 教授 大橋 永芳
金沢大学理工研究域 物質科学系 助教 大橋 竜太郎
札幌医科大学保健医療学部 学部長；教授 大日向 輝美
東京医科大学医学科 呼吸器・甲状腺外科学 教授 大平 達夫
和歌山大学システム工学部 准教授 大平 雅雄
東京理科大学理工学部 建築学科 教授 大宮 喜文
北海道大学医学部 助教 大村 優
京都大学生存圏研究所 教授 大村 善治
大阪大学蛋白質研究所 准教授 大森 義裕
東北大学工学研究科 助教 大脇 大
崇城大学生物生命学部 応用微生物工学科 准教授 岡 祐二
近畿大学工学部 ロボティクス学科 教授 岡 正人
弘前大学理工学部 教授 岡﨑 雅明
東北大学加齢医学研究所 教授 小笠原 康悦
長岡技術科学大学工学部 教授 小笠原 渉
京都大学医学部・医学研究科 准教授 岡島 英明
北里大学獣医学部 動物生態学 准教授 岡田 あゆみ
岡山大学大学院環境生命科学研究科 助教 岡田 賢祐
信州大学工学部 物質工学科 准教授 岡田 友彦
京都大学学術情報センター大学院情報学研究科社会情報学専攻 教授 緒方 広明
鳥取大学医学部 生命科学科 教授 岡田 太
大阪大学微生物病研究所 教授 岡田 雅人
大阪大学薬学部・大学院薬学研究科 准教授 岡田 欣晃
日本大学松戸歯学部 教授 小方 頼昌
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東京大学環境安全研究センター 准教授 岡田 正弘




大阪府立大学看護学部 准教授 岡本 双美子
東北大学理学部・大学院理学研究科 数学専攻 教授 小川 卓克
福島県立医科大学会津医療センター 耳鼻咽喉科学講座 教授 小川 洋
東京大学生産技術研究所 教授 沖 大幹
広島大学大学院工学研究科化学工学専攻 准教授 荻 崇
大阪大学大学院工学研究科 教授 荻 博次
日本大学生物資源科学部 応用生物科学科 助教 沖 嘉尚
名古屋市立大学システム自然科学研究科 講師 奥津 光晴
徳島大学薬学部 准教授 奥平 桂一郞
岡山大学大学院自然科学研究科 助教 御輿 真穂
愛知学院大学歯学部 有床義歯学講座 教授 尾澤 昌悟
神戸大学海事科学部・大学院海事科学研究科 教授 小田 啓二
神戸大学大学院理学研究科 准教授 越智 敦彦
東北大学大学院医学系研究科 生物化学分野 助教 落合 恭子
北里大学獣医学部 栄養生理学 講師 落合 優
広島大学大学院先端物質科学研究科 准教授 鬼丸 孝博
千葉工業大学社会システム科学部 助教 小野 浩之
東海大学農学部 バイオサイエンス学科 教授 小野 政輝
工学院大学建築学部 建築学科 教授 小野里 憲一
東京理科大学生命医科学研究所 講師 小幡 裕希
東北大学流体科学研究所 教授 小原 拓
福島県立医科大学ふくしま国際医療科学センター 先端臨床研究センター 教授 織内 昇
東北大学金属材料研究所 教授 折茂 慎一
北海道大学電子科学研究所 准教授 海住 英生
信州大学学術研究院農学系 教授 鏡味 裕
東北大学多元物質科学研究所 教授；副所長（共同研究担当） 垣花 眞人
慶應義塾大学医学部 准教授 掛川 渉
京都大学薬学部・薬学研究科 教授 掛谷 秀昭
北海道大学低温科学研究所 准教授 笠原 康裕
東京大学物性研究所 助教 笠松 秀輔
東京大学宇宙線研究所 所長；教授 梶田 隆章
近畿大学工学部 情報学科 講師 加島 智子
日本大学生産工学部 応用分子化学科 教授 柏田 歩
近畿大学工学部 情報学科 准教授 片岡 隆之
神戸大学医学部・医学研究科 教授 片岡 徹
島根大学総合理工学部 助教 片岡 祐介
甲南大学理工学部 助教 片桐 幸輔
熊本大学薬学部 薬物活性学 教授 香月 博志
鳥取大学大学院医学系研究科 准教授 香月 康宏
東京大学医学部・医学系研究科 分子病理学 助教 勝野 蓉子
岡山大学資源植物科学研究所 教授 且原 真木
三重大学工学部・工学研究科 准教授 勝又 英之
京都大学大学院地球環境学堂・学舎 教授 勝見 武
北海道大学理学部・理学院・理学研究院 准教授 加藤 徹
東北大学多元物質科学研究所 准教授 加藤 英樹
大阪府立大学高等教育推進機構 教授 加藤 幹男
徳島文理大学香川薬学部 教授；学科長 加藤 善久
お茶の水女子大学基幹研究院 教授 加藤 美砂子
京都大学薬学部・薬学研究科 助教 加藤 洋平
広島大学大学院先端物質科学研究科 教授 角屋 豊
北里大学看護学部 准教授 香取 洋子
信州大学繊維学部 准教授 金井 博幸
日本大学医学部 医学科 教授 兼板 佳孝
北陸先端科学技術大学院大学マテリアルサイエンス系 教授 金子 達雄
大阪市立大学工学研究科 教授 兼子 佳久
名古屋市立大学大学院医学研究科 再生医学分野 講師 金子 奈穂子
九州大学大学院数理学研究院・数理学府 教授 金子 昌信
東北大学歯学部・歯学研究科 准教授 金高 弘恭
静岡大学情報学部 准教授 狩野 芳伸
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筑波大学数理物質系 准教授 加納 英明
琉球大学大学院医学研究科麻酔科学講座 助教 神里 興太
琉球大学工学部 准教授 神谷 大介
北海道大学大学院環境科学院・地球環境科学院 教授 神谷 裕一
愛知学院大学歯学部 歯周病学講座 助教 神谷 洋介
大分大学医学部 助教 神山 長慶
酪農学園大学農食環境学群 助教 亀岡 笑
東北大学電気通信研究所 准教授 亀田 卓
千葉工業大学先進工学部 生命科学科 教授 河合 剛太
名古屋大学大学院情報学研究科 准教授 川合 伸幸
広島大学医歯薬保健学研究科 准教授 河合 秀彦
東北医科薬科大学医学部 教授 河合 佳子
京都大学医学部・医学研究科 教授 川上 浩司
順天堂大学保健看護学部 教授 川口 千鶴
徳島大学大学院社会産業理工学研究部 准教授 河口 洋一
佐賀大学医学部 助教 川久保 善智
富山大学大学院理工学研究部（理学） 助教 川﨑 一雄
近畿大学農学部 教授 川﨑 努
北里大学理学部 物理学科 教授 川崎 健夫
群馬大学理工学府知能機械創製部門 准教授 川島 久宜
秋田県立大学システム科学技術学部 経営システム工学科 准教授 川島 洋人
大阪市立大学大学院医学研究科 肝胆膵病態内科学 教授 河田 則文
静岡大学工学部 教授 川田 善正
大阪府立大学理学部・理学系研究科 准教授 川西 優喜
慶應義塾大学医学部 特任助教 川野 義長
九州工業大学大学院工学研究院電気電子工学研究系 准教授 河野 英昭
近畿大学薬学部 教授 川畑 篤史
九州工業大学大学院生命体工学研究科 准教授 川原 知洋
山口大学大学院創成科学研究科 教授 川俣 純
東京大学大気海洋研究所 国際沿岸海洋研究センター センタ-長；教授 河村 知彦
京都大学ウイルス・再生医科学研究所 再生免疫学分野 教授 河本 宏
中部大学生命健康科学部 准教授 川本 善之
東海大学健康科学部 准教授 菅野 和恵
東北大学大学院歯学研究科 臨床教授 菅野 太郎
北里大学海洋生命科学部 学部長 菅野 信弘
京都大学大学院生命科学研究科 准教授 神戸 大朋
早稲田大学理工学術院 電気・情報生命工学科 教授 木賀 大介
東京農工大学大学院生物システム応用科学府 助教 菊田 真吾
和歌山大学システム工学部 助教 菊地 邦友
千葉大学大学院園芸学研究科 助教 菊池 真司
東北大学薬学部・薬学研究科 准教授 菊地 晴久
佐賀大学医学部 講師 菊池 泰弘




東北大学大学院理学研究科・理学部 准教授 岸本 直樹
東京工業大学情報理工学院 情報工学系 准教授 吉瀬 謙二




名古屋大学理学部・理学研究科 准教授 北口 雅暁
東京海洋大学船舶海洋オペレーションセンター 特任教授 北里 洋
茨城大学理学部 教授 北出 理
大学共同利用機関法人高エネルギー加速器研究機構素粒子原子核研究所 教授 北野 龍一郎
北海道大学大学院生命科学院・先端生命科学研究院 助教 北村 朗
東京理科大学生命医科学研究所 教授；研究科長 北村 大介
甲南大学知能情報学部 教授 北村 達也
北海道大学遺伝子病制御研究所 免疫機能学分野 准教授 北村 秀光
神戸大学大学院工学研究科 助教 北山 雄己哉
東京大学医学部・生体構造学 教授 吉川 雅英
神戸大学大学院保健学研究科 研究科長；教授 木戸 良明
大分大学理工学部 助教 衣本 太郎
弘前大学大学院医学研究科 統合機能生理学講座 准教授 木下 正治
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城西大学薬学部 助教 木村 聡一郎
東北大学多元物質科学研究所 教授 木村 宏之
城西大学薬学部 准教授 木村 光利
信州大学繊維学部 教授 木村 睦
龍谷大学理工学部 電子情報学科 教授 木村 睦
琉球大学大学院医学研究科 人体解剖学講座 准教授 木村 亮介
名古屋大学医学部 分子病原細菌学 准教授 木村 幸司
芝浦工業大学工学部 通信情報学群情報工学科 教授 木村 昌臣
長崎大学大学院工学研究科 電気・情報科学部門 教授 喜安 千弥
神戸大学先端融合研究環 助教 清杉 孝司
鳥取大学大学院工学研究科 助教 櫛田 大輔
日本大学生産工学部 電気電子工学科 准教授 工藤 祐輔
岩手大学農学部 准教授 國崎 貴嗣
徳島文理大学理工学部 教授 國本 崇
甲南大学理工学部 教授 久原 篤
東京工業大学科学技術創成研究院 先導原子力研究所 助教 グバレビッチ アンナ
筑波大学数理物質系 講師 久保 敦
高知大学医療学系 講師 久保 亨
大学共同利用機関法人自然科学研究機構生理学研究所 研究総主幹；教授 久保 義弘
熊本大学工学部・大学院先端科学研究部（工学系） 准教授 久保田 章亀
名古屋市立大学看護学部　健康科学領域　臨床生理学 教授 窪田 泰江
大阪大学大学院歯学研究科 准教授 久保庭 雅恵
東北大学大学院環境科学研究科 助教 熊谷 将吾
山梨大学工学部 教授 熊田 伸弘
佐賀大学医学部 教授 倉岡 晃夫
北海道大学大学院地球環境科学研究院・大学院環境科学院 准教授 藏崎 正明
九州大学大学院システム情報科学研究院・同学府 副院長；教授 倉爪 亮
富山大学理学部 教授 倉光 英樹
大阪医科大学研究支援センター 講師 栗生 俊彦
弘前大学農学生命科学部 助教 栗田 大輔
岡山大学大学院自然科学研究科 准教授 栗林 稔
東北大学大学院医工学研究科 教授 厨川 常元
順天堂大学保健看護学部 助教 黒川 佳子
徳島大学先端酵素学研究所 次世代酵素学研究領域 助教 黒木 俊介
北里大学医療衛生学部 助教 黒崎 祥史
山梨大学生命環境学部 学部長 黒澤 尋
東京大学大気海洋研究所 准教授 黒田 潤一郎
名古屋大学未来材料・システム研究所 准教授 桒原 真人
東京工業大学情報理工学院 助教 欅 惇志
東京工業大学科学技術創成研究院化学生命科学研究所 助教 小池 隆司
同志社大学生命医科学部 医工学科 教授 小泉 範子




旭川医科大学医学部 解剖学講座 准教授 甲賀 大輔
信州大学繊維学部 助教 高坂 泰弘
東北大学金属材料研究所 助教 高坂 亘
日本大学松戸歯学部 助教 河野 哲朗
京都薬科大学薬学部 助教 河渕 真治
東京大学医科学研究所 准教授 合山 進
山口大学大学院創成科学研究科農学系学域 助教 肥塚 崇男
お茶の水女子大学大学院人間文化創成科学研究科 准教授 郡 宏
昭和大学医学部 衛生学公衆衛生学講座公衆衛生学部門 教授 小風 暁
城西大学理学部数学科 教授 小木曽 岳義
産業医科大学医学部 助教 國分 啓司
北里大学医療衛生学部 准教授 小久保 謙一
千葉大学薬学部・薬学研究院 創成薬学研究部門 助教 小暮 紀行
徳島大学大学院医歯薬学研究部（薬学系） 衛生薬学分野 教授 小暮 健太朗
鹿児島大学医歯学総合研究科・医学部・歯学部（附属病院） 教授 小戝 健一郎
お茶の水女子大学大学院人間文化創成科学研究科 助教 小﨑 美希
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福島県立医科大学医学部 講師 腰塚 哲朗
早稲田大学教育・総合科学学術院 教授 小柴 健史
横浜国立大学工学研究院 教授 児嶋 長次郎
熊本大学理学部・大学院先端科学研究部 准教授 小島 知子
東京理科大学生命医科学研究所 准教授 小園 晴生
神戸大学大学院保健学研究科 助教 小瀧 将裕
日本大学工学部 生命応用化学科 准教授 児玉 大輔
島根大学生物資源科学部 生物科学科 准教授 児玉 有紀
豊橋技術科学大学大学院工学研究科電気・電子情報工学系 助教 後藤 太一
大学共同利用機関法人自然科学研究機構核融合科学研究所 助教 後藤 拓也
大阪大学蛋白質研究所 教授 後藤 祐児
徳島文理大学理工学部 准教授 小林 郁典
弘前大学農学生命科学部 准教授 小林 一也
岩手大学農学部 助教 小林 沙織
山口大学大学院創成科学研究科 教授 小林 淳
茨城大学工学部 助教 小林 純也
京都大学ウイルス・再生医科学研究所 細胞生物学研究部門 助教 小林 妙子
徳島文理大学香川薬学部 助教 小林 隆信
岐阜大学工学部 准教授 小林 信介
札幌医科大学医学部 衛生学講座 教授；副医学部長 小林 宣道
東海大学医学部 副学部長；教授 小林 広幸
鹿児島大学学術研究院理工学域理学系 准教授 小林 励司
鹿児島大学共同獣医学部 教授 小原 恭子
北里大学海洋生命科学部 准教授 小檜山 篤志
神戸大学大学院保健学研究科 准教授 駒井 浩一郎
鹿児島大学水産学部 教授 小松 正治
東京大学大学院工学系研究科附属レジリエンス工学研究センター 准教授 小宮山 涼一
北里大学薬学部 微生物薬品製造学教室 講師 小山 信裕
京都大学学術情報メディアセンター 教授 小山田 耕二
京都大学大学院理学研究科 地球惑星科学専攻 助教 根田 昌典
千葉大学大学院園芸学研究科 教授 近藤 悟
大阪府立大学生命環境科学部 助教 近藤 友宏
長崎大学水産学部 助教 近藤 能子
大阪大学大学院生命機能研究科 研究科長；教授 近藤 滋
群馬大学医学部 講師 今野 歩
琉球大学農学部 准教授 金野 俊洋
東北大学大学院情報科学研究科 准教授 昆陽 雅司
信州大学農学部 准教授 斉藤 勝晴
東京工業大学環境・社会理工学院 融合理工学系 助教 斎藤 健太郎
埼玉大学工学部 教授 齋藤 伸吾
東京理科大学理学部 応用物理学科 教授 齋藤 智彦
北海道大学理学部・理学院・理学研究院 教授 齋藤 睦
近畿大学農学部 准教授 財満 信宏
北陸先端科学技術大学院大学マテリアルサイエンス系 助教 酒井 平祐
鹿児島大学農学部 教授；学長補佐 境 雅夫
北里大学医学部 教授 堺 隆一
千葉大学看護学研究科 附属専門職連携教育研究センター 教授；センター長 酒井 郁子
京都大学化学研究所 助教 榊原 圭太
早稲田大学創造理工学部 社会環境工学科 教授 榊原 豊
徳島大学先端酵素学研究所 次世代酵素学研究領域神経変性病態学分野 教授 坂口 末廣
大阪大学免疫学フロンティア研究センター 事務部門長；特任教授 阪口 薫雄
鳥取大学大学院工学研究科 教授 坂口 裕樹
岡山大学医学部 准教授 阪口 政清
長崎大学水産・環境科学総合研究科 教授 阪倉 良孝
東北大学大学院神経外科学分野 非常勤講師 坂田 洋之
徳島大学大学院医歯薬学研究部 生化学分野 准教授 坂根 亜由子
千葉大学大学院工学研究院 教授 坂本 一之




近畿大学工学部建築学科 准教授 崎野 良比呂
東北大学東北メディカルメガバンク機構 講師 櫻井 美佳
順天堂大学医療看護学部 教授 櫻井 しのぶ
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島根大学総合理工学部 准教授 笹井 亮
東京工業大学科学技術創成研究院フロンティア材料研究所 准教授 笹川 崇男
北里大学理学部 講師 佐々木 伸
群馬大学生体調節研究所 准教授 佐々木 努
岩手大学理工学部 准教授 佐々木 誠
九州大学応用力学研究所 助教 佐々木 真
東京大学大学院数理科学研究科 准教授 佐々田 槙子
東北大学薬学部・薬学研究科 助教 笹野 裕介
秋田県立大学生物資源科学部 アグリビジネス学科 助教 佐藤 勝祥
香川大学工学部 講師 佐藤 敬子
群馬大学生体調節研究所 教授 佐藤 健
熊本大学薬学部 生命分析化学 助教 佐藤 卓史
秋田県立大学生物資源科学部 准教授 佐藤 孝
千葉大学大学院理学研究院 教授 佐藤 利典
九州大学大学院農学研究院 教授 佐藤 匡央
昭和大学保健医療学部 理学療法学科 教授 佐藤 満
京都大学理学部 助教 佐藤 康彦
宇都宮大学農学部 講師 佐藤 祐介
広島大学総合科学研究科 准教授 佐藤 明子
広島大学原爆放射線医科学研究所 計量生物研究分野 准教授 佐藤 健一
山口大学共同獣医学部 教授 佐藤 晃一
北里大学医学部 助教 佐藤 雅




山梨大学大学院総合研究部 医学域泌尿器科学講座 講師 澤田 智史
岡山大学薬学部 教授 澤田 大介
東京医科歯科大学難治疾患研究所 エピジェネティクス分野 助教 志浦 寛相
東北大学電気通信研究所 教授 塩入 諭
大学共同利用機関法人情報・システム研究機構国立極地研究所 助教 塩見 こずえ
東北大学大学院工学研究科 教授 珠玖 仁
鹿児島大学学術研究院理工学域理学系 助教 重田 出
大学共同利用機関法人自然科学研究機構基礎生物学研究所 准教授 重信 秀治
鶴見大学歯学部 クラウンブリッジ補綴学講座 講師 重本 修伺
札幌医科大学医学部 神経科学講座 助教 篠﨑 淳
岩手大学理工学部 応用化学科 准教授 芝崎 祐二
昭和大学歯学部 歯科理工学講座 講師 柴田 陽
東京大学物性研究所 教授 柴山 充弘
秋田大学大学院国際資源学研究科 教授 柴山 敦
東京歯科大学歯学部 准教授 澁川 義幸
九州産業大学理工学部情報科学科 講師 渋田 敬史
大阪府立大学生命環境科学部 准教授 渋谷 俊夫
大阪大学核物理研究センター 准教授 嶋 達志
三重大学大学院医学系研究科 分子病態学分野 教授 島岡 要
九州大学大学院システム情報科学研究院 准教授 島田 敬士
東京大学農学部・農学生命科学研究科 教授 嶋田 透
三重大学医学系研究科 統合薬理学 講師 島田 康人
東海大学健康科学部 助教 島本 さと子
鹿児島大学農学部 准教授 清水 圭一
大阪大学レーザー科学研究所 助教 清水 俊彦
九州大学大学院農学研究院 准教授 清水 邦義
京都大学ウイルス・再生医科学研究所 助教 志村 和也
中部大学生命健康科学部 教授 下内 章人
金沢大学理工研究域 教授 下川 智嗣
大阪大学サイバーメディアセンター センター長；教授 下條 真司
北海道大学低温科学研究所 助教 下山 宏
広島大学大学院医歯薬保健学研究科　医歯薬学専攻 (歯) 生体分子機能学 教授 宿南 知佐
熊本大学大学院生命科学研究部（薬学系） 准教授 首藤 剛
信州大学理学部理学科化学コース 准教授 庄子 卓
徳島文理大学薬学部 助教 庄司 正樹
東京大学医科学研究所 助教 城村 由和
東北大学加齢医学研究所 准教授 白石 泰之
東北大学未来科学技術共同研究センター 特任教授 白井 泰雪
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群馬大学大学院医学系研究科 教授 白尾 智明
東北大学大学院農学研究科 生物産業創成科学専攻 准教授 白川 仁
東北大学加齢医学研究所 助教 白川 龍太郎
昭和大学医学部 衛生学公衆衛生学講座公衆衛生学部門 講師 白澤 貴子
九州大学薬学部・薬学研究院・薬学府 助教 白石 充典
大阪大学核物理研究センター 助教 白鳥 昂太郎
電気通信大学情報理工学研究科 教授 新 誠一
奈良先端科学技術大学院大学バイオサイエンス研究科 教授 新藏 礼子
名古屋大学大学院医学系研究科 助教 新城 恵子
東北大学材料科学高等研究所 教授 水藤 寛
筑波大学数理物質系 教授 末木 啓介
大阪大学微生物病研究所 准教授 末永 忠広
徳島文理大学薬学部 講師 末永 みどり
東京女子医科大学医学部 生理学（第二） 助教 末廣 勇司
九州大学応用力学研究所 助教 末吉 誠
千葉工業大学工学部 機械電子創成工学科 准教授 菅 洋志
富山大学工学部 助教 須加 実
奈良女子大学理学部 准教授 杉浦 真由美
新潟大学大学院自然科学研究科 准教授 杉本 華幸
静岡大学情報学部 教授 杉山 岳弘
東京理科大学理工学部 電気電子情報工学科 准教授 杉山 睦
広島大学大学院工学研究科 教授 菅田 淳
筑波大学遺伝子実験センター 准教授 寿崎 拓哉
大阪大学免疫学フロンティア研究センター 教授 鈴木 一博
信州大学農学部 助教 鈴木 俊介
山口大学大学院理工学研究科 准教授 鈴木 祐麻
芝浦工業大学システム理工学部 教授 鈴木 達夫
広島大学薬学部 助教 鈴木 哲矢
東北大学医学部 ラジオアイソトープセンター 講師 鈴木 未来子
城西大学理学部化学科 助教 鈴木 光明
長崎大学熱帯医学研究所 助教 鈴木 基
山梨大学生命環境学部 准教授 鈴木 保任
大阪府立大学大学院工学研究科 電気情報システム工学分野 准教授 薄 良彦
茨城大学農学部 教授；学長特別補佐 鈴木 義人
山口大学大学院創成科学研究科農学系学域 准教授 鈴木 賢士
福島県立医科大学会津医療センター附属研究所 漢方医学講座 准教授 鈴木 雅雄
徳島文理大学薬学部 准教授 角 大悟
中部大学応用生物学部 助教 墨 泰孝
東海大学医学部 講師 隅山 香織
九州大学生体防御医学研究所 教授 須山 幹太
鳥取大学農学部・共同獣医学科 准教授 寸田 祐嗣
東京大学大気海洋研究所 助教 清家 弘治
京都産業大学理学部 教授 瀬川 耕司
東京理科大学基礎工学部 生物工学科 准教授 瀬木 恵里
城西大学薬学部 教授 関 俊暢
近畿大学薬学部 准教授 関口 富美子
慶應義塾大学理工学部 専任講師 関口 康爾
東北大学加齢医学研究所 助教 関根 弘樹
京都大学原子炉実験所 教授 瀬戸 誠
東京工業大学環境・社会理工学院 イノベーション科学系 准教授 仙石 慎太郎
熊本大学医学部 准教授 千住 覚
琉球大学工学部 教授 千住 智信
広島大学大学院工学研究院 准教授 造賀 芳文
東京農業大学生物産業学部 生物生産学科 教授 相馬 幸作
近畿大学理工学部 応用化学科 講師 副島 哲朗
宮崎大学農学部 獣医学科 助教 園田 紘子
東京医科歯科大学医学部 腎臓内科学分野 准教授 蘇原 映誠
京都大学大学院農学研究科 応用生物科学専攻 教授 大門 高明
徳島大学大学院社会産業理工学研究部 教授 高岩 昌弘
北海道大学北方生物圏フィールド科学センター 天塩研究林 准教授 高木 健太郎
広島大学理学研究科 助教 高木 隆吉
旭川医科大学医学部 脳機能工学研究センター センター長；教授 高草木 薫
北海道大学触媒科学研究所 准教授 高草木 達
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東北大学大学院農学研究科 国際開発学分野 助教 高篠 仁奈
愛媛大学プロテオサイエンスセンター 准教授 高島 英造
大阪大学大学院医学系研究科 医化学教室 教授 高島 成二
長崎大学環境科学部 助教 高巣 裕之
岡山大学薬学部 准教授 高杉 展正
京都薬科大学薬学部 准教授 高田 和幸
大阪大学大学院理学研究科 生物科学専攻 助教 高田 忍
大学共同利用機関法人自然科学研究機構核融合科学研究所 助教 高田 卓
九州大学大学院数理学研究院・数理学府 准教授 高田 敏恵
九州大学芸術工学研究院 准教授 高田 正幸
東北大学流体科学研究所 准教授 高奈 秀匡
千葉大学大学院理学研究院 助教 高野 和儀
東海大学工学部 動力機械工学科 准教授 高橋 俊
京都大学ｉＰＳ細胞研究所 教授 髙橋 淳
大阪大学医学部・大学院医学系研究科 消化器外科学Ⅱ講座 助教 髙橋 剛
千葉大学真菌医学研究センター 准教授 高橋 弘喜
愛媛大学プロテオサイエンスセンター 特任講師 高橋 宏隆
信州大学理学部 助教 髙橋 史樹
東京農業大学生物産業学部 アクアバイオ学科 助教 高橋 潤
札幌医科大学医学部 医化学講座 教授 高橋 素子
同志社大学理工学部 准教授 高橋 康人
九州大学カーボンニュートラル・エネルギー国際研究所 准教授 髙橋 幸奈
秋田大学大学院国際資源学研究科 助教 高橋 亮平
早稲田大学情報生産システム研究科 准教授 髙畑 清人
熊本大学工学部・大学院先端科学研究部 准教授 高藤 誠
日本大学薬学部 薬学科 専任講師 髙宮 知子
熊本大学理学部 教授 高宮 正之
近畿大学医学部免疫学 講師 高村 史記
金沢大学医薬保健研究域医学系 教授 篁 俊成
東海大学情報通信学部 教授 高山 佳久
群馬大学医学部 准教授 滝沢 琢己
東京大学宇宙線研究所 教授 瀧田 正人
慶應義塾大学看護医療学部 助教 瀧田 結香
崇城大学生物生命学部 応用微生物工学科 教授 田口 久貴
総合研究大学院大学先導科学研究科 助教 宅野 将平
同志社大学理工学部 機械システム工学科 教授 多久和 英樹
金沢大学医薬保健研究域医学系 助教 武市 敏明
東京工業大学科学技術創成研究院化学生命科学研究所 准教授 竹内 大介
城西大学薬学部 助教 武内 智春
大阪大学歯学部・大学院歯学研究科 助教 竹内 洋輝
京都大学大学院農学研究科 地域環境科学専攻 助教 竹内 祐子
東京大学生産技術研究所 准教授 竹内 渉
東京大学大学院工学系研究科物理工学専攻 助教 武田 俊太郎
東北大学工学部・工学研究科 准教授 竹田 陽一
大阪大学歯学部附属病院 講師 竹立 匡秀
新潟大学医学部 解剖学第二教室 教授 竹林 浩秀
近畿大学理工学部 教授 竹原 幸生
京都大学数理解析研究所 准教授 竹広 真一
東京女子医科大学医学部 総合研究所 准教授 竹宮 孝子
埼玉大学大学院理工学研究科 教授 田代 信
山形大学大学院理工学研究科 准教授 多田隈 理一郎
大阪大学薬学部・大学院薬学研究科 特任准教授 立花 雅史
東京農業大学地域環境科学部 准教授 橘 隆一
名古屋市立大学看護学部 助教 田中 泉香
東北大学大学院情報科学研究科 教授 田中 和之
長岡技術科学大学工学部 准教授 田中 久仁彦
大学共同利用機関法人自然科学研究機構核融合科学研究所 教授 田中 謙治
岡山大学大学院医歯薬学総合研究科 教授 田中 智之
広島大学工学部 助教 田中 智行
日本大学工学部 助教 田中 三郎
京都大学防災研究所 水資源環境研究センター 教授 田中 茂信
愛媛大学医学部 教授 田中 潤也
東京医科歯科大学医学部 分子腫瘍医学分野 教授 田中 真二
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熊本大学発生医学研究所 助教 田中 翼
鹿児島大学共同獣医学部 准教授 田仲 哲也
信州大学大学院医学系研究科 代謝制御学 准教授 田中 直樹
岡山大学異分野基礎科学研究所 教授 田中 秀樹
京都大学原子炉実験所 准教授 田中 浩基
名古屋大学環境医学研究所 助教 田中 都
名古屋市立大学大学院医学研究科 ウイルス学分野 教授 田中 靖人
東京農業大学地域環境科学部 造園科学科 助教 田中 聡
名古屋大学物質科学国際研究センター 助教 田中 慎二
東京大学地震研究所 高エネルギー素粒子地球物理学研究センター 教授 田中 宏幸
東北大学大学院工学研究科 准教授 田邉 匡生
日本大学歯学部 生化学講座 准教授 田邉 奈津子
総合研究大学院大学先導科学研究科 准教授 田辺 秀之
新潟大学大学院自然科学研究科 研究科長；教授 田邊 裕治
岡山大学資源植物科学研究所 准教授 谷 明生
大学共同利用機関法人高エネルギー加速器研究機構素粒子原子核研究所 助教 谷口 七重
九州大学薬学部・薬学研究院・薬学府 准教授 谷口 陽祐
高知大学医療学系 助教 谷口 義典
広島大学原爆放射線医科学研究所 放射線医療開発研究分野 助教 谷本 圭司
日本大学松戸歯学部 准教授 谷本 安浩
大分大学工学部 教授 田上 公俊
信州大学医学部 分子細胞生理学 教授 田渕 克彦
香川大学農学部 教授 田淵 光昭
東京農工大学農学部 講師 天竺桂 弘子
北海道大学工学部・大学院工学研究院・大学院工学院 准教授 田部 豊
新潟大学歯学部 助教 多部田 康一
東京医科歯科大学生体材料工学研究所 助教 田村 篤志
昭和薬科大学薬学部 教授 田村 修
鳥取大学農学部 学部長；教授 田村 文男
徳島大学大学院医歯薬学研究部（薬科学部門） 助教 田良島 典子
大阪大学サイバーメディアセンター 助教 樽谷 優弥
芝浦工業大学工学部 機械学群機械工学科 准教授 丹下 学
京都大学基礎物理学研究所 助教 段下 一平
大学共同利用機関法人自然科学研究機構生理学研究所 准教授 近添 淳一
京都産業大学総合生命科学部 准教授 千葉 志信
福井大学医学部 准教授 千原 一泰
大阪大学工学部・大学院工学研究科 教授 茶谷 直人
高知大学自然科学系 理学部門 教授 津江 保彦
奈良先端科学技術大学院大学バイオサイエンス研究科 准教授 塚﨑 智也
新潟大学脳研究所 助教 塚野 浩明
東京工業大学先導原子力研究所 准教授 塚原 剛彦
北海道大学大学院農学研究院 助教 津釜 大侑
東京海洋大学学術研究院 教授 塚本 達郎
徳島大学大学院医歯薬学研究部 助教 辻 大輔
琉球大学農学部 教授 辻 瑞樹
新潟大学歯学部 准教授 辻村 恭憲
筑波大学数理物質系 助教 辻本 学
中部大学応用生物学部 教授 津田 孝範
筑波大学遺伝子実験センター 助教 津田 麻衣
名古屋大学農学部・生命農学研究科 教授 土川 覚
九州大学生体防御医学研究所 助教 土本 大介
昭和薬科大学薬学部 講師 土屋 幸弘
東北大学大学院環境科学研究科 教授 土屋 範芳
東京電機大学情報環境学部 助教 堤 智昭
群馬大学大学院理工学府 教授 角田 欣一
愛媛大学理学部 教授 鍔本 武久
東京大学大学院数理科学研究科 教授 坪井 俊
大阪府立大学理学部・理学系研究科 助教 津留崎 陽大
宮崎大学工学部 教授 ティティ ズイン
東京電機大学未来科学部 教授 鉄谷 信二
会津大学コンピュータ理工学部 教授 出村 裕英
埼玉大学大学院理工学研究科 特別研究員 寺井 琢也
新潟大学工学部 化学システム工学科 助教 寺口 昌宏
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名古屋市立大学芸術工学部 助教 寺嶋 利治
埼玉大学理工学研究科・理学部 准教授 寺田 幸功
徳島大学歯学部 助教 寺町 順平
東海大学医学部 准教授 寺山 隼人
愛媛大学大学院農学研究科 准教授 当真 要
大阪大学レーザーエネルギー学研究センター 講師 時田 茂樹
京都大学化学研究所 所長；教授 時任 宣博
佐賀大学農学部 准教授 徳田 誠
東京大学物性研究所 准教授 徳永 将史
名古屋大学宇宙地球環境研究所 教授 徳丸 宗利
室蘭工業大学くらし環境系領域 准教授 徳樂 清孝
広島大学大学院総合科学研究科 教授 戸田 昭彦
鶴見大学歯学部 助教 戸田（徳山） 麗子
千葉大学薬学部・薬学研究院 助教 殿城 亜矢子
東京電機大学システムデザイン工学部 教授 土肥 紳一
東京大学理学部・理学系研究科 助教 富岡 征大
会津大学コンピュータ理工学部 准教授 富岡 洋一




福島県立医科大学ふくしま国際医療科学センター 先端臨床研究センター 准教授 富永 英之
東京農工大学大学院生物システム応用科学府 准教授 富永 洋一
徳島文理大学神経科学研究所 准教授 冨永 貴志
九州大学芸術工学部 教授 富松 潔
北海道大学触媒科学研究所 助教 鳥屋尾 隆
名古屋大学医学部 生体反応病理学 教授 豊國 伸哉
三重大学大学院地域イノベーション学研究科 教授 鳥飼 直也
奈良先端科学技術大学院大学バイオサイエンス研究科 助教 鳥山 道則
愛媛大学理学部 教授 内藤 俊雄




京都大学こころの未来研究センター 特任准教授 中井 隆介
九州工業大学工学部 教授 中尾 基
東京農工大学農学部 准教授 永岡 謙太郎
岐阜大学応用生物科学部 教授 長岡 利
日本大学理工学部 電子工学科 教授 中川 活二
長崎大学環境科学部 教授 中川 啓
大学共同利用機関法人自然科学研究機構基礎生物学研究所 助教 中川 俊徳
九州工業大学大学院情報工学研究院 システム創成情報工学研究系 准教授 中茎 隆
愛知学院大学薬学部 講師 中島 健一
大阪大学理学部・大学院理学研究科 助教 中嶋 大
奈良先端科学技術大学院大学物質創成科学研究科 准教授 中嶋 琢也
大阪府立大学研究推進機構 NanoSquare拠点研究所 特別講師 中瀬 生彦
鳥取大学医学部 保健学科 助教 仲宗根 眞恵
大阪大学高等共創研究院 教授 中田 慎一郎
東京工業大学物質理工学院 材料系 准教授 中田 伸生
甲南大学知能情報学部 准教授 永田 亮
大阪大学産業科学研究所 所長；教授 中谷 和彦




大阪市立大学工学部 講師 中西 猛
九州大学医学部・医学研究院・臨床医学部門 教授 中西 洋一
京都大学フィールド科学教育研究センター 瀬戸臨海実験所 助教 中野 智之
北海道大学獣医学部・獣医学研究院 准教授 永野 昌志
徳島文理大学薬学部 教授；学科長 永浜 政博
崇城大学情報学部 教授 中原 正俊
東京電機大学理工学部 生命理工学系 教授 長原 礼宗
北里大学薬学部 薬品製造化学教室 教授 長光 亨
奈良先端科学技術大学院大学情報科学研究科 教授 中村 哲
九州大学大学院システム情報科学研究院電気システム工学部門 准教授 中村 大輔
大学共同利用機関法人情報・システム研究機構国立極地研究所 所長 中村 卓司
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熊本大学大学院先導機構 准教授 中村 照也
熊本大学大学院先端科学研究部（工学系） 准教授 中村 徹
久留米大学医学部 内科学講座(消化器内科部門) 講師 中村 徹
京都大学原子炉実験所 助教 中村 秀仁
山口大学大学院医学系研究科医学専攻 器官解剖学講座 教授 中村 教泰
山口大学医学部附属病院 第三内科 助教 中邑 幸伸
東京慈恵会医科大学薬理学講座 講師 中村 行宏
崇城大学薬学部 助教 中村 仁美




島根大学医学部 准教授 中山 健太郎
東京大学宇宙線研究所附属神岡宇宙素粒子研究施設 助教 中山 祥英
千葉大学大学院看護学研究科 教授 中山 登志子
大阪府立大学看護学部 教授 中山 美由紀
崇城大学生物生命学部 応用微生物工学科 准教授 中山 泰宗
京都薬科大学薬学部 教授 中山 祐治
久留米大学医学部 内科学講座腎臓内科部門 助教 中山 陽介




九州工業大学大学院生命体工学研究科 副研究科長；教授 夏目 季代久
山形大学理学部 教授 並河 英紀
愛媛大学医学部 助教 鍋加 浩明
東京医科歯科大学医学部 皮膚科学分野 准教授 並木 剛
電気通信大学情報理工学研究科 教授 成見 哲




京都産業大学コンピュータ理工学部 学部長 新實 治男




名古屋大学農学部・生命農学研究科 助教 西内 俊策
宮崎大学工学部 教授 西岡 賢祐
山口大学共同獣医学部 准教授 西垣 一男
長崎大学工学部・工学研究科 准教授 西川 貴文
東京理科大学薬学部薬学科 教授 西川 元也
長岡技術科学大学工学部 助教 西川 雅美
大学共同利用機関法人高エネルギー加速器研究機構素粒子原子核研究所 准教授 西口 創
徳島大学先端酵素学研究所 免疫病態学分野 助教 西嶋 仁
岡山大学大学院医歯薬学総合研究科 准教授 西田 崇
名古屋大学大学院情報学研究科 情報システム学専攻 准教授 西田 直樹
東京医科歯科大学難治疾患研究所 発生再生生物学分野 教授 仁科 博史
熊本大学発生医学研究所 所長；教授 西中村 隆一
東京工業大学情報理工学院 教授 西畑 伸也
九州大学大学院総合理工学研究院・総合理工学府 准教授 西堀 麻衣子
京都大学薬学部・薬学研究科 医薬創成情報科学専攻 助教 西村 慎一
北海道大学大学院生命科学院・先端生命科学研究院 教授 西村 紳一郎
和歌山大学システム工学部 助教 西村 竜一
京都大学霊長類研究所 准教授 西村 剛
佐賀大学大学院工学系研究科 電気電子工学専攻 准教授 西山 英輔
名古屋大学工学研究科 元教授 西山 久雄
筑波大学生命環境系 准教授 丹羽 隆介
静岡大学工学部 准教授 庭山 雅嗣
新潟大学医学部 生理学第二教室 准教授 任 書晃
宮崎大学工学部 助教 糠澤 桂
東海大学工学部 航空宇宙学科航空宇宙学専攻 講師 沼田 大樹
岡山大学大学院環境生命科学研究科 准教授 能年 義輝
大阪大学産業科学研究所 自然材料機能化分野 教授 能木 雅也
慶應義塾大学薬学部 准教授 野口 耕司
北海道大学農学研究院生物環境工学分野 副研究院長・教授 野口 伸
東京農業大学農学部 農学科 助教 野口 有里紗
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秋田県立大学生物資源科学部 助教 野下 浩二
山口大学理学部 講師 野﨑 隆之
三重大学生物資源学部・大学院生物資源学研究科 准教授 野中 寛
大学共同利用機関法人情報・システム研究機構国立遺伝学研究所 実験圃場 准教授 野々村 賢一
東京医科歯科大学難治疾患研究所 幹細胞制御分野 准教授 信久 幾夫
名古屋大学大学院工学研究科化学システム工学専攻 教授 則永 行庸
京都大学大学院エネルギー科学研究科 准教授 袴田 昌高
九州大学大学院総合理工学研究院・総合理工学府 教授 萩島 理
千葉大学大学院理学研究院 准教授 萩原 学




京都大学生存圏研究所 准教授 橋口 浩之
日本大学薬学部 准教授 橋崎 要
三重大学生物資源学部・大学院生物資源学研究科 教授 橋本 篤
東北大学金属材料研究所 助教 橋本 顕一郎
名古屋工業大学工学部 准教授 橋本 忍
福島県立医科大学医学部 助教 橋本 仁志
高知大学理学部 教授 橋本 善孝
早稲田大学創造理工学部 経営システム工学科 准教授 蓮池 隆
九州工業大学大学院生命体工学研究科 助教 長谷川 一徳
中部大学応用生物学部 准教授 長谷川 浩一
広島大学総合科学研究科 助教 長谷川 巧
大学共同利用機関法人自然科学研究機構基礎生物学研究所 教授 長谷部 光泰
日本大学理工学部 建築学科 教授 秦 一平
東京工業大学生命理工学院 准教授 秦 猛志
北海道大学大学院医学研究院 生化学分野医化学教室 教授 畠山 鎮次
東京工業大学科学技術創成研究院 未来産業技術研究所 教授 初澤 毅
京都大学大学院生命科学研究科 助教 服部 佑佳子
東京大学大学院工学系研究科 社会基盤学専攻 教授 羽藤 英二
大学共同利用機関法人高エネルギー加速器研究機構素粒子原子核研究所 教授 花垣 和則
慶應義塾大学薬学部 助教 花屋 賢悟
名古屋市立大学大学院芸術工学研究科 准教授 塙 大
千葉大学医学部・医学研究院 特任講師 馬場 敦
東京大学地震研究所 助教 馬場 聖至
京都大学生存圏研究所 助教 馬場 啓一
金沢大学がん進展制御研究所 助教 馬場 智久
京都大学大学院エネルギー科学研究科 准教授 浜 孝之
室蘭工業大学くらし環境系領域 教授 濱 幸雄
徳島大学歯学部 教授 浜田 賢一
鶴見大学歯学部 教授 早川 徹
佐賀大学農学部 教授 早川 洋一
長崎大学熱帯医学研究所 准教授 早坂 大輔
京都大学霊長類研究所 助教 林 美里
愛媛大学大学院理工学研究科 応用化学コース 准教授 林 実
奈良女子大学理学部 学部長；教授 林井 久樹
東京工業大学科学技術創成研究院 准教授 林崎 規託
東京大学大学院工学系研究科社会基盤学専攻 助教 原 祐輔
日本薬科大学薬学部 薬学科薬品創製化学分野 教授 原口 一広
名古屋市立大学看護学部 准教授 原沢 優子
琉球大学医学部 保健学科 生体検査学講座　生体代謝学分野 教授 原嶋 奈々江
崇城大学薬学部 教授 原武 衛
京都大学大学院地球環境学堂・学舎 助教 原田 英典
日本大学工学部 生命応用化学科 教授 春木 満
東京女子大学現代教養学部数理科学科情報理学専攻 准教授 春名 太一
信州大学工学部 学部長；教授 半田 志郎
北里大学医療衛生学部 教授 半田 知也
静岡大学理学部 准教授 阪東 一毅
大阪大学薬学部・大学院薬学研究科 特任講師 東阪 和馬
京都産業大学理学部 准教授 東谷 章弘
大阪大学情報科学研究科 コンピュータサイエンス専攻 准教授 肥後 芳樹
広島大学総合科学研究科 准教授 彦坂 暁
筑波大学医学医療系 教授 久武 幸司
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京都大学ウイルス・再生医科学研究所 准教授 土方 誠
愛媛大学社会連携推進機構 紙産業イノベーションセンター 講師 秀野 晃大
鳥取大学農学部 助教 美藤 友博
東京大学医学部・神経生化学 教授 尾藤 晴彦
京都大学原子炉実験所 准教授 日野 正裕
金沢大学医薬保健研究域薬学系 准教授 檜井 栄一
龍谷大学理工学部 助教 兵藤 憲吾




東北大学薬学部・薬学研究科 教授 平澤 典保
名古屋市立大学薬学部 教授 平嶋 尚英
北海道大学歯学研究科・歯学部 助教 平田 恵理
東京工業大学工学院 助教 平田 慎之介
東北大学材料科学高等研究所 教授 平野 愛弓
香川大学医学部 教授 平野 勝也
東京大学薬学部・薬学系研究科 助教 平野 圭一
東京農業大学農学部 畜産学科 准教授 平野 貴
千葉大学医学部・医学研究院 准教授 平原 潔
長崎大学熱帯医学研究所 教授 平山 謙二
同志社大学生命医科学部 医情報学科 教授 飛龍 志津子
北陸先端科学技術大学院大学情報科学系 准教授 廣川 直
横浜市立大学医学部 医学研究科分子細胞生物学 講師 廣瀬 智威
広島大学大学院先端物質科学研究科 准教授 廣田 隆一
同志社大学生命医科学部 助教 日和 悟
愛媛大学理学部 助教 福井 眞生子
北海道大学触媒科学研究所 教授 福岡 淳
山形大学大学院有機材料システム研究科 助教 福島 和樹
芝浦工業大学システム理工学部 准教授 福田 亜希子
大阪大学微生物病研究所 助教 福原 崇介
東北大学歯学部・歯学研究科 教授 福本 敏
九州大学歯学部・歯学研究院・歯学府 助教 藤井 慎介
長崎大学環境科学部 准教授 藤井 秀道
福井大学医学系部門医学領域 耳鼻咽頭科・頭頸部外科学分野 教授 藤枝 重治
順天堂大学保健看護学部 准教授 藤尾 祐子
慶應義塾大学理工学部 応用化学科 専任講師 藤岡 沙都子
大阪大学レーザーエネルギー学研究センター 教授 藤岡 慎介
工学院大学建築学部 まちづくり学科 助教 藤賀 雅人
福井大学学術研究院工学系部門 教授 藤垣 元治
琉球大学工学部 助教 藤川 正毅
九州大学マス・フォア・インダストリ研究所 教授 藤澤 克樹
岩手大学理工学部 物理・材料理工学科 教授 藤代 博之
京都産業大学総合生命科学部 研究助教 藤田 明子
名古屋大学農学部・生命農学研究科 教授 藤田 祐一
名古屋大学宇宙地球環境研究所 講師 藤波 初木
山口大学大学院医学系研究科保健学専攻 地域・老年看護学講座 准教授 藤村 一美
大阪薬科大学薬学部 病態生化学研究室 教授 藤森 功
茨城大学理学部 助教 藤谷 渉
大阪府立大学理学部 助教 藤原 大佑
千葉大学理学部数学・情報数理学科 助教 二木 昌宏
東京農工大学農学部 教授；大学院連合農学研究科研究科長 船田 良
東京大学薬学部・薬学系研究科 教授 船津 高志
香川大学工学部 教授 舟橋 正浩




筑波大学医学医療系 准教授 古川 宏




東北大学理学部・大学院理学研究科 地学専攻 助教 古川 善博
東京理科大学理学部 応用化学科 准教授 古海 誓一
北里大学看護学部 助教 古屋 悦世
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上智大学理工学部 准教授；音楽医科学研究センター長 古屋 晋一
東京医科歯科大学歯学部 助教 保坂 啓一
東京大学大学院新領域創成科学研究科 教授 保坂 寛
秋田県立大学生物資源科学部 応用生物科学科 教授 穂坂 正博
神戸大学大学院医学研究科 内科学講座消化器内科学分野 助教 星 奈美子
千葉大学薬学部・薬学研究院 准教授 星野 忠次
酪農学園大学農食環境学群 教授 星野 仏方
広島大学生物圏科学研究科 助教 星野 由美
大阪大学工学部・大学院工学研究科 助教 細井 卓治
東海大学情報通信学部 准教授 程島 奈緒
群馬大学生体調節研究所 助教 堀居 拓郞
弘前大学理工学部 助教 堀内 一穂
京都大学工学研究科 電子工学専攻 特定助教 堀田 昌宏
富山大学工学部 教授 堀田 裕弘
崇城大学情報学部 准教授 堀部 典子
北陸先端科学技術大学院大学情報社会基盤研究センター 准教授 本郷 研太
宮崎大学農学部 植物生産環境科学科 准教授 本勝 千歳
徳島大学歯学部 教授 誉田 栄一
日本大学歯学部 歯科放射線学講座 教授 本田 和也
慶應義塾大学理工学部 物理情報工学科 教授 本多 敏
愛知学院大学歯学部 口腔解剖学講座 教授 本田 雅規
芝浦工業大学工学部 電気電子学群電子工学科 教授 本間 哲哉
鹿児島大学学術研究院 理工学域工学系 教授 本間 俊雄
徳島大学先端酵素学研究所 次世代酵素学研究領域 准教授 真板 宣夫
富山大学理学部 准教授 前川 清人
宇都宮大学農学部 准教授 前田 勇
九州大学歯学部・歯学研究院・歯学府 教授 前田 英史
昭和大学薬学部 臨床薬学講座感染制御薬学部門 助教 前田 真之
琉球大学理学部 教授 眞榮平 孝裕
北里大学看護学部 教授 眞茅 みゆき
電気通信大学大学院情報理工学研究科 助教 牧 昌次郎
東北大学大学院農学研究科 応用生命科学専攻 教授 牧野 周
東京大学分子細胞生物学研究所 助教 牧野 吉倫
大学共同利用機関法人自然科学研究機構分子科学研究所 准教授 正岡 重行
鹿児島大学共同獣医学部 准教授 正谷 達謄
東北大学大学院医学系研究科 消化器病態学分野 准教授 正宗 淳
東京工業大学科学技術創成研究院 フロンティア材料研究所 教授 真島 豊
京都大学エネルギー理工学研究所 准教授 増田 開
徳島大学大学院医歯薬学研究部 人類遺伝学分野 准教授 増田 清士
近畿大学産業理工学部 准教授 益田 信也
東京海洋大学大学院海洋工学系 准教授 増田 光弘
名古屋大学環境医学研究所 准教授 増田 雄司
芝浦工業大学システム理工学部 准教授 増田 幸宏
東京大学理学部・理学系研究科 教授 升本 順夫
千葉大学大学院理学研究科 助教 間瀬 圭一
東京電機大学理工学部 情報システムデザイン学系 助教 松井 加奈絵
京都大学医学部・医学研究科 助教 松井 亮介




三重大学生物資源学部・大学院生物資源学研究科 講師 松尾 奈緒子
鹿児島大学医歯学総合研究科・保健学研究科・医学部・歯学部（附属病院） 准教授 松尾 美樹
神戸大学大学院医学研究科 内科学講座腫瘍・血液内科学分野 准教授 松岡 広
熊本大学血液内科学 教授 松岡 雅雄
中部大学工学部 都市建設工学科 教授 松尾 直規




近畿大学産業理工学部 准教授 松崎 隆哲
星薬科大学薬学部 助教 松澤 彰信
東京工業大学物質理工学院 材料系 准教授 松下 伸広
徳島文理大学理工学部 教授 松田 和典
京都大学エネルギー理工学研究所 教授 松田 一成
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東京大学大学院新領域創成科学研究科 教授 松田 浩一
九州大学工学部・工学研究院・工学府 教授 松永 久生
京都大学工学部 マイクロエンジニアリング専攻 教授 松原 厚
神戸大学大学院システム情報学研究科 助教 松原 崇
大阪市立大学大学院医学研究科 機能細胞形態学 准教授 松原 勤
神戸大学理学部・大学院理学研究科 准教授 松原 亮介
島根大学生物資源科学部 教授 松本 真悟
星薬科大学薬学部 講師 松本 貴之
慶應義塾大学理工学部 准教授 松本 緑
金沢大学がん進展制御研究所 教授 松本 邦夫
東京大学大学院農学生命科学研究科獣医学専攻 助教 松脇 貴志
大阪府立大学理学部・理学系研究科 教授 丸田 辰哉
横浜市立大学国際総合科学部 助教 丸山 大輔
広島大学理学部 教授 圓山 裕
新潟大学理学部 助教 三浦 智明
九州大学工学研究院 化学工学部門 教授 三浦 佳子
東京電機大学情報環境学部 准教授 見正 秀彦
東海大学工学部 航空宇宙学科航空宇宙学専攻 教授 水書 稔治
富山大学大学院医学薬学研究部（薬学） 教授 水口 峰之
北海道大学大学院環境科学院・地球環境科学院 助教 水田 元太
東海大学情報理工学部 准教授 水谷 賢史
新潟大学医学部 解剖学第三教室 助教 水谷 祐輔
九州大学農学部・農学研究院・生物資源環境科学府 助教 水野谷 航
東北医科薬科大学薬学部 教授 溝口 広一
三重大学工学部・工学研究科 助教 溝田 功
東京大学生産技術研究所 助教 美谷 周二朗
東京女子医科大学医学部 生理学（第二） 教授；講座主任 三谷 昌平
新潟大学農学部 応用生物化学科 教授 三ツ井 敏明
静岡大学理学部 講師 三井 雄太
昭和大学保健医療学部 講師 三橋 幸聖
北海道大学水産学部 助教 美野 さやか
東北大学流体科学研究所 助教 宮内 優
北見工業大学工学部 助教 宮﨑 健輔
会津大学コンピュータ理工学部 教授 宮崎 敏明
北海道大学低温科学研究所 助教 宮﨑 雄三
高知大学自然科学系 農学部門 准教授 宮崎 彰
大阪大学大学院生命機能研究科 助教 宮澤 清太
北海道大学大学院水産科学研究院 教授 宮下 和夫
酪農学園大学獣医学群 獣医保健看護学類 講師 宮庄 拓
旭川医科大学医学部 生理学講座 助教 宮園 貞治
筑波大学医学医療系 助教 宮寺 浩子
神戸大学農学部・大学院農学研究科 教授 宮野 隆
広島大学理学部 准教授 宮原 正明
東京医科歯科大学生体材料工学研究所 教授 宮原 裕二
東京電機大学システムデザイン工学部・情報環境学部 教授 宮保 憲治
信州大学理学部 物理科学科 准教授 宮丸 文章
山梨大学工学部 助教 宮本 崇
九州大学大学院医学研究院 准教授 宮本 敏浩
香川大学工学部 准教授 宮本 慎宏
東京工業大学工学院 電気電子系 教授 宮本 恭幸
昭和大学歯学部 口腔生化学講座 准教授 宮本 洋一
慶應義塾大学看護医療学部 教授 宮脇 美保子
徳島大学歯学部 准教授 三好 圭子
徳島文理大学理工学部 講師 三好 真千
神戸大学工学研究科 教授 向井 敏司
東京理科大学理学部 化学科 講師 武藤 雄一郎
京都産業大学コンピュータ理工学部 准教授 棟方 渚
岐阜大学工学部 教授；副学部長 村井 利昭
群馬大学理工学府 准教授 村岡 貴子
京都大学農学研究科大学院農学研究科 食品生物科学専攻 准教授 村上 一馬
富山県立大学工学部 教授 村上 達也
大学共同利用機関法人高エネルギー加速器研究機構物質構造科学研究所 副所長 村上 洋一
東京工業大学工学院 准教授 村上 陽一
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北海道大学遺伝子病制御研究所 所長；教授 村上 正晃
九州大学大学院数理学研究院・数理学府 助教 村川 秀樹
名古屋大学工学部・工学研究科 マイクロ・ナノ機械理工学専攻 助教 村島 基之
北海道大学獣医学部・獣医学研究科 助教 村田 史郎
大阪大学大学院理学研究科 化学専攻 教授 村田 道雄
大阪大学情報科学研究科 情報ネットワーク学専攻 教授 村田 正幸
信州大学工学部 助教 村松 寛之




京都大学大学院情報学研究科 助教 村脇 有吾
愛媛大学大学院医学系研究科 准教授 茂木 正樹
名古屋大学大学院環境学研究科 准教授 持田 陸宏
神戸大学海事科学部・大学院海事科学研究科 准教授 元井 直樹
京都産業大学総合生命科学部 教授 本橋 健
千葉大学医学部・医学研究院 教授 本橋 新一郎
名古屋工業大学工学部 助教 本林 健太
東京大学理学部・理学系研究科 准教授 本原 顕太郞
北海道大学北方生物圏フィールド科学センター センター長 本村 泰三
崇城大学工学部 機械工学科 准教授 森 昭寿
富山大学大学院医学薬学研究部 教授 森 寿
龍谷大学理工学部 機械システム工学科 講師 森 正和
近畿大学薬学総合研究所 教授 森川 敏生
広島大学大学院理学研究科 助教 森下 文浩
工学院大学工学部 電気電子工学科 教授 森下 明平
東京海洋大学海洋工学部 助教 盛田 元彰
千葉大学薬学部・薬学研究院 教授 森部 久仁一
産業医科大学医学部 第２解剖学 教授 森本 景之
名古屋大学大学院環境学研究科 講師 諸田 智克
千葉大学グローバルプロミネント研究基幹 教授 矢貝 史樹
慶應義塾大学看護医療学部 准教授 矢ヶ崎 香
名古屋市立大学薬学部 講師 矢木 宏和
神戸大学大学院システム情報学研究科 准教授 谷口 隆晴
旭川医科大学医学部 講師 矢澤 隆志
千葉工業大学工学部 応用化学科 准教授 矢沢 勇樹
東京工業大学科学技術創成研究院フロンティア材料研究所 助教 安井 伸太郎
岡山大学薬学部 助教 安井 典久
名古屋市立大学薬学部 助教 保嶋 智也
東海大学農学部 バイオサイエンス学科 准教授 安田 伸
広島大学原爆放射線医科学研究所 線量測定評価研究分野 教授 保田 浩志
北海道大学歯学研究院・歯学部 准教授 安田 元昭
徳島大学大学院医歯薬学研究部 教授 安友 康二
奈良先端科学技術大学院大学物質創成科学研究科 助教 安原 主馬
愛媛大学大学院理工学研究科 環境建設工学コース 教授 安原 英明
大阪府立大学大学院看護学研究科 助教 安本 理抄
弘前大学理工学部 准教授 谷田貝 亜紀代
大阪大学大学院情報科学研究科 助教 矢内 直人
広島大学生物生産学部 准教授 矢中 規之
山梨大学工学部 教授 柳 博
広島大学医学部 助教 柳瀬 雄輝
川崎医療福祉大学診療放射線技術学科 准教授 矢納 陽
岐阜大学応用生物科学部 教授 矢部 富雄
大阪府立大学看護学部 講師 山内 加絵
神戸大学農学部・大学院農学研究科 助教 山内 靖雄
愛媛大学大学院農学研究科 教授 山内 聡
茨城大学理学部 教授 山口 央
近畿大学農学部 助教 山口 公志
北陸先端科学技術大学院大学マテリアルサイエンス系 准教授 山口 拓実
名古屋大学工学部・工学研究科 マイクロ・ナノ機械理工学専攻 准教授 山口 浩樹
早稲田大学先進理工学部 応用化学科 准教授 山口 潤一郎
東京電機大学理工学部 電子・機械工学系 准教授 山崎 敬則
東京大学大学院情報理工学系研究科 准教授 山崎 俊彦
日本大学理工学部 助教 山﨑 政彦
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岩手大学農学部・共同獣医学科 教授 山崎 真大
山梨大学生命環境学部 助教 山下 さやか
新潟大学農学部 農業生産科学科 助教 山城 秀昭
東京電機大学未来科学部 准教授 山田 あすか
名古屋市立大学看護学部 教授 山田 紀代美
九州大学薬学部・薬学研究院・薬学府 教授 山田 健一
大分大学医学部 准教授 山田 健太郎
東京農業大学国際食料情報学部 准教授 山田 崇裕
琉球大学理学部 准教授 山田 広幸
京都大学防災研究所 助教 山田 真澄
近畿大学建築学部 助教 山田 宮土理
千葉大学大学院工学研究科 共生応用化学専攻 助教 山田 泰弘
東京大学大学院工学部・工学系研究科 助教 山田 裕貴
北海道大学薬学部・薬学研究院 准教授 山田 勇磨
名古屋大学環境医学研究所 所長；教授 山中 宏二
日本大学薬学部 教授 山中 健三
東京工業大学大学院総合理工学研究科 環境・社会理工学院 教授 山中 浩明
宇都宮大学農学部 教授 山根 健治
京都大学農学研究科 准教授 山根 久代
広島大学薬学部 准教授 山野 幸子
昭和大学医学部 衛生学公衆衛生学講座公衆衛生学部門 教授 山野 優子
静岡大学理学部 教授 山本 歩
中部大学工学部 電気システム工学科 准教授 山本 和男
鹿児島大学工学部 准教授 山元 和哉
東京大学医学部・医学系研究科 システム生理学 准教授 山本 希美子
東京工業大学科学技術創成研究院化学生命科学研究所 教授 山元 公寿
京都大学エネルギー理工学研究所 助教 山本 聡
近畿大学工学部 情報学科 講師 山元 翔
愛知学院大学薬学部 製剤学講座 教授 山本 浩充
東北医科薬科大学薬学部 教授 山本 文彦
昭和大学歯学部 歯周病学講座 教授 山本 松男
北里大学獣医学部 獣医薬理学 教授 山脇 英之
北陸先端科学技術大学院大学知識科学系 准教授 由井薗 隆也
佐賀大学農学部 准教授 弓削 こずえ
群馬大学理工学府電子情報部門 准教授 弓仲 康史
中部大学工学部 都市建設工学科 助教 余川 弘至
大阪府立大学工学部 助教 余越 伸彦
山梨大学大学院総合研究部 医学域社会医学講座 准教授 横道 洋司
東京慈恵会医科大学医学部 内科学講座腎臓・高血圧内科 准教授 横山 啓太郎
鹿児島大学水産学部 助教 横山 佐一郎
東京工業大学理学院 教授 横山 哲也
名古屋市立大学大学院芸術工学研究科 教授 横山 清子
東京工業大学科学技術創成研究院 未来産業技術研究所 准教授 吉岡 勇人
九州大学大学院システム情報科学研究院・同学府 助教 吉岡 宏晃
島根大学生物資源科学部 助教 吉岡 秀和
新潟大学農学部 生産環境科学科 准教授 吉川 夏樹
京都大学大学院情報学研究科 准教授 吉川 仁
岩手大学農学部 副学長（研究担当）；教授 吉川 信幸
長崎大学水産・環境科学総合研究科 准教授 吉田 朝美
東京慈恵会医科大学生化学講座 教授 吉田 清嗣
京都大学大学院理学研究科 助教 吉田 賢市
茨城大学農学部 准教授 吉田 貢士
東京医科歯科大学生体材料工学研究所 准教授 吉田 優
福井大学工学部 機械工学専攻 講師 吉田 達哉
富山大学大学院医学薬学研究部 准教授 吉田 知之
秋田大学大学院理工学研究科 数理・電気電子情報学専攻電気電子工学コース 助教 吉田 征弘
京都大学ｉＰＳ細胞研究所 准教授 吉田 善紀
九州大学歯学部・歯学研究院・歯学府 准教授 吉田 竜介
愛知学院大学歯学部 口腔病理学講座 講師 吉田 和加
京都大学農学研究科 応用生命科学専攻 助教 吉永 直子
北海道大学薬学部・薬学研究院 助教 吉野 達彦
東京農工大学工学部 准教授 吉野 知子
香川大学農学部 准教授 吉原 明秀
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福井大学工学部 生物応用化学専攻 准教授 吉見 泰治
秋田大学大学院理工学研究科 附属理工学研究センター 准教授 吉村 哲
北海道大学理学部・理学院・理学研究院 助教 吉村 俊平
大阪市立大学工学部 助教 吉本 佳世
高知大学理工学部 教授 米村 俊昭
大阪薬科大学薬学部 助教 米山 弘樹
早稲田大学情報生産システム研究科 教授 李 羲頡
岡山大学資源植物科学研究所 助教 力石 和英
崇城大学工学部 機械工学科 准教授 劉 陽
九州大学先導物質化学研究所 助教 龍﨑 奏
広島大学生物生産学部 助教 若林 香織
弘前大学大学院医学研究科 脳神経病理学講座 教授 若林 孝一
京都大学化学研究所 准教授 若宮 淳志
近畿大学建築学部 教授 脇田 祥尚
福島県立医科大学医学部 教授 和栗 聡
岡山大学医学部 講師 和氣 秀徳
長崎大学水産・環境科学総合研究科 教授 和田 実
東京大学大学院新領域創成科学研究科 助教 和田 良太
日本大学薬学部 助教 和田 平
東北医科薬科大学薬学部 講師 渡邉 一弘
山口大学共同獣医学部 助教 渡邉 健太
大阪大学微生物病研究所 准教授 渡邉 すぎ子
京都産業大学理学部 教授 渡辺 達也
京都大学大学院地球環境学堂・学舎 助教 渡邉 哲弘
京都大学大学院生命科学研究科 教授 渡邊 直樹
東北大学大学院環境科学研究科 准教授 渡邉 則昭
東京農業大学地域環境科学部 生産環境工学科 教授 渡邉 文雄
大阪大学大学院生命機能研究科 准教授 渡邉 正勝
東京海洋大学学術研究院 准教授 渡部 大輔
北海道大学低温科学研究所 教授 渡部 直樹
佐賀大学大学院工学系研究科 先端融合工学専攻 教授 渡 孝則
慶應義塾大学理工学部 システムデザイン工学科 教授 青山 英樹
芝浦工業大学工学部 電気工学科 教授 赤津 観
東京農工大学大学院工学研究院 先端物理工学部門 准教授 生嶋 健司
摂南大学理工学部 建築学科 教授 池内 淳子
奈良先端科学技術大学院大学情報科学研究科 情報科学専攻 教授 池田 和司
立命館大学スポーツ健康科学部 学部長；教授 伊坂 忠夫
慶應義塾大学理工学部 機械工学科総合デザイン工学専攻 准教授 石上 玄也
大阪大学大学院基礎工学研究科 システム創成専攻 教授 石黒 浩
筑波大学生命環境系 教授 礒田 博子
山形大学大学院有機材料システム研究科 高分子精密加工研究室 教授 伊藤 浩志
京都大学大学院情報学研究科 知能情報学専攻 助教 糸山 克寿
生理学研究所統合生理研究部門 准教授 乾 幸二
東京大学生産技術研究所 物質・環境系部門 教授 井上 博之
京都大学原子炉実験所 原子力基礎科学研究本部原子力基礎工学研究部門 助教 上原 章寛
東京大学生産技術研究所 革新的シミュレーション研究センター 准教授 梅野 宜崇
京都工芸繊維大学工芸科学部 生命物質科学域 教授 浦山 健治
京都大学大学院工学研究科 物質エネルギー化学専攻 教授 江口 浩一
京都大学　高等研究院物質－細胞統合システム拠点 特定拠点准教授 王 丹
東北大学大学院工学研究科 応用物理学専攻 准教授 大兼 幹彦
東京工業大学大学院物質理工学院 化学工学専攻 教授 大河内 美奈
筑波大学生命環境系 生物圏資源科学専攻 教授 大澤 良
東北大学未来科学技術共同研究センター 准教授 大野 和則
東北大学大学院情報科学研究科 知能ロボティクス学講座 教授 岡谷 貴之
早稲田大学理工学術院 教授 奥乃 博
お茶の水女子大学基幹研究院自然科学系、人間文化創成科学研究科 理学専攻 教授 奥村 剛
横浜国立大学大学院工学研究院 システムの創生部門 准教授 尾崎 伸吾
東京工業大学環境・社会理工学院 建築学系 教授 大佛 俊泰
東京大学大学院工学系研究科 電気系工学専攻 准教授 小関 泰之
東京工業大学『以心電心』ハピネス共創研究推進機構 特任教授 小田 俊理
北里大学東洋医学総合研究所 所長 小田口 浩
九州大学情報基盤開発センター 学際計算科学研究部門 教授 小野 謙二
京都大学化学研究所 材料機能化学研究系 教授 小野 輝男
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国立情報学研究所情報学プリンシプル研究系 教授 小野 順貴
神戸大学システム情報学研究科 システム科学専攻 教授 貝原 俊也




奈良先端科学技術大学院大学物質創成科学研究科 分子複合系科学研究室 教授 上久保 裕生
岡山大学大学院自然科学研究科 産業創成工学専攻知能機械システム学講座 教授 神田 岳文
麻布大学獣医学部 動物応用科学科 教授 菊水 健史
東京大学大学院新領域創成科学研究科 物質系専攻 教授 木村 剛
長岡技術科学大学大学院技術経営研究科 システム安全専攻 准教授 木村 哲也
京都大学大学院医学研究科 医学専攻 教授 黒田 知宏
広島大学自然科学研究支援開発センター 教授 小島 由継
東京大学大学院工学系研究科 マテリアル工学専攻 教授；理事・副学長 小関 敏彦
東北大学流体科学研究所 高速反応流研究分野 教授 小林 秀昭
東京大学空間情報科学研究センター 准教授 小林 博樹




関西学院大学理工学部 先進エネルギーナノ工学科 教授 鹿田 真一
早稲田大学先進理工学部 教授 柴田 重信
東京大学大学院理学系研究科 附属原子核科学研究センター 教授 下浦 享
神戸大学大学院工学研究科 機械工学専攻 教授 白瀬 敬一
大阪大学大学院工学研究科 マテリアル生産科学専攻 准教授 白土 優
大阪大学大学院工学研究科 知能・機能創成工学専攻 准教授 杉原 知道
長岡技術科学大学大学院工学研究科 原子力システム安全工学専攻 教授 鈴木 達也
早稲田大学高等研究所 助教 鈴木 太郎
名古屋大学大学院工学研究科 電子工学専攻 教授 須田 淳
名古屋大学大学院工学研究科 航空宇宙工学専攻 教授 砂田 茂
東京工業大学科学技術創成研究院 先導原子力研究所 准教授 鷹尾 康一朗
広島大学大学院工学研究院 システムサイバネティクス専攻 准教授 高木 健
愛媛大学大学院理工学研究科 物質生命工学専攻 教授 武部 博倫
早稲田大学大学院情報生産システム研究科 情報生産システム研究センター 教授 巽 宏平
北陸先端科学技術大学院大学マテリアルサイエンス系 物質化学領域領域 准教授 谷池 俊明
東北大学電気通信研究所 誘電ナノデバイス研究室 教授 長 康雄
岡山大学大学院自然科学研究科 産業創成工学専攻 教授 塚田 啓二
九州大学工学研究院 機械工学部門 教授 津﨑 兼彰
東京大学工学系研究科 バイオエンジニアリング専攻（医学系研究科兼務） 教授 鄭 雄一
京都大学大学院医学研究科 医学専攻外科学講座乳腺外科学 教授 戸井 雅和
金沢大学理工研究域 機械工学系 准教授 得竹 浩
九州大学大学院システム情報科学研究院 情報エレクトロニクス部門 主幹教授 都甲 潔
東京工業大学物質理工学院 応用化学系 教授 中嶋 健
関西学院大学理工学部 人間システム工学科 教授 長田 典子
東京工業大学工学院 システム制御系 特任教授 中臺 一博
東北大学未来科学技術共同研究センター フィールドロボティクス研究室 准教授 永谷 圭司
筑波大学計算科学研究センター 数理物質系物理学域 教授 中務 孝
東京工業大学理学院物理学系 教授 中村 隆司
京都府立医科大学大学院医学研究科 精神機能病態学 教授 成本 迅
京都大学大学院工学研究科 機械理工学専攻 教授 西脇 眞二
東北大学大学院工学研究科 知能デバイス材料学専攻 教授 新田 淳作
筑波大学医学医療系 臨床医学域（精神医学） 准教授 根本 清貴
近畿大学理工学部 電気電子工学科 教授 野上 雅伸
京都大学エネルギー理工学研究所 エネルギー利用過程研究部門 教授 野平 俊之




大阪大学大学院基礎工学研究科 システム創成専攻 教授 浜屋 宏平
京都大学大学院工学研究科 電気工学専攻 教授 引原 隆士
東京大学大学院情報理工学系研究科 コンピュータ科学専攻 教授 平木 敬
岩手大学理工学部 教授 平原 英俊
大阪大学大学院工学研究科 マテリアル生産科学専攻 教授 廣瀬 明夫
芝浦工業大学工学部 機械機能工学科 准教授 廣瀬 敏也
早稲田大学次世代ロボット研究機構 名誉教授 藤江 正克
山形大学大学院理工学研究科 ライフ･3Dプリンタ創成センター 教授；センター長 古川 英光
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大阪大学大学院工学研究科 戦略支援部 准教授 細貝 知直
大阪大学大学院情報科学研究科 バイオ情報工学専攻 教授 前田 太郎
東北大学大学院環境科学研究科 環境科学専攻 教授 末永 智一
岐阜大学工学部 機械工学科 准教授 松下 光次郎
大阪大学産業科学研究所 教授 松本 和彦
名古屋大学大学院工学研究科 情報・通信工学専攻 准教授 松本 隆太郎
静岡大学学術院工学領域 機械工学系列 教授 三浦 憲二郎
京都大学大学院工学研究科 材料化学専攻 教授 三浦 清貴
東北大学材料科学高等研究所 教授 水上 成美
東京藝術大学大学院美術研究科 文化財保存学専攻 教授 宮廻 正明
兵庫県立大学高度産業科学技術研究所 教授 宮本 修治
豊橋技術科学大学電気・電子情報工学系 教授 武藤 浩行
慶應義塾大学環境情報学部 教授 村井 純
岐阜大学工学部 社会基盤工学科 教授 八嶋 厚
大阪大学大学院工学研究科 マテリアル生産科学専攻 教授 安田 弘行
信州大学工学部 機械システム工学科 准教授 山崎 公俊
千葉大学大学院大学院工学研究院 先進理化学専攻 准教授 山田 豊和








福井大学産学官連携本部 教授 米沢 晋
千葉大学大学院工学研究院 機械工学コース 教授 劉 浩
九州大学 理事；副学長 若山 正人
九州大学大学院総合理工学研究院 エネルギー理工学部門 教授 渡辺 幸信
国立研究開発法人国立成育医療研究センター 理事長 五十嵐 隆
国立研究開発法人国際農林水産業研究センター 理事長 岩永 勝
国立研究開発法人国立循環器病研究センター 理事長 小川 久雄
国立研究開発法人宇宙航空研究開発機構本社 理事長 奥村 直樹
国立研究開発法人国立国際医療研究センター外科 理事長 國土 典宏
国立研究開発法人日本原子力研究開発機構 理事長 児玉 敏雄
国立研究開発法人森林研究・整備機構 理事長 沢田 治雄
国立研究開発法人海洋研究開発機構 理事長 平 朝彦
国立研究開発法人産業技術総合研究所 理事長 中鉢 良治
国立研究開発法人情報通信研究機構 理事長 徳田 英幸
国立研究開発法人土木研究所 理事長 西川 和廣
国立研究開発法人物質・材料研究機構 理事長 橋本 和仁
国立研究開発法人防災科学技術研究所 理事長 林 春男
国立研究開発法人量子科学技術研究開発機構 理事長 平野 俊夫
国立研究開発法人国立精神・神経医療研究センター 理事長 水澤 英洋
国立研究開発法人建築研究所 理事長 緑川 光正
国立研究開発法人水産研究・教育機構本部 理事長 宮原 正典
国立研究開発法人医薬基盤・健康・栄養研究所医薬基盤研究所 理事長 米田 悦啓
国立研究開発法人国立環境研究所 理事長 渡辺 知保
国立研究開発法人国立環境研究所企画部 次長兼研究推進室長 岩崎 一弘
国立研究開発法人量子科学技術研究開発機構イノベーションセンター センター長 内堀 幸夫
国立研究開発法人日本原子力研究開発機構事業計画統括部 部長 大井川 宏之
国立研究開発法人海洋研究開発機構イノベーション・事業推進部 部長 大嶋 真司
国立研究開発法人土木研究所寒地土木研究所企画室 室長 大野 崇
国立研究開発法人医薬基盤・健康・栄養研究所戦略企画部 部長 尾崎 福栄
国立研究開発法人産業技術総合研究所企画本部総合企画室 室長 亀山 仁彦
国立研究開発法人建築研究所企画部企画調査課 主査 木村 賢徳
国立研究開発法人森林研究・整備機構企画部研究企画科 企画室長 久保田 多余子
国立研究開発法人国際農林水産業研究センター企画連携部 部長 齋藤 昌義
国立研究開発法人理化学研究所経営企画部 部長 坂口 昭一郎
国立研究開発法人土木研究所企画部研究企画課 課長 崎谷 和貴
国立研究開発法人水産研究・教育機構経営企画部 部長 佐々木 拓
国立研究開発法人国立循環器病研究センター研究推進支援部 部長 宍戸 稔聡
国立研究開発法人物質・材料研究機構経営企画部門経営戦略室 室長代理 菅谷 武志
国立研究開発法人宇宙航空研究開発機構総務部総務課 課長 須藤 勝也
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国立研究開発法人農業・食品産業技術総合研究機構経営戦略室 室長 髙橋 清也




国立研究開発法人国立精神・神経医療研究センター精神保健研究所 所長 中込 和幸
国立研究開発法人農業・食品産業技術総合研究機構企画調整部 部長 中島 隆
国民年金基金連合会業務資産運用部 調査役 西森 和寛
国立研究開発法人水産研究・教育機構研究推進部 部長 檜山 義明
国立研究開発法人防災科学技術研究所企画部企画課 課長 平田 容章
国立研究開発法人森林研究・整備機構企画部 研究企画科長 正木 隆
国立研究開発法人国立成育医療研究センター 研究所長 松原 洋一
国立研究開発法人国立循環器病研究センター研究所 副所長 望月 直樹
国立研究開発法人情報通信研究機構経営企画部 部長 矢野 博之





















国立研究開発法人宇宙航空研究開発機構宇宙科学研究所 学際科学研究系 教授 石川 毅彦
公益社団法人　大日本農会調査研究部 技術参事 石黒 潔


















国立研究開発法人理化学研究所仁科加速器研究センター 主任研究員 上野 秀樹
























































































国立研究開発法人国立環境研究所社会環境システム研究センター 副センター長 亀山 康子
中部大学工学部機械工学科 教授 苅田 丈士
国立研究開発法人産業技術総合研究所九州センター 製造技術研究部門 主任研究員 菊永 和也
国立研究開発法人国立循環器病研究センター研究開発基盤センター 臨床研究部長 北風 政史
国立研究開発法人物質・材料研究機構機能性材料研究拠点 副拠点長 北口 仁































































国立研究開発法人国立成育医療研究センター臨床研究開発センター センター長 斉藤 和幸














国立研究開発法人理化学研究所放射光科学総合研究センター 理論支援チーム 研究員 澤田 桂

































































































国立研究開発法人産業技術総合研究所関西センター 産学官連携推進室 総括主幹 谷垣 宣孝
国立研究開発法人産業技術総合研究所四国センター 健康工学研究部門 研究員 田部井 陽介










国立研究開発法人量子科学技術研究開発機構量子ビーム科学研究部門 部門長 茅野 政道







国立研究開発法人農業・食品産業技術総合研究機構中央農業研究センター 領域長 津田 新哉











































国立研究開発法人理化学研究所計算科学研究機構 連続系場の理論研究チーム 研究員 中村 宜文

















国立研究開発法人森林研究・整備機構森林研究部門 北海道支所 チーム長 橋本 徹




国立研究開発法人産業技術総合研究所材料・化学領域研究戦略部 部長 花岡 隆昌
国立研究開発法人情報通信研究機構電磁波研究所 上席研究員 花土 ゆう子

























国立研究開発法人産業技術総合研究所東北センター 化学プロセス研究部門 研究員 藤井 達也
国立研究開発法人宇宙航空研究開発機構宇宙科学研究所 准教授 船木 一幸
国立研究開発法人国際農林水産業研究センター社会科学領域 プロジェクトリーダー 古家 淳
国立研究開発法人情報通信研究機構未来ICT研究所 研究所長 寳迫 巌
国立研究開発法人物質・材料研究機構磁性・スピントロニクス材料研究拠点 拠点長 宝野 和博
国立研究開発法人量子科学技術研究開発機構核融合エネルギー研究開発部門 六ヶ所































国立研究開発法人国立長寿医療研究センター研究所 副所長 丸山 光生
国立研究開発法人国立成育医療研究センター臨床研究開発センター 生物統計室長 三上 剛史




国立研究開発法人宇宙航空研究開発機構宇宙科学研究所 教授 満田 和久













国立研究開発法人宇宙航空研究開発機構航空技術部門事業推進部 部長 村上 哲





























































































国立研究開発法人水産研究・教育機構中央水産研究所 主任研究員 石原 賢司




国立研究開発法人産業技術総合研究所ナノエレクトロニクス研究部門 グループ長 遠藤 和彦

















































国立研究開発法人産業技術総合研究所製造技術研究部門 総括研究主幹 手塚 明


























東京工業大学大学院総合理工学研究科 名誉教授 秋鹿 研一
先進モビリティ株式会社技術部 代表取締役兼技術部長 青木 啓二




本田技研工業株式会社 執行役員；アジア・大洋州本部長 青山 真二
東京工業大学『以心電心』ハピネス共創研究推進機構 機構長 秋葉 重幸
株式会社ベンチャー・アカデミア 代表取締役 朝倉 祝治
株式会社東芝原子力先端システム設計部 グループ長 浅野 和仁
株式会社オーテックメカニカル 取締役会長 芦澤 邦秀
セルジェンテック株式会社 代表取締役社長 麻生 雅是
京都大学産官学連携本部 本部長 阿曽沼 慎司
有限責任監査法人トーマツアドバイザリー事業本部 シニアマネジャー 吾妻 勝浩
一般財団法人バイオインダストリー協会先端技術・開発部 部長 穴澤 秀治
協和発酵バイオ株式会社生産技術研究所 所長 阿部 哲也
海内工業株式会社 代表取締役 海内 美和
信州大学学術研究院工学系 教授 天野 良彦
早稲田大学人間科学学術院 教授 天野 正博
企業組合北見産学医協働センター 代表理事 有田 敏彦
株式会社フード・ペプタイド 代表取締役 有原 圭三
株式会社リューテック 代表取締役 粟井 郁雄
サントリーホールディングス株式会社研究企画部 部長 安東 範之
アイシン・エィ・ダブリュ株式会社生産技術本部 常務 安藤 敏行
東京医科歯科大学統合研究機構・産学連携研究センター 教授・センター長 飯田 香緒里
株式会社ナノコントロール 代表取締役社長 飯田 克彦




ＪＩＰテクノサイエンス株式会社 取締役；インフラソリューション事業部長 家入 正隆




大鵬薬品工業株式会社創薬企画推進部 創薬推進課 課長 生澤 公一
東京大学自分で守る健康社会 COI拠点機構長 池浦 富久
日本化薬株式会社研究開発本部研究企画部 参事 池田 浩一
株式会社ＳＵＭＣＯ 執行役員；技術本部評価・基盤技術部長 池田 直紀
エス・エルテック株式会社 代表取締役 池田 幹友
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大和ハウス工業株式会社総合技術研究所 フロンティア技術研究室 室長 池端 正一
株式会社プロアシスト 代表取締役社長 生駒 京子
積水ハウス株式会社総合住宅研究所 執行役員；所長 石井 正義
株式会社テクノフェイス 代表取締役 石田 崇
株式会社村田製作所技術管理部 シニアマネージヤー 石田 外志夫
一般社団法人日本アクアスペース 副理事長 石塚 悟史
株式会社エマオス京都 代表取締役 石塚 紀生




ダイソー株式会社Ｒ＆Ｄ本部 本部長 磯谷 真治
ヒュービットジェノミクス株式会社 代表取締役社長 一圓 剛
県立広島大学地域連携センター センター長 市村 匠
富士電子工業株式会社 取締役製造技術担当 井出 千明







レンゴー株式会社 顧問 伊藤 健一
農工大ティー・エル・オー株式会社 代表取締役社長 伊藤 伸
株式会社豊田自動織機技術開発本部 常務役員 伊藤 天
カヤバ工業株式会社技術本部基盤技術研究所 要素技術研究室 室長 伊藤 隆
株式会社マスターオブサイエンス 代表取締役 伊藤 信英
シャープ株式会社ディスプレイデバイスカンパニー開発本部 本部長 伊藤 康尚
京セラ株式会社研究開発本部 執行役員上席；研究開発本部長 稲垣 正祥
東京医科大学医学総合研究所 トランスレーショナルリサーチ推進部門 教授 稲津 正人
ヤマハ発動機株式会社技術本部 研究開発統括部長 稲波 純一
よこはまティーエルオー株式会社 代表取締役 井上 誠一
光洋シーリングテクノ株式会社 取締役 井上 昌弘
株式会社島津製作所医用機器事業部技術部 副部長 井上 芳浩
学校法人日本医科大学知的財産推進センター センター長 猪口 孝一
小山工業高等専門学校機械工学科 准教授 今泉 文伸
名古屋市立大学大学院薬学研究科 教授；理事；副学長 今泉 祐治
同志社大学リエゾンオフィス 所長  岩井 誠人
株式会社ブラテック 代表取締役社長 岩崎 正明
京都大学再生医科学研究所 名誉教授 岩田 博夫
高知工科大学 研究統括長 岩田 誠
キヤノン株式会社デジタルシステム開発本部 執行役員；副本部長 岩渕 洋一
日本電信電話株式会社セキュアプラットフォーム研究所 主任研究員 岩村 誠




バイオコーク技研株式会社 代表取締役社長 上杉 浩之
株式会社日立製作所産業・水業務統括本部 技術最高顧問 上田 新次郎
株式会社ジェイテクト研究開発本部研究企画部 主担当 上田 武史
株式会社ＩＨＩエアロスペース宇宙技術部 宇宙利用技術室 室長 上田 幸寛
ダイハツ工業株式会社技術開発センター 先行技術開発室 室長 上西 真里




矢崎総業株式会社 技術研究所副所長；伝送技術研究部長 植松 彰一
タクボエンジニアリング株式会社技術本部 ジェット事業部 シニア　マネージャー 上村 一之
協和機電工業株式会社事業開発部 水処理プロジェクトG グループ長 上山 哲郎
高知大学地域連携推進センター センター長 受田 浩之




内浜化成株式会社技術部 部長 内田 和広
奈良女子大学社会連携センター センター長；文学部教授；教育研究評議員 内田 忠賢
株式会社ケイエスピー 代表取締役社長 内田 裕久
京都大学こころの未来研究センター 准教授 内田 由紀子
株式会社東洋シート 取締役執行役員 内本 大介
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コニカミノルタ株式会社開発統括本部 技術戦略部 部長 榎本 洋道
カジナイロン株式会社グループ新規事業推進室 常務取締役；室長 遠藤 隆平
フリーランス 及川 卓也
テクノロジーシードインキュベーション株式会社本部 代表取締役 徃西 裕之
モリタ宮田工業株式会社生産統括本部 本部長 近江 俊典
日本電鍍工業株式会社技術部技術課 大石 華子
いよぎんキャピタル株式会社 代表取締役 大泉 謙一
富士通テン株式会社 技監 大川 徹
株式会社信州TLO 代表取締役社長 大澤 住夫
ジヤトコ株式会社 ＶＰ 大曽根 竜也
中部大学 副学長 太田 明徳
江南化工株式会社 代表取締役社長 大谷 淨治
株式会社ＪＴＢコミュニケーションデザイン 常務取締役営業企画部長 大塚 雅樹
新潟医療福祉大学医療技術学部 学部長；教授 大西 秀明
富士重工業株式会社スバル第一技術本部 常務執行役員；本部長 大拔 哲雄
山形大学知的財産本部 本部長 大場 好弘
オルガノ株式会社開発センター 企画管理グループリーダー 大橋 伸一
ヒューマン・メタボローム・テクノロジーズ株式会社研究本部 取締役本部長 大橋 由明
信州大学医学部 特任教授 大橋 俊夫
朝日新聞社 論説委員 大牟田 透
玉川大学学術研究所 所長 大森 隆司
三菱電機株式会社開発本部 主席技監 大森 達夫
株式会社ルネッサンス・エナジー・リサーチ 代表取締役社長 岡田 治
古野電気株式会社技術研究所 研究部 部長 岡田 勉
三菱電機株式会社 社友 尾形 仁士
熊本大学マーケティング推進部社会連携課 係長 尾方 富美代




株式会社Ｔｒｉｇｅｎｃｅ ＳｅｍｉｃｏｎｄｕｃｔｏｒHQ 代表取締役 岡村 淳一




オリンパステルモバイオマテリアル株式会社 代表取締役社長 小川 哲朗
株式会社ダイナックス開発本部 取締役常務執行役員；本部長 小川 真




株式会社東芝技術統括部技術企画室 参事 沖野 剛史
日本たばこ産業株式会社医薬総合研究所 副所長 奥 良也
小松精練株式会社技術開発本部 取締役技術開発本部長 奥谷 晃宏
福島大学研究推進機構本部 本部長；理事；副学長 小沢 喜仁
京都府立大学京都地域未来創造センター センター長 小沢 修司
井関農機株式会社開発ソリューション推進部 部長 小田 治
帯広畜産大学地域連携推進センター センター長 小田 有二
上村工業株式会社中央研究所 所長 小田 幸典
工学院大学先進工学部応用化学科 名誉教授；客員研究員 小野 幸子
長岡技術科学大学知的財産センター センター長 小野 浩司
パナソニック株式会社先端研究本部 水素・エネルギーPJ室 室長 小原 英夫
王子ホールディングス株式会社 取締役常務グループ経営委員 加来 正年
住友林業株式会社筑波研究所 チームマネージャー 掛上 恭
東京大学協創プラットフォーム開発株式会社協創推進部 部長 筧 一彦
株式会社エヌ・ティ・ティ・データ技術革新統括本部 技術開発本部長 風間 博之
川崎重工業株式会社技術研究所 熱システム研究部 部長 餝 雅英
東京工業大学環境・社会理工学院 教授 梶川 裕矢
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川崎医科大学医用工学科 名誉教授 梶谷 文彦
日本工機株式会社研究開発部 部長 鹿住 孝
株式会社トリマティス管理グループ 取締役CFO管理統括マネージャー 加増 光日出
東京海洋大学産学・地域連携推進機構 准教授 勝川 俊雄
松谷化学工業株式会社研究所 部長 勝田 康夫
中央大学経営システム工学科 教授；副学長 加藤 俊一
金沢医科大学研究推進センター センター長 加藤 伸郎
有限会社パパラボ 代表取締役 加藤 誠
日本電気硝子株式会社技術本部 執行役員；技術統括部長 角見 昌昭
オーピーバイオファクトリー株式会社 代表取締役 金本 昭彦
ＪＦＥスチール株式会社研究企画部 主任部員 金子 真次郎
日本電産トーソク株式会社 代表取締役社長；最高技術責任者 金子 晃
株式会社ＳＰＤ研究所 代表取締役 金子 正治
株式会社ジェノミックス 代表取締役社長 金崎 努
富士ゼロックス株式会社Ｒ＆Ｄ企画管理部 部長 金澤 祥雄
株式会社宮崎太陽キャピタル業務部 主任 金丸 直史
滋賀大学大学院教育学研究科 准教授 加納 圭
東京大学大学院新領域創成科学研究科 教授 鎌田 実
ほくほくキャピタル株式会社総務部 総務課長 神澤 桂一
大学共同利用機関法人高エネルギー加速器研究機構機構 理事 神谷 幸秀
グローリー株式会社研究開発センター センター長；上席執行役員 亀山 博史
パイオニア株式会社研究開発部研究企画部 部長 莪山 真一
エムビーエルベンチャーキャピタル株式会社 代表取締役 桂山 靖代
金沢工業大学産学連携局 局長 河合 儀昌




浜松ホトニクス株式会社中央研究所産業開発研究センター 副センター長 川嶋 利幸
有限会社超音波材料診断研究所研究部 所長 川嶋 紘一郎
株式会社フジコー技術開発センター 副センター長 姜 孝京
株式会社三菱ケミカルホールディングス経営戦略部門 ＫＡＩＴＥＫＩ推進室 室長 神田 三奈
新日鐵住金株式会社技術開発本部 フェロー 菅野 良一
株式会社ＡＣＲ研究開発部 取締役；技監 岸下 敬治
広島工業大学工学部 建築工学科 教授 岸田 隆夫
三菱ケミカル株式会社研究開発戦略部 部長 北川 雅基
セイコーエプソン株式会社技術開発本部 新技術探索テーマ担当；執行役員 北原 強
トヨタ紡織株式会社 専務理事；先端開発領域長 鬼頭 修




株式会社ファストトラックイニシアティブ 代表取締役マネージングパートナー 木村 廣道
東洋紡株式会社研究開発管理部 主席部員 霧山 晃平
トヨタ自動車株式会社先進技術開発カンパニー 常務理事 葛巻 清吾
曙ブレーキ工業株式会社 技監；社長補佐 工藤 高
マルマンコンピュータサービス株式会社 常務取締役 工藤 寿彦
富士通オプティカルコンポーネンツ株式会社 代表取締役社長 國兼 達郎
東レ・メディカル株式会社本社 顧問 國友 哲之輔
奈良先端科学技術大学院大学産官学連携推進部門 部門長；教授 久保 浩三
龍谷大学龍谷エクステンションセンター（ＲＥＣ） ＲＥＣ事務部 部長 熊谷 睦史
株式会社富士通研究所常任顧問 常任顧問 久門 耕一
藤田保健衛生大学産学連携推進センター センター長 倉橋 浩樹
三菱電機株式会社先端技術総合研究所 メカトロニクス技術部 部長室専任 栗重 正彦
住友化学株式会社エネルギー・機能材料研究所 理事　研究所長 栗本 勲
トヨタ自動車株式会社未来創生センター 未来開拓室 担当部長 畔柳 滋
和田精密歯研株式会社バイオニック事業部 次長 桑折 欣也
株式会社メムス・コアビジネス推進本部 常務取締役 慶光院 利映
株式会社ＴＮＰパートナーズ 代表取締役社長 呉 雅俊
株式会社マテリアル・コンセプト 代表取締役社長 小池 美穂
株式会社ビークル本社 代表取締役社長 郷 保正
味の素株式会社イノベーション研究所 次長 幸田 徹
東京大学大学院理学系研究科 教授 合田 圭介
香川大学社会連携・知的財産センター センター長 合谷 祥一
自然免疫応用技研株式会社 代表取締役 河内 千恵
516
所属等 氏名
株式会社リコーリコー経済社会研究所 執行役員；所長 神津 多可思
森ビル株式会社 取締役常務執行役員 河野 雄一郎
株式会社ソフセラ技術開発センター センター長 小粥 康充
ＴＯＴＯ株式会社総合研究所 研究企画部長 小島 和郎




久留米大学産学官連携戦略本部 副本部長 児島 将康
日本女子大学、 名誉教授 小舘 香椎子
国立研究開発法人科学技術振興機構産学連携展開部 マッチングプランナー 小谷 章二




株式会社グリーンエレメンツ 代表取締役 小橋 克史
本多電子株式会社研究部計測応用研究室 取締役部長 小林 和人
立命館大学理工学部 名誉教授；研究機構シニアアドバイザー 小林 紘士
住友電気工業株式会社研究開発本部 伝送デバイス研究所 常務執行役員；副本部長 小林 正宏
京都大学経営管理大学院 経営管理研究センター センター長；教授 小林 潔司
関東学院大学総合研究推進機構 副学長 小松 督
キッコーマン株式会社研究開発推進部 部長 五味 恵子




スタンレー電気株式会社研究開発センター 研究開発管理課 専任課長 齋田 隆浩
株式会社TBSテレビ報道局 解説委員 齋藤 泉
株式会社東芝 執行役上席常務 斉藤 史郎
株式会社グリーン＆ライフ・イノベーション技術開発部 顧問 齊藤 誠一
公益財団法人がん研究会がん研究所がん生物部 部長 斉藤 典子
東北大学国際集積エレクトロニクス研究開発センター 教授 齋藤 好昭
エス・アイ・ピー株式会社 代表取締役社長 齋藤 茂樹
クアーズテック株式会社技術管理部 技術管理担当 道祖本 正
日本信号株式会社技術開発本部 執行役員；研究開発センター長 坂井 正善
日本碍子株式会社研究開発本部 本部長補佐；常勤参与 酒井 均
株式会社システック 執行役員 坂田 全弘
独立行政法人自動車技術総合機構交通安全環境研究所 国際調和推進部長 坂本 一朗
鹿島建設株式会社土木営業本部 常務執行役員；本部長 坂本 好謙
東京大学大学院工学系研究科 医療福祉工学開発評価研究センター センター長；教授 佐久間 一郎
有限会社ファイバーアイ本社 代表取締役 桜井 哲真
バンドー化学株式会社Ｒ＆Ｄセンター 副センター長 迫 康浩
東京農業大学総合研究所 参与・客員教授 佐々木 卓治
ちばぎんキャピタル株式会社 取締役社長 佐々木 英憲




株式会社キャンパスクリエイト技術開発部 取締役 佐藤 公俊
古河電気工業株式会社研究開発本部　企画部 主査 佐藤 功紀
三菱ケミカル株式会社大竹研究所 執行役員；大竹研究所長 佐藤 晴基
東電設計株式会社新領域研究開発推進室 執行役員  室長 佐藤 正行
株式会社フジ・スタートアップ・ベンチャーズ 佐藤 勇一
Ｖ・ＴＥＣ株式会社 代表取締役社長 佐藤 祐作
積水化学工業株式会社Ｒ＆Ｄセンター Ｒ＆Ｄ戦略室 部長 佐藤 洋一
国立研究開発法人科学技術振興機構産学連携展開部 マッチングプランナー 佐藤 利雄
株式会社ジェイ・エム・エス 取締役；研究開発本部長 佐藤 雅文
株式会社プロジェクトアイ 代表取締役 佐橋 昭
テルモ株式会社ハートシート事業室 執行役員；室長 鮫島 正
ＴＤＫ株式会社経営企画グループ 係長 佐屋 裕子
国立研究開発法人科学技術振興機構産学連携展開部 A-STEP第1分野PO 澤 源太郎
国立研究開発法人科学技術振興機構先端計測グループ 開発総括 澤田 嗣郎
札幌医科大学附属産学・地域連携センター センター長 澤田 典均
住友化学株式会社気候変動対応推進室 主幹 塩沢 文朗
いすゞ自動車株式会社開発技術企画部 部長 志賀 正樹
花王株式会社開発研究第２セクター セクター長；執行役員 志田 純
株式会社ジャパン・ティッシュ・エンジニアリング生産統括本部 次長 篠原 力
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株式会社タムラ製作所電子化学実装事業本部 電子化学開発本部 本部長 柴田 誠治
秋田大学大学院理工学研究科 システムデザイン工学専攻 教授 渋谷 嗣
強化土エンジニヤリング株式会社 代表取締役社長 島田 励介
リンナイ株式会社 執行役員；開発本部技術開発部長 清水 正則
首都大学東京大学院システムデザイン研究科 教授 下村 芳樹
株式会社ハウインターナショナル 代表取締役社長 正田 英樹
東レ株式会社研究・開発企画部 担当部長 白井 真
iPSアカデミアジャパン株式会社 代表取締役社長 白橋 光臣
東京工業大学大学院リベラルアーツ研究教育院 教授 調 麻佐志




株式会社タニタ生産戦略本部　体重科学研究所 執行役員 新藤 幹雄
日本電子株式会社経営戦略室オープンイノベーション推進室 室長 杉沢 寿志
アサヒグループホールディングス株式会社研究開発部門 マネージャー 杉山 洋
国立研究開発法人科学技術振興機構産学連携展開部 マッチングプランナー 鈴木 貴明
中京大学教学部研究支援課 係長 鈴木 哲造
株式会社日立製作所研究開発グループ 執行役常務 鈴木 教洋
グンゼ株式会社QOL研究所 執行役員；所長 鈴木 昌和




株式会社ＷＥＬＣＯＮ 代表取締役社長 鈴木 裕
デノラ・ペルメレック株式会社人事総務グループ 鈴木 智久
鹿児島大学大学院理工学研究科 教授 隅田 泰生
株式会社ペルセウスプロテオミクス 代表取締役 須藤 幸夫
株式会社国際電気通信基礎技術研究所石黒浩特別研究所 グループリーダー 住岡 英信
日本電信電話株式会社コミュニケーション科学基礎研究所 主幹研究員 須山 敬之
株式会社ワイピーシステム技術部 主任研究員 須山 泰敬
株式会社ノエビアグループ総合研究開発部 執行役員 関 泰三
株式会社トクヤマライフアメニティー部門MAグループ 主幹 関 雅彦
株式会社オハラ 取締役専務執行役員 関戸 仁
株式会社ユーディット 会長；シニアフェロー 関根 千佳
五洋建設株式会社 執行役員技術研究所担当 関本 恒浩
日本電気株式会社研究企画本部 シニアマネージャー 仙田 修司
前橋工科大学地域連携推進センター センター長；生物工学科教授 善野 修平




池田泉州キャピタル株式会社業務部 部長 高木 伸幸
国立研究開発法人科学技術振興機構産学連携展開部 マッチングプランナー 髙木 宏幸




髙田技術コンサルタント事務所 代表 髙田 忠彦
広栄化学工業株式会社研究所 部長 田形 剛
株式会社京三製作所開発センター 開発センター長 髙田 哲也
株式会社インスパイア 代表取締役社長 高槻 亮輔
つくばテクノロジー株式会社研究開発部 取締役ＣＴＯ 高坪 純治
株式会社資生堂ビューティークリエーション部 マネージャー 高野 ルリ子
住友精密工業株式会社 常務執行役員 高橋 歩
株式会社リバネス 代表取締役社長COO 高橋 修一郎
東京工業大学産学連携推進本部 知的財産部門長 高橋 秀実





特定非営利活動法人国際レスキューシステム研究機構 理事 高森 年
株式会社ロム総務 代表取締役 高谷 範子
株式会社エヌビィー健康研究所 代表取締役 髙山 喜好
株式会社東芝ソリューション開発センター　 ライフサイエンス推進部 部長 高山 卓三
ウエルインベストメント株式会社 代表取締役社長 瀧口 匡
神奈川大学研究支援部産官学連携推進課 次長 田口 澄也
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コランダム・イノベーション株式会社 取締役ＣＴＯ 武田 健二
三菱重工業株式会社技術戦略推進室 技術企画部開発計画グループ グループ長 竹中 啓三




福井大学産学官連携本部 准教授 竹本 拓治
オリンパス株式会社イノベーション推進室 次長 田島 信芳
十六リース株式会社キャピタル営業部 部長 舘 清太郎
東芝メディカルシステムズ株式会社研究開発センター 常務執行役員；センター長 立崎 寿
株式会社パスコ総合研究所 所長 橘 菊生
伊東電機株式会社技術本部 執行役員；本部長 橘 俊之
株式会社システム・ジェイディー 代表取締役 伊達 博
三菱電機株式会社開発本部 役員技監 田中 健一
キユーピー株式会社研究開発本部技術研究所 主任研究員 田中 敏治




ＪＳＲ株式会社研究開発部 部長 田辺 隆喜
関西大学産学官連携センター センター長 谷 弘詞
三井住友建設株式会社技術本部 副本部長；技術研究所長 谷垣 正治




一般財団法人阪大微生物病研究会観音寺研究所 瀬戸センター 研究開発部門 研究企
画部 研究企画課 主席研究員
谷本 武史
日本ケミコン株式会社研究開発本部 基礎研究センター長 玉光 賢次
株式会社商工組合中央金庫ソリューション事業部 主任調査役 田丸 純一
株式会社ヘリオス神戸研究所 取締役研究・生産領域管掌；所長 田村 康一
国立大学法人福島大学研究振興課 特任専門員 丹野 史典
キャタピラージャパン株式会社渉外・広報室 執行役員；室長 塚本 恵
日本電信電話株式会社ネットワーク基盤技術研究所 所長 辻 ゆかり
三井住友海上キャピタル株式会社投資開発部 パートナー 辻川 大
岩手大学研究推進機構プロジェクト推進部門 副機構長；教授 対馬 正秋
共同通信社編集委員室 編集委員；論説委員 辻村 達哉
日本放送協会解説委員室 解説委員 土屋 敏之
アズビル株式会社技術開発本部 技術戦略担当部長 筒井 宏明
株式会社安川電機開発研究所 所長 筒井 幸雄
山口大学創成科学研究科 教授 堤 宏守
オーエヌ工業株式会社技術本部 顧問 常藤 和治
一丸ファルコス株式会社開発部 執行役員；開発部長 坪井 誠
三重大学地域イノベーション推進機構 理事；副学長 鶴岡 信治
三菱重工業株式会社総合研究所 主席研究員 鶴我 薫典
国立大学法人大分大学産学官連携推進機構 准教授 鶴成 悦久
株式会社日立製作所中央研究所 企画室 主任技師 手嶋 達也
北海道大学産学・地域協働推進機構 産学推進本部 特任教授 寺内 伊久郎
富士通株式会社政策渉外室 シニアディレクター 寺田 透
東京工業大学情報理工学院 情報工学コース 教授 寺野 隆雄
山八歯材工業株式会社 代表取締役社長 遠山 昌志
時田シーブイディーシステムズ株式会社 代表取締役 時田 修二




有限会社Ａ-ＨＩＴＢｉｏ本社 代表取締役社長 冨田 房男
国立研究開発法人科学技術振興機構産学連携展開部 マッチングプランナー 友田 和美
特許機器株式会社企画知財課 課員 友松 義雅
株式会社ゲノム創薬研究所総務部 部長 外山 繁勝
浜松ホトニクス株式会社中央研究所 第4研究室 研究主幹 豊田 晴義
大阪大学男女協働推進センター 特任教授 豊田 政男
小野薬品工業株式会社研究本部 水無瀬研究所所長／研究業務部部長 仲 正夫
九州産業大学学術研究推進機構 産学連携支援室 室長 永井 浩一
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日新イオン機器株式会社 代表取締役社長 長井 宣夫
ＮＵーＲｅｉ株式会社 代表取締役 中井 義浩
東海光学株式会社開発部 部長 長尾 淳司
ジェイ・ボンド東短証券株式会社総務部 部長 永尾 和哉
国立研究開発法人科学技術振興機構産学連携展開部 マッチングプランナー 長岡 由起




早稲田大学産学官研究推進センター センター長 中川 義英
大正製薬株式会社 シニアリサーチスペシャリスト 中里 篤郎
日揮触媒化成株式会社北九州事業所 取締役所長；R&Dセンター長 中島 昭
大成建設株式会社技術センター 副技術センター長；都市基盤技術研究部長 長島 一郎
アーキタイプ株式会社- 代表取締役 中嶋 淳
日本航空電子工業株式会社商品開発センター センター長・兼分析評価室長 中島 伸一郎
オムロン株式会社技術・知財本部 技術専門職 中嶋 宏
明治大学研究活用知財本部 本部長 長嶋 比呂志
古河電気工業株式会社コア技術融合研究所 主査 中島 康雄
九州大学大学院経済学研究院 教授 永田 晃也
ゴールデンダンス株式会社 開発部長 中谷 任徳
有限会社プレシステム 代表取締役 永藤 直行




伊藤忠テクノロジーベンチャーズ株式会社 代表取締役社長 中野 慎三
明治大学研究企画推進本部 本部長 中別府 修
太陽誘電株式会社開発研究所 開発企画部　課長 長峯 弘人
岡山理科大学研究･社会連携センター 教授 中村 修
信州大学学術研究・産学官連携推進機構 機構長；理事 中村 宗一郎
兵庫医科大学学術研究支援部 次長 中村 高志
日本電気株式会社システムプラットフォーム研究所 所長 中村 祐一
株式会社イオックス 代表取締役 中村 克弘
株式会社ツーセル社長室 取締役/社長室長 中村 大吉
株式会社ＩＨＩ建材工業次世代開発部 研究試験センター センター長 中山 壮一郎
株式会社アルバック技術企画室開発推進課 課長 中山 高博
京都大学大学院医学研究科 社会健康医学系専攻健康情報学分野 教授 中山 健夫
国立研究開発法人科学技術振興機構研究開発戦略センター 企画運営室長 中山 智弘
テクノハマ株式会社技術部 次長 中山 有希




北海道大学大学院医学研究科 教授 西浦 博
株式会社国際電気通信基礎技術研究所(ATR)石黒浩特別研究所 主幹研究員 西尾 修一
法政大学生命科学部 教授 西尾 健
国立研究開発法人科学技術振興機構起業支援室 推進プログラムオフィサー 西澤 民夫
持田製薬株式会社医薬開発本部 フェロー 西島 和三
株式会社植物ハイテック研究所 代表取締役 西永 正博
日本大学研究推進部知財課 課長補佐 西山 博孝
前田建設工業株式会社技術戦略室 グループ長 仁ノ平 栄




株式会社Ｗｉｌｌ－Ｅ 代表取締役社長 根本 英希
マツダ株式会社技術研究所 技監 農沢 隆秀
セーレン株式会社研究開発センター 企画業務部 部長代行 野形 明広
立命館大学産学官連携戦略本部 副本部長；研究部事務部長 野口 義文
株式会社タイテム 代表取締役社長 野崎 敏雄
アドバンスト・ソフトマテリアルズ株式会社 代表取締役 野田 結実樹
ＫＴＸ株式会社 代表取締役 野田 太一
ＪＤＣ株式会社 代表取締役社長 橋川 直人
オリックス株式会社グループ IoT 事業部 副部長 橋場 尚樹
葵機工株式会社業務部 課長 橋本 敬介






滋賀医科大学研究推進課 産学連携係長 服部 央
株式会社トーエル総務人事本部 本部長 服部 頼和
室蘭工業大学社会連携統括本部 本部長；理事 馬場 直志
横浜国立大学大学院工学研究院 教授 濱上 知樹
株式会社クボタ研究開発本部 常務執行役員；研究開発本部副本部長 濱田 薫
ＤＯＷＡ　ＩＰクリエイション株式会社製造1部 主任研究員 濱田 心
ルネサスエレクトロニクス株式会社生産本部 生産統括部 部長 浜田 裕之
株式会社熊谷組技術本部 技術企画部長 濱田 真
オー・エイチ・ティー株式会社 代表取締役社長 羽森 寛
独立行政法人大学改革支援･学位授与機構研究開発部 教授 林 隆之
株式会社槌屋技術開発本部 執行役員 林  宏明




株式会社音力発電研究開発部 代表取締役 速水 浩平
東京大学人工物工学研究センター 准教授 原 辰徳
国立研究開発法人科学技術振興機構ImPACT室 ImPACTプログラムマネージャー 原田 香奈子
九州大学学術研究・産学官連携本部 本部長補佐；教授 原田 裕一
株式会社ニデック探索研究部 副本部長 原田 宜久
国立研究開発法人科学技術振興機構東京オフィス マッチングプランナー 板東 嘉彦
東レエンジニアリング株式会社開発部門企画管理部 専門主査 馬場 美貴男
学校法人北里研究所知的資産センター センター長 東原 正明
株式会社小糸製作所 執行役員技術本部副本部長；研究所長 東 祐司
清水建設株式会社土木技術本部 副本部長 樋口 義弘




大分ベンチャーキャピタル株式会社総務部 部長 日野 靖之
株式会社ビー・エム・エル先端医療開発部 課長 平井 博之
東京大学地震研究所 教授 平田 直
国立研究開発法人科学技術振興機構大阪オフィス マッチングプランナー 平原 良広
帝人株式会社構造解析センター 形態解析グループ グループリーダー 広瀬 治子
東京慈恵会医科大学財務部研究支援課 課長 深沢 博臣
株式会社ＩＨＩ原子力センター 原燃プロジェクト部 部長 福井 寿樹
三菱重工航空エンジン株式会社技術部　技術マネジメントグループ グループ長 福島 明
鹿児島大学大学院理工学研究科 電気電子工学専攻 教授 福島 誠治
英弘精機株式会社総務部 部長 藤井 英樹
国立研究開発法人科学技術振興機構 ＩｍPACTプログラムマネージャー 藤田 玲子
香川大学経済学部 教授 藤村 和宏
日揮株式会社インフラ統括本部 技術イノベーションセンター 技術研究所長 藤村 靖
新日鉄住金化学株式会社総合研究所 基盤技術センター 主任研究員 藤元 伸悦
株式会社関西総合情報研究所 代表取締役社長 藤原 利弘
有限会社渕田ナノ技研 取締役社長 渕田 英嗣
株式会社フレッジテクノロジー 代表取締役 古川 博之
東京大学大学院工学系研究科 レジリエンス工学研究センター センター長；教授 古田 一雄
株式会社SOKEN 専務取締役 古野 志健男
太平洋セメント株式会社中央研究所 業務グループ 研究推進チーム 主任研究員 星野 清一
アイサンテクノロジー株式会社研究開発知財本部 取締役 細井 幹広
ランデス株式会社技術開発部 部長 細谷 多慶
株式会社ＵＡＣＪ技術開発研究所 執行役員；副所長 細見 和弘
東京大学地震研究所巨大地震津波災害予測研究センター 教授 堀 宗朗
東京工業大学研究・産学連携本部 教授・副本部長 堀尾 容康
日本キャボット・マイクロエレクトロニクス株式会社 代表取締役社長 本郷 耕基







バイオプロジェクト株式会社 代表取締役社長 前田 昌調
東レ株式会社研究・開発企画部 部長 真壁 芳樹






有限会社Ｑ-Ｌｉｇｈｔｓ開発課 取締役 枡田 剛
株式会社フジキン大阪ハイテック研究創造開発センター 知的財産戦略室 室長 町井 省文
株式会社前川製作所 取締役 町田 明登
出光興産株式会社生産技術センター 上席主任技師 町田 雅志
JNC株式会社研究開発本部 次席企画員 松浦 智夫
明治大学専門職大学院 ガバナンス研究科 教授 松浦 正浩
埼玉大学研究機構オープンイノベーションセンター センター長；知的財産部門長 松岡 浩司
株式会社ｃｈｒｏｍｏｃｅｎｔｅｒ 代表取締役 松岡 隆之
小林製薬株式会社中央研究所 所長；執行役員 松岡 信也
法政大学理工学部 教授 松尾 由賀利
公益財団法人加藤記念バイオサイエンス振興財団 理事長 松田 譲
佐賀大学学術研究協力部 社会連携課 係長 松永 絵美
京都大学工学研究科 名誉教授 松波 弘之
東芝テリー株式会社映像コンポーネント開発部 部長 松野 和義




島田理化工業株式会社 常務取締役 松本 操一
Ｍｅｉｊｉ　Ｓｅｉｋａ　ファルマ株式会社 薬事部長 松本 隆之
株式会社ビー・エイチ・ピー 代表取締役 松本 竹男
ラピスセミコンダクタ宮城株式会社 代表取締役社長 松本 宗之
東京都市大学総合研究所 所長；副学長 丸泉 琢也
第一三共株式会社秘書部渉外グループ 主幹 三浦 慎一




三菱電機株式会社先端技術総合研究所 所長 水落 隆司
株式会社クレアリンクテクノロジー 代表取締役 水原 隆道
九州工業大学イノベーション推進機構 産学連携・URA領域 領域長 三谷 康範
大日本印刷株式会社購買本部 本部長 三宅 徹
上田日本無線株式会社メディカルビジネスユニット 次長 宮下 俊彦
電気通信大学産学連携 特任教授 宮田 清藏
大正製薬株式会社医薬研究本部 理事；副本部長 宮田 則之
宇部興産株式会社研究開発本部企画管理部 部長 宮田 博之
大阪市立大学産学官連携推進本部 本部長 宮野 道雄
積水化学工業株式会社高機能プラスチックスカンパニー開発研究所 所長 向井 克典
MM Nagata Coal Tech株式会社資源処理エンジニアリング事業部 事業部長 麦田 耕介
高砂工業株式会社開発部 取締役部長 武藤 則男
住友ゴム工業株式会社 執行役員；材料開発本部長 村岡 清繁
小島プレス工業株式会社研究開発部担当 取締役 村上 英広
ごうぎんキャピタル株式会社 取締役事業本部長 村上 太
株式会社ムラコシ精工 代表取締役社長 村越 雄介
東京慈恵会医科大学脳神経外科 主任教授 村山 雄一
アイセル株式会社事業開発部 統括部長 望月 昇
日東電工株式会社研究開発本部 副ＣＴＯ　研究開発本部長 本村 弘則
リーフ株式会社技術開発 代表取締役 森 政男
帝京大学学修・研究支援センター 講師 森 玲奈
塩野義製薬株式会社創薬疾患研究所 グループ長 森岡 靖英
株式会社豊田中央研究所森川特別研究室 室長；シニアフェロー 森川 健志
株式会社三井住友銀行経営企画部 金融調査室 室長 森口 善正
長崎県立大学国際社会学部 教授 森田 均
株式会社バイタルリード 代表取締役 森山 昌幸
横河電機株式会社マーケティング本部 イノベーションセンター センター長 八木原 剛
三菱電機株式会社ＦＡシステム事業本部 産業メカトロニクス事業部 技師長 安井 公治
三井金属鉱業株式会社機能材料事業本部 執行役員；機能材料研究所長 安田 清隆
産業医科大学医学部 名誉教授 柳原 延章
メタウォーター株式会社プラントエンジニアリング事業本部 技師長 柳瀬 哲也
株式会社コスモステクニカルセンター 執行役員；有用性・安全性評価部長 矢作 彰一
トッパン・フォームズ株式会社中央研究所 研究企画部管理グループ マネージャー 山上 剛
崇城大学社会連携推進本部 地域共創センター 副学長；センター長 山川 烈
内閣府ImPACTImPACT プログラムマネージャー 山川 義徳
旭化成株式会社レオナ樹脂技術部 技術部長 山口 定彦
株式会社日立製作所研究開発グループ 技術戦略室産学官連携部 主任技師 山口 伸也
522
所属等 氏名
東京工芸大学教育研究支援課 課長 山口 泰夫
兵庫県立大学産学連携・研究推進機構 機構長；副学長 山﨑 徹
日刊工業新聞社論説委員会 論説委員 山崎 和雄
株式会社ＴＮＰオンザロード 代表取締役社長 山下 勝博
長崎大学産学官連携戦略本部 副本部長 山下 敬彦
株式会社京都マテリアルズ総務部 総務部長 山下 結花
株式会社アドヴィックス基本ブレーキ部門 専務役員 山田 茂雄
株式会社ＲＮＡｉ総務 代表取締役 山田 智之
大阪府立大学 副学長、研究推進機構長 山手 丈至
大研化学工業株式会社先端技術部 部長 山中 重宣
コフロック株式会社FP事業部FP生産部技術課 係長 山本 明
日刊工業新聞社論説委員会 編集局科学技術部 論説委員；編集委員 山本 佳世子
尾池工業株式会社技術本部 常務取締役　技術本部長 山本 眞也
有限会社山口ティー・エル・オー 取締役 山本 豪紀
神奈川工科大学工学教育研究推進機構 研究コーディネータ 山本 博一
東京農業大学総合研究所 所長 山本 祐司
マナック株式会社研究所 所長 山本 克巳
東京大学理学系研究科附属フォトンサイエンス研究機構 機構長 湯本 潤司
株式会社明電舎研究開発本部 技師長 吉岡 靖浩
三菱電機株式会社先端技術総合研究所 メカトロニクス技術部 主管技師長 吉河 章二
株式会社ダイドー電子技術部 技術部長 吉川 紀夫
東京大学物性研究所 教授 吉沢 英樹
大東プレス工業株式会社 代表取締役会長 吉田 夛佳志
旭川医科大学医学部 学長補佐（国際交流・地域連携・産学連携） 吉田 貴彦
讀賣新聞東京本社論説委員会 論説委員 吉田 典之
大阪電気通信大学地域連携推進センター センター長 吉田 正樹
三菱日立パワーシステムズ株式会社研究所火力システム研究部 主管研究員 吉成 明
株式会社日立製作所研究開発グループ シニアプロジェクトマネージャー 吉野 正則
京都工芸繊維大学電気電子工学系 副学長；教授 吉本 昌広







つくばテクノロジー株式会社総務部 部長 劉 小軍
福岡工業大学工学部 電子情報工学科 教授 盧 存偉
株式会社ジーンケア研究所管理部 取締役 六川 玖治
清水建設株式会社LCV事業本部インフラ運営事業部（兼）技術研究所 上席研究員 若原 敏裕
シスメックス株式会社学術本部学術研究部 部長 和田 淳
フロンティア・ラボ株式会社企業戦略部 部長；常務取締役 渡辺 壱
慶應義塾大学環境情報学部 教授 渡辺 賢治
株式会社日立ハイテクサイエンス新事業創生部 主任 渡邉 直哉
岐阜プラスチック工業株式会社開発本部 開発本部長 渡辺 信幸
日本アイ・ビー・エム株式会社東京基礎研究所 数理科学 部長 渡辺 日出雄
岩手県立大学研究・地域連携本部 本部長 渡邊 慶和
株式会社ジャパンディスプレイ次世代研究センター 研究開発企画部 シニア ジェネ
ラル マネージャー
渡辺 良一
岡山県立大学情報工学部 情報システム工学科 教授 渡辺 富夫
サッポロホールディングス株式会社 顧問 渡 淳二















村上 昭義 科学技術・学術基盤調査研究室研究員 
（調査設計、調査実施補助、集計実施、データ集全般作成） 




井田 潤治 企画調査部 
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